



















































































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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＊Introduction　──高校一年生・秋






「別れよっか、私達たち」

　そう告げて、朱と鷺き羽わ美み凪なぎは微笑ほほえんだ。

　あまりにも想定通りの言葉に、僕は苦笑いを返す。なんて、強がってみただけだ。緊張でカラカラの喉に唾を流し込むと、ハッカの味が広がる。涙が溢あふれそうだった。

「そうだな、僕もそれがいいと思う」

　二年間、長い付き合いだった。同じ中学から別々の高校に進んでも続いた関係に、もしかしたらこのまま結婚までいくかもしれない、なんて考えたこともあった。

　今でも僕は美凪のことが好きだ。だけど美凪はもう、違うのだろう。

　この関係性に未来はない。そんな結末が決まってしまったのなら、僕に出来ることはたった一つだけ。最も綺き麗れいな過程でそこへ辿たどり着つくことだ。

　なんて、センチメンタルにまとめてみたけれど。

　結局のところは、そこらじゅうにありふれた、よくある別れ話の一つだ。些さ細さいなすれ違いと、大したことのない喧けん嘩かと、噛かみ合あわない価値観の積み重ねのなれの果て。

「なんか拍子抜け。傑すぐるがここを指定したから、てっきり、引き留められるのかと思った」

「まさか。今け朝さ連絡が来た時から、答えは決まってたよ」

　突然の連絡に、そんな予感がした。だから僕はハッカの飴あめを用意して、この場所に集合することを決めた。付き合いたてのデートで来た、思い出深い場所だ。

「ほんとに？　だってここ縁結びの神社だよ？　普通こんなところで別れないよ」

「まあな。でもさ、ホラ。これ、お焚たき上げしなきゃだろ」

　僕は鞄かばんに下げた小さなお守りを取り外して、掲げてみせる。ペアで持ち歩けば相手と永遠の愛で結ばれる──嘘うそっぱちな能書きの、お値段三百円のありがたい布きれだ。

　僕の台詞せりふに「そうだね」と笑った美凪は、どちらかというと呆あきれていたと思う。

　古札納所の前に立った僕らは、小指同士を曖昧に絡ませながら、同時にお守りを入れた。底に落ちる音が微かすかに響いて、この瞬間、僕らの別れはあっさりと確定した。

「永遠の愛なんて、やっぱりなかったね」

　もうおしまいと言わんばかりに指をほどきながら、美凪が呟つぶやく。

「そうだな。永遠の愛なんて存在しない。あるいは、永遠に愛し合ったという結果があるだけだ。大事なのはその過程だ」

「……えーっと？　どういうこと？」

「つまり、永遠の愛を目指して努力する過程こそが、愛を永遠にするんだよ」

　大事なのは結果じゃない、いつだってそれを目指す過程にこそ意味がある。それが僕の持論だ。辿たどり着ついた場所ではなく、辿り着くために何をしたかが、自分自身を構成する。

「あははっ、なにそれ傑すぐる、良いこと言うね。なんでもっと早く教えてくれなかったの？」

「言ってたら別れなかった？」

「かもしれない」

「なるほど、ちょっと遅かったな。さっき思いついたんだ」

「なーんだ、残念。でもそういう考え方、傑っぽくて好きだよ」

「面倒くさい、の間違いじゃなくてか？」

「そうだよ、面倒くさくて傑っぽい。でも私、君のそういうところ、好きだったんだよ」

「嘘うそだろ、初めて知った。なんでもっと早く教えてくれなかったんだ」

「そりゃあ、そうでしょ。内緒にしてたからね。褒めて増長したらやだし」

「リリースした瞬間増長させてく方針か？　僕に次の相手が出来なくてもいいのか？」

「そんなことないよ。私はずっと、傑のご多幸とご健勝をお祈り申し上げてるよ」

「恐るべきほどに他人行儀だ」

　他愛たわいのないやりとりも、こんなに近い彼女の横顔も、もう二度と訪れない光景だろう。

「やっぱり凪なぎ沙さはびっくりするかな」

　美み凪なぎがふと零こぼして、僕は彼女によく似た、一つ年下の女の子のことを思い出す。

「だろうな。はあ、仲の良かった義妹まで失うのは、ちょっとつらいな」

「別に二人で会えばいいでしょ。というか勝手に義妹扱いしないでよ」

　あからさまに落とした歩速でも、もう鳥居まで戻ってきてしまった。最後の一歩を踏み出す前に、僕は「美凪」と口を開く。

「──今まで、ありがとう」

　多分、笑えてなかった。

「私こそ、ありがとう、傑。凄すごく楽しい二年間だったよ」

　美凪も、ぎこちなく笑って。

　こうして僕らの、ありふれた別れ話は幕を閉じた。




　そして僕は一人、大嫌いなハッカの飴あめをばりぼりと噛かみ砕くだいた。甘いのは一瞬だけだ。すぐにミントの苦みと刺激がスーっと広がっていく。やっぱりこの矛盾したような味が、僕は嫌いだ。

　抜け殻のようにふらふらと歩いて、目についたベンチに腰掛ける。区立図書館の物々しい外観をぼうっと見つめながら、僕は感情のままに泣いた。大泣きした。通行人の誰もが僕に注目するくらい、おおっぴらに涙をこぼした。

　早くこの感情を忘れてしまえるようにと、一粒一粒に想おもいを込めて。









（１）ファーストキスの味を求めよ。






「────ッ！」

　跳ねるようにベッドから起き上がる。バクバクと鳴なり止やまぬ鼓動、乱れた息。寝汗でまとわりつくパジャマ。なんだか嫌な夢を観みた気がする。僕はすぐに枕元のドロップ缶をひっくり返し、レモンの飴あめを口に含んだ。忘れられないハッカの味を打ち消すように。

　クラクラする頭を枕に戻したところで、目覚まし時計がスヌーズを鳴らし始めた。しまった、寝坊だ。慌ててベッドから飛び降りて、一日が始まる。




　朝の支度を終えて玄関から出ると、太陽の眩まぶしい光が寝不足の目に染みた。

　同時に、一人の少女が視界に入る。目が合った彼女は、花が咲くように笑った。

「あっ、おはようです傑すぐるさん！　いつもより遅かったですね。心配したんですよ？」

　色素薄めのショートボブと真まっ赤かなリボンを揺らしながら、可愛かわいらしい後輩がぴょこぴょこと駆け寄ってくる。抱きついてくる勢いだったので、僕は半歩退いて距離を取った。

　すると目線の下、頭一つ分くらい低めの位置で、彼女は不服そうに頬ほおを膨らませた。

「なんで避よけるんですかっ！」
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「いいか凪なぎ沙さ。人には普通、関係性に応じた適切な距離感というものがある。今の僕らは？」

「付き合いたてのカップルです」

「平然と嘘うそを吐つくな」

「男と、女です」

「正しさを保ちつつ最大限誤解を生む表現はやめろ。いいか？　僕らはただの、同じ高校の先輩と、後輩だ」

　本当にこの子は、入学してからもうすぐ三ヵか月げつになるというのに、ずっとこの調子だ。環境が変わればすぐに飽きてしまうだろうと思っていたが、彼女の気持ちを少しばかり舐なめていたかもしれない。

「むう。では改めて。傑すぐる先輩、おはようございますっ！　はい、これでいいですね？」

「ああ、おはよう凪沙。それと、待たせてごめん。約束してるわけでもないし、べつに忠犬みたいに毎日待ってなくてもいいんだぞ」

　隣を歩く健けな気げな後輩の名は、朱と鷺き羽わ凪沙。

　去年の秋頃──僕が彼女の姉・朱鷺羽美み凪なぎと破局してからというもの、凪沙は毎朝毎朝、律りち儀ぎに登校前の僕を待ち伏せている。もう八ヵ月以上になるだろうか。今日みたいな風の日も、土砂降りの雨の日も、雪の日もそうだった。

「いやです。傷心の傑先輩を一人にしたら、可哀かわい想そうじゃないですか」

「傷心って、もうずっと前のこと──ふああ」

　喋しやべっている途中であくびが漏れ出てしまう。睡眠時間は四時間を切っている。最近は寝付けない夜が多いが、昨日は特にひどかった。

「む。傑先輩、目にクマができてるですよ。さては早くも期末試験の対策ですか？　再来週からなのにご立派ですね。果ては医者か弁護士か！」

「買いかぶりすぎだろ。あいにく、僕の将来の夢は公務員って決めてるんだ」

「ふむふむ。安定志向、いいですね。やっぱり何事も変わらないのが一番ですよ。これなら傑先輩との生活も安泰そうですね」

　凪沙は通学鞄かばんを後ろ手に回し、うんうんと一人頷うなずく。当たり前のように僕との未来予想図を描いているが、そんな約束は一度だってしたことがない。

「安定というより、単純に僕に合ってると思ってな。公務員に求められるのは輝かしい成果よりも正しいプロセスを踏むことだ。結果より過程重視。ホラ、僕にピッタリだ」

「はあ。傑先輩は相変わらずですね」

　呆あきれたように僕を見つめる目は、美凪によく似ていた。たったそれだけのことでハッカの味が喉を昇ってきて、僕は一瞬、言葉に詰まってしまう。

「あっ。過程重視ってことは、つまり傑先輩は学校に着くよりも私と登校する方が大事ってことですね？　なら今日は学校をサボって登校デートとしゃれ込むですよっ！」

「それはもはや登校じゃないだろ。その話でいうなら──ホラ、遅刻しそうでも信号無視をしないとか、そんな程度のことだ」

　目の前で点滅を終えた信号が赤色を示す。車通りがほとんどないと知りながらも、僕らはぴたりと足を揃そろえて立ち止まった。

「ほんとにそれだけですか？　ほら、さっきの道、いつも回り道してるじゃないですか」

「あそこは見通しが悪くて危ないんだよ。何回か事故もあったって聞くし」

　自分一人の時ならよく使う道だ。でも凪なぎ沙さと一緒なら、これが正しいルートだ。

「あとは……勉強でいうなら、こういうことですね？　えー、おほん。いいか凪沙、勉強は普段の積み重ねが大事であって、試験前に慌てて詰め込んで取った高得点に意味はない」

　凪沙がキリッと、真面目まじめくさった顔で、堅物みたいな低い声を出した。

「そのとおりだけど、もしかして今の、僕の真ま似ねか？」

「そうですっ。似てるですか？」

「全く似てない。君は観察眼が欠けてるからな。物真似も似顔絵も下へ手ただし。未いまだに面白くて捨てられないんだぞ、絵しりとりで君が描いた『僕すぐる』。る攻めを受けていてなお『スマトラゾウ』かと思ったほどの逸品だった」

「え、なんで保管しちゃってるんですか私の恥を!?　捨ててくださいです！　ほら、今すぐおうちに帰って、私が見届けてる中でっ！　その後は二人っきり、やっぱり学校をサボってらんらんランデブー──」

「待て待て待て、勝手に謎の予定を組まないでくれ」

　詰め寄ってくる凪沙を避よけようとして、ふらり。足がよろけて、電柱にぶつかりそうになる。「おっと」と言葉を漏らしながら、手をつき身体からだを支えた。

「あのあの、大丈夫ですか？　ちゃんと寝ないと駄目ですよ？　心配なので、ほら、私の手をしっかり握っててください」

　僅かに頬ほおを赤らめながら、凪沙が僕に手を伸ばす。それだけで動どう悸きが強くなるのを感じた。けれども僕は、差し出されたその手を──決して、取ったりなんてしない。

「どさくさに紛まぎれて手を繋つなごうたって、そうはいかないぞ。何度も言うが、君と僕の関係はだな」

「さっきも聞いたですって。……むう。傑すぐるさんはいじわるです。せっかく頑張って同じ学校になれたのに、顔見知りからランクアップしただけじゃ満足できないです」

　凪沙は不満げに鼻を鳴らし、唇をとがらせる。

　実際、僕らの関係性は去年からめまぐるしく変わった。まずは彼女の妹から元カノの妹へ。そこからぎこちなく取り決めた顔見知りという名の関係性に基づいた距離感は、彼女の第一志望合格により少し近付いて、先輩後輩となった。

「まぁ確かに、直前で志望校のレベルを上げて受かったのはよく頑張ったと思うけど」

「そうです。そうなのです。頑張った私にはもっとご褒美があるべきと思うのです！」

　拳をぶんぶんと振り回す凪なぎ沙さだが、ちょっと待って欲しい。

「いや、だから合格祝いでケーキバイキングを奢おごったじゃないか。別腹すら満たす勢いで食べてたのを忘れたなんて言わせないぞ」

「えへへ、私には別腹の別腹があるですからね。でも、そうじゃなくって、ですね──」

　彼女の態度はさっきまでの元気な様子から一変し、恥ずかしそうにプリーツスカートの前で人差し指をこねくり回し始める。ああ、来る。僕は身構えた。

「……私はもっとランクアップして、傑すぐるさんと恋人同士になりたいって、思うです」

　それはもう、何度目かも分からない告白だった。

　はじめては去年の冬、クリスマスイブに。次は冬休み明けすぐ、初雪の日に。それから幾度となく繰り返された、僕らの定例のやりとりだ。

　だから答えはスムーズに舌から滑り出た。

「悪いけど、君の告白には応えられない」

　それはもう、何度目かも分からない強がりだった。

　心臓がバクバクと鳴り響く。僕の胸板を内側から叩たたいて、素直になれよと叫んでいるのが聞こえる。

　僕はとっくに、朱と鷺き羽わ凪沙のことが好きだった。たぶん合格発表の日の、七度目の告白から。それ以来、彼女の隣を歩くとき、僕の心臓はふいに跳ねる。

　本当は今すぐにでも、彼女の告白を受うけ容いれてしまいたかった。それが自然な流れだとは分かってる。分かっているのに、僕は何度も、彼女にノーを突きつけた。今の僕じゃ、彼女と付き合うことはできない。付き合ってはいけないから。

「そう……ですか。分かったです。お姉ねえちゃんのこと、まだ忘れられないですよね」

　肌つやのよい健康的な横顔には、やっぱり美み凪なぎと似ているところが沢山ある。鼻の形や、睫まつ毛げの角度、こちらを見やるタイミングも。

「……ごめん」

　凪沙の指摘は百パーセント正解だ。半年以上経たった今でも、僕はあのハッカの味を忘れられない。あんなに涙を流して区切りをつけたつもりなのに。凪沙に惹ひかれているのに。それでも僕はまだ、美凪のことを引きずっている。

　そんな状態で付き合っても、凪沙を不安がらせるだけだ。美凪と似ている彼女だからこそ、余計に。自分は姉の代わりなんじゃないかと、あるいは、姉を思い出して僕が辛いんじゃないかと、凪沙は思ってしまうだろう。だから僕らが正しく付き合うためには、美凪の影がちらついてはいけない。

「でもですよ、傑さんがいつか、お姉ちゃんのことが気にならなくなったら、私の告白に頷うなずいてくれるってことですよね！」

　屈託のない笑顔が眩まぶしい。ああ、この子はなんて健けな気げなんだろう。彼女をフる度に、僕の中で彼女の存在が大きくなっていく。逸そらしたくなる目を無む理り矢や理り合わせて、一息吸って、平静を装う。

「さあ、どうだろうな。それと、傑すぐるさんじゃなくて先輩だろ」

「傑先輩のそういうところ、ほんっっとうに面倒くさいですよね」

「僕は自分のそういうところ、大切に育んでいきたいと思ってるけどな」

　白しら瀬せ傑は本当に面倒くさい。自分でも分かっている。そもそも、僕は彼女の告白に応える気は一切ない。だって──僕から告白するつもりだからだ。

　美み凪なぎを忘れることが出来たなら、僕から告白しなければ。そう決心したのは、凪なぎ沙さからの告白の回数が二桁の大台に乗った時だった。

　追い続けた凪沙と、避け続けてきた僕。付き合うという結果は一緒かもしれない。でも僕らが対等な交際関係を築くには、彼女の告白に応えるのではなく、僕から申し出る形が必要だ。僕が根負けしたわけじゃなくて、僕自身で選んだのだと示すために。そういう過程が、僕らには最も相応ふさわしい。

「はーあ。どうしてこんな面倒な人、好きになっちゃったんですかね、私は」

「……いい加減、諦めたりはしないのか？」

　ああもう、僕の口からはどうしてこんな台詞せりふばかりぽんぽんと出てくるんだ。でもこんなつれない反応をしたって、朱と鷺き羽わ凪沙は変わらない笑顔を僕に向けてくれる。

「ふふっ、心配ご無用ですよ。私の傑さんへの気持ちは、そう簡単には消えたりなんてしないですから」

　心臓が、痛いくらいに胸を叩たたく。耐えきれなくて、僕の足は歩みを止める。

「……凪沙」

「？　なんですか、傑先輩」

　凪沙が振り向いて、頬ほおを緩めて微笑ほほえむ。なんでそんな、可愛かわいらしい顔が出来るんだ。

　その笑顔を、ずっと見続けたい。僕だって凪沙と次の関係性に進みたい。膨らんだ凪沙への気持ちはもう決壊しそうで、だから最近は寝不足なのだ。いつの間にか凪沙にどう告白しようかと考えていて、今も気付けば、愛の言葉が喉から飛び出そうで。

「凪沙……その、告白、なんだけど……あー、いや、君はさ、告白されるならどんなシチュエーションがいい？」

　でも結局、そこから先には美凪の幻影が立ち塞がっていて、踏み出せない。僕はまだ、ハッカの味を振り切れない。うわずりそうな声を隠しながら、僕は再び足を動かし始める。ワンテンポ遅れて、凪沙も軽々としたステップで僕の衛星軌道に戻る。

「どうしたんですかいきなり。そうですね……二人きりの世界とか、憧れるです。世界に私達たちしかいないんじゃないかって思うくらい、誰もいない空間で見つめ合って──みたいな。たとえば高いところで景け色しきを眺めながら、とかいいですね。傑すぐる先輩はどうですか？」

　無邪気に凪なぎ沙さが首を傾かしげる。僕はしばし腕を組んで考え込んだ。凪沙から告白されるならどんな状況だって嬉うれしい。嬉しいと思いながらきっちり振ってるんだから、おかしな奴やつだよな、僕は。自嘲しながら目線を下げれば、腕時計の長針が思わぬ方向を指していた。

「おっと。凪沙、いつの間にかこんな時間だ。走るぞ。いつもの電車に遅れる」

「ちょっ、傑さ──先輩っ！　置いてかないでくださいです！　まったくもう！」

　凪沙が頬ほおを膨らませながら、駆け出す僕を追いかける。これが今の僕らの関係性だ。







『白しら瀬せ傑様。大事なお話があります。本日のお昼休み、屋上で待っています』

　教室後方、窓際の席で頭を抱える僕の目の前に、小ぶりな丸文字が並んでいる。靴箱に入っていた薄桃色の封筒──という時点で予感はあった。さてはこれラブレターなんじゃないか、と。僕は口内のレモン味を舌で広げ、これが揺るがぬ現実であると再確認する。

　問題は、差出人の記載がないことだった。心当たりは全くない。そもそも女子の知り合いがいない。わざわざ僕に悪戯いたずらするようなヤツもいない。……いや、そうか。疑うべき人物が一人、いるじゃないか。僕はメッセージアプリを開いて、すぐに文字を打ち込む。

『僕の靴箱に手紙を入れたか？』

『えーっと、なんのことですか』

　凪沙からはすぐに返事が返ってきた。続けざまに、ハテナを浮かべた黒猫の画像が表示される。これは……どっちだ？　とぼけているのか、それとも本気で分からないのか。

『昼休みに屋上で、ってやつだ』

　既読のマークはついたが、なかなか反応がない。べつに確認しなくても昼には分かることだ。でも僕は、この呼び出しが凪沙からであればいいな、といつの間にか期待していた。

　制御できない感情に溜ため息いきを吐ついて、手紙を丁寧に折りたたんで胸ポケットにしまうと。

「お──い傑ッ！　今すぐそこの窓を開けてくれ！」

　教室に飛び込んできた僕の数少ない友人──笹ささ倉くら柵さく真まが、僕に向かって叫んだ。

「え。なんだよ急に」

「いいから早くしろ！　今日の風向きに、強さ、教室の構造。全てを演算した俺のノイマン級の頭脳が告げてんだよ！」

　必死の形相で急せかす柵真に従い、僕は背後の窓を素早く開ける。すると──ぶわっ、と勢いよく風が吹き込んできた。夏のはじまりを感じさせる気持ちいい空気だ。なんて感想を抱いたのもつかの間。すぐに僕は自分が何に加担したかを知ることになる。

　ちょうど教室に入ってきたのは、青あおヶが島しま悠ゆ乃のだった。僕らのクラス一、学年一、いや学校一の美人。怖いくらいに完璧な美貌と、感嘆するほど洗練された所作に、ミステリアスとも言うべき物静かな性格を兼ね備えた、もはや別次元の人間。

　そんな青あおヶが島しまさんの群青色と見まごう鮮やかな黒髪が風に躍り、更には今、そのスカートもひらひらと舞って──このままではスカートがめくれてしまうことに気付く。

　ヤバい、と思った瞬間。ぴしゃり！　誰かの手により窓が閉まった。間一髪、危なかった。まったく、柵さく真まのヤツめ……。とホッとしながらふと見上げると。

　一人の女子生徒が僕を冷たく見下ろしていた。僕は一瞬で状況を理解する。金色のポニーテールをゆらりと揺らす彼女の名は、玄くろ岩いわ愛あい華か。眩まぶしいくらいの金髪に、鋭い目つき、着崩した制服。その見た目のとおり強気な性格の彼女には誰も逆らえない。青ヶ島さんとは対照的な存在だが、どういうわけか仲が良いらしく、大体いつも二人セットで一緒にいる、青ヶ島さんのロイヤル・ガード的存在。

「白しら瀬せあんた、今の風、わざとでしょ。殴られる覚悟は出来てんの？」

「待ってくれ玄岩。僕もまさかこうなるとは。黒幕はあっちで腕組みしてるアイツだ」

　僕は速攻で友人を売った。ビシッと指差すと、作戦に失敗した柵真がギクッとする。なお被害者のはずの青ヶ島さんは全く意に介した様子もなく、自席で文庫本を開いていた。

　玄岩は「ふ～ん」と喉を鳴らすと、逃げ出そうとした柵真の首根っこを掴つかんで、廊下へと引っ張っていく。その後は。

「ごごごめんなさッ、うごっ、げはっ！　頼む関節の動きを理解してくれうぁぁぁぁッ！」

　など、計十種類以上の痛ましい音声が二分間奏でられた。流石さすがに心配になって見に行くと、ぶっ倒れた柵真を玄岩が引きずっていた。柵真の痛ましい姿に思わず「うわ」と声が漏れたところで玄岩と目が合う。

「で。白瀬さぁ。ホントのとこ、あんたも悠ゆ乃ののパンチラが見たかったわけ？」

「いや、さっきも言ったとおり僕は──」

　僕の弁明などどうでもよさげに、玄岩は僕の肩に気安く腕を回し、耳元で囁ささやいてくる。

「いいから、素直になりなよ。そういうの、発散したいとか思わない？　だからさ、白瀬傑すぐる。そんな呼び出しなんか無視して──あたしとイイコト、しない？」

　耳じ朶だに触れる温かな吐息が、僕の胸をタッチする指が、僕の身体からだをぞわりと震わせた。

　玄岩愛華。派手な容姿、サボりの常習、男と付き合ってはすぐ別れ。遊び人と呼ぶのに相応ふさわしい彼女についた称号は、『百戦錬磨の百人斬り』だ。どうやら次の獲物は僕らしい。

「な、何言ってるんだよ。遠慮させてもらう」

　目を逸そらして答えると、チッ、という舌打ちとともに、柵真の方へ乱暴に押し出される。

「……そっ。後で泣きついてもヤらせてやんないから」

　興味なさげに手の甲を振って、玄岩は一人教室へと戻っていった。

「いや、なんなんだよ……」

　玄くろ岩いわの背中に向かって呟つぶやきながら、ふと違和感を覚える。なぜ玄岩は僕が呼び出しを受けているのを知っていた？　それに、名前の呼び方、どこかトゲがあったような……。

　少し気にはなったものの、さっきからぴくりとも動かない柵さく真まの救助が優先だ。僕は柵真に肩を貸し、どうにかこうにか彼の定位置──僕の隣の席へと座らせた。

「柵真、酷ひどい目に遭ったな。まぁ完全に自業自得だけど」

「案ずるな傑すぐる。俺はこのリスクまで承知の上でやってんだ」

「いや、リスクを織り込んだ上であの行動をしたのかよ……」

「それよりお前、玄岩に誘われてたな。俺も首を絞められながら誘われたんだけどよ、やー、まさか『百戦錬磨の百人斬り』の噂うわさがマジだったとはな」

「首を絞めながらって、どんな誘い方だよ。噂以上にヤバいじゃないか」

「ま、青あおヶが島しまさんを諦めるなら、みたいな交換条件だったから、当然断ったが。俺はそんな安い男じゃねえ。青ヶ島さんをいつか射止める日まで、俺は止まらねえぞ」

「その結果が頭の良さを無駄に駆使したスカートめくりなのかよ……」

「だってよ、青ヶ島さんはまさに高たか嶺ねの花はなだろうが。男も女も、玄岩以外は誰も近づけないあのオーラよ。俺に出来る唯一のアプローチはスカートめくりしかねえっての」

　いや他にもあるだろ。心の中でツッコミながら、桂けい馬まの方向、青ヶ島さんに目線をやる。玄岩に何やら猫動画を見せられ、こくこくと頷うなずいているようだった。

[image: ]

　柵さく真まの言うとおり、青あおヶが島しまさんは高たか嶺ねの、いや、宇宙の果てに咲く花だ。玄くろ岩いわ以外に彼女の内面を知っている人間はいないだろう。彼女が何を考え、どんな時に喜び、どんな風に笑うのか、僕には想像すら出来ない。

「はーあ。傑すぐる、お前はいいよなぁ、お前に首ったけの後輩ちゃんがいるからな。今け朝さもチラッと遠目に見えたけど、相変わらずラブラブだったな。いい加減くっつけよ」

「凪なぎ沙さはそういうんじゃない。……けど、そう見えたか？」

　いつものからかい文句だと分かっていたが、今日はいつものようにスルーできなかった。

「ん？　いーや。相変わらずつれねー男、って感じだったぜ。お前さーマジでよく耐えられるよな。あんな好き好き光線を受けてなおあの態度って」

「ホラ、下へ手たに勘違いさせたら……悪いだろ」

　自分の気持ちが上う手まく表せず、語尾がくぐもってしまう。

　凪沙を期待させることに、罪悪感があった。だから美み凪なぎのことが吹っ切れたら付き合おうなんて約束も出来なかった。保証を与えてその代わりに待たせるなんて、自分勝手だ。僕は彼女と対等でいたい。いつか彼女と付き合った先で、彼女を不安にさせないために。

「……はーあ、やっぱラブラブじゃねーかよ。今の『悪いだろ』の言い方」

「いや、どこがだよ」

　僕の返しに、柵真はニヤニヤしたまま答えない。くそ、ムカつくな。

「もしかしてアレか。お前の元カノとどことなく似てるけど、まだ引きずってんのか？」

　どことなくも何も血の繋つながった妹なのだが、わざわざ教える必要もない。

「いやー、写真でしか見たことねーけど、超絶美人だったよな。いやマジで奇跡だろ。中二のお前、相当頑張ったんだな。どんな殺し文句で告白したんだ？」

「黙れこれ以上喋しやべるな」

　柵真はまぁ、悪い奴やつじゃない。ほんのちょっと致命的に空気が読めないだけだ。なので僕は胸ポケットからドロップ缶を取り出して、柵真の口へ飴あめをぶち込んで黙らせる。

「ふが、ほご。おっ、今日はレモンか。そういやファーストキスの味はレモンの味って言うが、実際どうなんだ？」

「お前ほんとな……」

　僕は持ち歩く飴の味を、前の日の気分で統一している。昨晩は部屋に並べた使い回しのドロップ缶からレモン味を選出したが、こんなことならブドウ味にしておけばよかった。

「とにかくだ、あんな可愛かわいい子、放っておいたらほかの誰かに取られちまうぜ？　ほらあの、最近噂うわさの恋愛成就の──『おくぴど様』とかでよ」

「おく……なんだって？」

　聞き馴な染じみのないワードに思わず眉をひそめる僕の疑問に、柵真は得意げに肩を竦すくめた。

「お前はホント疎いよなあこういう話題。今学校じゅうで噂されてるぜ？　部室棟奥の開かずの倉庫で、床に赤いチョークで魔法陣を描いて『おくぴど様』を喚よべば、好きな人と必ず結ばれるんだとよ。だからこっそり後輩ちゃんに想おもいを寄せるヤツにあっさり先越されちまうかもだぜって話。てかむしろ俺もやってみるか。そんで青あおヶが島しまさんと──」

「いや、必ず……って、そんな怪しいヤツなんかに頼らないで、地道に努力するのが一番だろ。過程をすっ飛ばして結果だけ手に入るなんて、虫のいい話があるわけない」

「うっせ。ほんっとにお前は正論ばっかりだな」

「うるさくて結構。僕は友人に忖そん度たくして自分を曲げる気はない。大事なのは過程だ」

　過程を蔑ないがしろにした人間がどうなるか。最前列で見てきた僕はよく知っている。

　結果が出ているうちはいいかもしれない。でもその結果を失った途端、手元には何も残らない。立ち止まったが最後、元来た道さえ見失う。何も持たない空っぽな自分から目を逸そらして、彷徨さまよい続ける羽目になる。

　だから僕は、過程を何よりも大切にすると決めたのだ。

「ははっ、まぁ、それでこそ傑すぐるだよな。難しいこと言ってるように見えてよ、結局いつも過程の話だ。ある意味単純なんだよな、お前は」

　柵さく真まが強めに僕の背中を叩たたく。その刺激が、僕に気付かせる。

　ああ、そうだよな。

　ゴチャゴチャ考えすぎるのは僕らしくない。一番大事なものは決まってるのだから。

　僕は凪なぎ沙さに惹ひかれている。それは結果だ。じゃあ、どんな過程を経て惹かれたのか。僕が美み凪なぎと付き合って、別れて。それが始まりだ。傷心の僕の隣にずっといてくれて、そんな僕とさらに一緒にいるために苦手な勉強を頑張ってしまえるくらい健けな気げで、いちいち可愛かわいらしいからだ。

　全ては必要な過程だったんだ。美凪のことが、ハッカの味が吹っ切れなくたっていい。むしろ吹っ切るためにこそ、過去をまるごと受け止めて、僕は凪沙と付き合うべきなんだ。

　僕の決意を正解だと示すかのように、りんごんと本鈴が鳴った。チラリとスマホを覗のぞけば、いつの間にか凪沙から返事が来ていた。

『思い出したです』『それ私です』『昨日の放課後に入れたんです』『いいですか傑先輩、屋上にお昼ご飯を持って集合ですからね？』

　僕はにやつきそうな頬ほおをなんとか硬直させながら、胸ポケットの手紙にそっと手を当てる。昼休みに、二人きり、屋上で。告白にはうってつけじゃないか。




　授業中、僕の気は休まらなかった。箱から何度赤い玉を取り出そうが、老婆が髪を抜こうが、栄華を極めた帝国が崩壊しようが、僕の頭は凪沙のことでいっぱいだった。凪沙と付き合ったら、どこへ行って、何をしよう。とりあえず手を繋つなぎたい。抱き締めたい。キスは……まだちょっと早いかもしれない。それに、今までみたいに朝だけじゃなくて、放課後も一緒にいたい。お昼だって。

　そう考えていたはずなのに。告白に向かうつもりだったのに。僕は今、屋上ではなく、むしろその真逆の方向──開かずの倉庫の前にいた。そしてこの中には今、凪なぎ沙さがいる。

　昼休みになってすぐ、僕は偶然凪沙の姿を見かけた。切羽詰まった表情で階段を下りていく姿をだ。約束があるのにどこへ行くのか。不安になってこっそり追いかけると、彼女の目的地はこの、倉庫の『倉』の文字すらかすれた、古ぼけた部屋だった。

　好きな人と必ず結び合わせてくれる『おくぴど様』。その噂うわさを聞いたのはつい今け朝さのことだ。

「まったく、何やってるんだよ、凪沙──」

　ドアノブを捻ひねり、ゆっくりと引く。部屋の明かりが徐々に漏れてきて、四畳半ほどの部屋に足を踏み入れると、おかしな光景が目に飛び込んできた。床には真まっ赤かな魔法陣。凪沙はどこにもおらず、代わりにいるのは──金髪碧へき眼がんの子供だ。しかも全裸でパイプ椅子に腰掛けている。あまりにミスマッチな空間だった。

　その子供の顔は石せつ膏こう像のように美しく中性的で、絵画でよく見るようなキューピッドを連想させた。よく見れば背中に半透明の翼が生えており、ぱたぱたとゆっくり動いている。

　レモンの飴あめを口に入れて、酸味を確かめる。どうやら夢ではなさそうだが……なんだ、このおかしな子供は。ほんの少し前に入ったはずの凪沙はどこにいるんだ。

「こんにちは、白しら瀬せ傑すぐるさん。ようこそいらっしゃいました！　ささ、どうぞこちらへ！」

　見た目にそぐわない流りゆう暢ちようかつ丁寧な口調で、その子供は愛くるしく微笑ほほえんだ。同時に僕の警戒心が最高値まで跳ね上がる。消えた凪沙。僕の名前を知る子供。

「おや、どうしましたか白瀬さん。ああ、もしかして初対面の私があなたの名前を知っているのが気になりますか？　答えは簡単ですよ。私は天使ですので。あなたの名前だけでなく、なんでも知っています」

「天使……って、いや、どういうことだよ。まさか君が『おくぴど様』なのか？」

　ノブから手を離すことなく僕は答える。自称天使は無邪気にニッコリと笑うと、指をパチンと鳴らした。引っ張られるように僕の足が勝手に動き出し、魔法陣の中央に立たされる。同時に背後のドアがひとりでにバタンと閉じ、僕の退路はあっという間に断たれた。

　こうもおかしなことが続けば、嫌でも理解してしまう。今この場所で非現実的な何かが起きている。

「お察しのとおり、私が『おくぴど様』──天使のクピドと申します」

「……やっぱりか。なら、君を喚よんだのは凪沙か？　彼女はどこに消えたんだ？」

「あの方なら、もうエントリーを終えて出て行かれましたよ」

「エントリー？　出て行った？　出入り口はあれしかないだろ？」

　ますます意味が分からない。だって僕は、部屋から出てくる凪沙を目撃していない。混乱する僕に対し、天使は落ち着き払った様子で美しい微笑を向ける。

「いえ。あれはもう別の場所に繋つながっていますので。それよりも──あなたは非常にラッキーです。なにせこの、『コクハクカルテット』に参加できるのですから」

「参加できる……って、好きな人と必ず結ばれるって話とは別なのか？」

「ええ。その噂うわさを流したのは私です。必ず、というのはどこかで誇張された内容のようですが……私を喚よぶことは、『コクハクカルテット』を始める手続きに過ぎません」

「で、結局なんなんだよ、その……カルテットっていうのは」

　僕の質問に、天使は楽しげに腕を精一杯大きく広げる。そして声こわ高だかに、宣言した。

「あなたの恋愛を成就させるための、素晴らしいゲームです！」

　恋愛の成就……だって？　そんなもの、僕には不要だ。だって凪なぎ沙さと僕は両りよう想おもいで、あとは僕が告白さえすればいいのだから。

「おやおや白しら瀬せさん。自分には必要ない、といった顔ですね。……ですが、言いましたよね？　私はなんでも知っています。あなたの心の中につら～い失恋の記憶があることも。ですのでご忠告です。白瀬さん。私の話を聞かなければ……絶対に、損をしますよ？」

　その眼光には、柔和な顔つきに不釣り合いな凄すごみがあった。絶対に損をする、なんて胡う散さん臭くさいにも程がある脅し文句だ。だけど実際、この天使には不思議な力がある。ここで無視する選択は取れない。嫌な予感を胸に抱えながら、僕は目の前に出現したパイプ椅子に無言で腰掛ける。天使は満足げに自らの胸に片手を当て恭うやうやしくお辞儀した。

「それでは白瀬傑すぐるさん。説明させていただきます。先ほど申し上げたとおり、このゲーム、『コクハクカルテット』の目的は恋愛の成就──正確には、『ターゲット』との交際です」

「ターゲット？　……っていうのは、好きな相手ってことか？」

　凪沙の顔を思い浮かべながら問いかけると、クピドは曖昧に微笑ほほえんだ。

「ええ、多くの方は意中のお相手をご申告されますね。カッコイイ先輩や、つい喧けん嘩かしてしまう幼おさな馴な染じみなど様々です。しかし必ずしも好意がなくても構いません。たとえばテレビの向こうのアイドルでも、名前も知らない大金持ちのご令嬢でも。どれだけ年齢や立場が違っても、誰を選ぶも自由です。もちろん──一人だけに限りますけれど、ね」

　クピドは満面の笑みでキザったらしく言い切り、説明を続ける。

「参加者は四名。開催期間は三週間。皆さんはいつも通りの生活を送りながら、ターゲットへのアプローチを重ねていきます。ターゲットに告白をして、最も早く成功、つまり交際に至った方のみ勝利となります。参加者四名での告白競争ということですね！」

　期間内に最も早くターゲットと付き合えた一人だけが勝利。それ以外は負け。ルールは単純だが、しかし……。その場で考え込む僕の心の内を読み取ったかのように、クピドは囁ささやくように僕に告げる。

「ご安心ください。当然、参加するメリットがございます。それが今からご説明する特殊能力と、勝者への報酬です」

　同時に、再びぱちんと指が鳴らされる。僕らの間に大きな事務机が、次いで街でよく見かける、カプセルの入った小型自販機と、トランプほどの大きさのカードの束が机上に出現した。

「参加者にはそれぞれ、現実ではあり得ないような特殊な能力が与えられます。簡単に説明すると、ランダムで決まる『スキル』と、戦略に合わせて選べる、一発逆転の『切り札』の二つがあります。……と言っても、想像しづらいですよね。たとえば──」

　クピドはガチャリとハンドルを回す。排出口に落ちてきた赤色のカプセルをねじって開くと、クピドは僕に見えるよう、中に入っていた紙片を開く。そこに書かれた文字は。

【一日に一度使用可能：ターゲットと二人きりで話せる】

「このスキルであれば、ターゲットを誘い出す勇気も、偶然を待つ必要もなく、ターゲットと仲を深めることが出来ます。他にも様々なスキルがございますが、何が当たっても必ず、普通よりも有利に恋愛を進められるのです！」

　なるほど。そういった特殊能力があれば、難しい恋でも立ち回り次第で成就できるかもしれない。確かにこれは参加する大きなメリットになるだろう。

　だが、僕にとっては重要ではない。注目すべきは恐らく次の情報だ。僕の目つきが変わったのを見て、クピドはニイッと笑って腕を大きく広げる。

「そしてそして！　勝者への報酬ですが、見事お付き合いできたターゲットと参加者は、『エンゲージ』となります」

「エンゲージ？」

　嫌な予感を胸に、クピドの発した用語を繰り返す。

「ええ、これ、凄すごいんですよ？　驚かないでくださいね？　『エンゲージ』になったお二人は──なんと、永遠の愛で結ばれます!!」

　ぞわり。全身の毛が逆立つ。形容しがたい拒絶感が、僕の胸に渦巻いた。

「……永遠の愛、だって？」

「ええ、ええ！　永遠の愛です。何があっても、どんな苦難が訪れようとも、心変わりも起きず、二人は絶対に幸せなまま、決して別れることはありません。愛いとしい人と必ず添い遂げられるのですから、これを至上の幸福と言わずなんと言いましょう！」

　満面の笑みで投げられた問いに、僕は沈黙で回答する。

　永遠の愛。

　それは耳触りだけのいい、まったくもって聞き捨てならない言葉だ。

　僕はかつて美み凪なぎに言った。永遠の愛を目指して努力する過程にこそ意味があると。

　時は流れていく。自分も、相手も、環境も、変わっていく。それなのに愛だけが同じ形を保ったまま変わらないなんて、嘘うそだ。過程を飛ばして結果だけ取り繕った紛まがい物ものだ。絶対に離れないなんて保証は、ただの拘束だ。

　愛はうつろう物だと、なくなる物だと、僕は知っている。だからこそ変わらないように努力しなきゃいけないんだ。それも含めて、きっと愛なんだ。

　だから僕には、到底受うけ容いれられない。気付けばパイプ椅子を倒す勢いで立ち上がっていた僕は、目の前でにやつく天使を罰ばち当あたりにも指差し、強く強く、睨にらみつけていた。

「ふざけるな。永遠の愛なんて、欠片かけらも欲しくない」

　声を荒らげる僕に対し、クピドは特に焦った様子もなく、ニヤついた表情を返す。

「いやあ、いい加減素直になりましょうよ、白しら瀬せさん。その心にまだいるじゃないですか。別れた元カノ……朱と鷺き羽わ美み凪なぎさんとの間で失った愛を取り戻し、そして永遠にしてしまえば、もう二度と辛い思いはせずに済みますよ？」

　別れ際の美凪の表情が、ハッカの味とともに思い出される。未いまだに薄れない記憶は、今でも僕を苦しめ続けている。それでも僕の答えは変わらない。

　僕の心のど真ん中にいるのは、いつも僕を待っていて、僕に微笑ほほえみかけてくれる、僕のことが好きな、可愛かわいらしい後輩だ。

「いいかクピド。僕は過去の選択をひっくり返すつもりはない。僕と美凪は別れた。そうして積み重ねた過程があるからこそ、今の僕が──凪なぎ沙さのことが好きな僕があるんだ」

　クピドは眉み間けんに皺しわを寄せ、とりつく島のない僕にわざとらしく溜ため息いきをぶつけた。

「……はあ、白瀬さんって、結構面倒くさいですね？」

「知らなかったのか？　それが僕の長所なんだ。悪いけど、もう帰らせてもらう」

　迷いなく踵きびすを返すと、倒れたパイプ椅子を大股で飛び越える。とっとと出て行こうとドアノブに手をかけた瞬間、「白瀬さん」と声をかけられた。

「当然、知っていましたよ。あなたが朱鷺羽凪沙さんのことを熱心に想おもっていらっしゃることも、そのご性格も。ゆえにもう一度お聞きしますよ。本当にエントリーしなくてよろしいんですか？　……あなた、一つ大事なことを忘れてはいませんか？」

　冷徹な声色に寒気がした。ずっと感じていた嫌な予感が、僕の怒りと結びつく。

　そうだ。凪沙はすでに、この『コクハクカルテット』にエントリーしているという。

　勝てば永遠の愛が手に入る。あまりにも大きいリターンだ。ならば当然、それ相応のリスクがあるんじゃないのか？　僕はゆっくりと振り向いて、クピドに問いかける。

「……負けたら、どうなるんだ？」

「心配はございません。負けた場合、その恋は最初からなかったことになります。世界中の記憶と記録が書き換わって、二人の関係性は『恋心が芽生える前』の状態にリセットされます。つまり報われなかった悲しい記憶は消えてしまうんです。ほうら、どっちみち幸せでしょう？」

　クピドはわざとらしく首を傾かしげ、ニカッと口角を上げる。

　最初から、なかったことになる？

　意味が分からなかった。それのどこが、幸せだというのか。

「凪なぎ沙さの……いや、参加は取り消せないのか？」

「ええ、一度エントリーしたら絶対に取り消せません」

　僕の心臓がバクバクと暴れ出す。冷や汗が背中を伝う。白熱電球がばちばちと音を立てて明滅する。瞬まばたきすら忘れて、僕は思考を巡らせる。

　しかし何度考えたって、状況は最悪だ。

　凪沙は僕を好きだ。告白に頷うなずかない面倒くさい白しら瀬せ傑すぐるの心を手に入れるために、彼女が手を尽くさないわけがない。とっくに手に入っているなんて気付きもせずに、僕をターゲットにしているんだろう。

「まあ、たとえ取り消せたとしても、一瞬の迷いもなくエントリーされたあの方は、きっと何を言っても聞きはしませんでしょうけど」

　まったくもって、クピドの言うとおりだ。凪沙はそういう子だ。天てん真しん爛らん漫まんあるいは猪ちよ突とつ猛もう進しん。一度決めたら悩まないひた向きな性格、あるいは決して主張を曲げない頑固者。

　こんなすれ違い、あるかよ。

　僕は永遠の愛なんて受うけ容いれられない。なのに僕が彼女の告白に応じなければ、彼女の恋心は消えてしまう。彼女との関係性は、積み上げた過程を消し飛ばして、彼女が僕に惚ほれる以前まで巻き戻ってしまう。今この胸の中にある、僕の恋心も道連れに。

「さあ。どうしますか白瀬さん。『コクハクカルテット』の情報は機密事項です。エントリーしないのであれば記憶を消させていただきます。もちろん参加の場合もゲーム終了後、勝敗にかかわらず、ゲームに関連する記憶と記録は全て辻つじ褄つまが合うよう調整させていただきますので、どうかご容赦を」

「……つまり何をしようが、残るのは結果だけ、ってことか」

　参加してもしなくても、僕は結局このゲームのことを忘れる。そうして過程は全て消えて、結果だけが残る。『コクハクカルテット』──僕の主義とはことごとく反するふざけたゲームだ。それでも僕はもう、このゲームを無視することはできない。

　後悔している場合でも、恐怖している場合でもない。僕はこのゲームに立ち向かわなければならない。認められないバッドエンドを変えられるのは、自分だけなのだから。

「……なあクピド。言ったよな。聞かなければ僕は損をするって。ならあるんだろ。僕の望みが叶かなう──凪沙と僕の関係を、消さない方法が」

　クピドはニヤリ、「いいですね、ご明察です」と笑み、指をパチンと鳴らした。その瞬間、事務机に置いてあった束から一枚、びゅん、とカードが飛んできて、僕の手に収まった。

「これは？　何か書いてあるな。……【負け犬】って、なんだこれ。ふざけてるのか？」

「いいえ？　いたって真面目まじめです。それが先ほどご説明した『切り札』ですよ、白しら瀬せさん」

　僕は事務机へ戻り、他のカードを広げて漁あさる。二十枚程のカードには他にも【色仕掛け】【巧妙な罠わな】【大胆不敵】などと書いてあった。

「その文もん言ごんは切り札の方向性を示しています。これを参考に自分に合いそうな切り札を探していただくのですが、今回は特別にあなたが必要とする──【負け犬】の切り札をお渡ししました。異存がなければ、お手元のカードを実際にご覧ください」

　右手のカードに視線を戻すと【負け犬】の文字が滲にじむように消え、書き換わった。

「【ターゲットを変更する】──なるほど、これが切り札の効果になるわけか。それでこれのどこが、僕の目的に適かなうと？」

　クピドは「まあまあ」と僕の不満を抑えようと、猫なで声で笑みを浮かべる。

「切り札は手で掲げて念じさえすれば、持ち主以外の誰でも使うことができます。そのためゲームの終盤に、一発逆転のカードを奪い合うという見所ある展開もあり──」

「つまりこれを僕が使うんじゃなくて、凪なぎ沙さに使わせる、ってことか」

　このゲームで解決すべき点は一つだけ。凪沙が僕をターゲットにしていることだ。凪沙を説得してこの切り札を使わせて、凪沙のターゲットを僕以外に変える。そうすればゲームが終わっても、僕と凪沙の関係に影響はない。

「ええ。仰おつしやるとおりです。とはいえ切り札は強力なため、気軽には使えませんのでご注意を。裏面に使用条件が書いてありますので、きちんと確認してくださいね？」

　僕は頷うなずきはするも、しかし一いち瞥べつもせずすぐに切り札をポケットに入れた。今は一刻も早く、凪沙の顔が見たかった。

「……それで、スキルはランダムだっけか？　それを回せばいいのか」

　僕は躊ちゆう躇ちよなくハンドルを掴つかんで勢いよく回す。すると──先ほどとは違い、金色のカプセルが排出された。もしかしてこの色、大当たりなんじゃないか。

「おおっ！　お兄にいさん、いいスキルをお引きになりましたね！　ＳＳＲですよ！」

　クピドが、これまたどこにあったのか分からないハンドベルをカランカランとうるさく鳴らす。僕はカプセルをひねって中の紙片を取り出すと、息を吸って、目を瞑つぶった。ゆっくりと紙を広げる僕の手は震えていた。それもそうだ。ここで手に入るスキル次第で、ゲームでの立ち回りが大きく変わるのだから。

　願わくば、僕の目的と噛かみ合あうスキルでありますように。

　ばちばち、と時代遅れの白熱電球が再び音を立てて、目蓋の外から僅かに明滅を感じた。ゆっくりと息を吐き、意を決して目を開く。

　飛び込んできた文字列は──




【キスをした相手に、一つ命令が出来る。相手はそれに必ず従う】

【ただし、誰かからキスをされた場合は、一つだけ相手の命令に従う】




「……はは。これは、参ったな。使えないスキルだ」

　スキルが弱い、というわけじゃない。むしろ強すぎる。キスをするだけで、何でも言うことを聞かせられる能力。それは相手の感情を、過程を無視して、結果だけを手に入れることに他ならない。僕の主義には反する、僕には使えないスキルだ。

　本来ならば、これ以上なく僕の目的に適かなうスキルだ。凪なぎ沙さにキスをして、ターゲット変更の切り札を使うよう命令すればすぐに解決、全部元通りだ。それなのに僕は、目の前の最短ルートを選ばずに、こうして今、スキルの紙片を握りつぶす。

　僕の反応が予想外だったのか、クピドは困ったように癖毛の金髪をいじっている。

「おやおや、せっかくの強スキルだったんですが、お気に召しませんか」

「ああ。残念だけど、使うことは多分ない。近道をしないのが僕のやり方だから」

「そうですか。それでは気を取りなおして、最後にターゲットをご申告ください」

　ターゲットなんて、凪沙以外の人物なら誰でもいい。思い浮かんだ人物を適当に挙げるだけだ。僕はなんとなく、今日話した人物の中から一人を選んだ。

「そうだな。なら──」

　そうして僕が全ての手続きを終え、再びドアノブに手を掛けたのは、体感時間で入室から十五分後だった。飴あめ玉はもう、溶けて消えてしまった。







　ドアに体重を掛け、部屋から出る。勢いよく吹いた風に思わず目を瞑つぶった。恐る恐る目蓋を持ち上げれば、雲一つない空と、凪沙が僕を迎えた。

「あっ、傑すぐる先輩。今け朝さと違って早かったですね！　もしかして、お腹なかペコペコです？」

「え？　ああ──そう、かな？」

「じゃあ早速ご飯にするです。……って、あれ？　傑先輩、まさか手ぶらですか？」

　凪沙はさっ、と朱色の巾着を掲げる。待て待て、状況が飲み込めない。ゴシゴシと目をこすっても、ここが屋上である事実は変わらない。

　確かにクピドは出口は別の場所に繋つながっていると言っていた。だけどまさか、校舎の隅の倉庫から屋上までワープするとは思わない。

　腕時計を確認すれば、ちょうど秒針がてっぺんに来て、十二時を五分回ったところだ。

　気にしてなかったが、あの部屋の中での時間は止まっていた……ってことか。そして先に部屋に入って出た凪沙は、僕より先にここへ来て、僕を待っていた、と。

「あの、傑先輩？」

　黙りこくる僕を不思議そうに見ながら、凪沙は風で乱れた髪を手て櫛ぐしで軽く梳すいた。

　やがて僕は「凪なぎ沙さ」と彼女の名を呼んで、円つぶらな虹こう彩さいを真まっ直すぐ見つめる。僕のただならぬ様子に気付いたのか、凪沙の頬ほおはすぐに真まっ赤かに染まって、繋つながっていた目線が逸それた。その仕草が美み凪なぎとあまりにそっくりで、僕の心臓が力強く拍動する。

「ど、どうしたんですか、傑すぐるさん。そんな、改まった感じで。……おっ、お弁当なら、分けてあげないですからね？」

　凪沙はさっと巾着を後ろ手に隠す。茶ちや化かすような台詞せりふが、うわずったように再生される。だが僕の言葉はきっと、彼女の望むようなものとは正反対だろう。

「凪沙」

　再び呼びかけると、肩を大げさに跳ねさせた凪沙は「ひゃうっ」と声を上げた。

「ど、どうしたんですか、傑先輩。そんなに見つめられると、照れる、です」

　スカートの前で組んだ両手で、凪沙は今け朝さと同じように指をもじもじと動かす。

「わっ、わわっ、私はそんなに安い女じゃないですからね？　大好きな先輩から理想のシチュエーションで告白されたって、その、簡単になびいたりなんか、しない、ですからね？」

　何度も告白しておいてよく言うよ。きっと僕が想おもいを伝えたら、飛び跳ねて大喜びして、最高の笑顔でオッケーしてくれるだろう。だけどもう、それは叶かなわぬ願いだ。

「確認させてくれ。……君があの天使を喚よんだのか？」

「ち、違うです。私が開かずの倉庫に入った時にはもう既に、……って、え？　えっと、あれ？　傑さん、なんで……知ってるんですか」

　悪戯いたずらがばれた猫のように、気まずげに身体からだを縮こめる凪沙。その表情は段々と青ざめていく。僕がさっきまでどこにいて、何をしていたのか気付いたのだろう。力の抜けた彼女の手から、巾着がするりと落ちた。

「ターゲットは僕か？」

「……そう、です」

　怯おびえたように一歩退いて、凪沙が答えた。震えた声色だったが、嘘うそ偽いつわりはなさそうだ。

「もう気付いてるよな、凪沙。僕も『コクハクカルテット』の参加者だ」

「傑さん、好きな人いたんですか!?　あっ、もしかしてお姉ねえちゃんとよりを戻そうと？」

「いや。僕がターゲットにしたのは、美凪じゃない」

　どうしてこうなってしまったのだろう。

　僕は今日、この場所で、凪沙に告白するつもりだったのに。

　どうして僕はこんなにも、遠回りをしているんだろう。

　もっと早く決断していれば、こんなことにはならなかったはずなのに。

「凪沙。これで分かっただろ。君の告白に、僕は絶対に応じない」

　彼女は僕の発言を、どう解釈しただろう。二、三秒ほど伏せた目は彼女に似合わない薄暗さで、でも、希望を捨てていなかった。それはまるで、夜明けを待つ空のようで。

「なら、宣戦布告です。傑すぐるさんが誰を好きでも、私に興味なんてなくっても、私は絶対に、絶対に、この三週間で傑さんを落としてみせるですからっ！」

　一歩、二歩、三歩。凪なぎ沙さは後ずさりながら、小動物が威嚇するように大きく腕を広げ、挑戦的な表情で強く宣言した。

　その直後──小さな助走を経て、彼女は跳んだ。

　そしてそのまま勢いよく、僕に飛びついてきた！　いや待て、猪ちよ突とつもいいとこだろ！　避よけるわけにもいかず、僕は凪沙をなんとかキャッチして、倒れて盛大に尻餅をつく。

　その瞬間、少しひんやりとした、それでいて柔らかな感触がして。

　──好きです。

　そんな声が聞こえた気がした。

「……驚いたです。ほんとに、レモンの味がするんですね」

　したり顔で僕にまたがる彼女の台詞せりふで、僕は、僕の唇が奪われたことを理解した。

　ああ──こんなことになるなら、ブドウ味にしておけばよかった。

　なんて、後悔している場合ではない。僕は早速、最大のピンチに陥おちいったのだから。

【ただし、誰かからキスをされた場合は、一つだけ相手の命令に従う】

　それは僕のスキルの持つ、弱点。
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「ばっ、な、何してるんだ」

　僕はすぐに凪なぎ沙さをどかすと、口を押さえながら脱だつ兎とのごとく離れた。まずい、まずい！

「な、凪沙っ。僕は今から購買に行くが、あっ、そうだ。何かデザートを奢おごろうか？　なんでもいいぞ。なんでも買ってやる！」

　凪沙にキスをされた今、凪沙から告白をされたら、僕は頷うなずくしかなくなる。つまり凪沙の勝利が決定し、僕らは永遠の愛に束縛された『エンゲージ』となってしまう。

　扉に手を突き狼ろう狽ばいする僕に、凪沙はとことこと寄ってきて小首を傾かしげる。

「傑すぐる先輩？　急にどうしたです？　デザートはもう購入済みです。焼きプリンです！」

「そ、そうか。なら、ええと」

「そんなことより傑先輩。教えて欲しいです。先輩は、誰をターゲットにしたんですか？」

　無邪気に発せられた彼女の命令に、エコーがかかって聞こえた。脳がとろけたようにふわふわして、正常な思考が阻害される。自分の意思に関係なく、僅かに湿った唇が動く。

「僕の、ターゲットは──」

　僕は心底ホッとした。致命的な事態が起きなくて良かった。

　だが、僕は同時に、頭蓋に響く自分の声を聞きながら思った。これでも充分、面倒なことになったな、と。

「僕のターゲットは、僕と同じクラスの──玄くろ岩いわ愛あい華かだ」









（２）ハニー・トラップの意図を導け。






　夢から覚めるのが苦手だ。

　あの微睡まどろみの中、どっちが現実で、どっちが夢だか、いつも分からなくなってしまう。起きたつもりが夢の中で、学校に着いたところで目覚めて遅刻確定、なんてこともあった。

　永遠の愛を懸けたゲーム、コクハクカルテット。これこそ夢であって欲しかったが、早起きで冴さえた頭は、この状況が紛まぎれもない現実だと認識している。

　電線でステップを踏むカラスに見守られながら校門をくぐると、ポケットが震えた。確認すると、僕が昨日送った『明日は用事があるから、待たなくていい』というメッセージに、ぽぽん、と二つのメッセージが返ってきていた。

『代わりに今日こそ一緒にランチです』『昨日の埋め合わせ、してくださいね？』

　僕は『了解』とだけ打ち込むと、スマホをポケットにしまう。それからゆっくりと自分の唇に触れた。あの柔らかな感触を思い出して、身体からだの奥が熱くなるのを感じた。

　なんて、浸ってる場合じゃない。今日僕が早起きしたのは、とある人物と早急に接触するためだ。柵さく真ま曰いわく、その女子生徒はいつもこの時間帯、決まった場所にいるらしい。

「何回見ても、間違ってないよな」

　一枚の紙片を広げて眺める。それは昨日、郵便受けに投とう函かんされていたクピドからの贈り物。一番上には『第三十二回　コクハクカルテット』『開催期間：六月三十日～七月二十日』と書かれており、その下には参加者の情報の一覧。いつ撮られたのか分からないブレブレの顔写真の横に、手書きで名前やクラス、出席番号が記されている。消印も封筒もないので、奴やつが直接参加者達たちのもとに届けて回ったのだろう。

　僕は上から順に、参加者の名前をもう一度確かめていく。

【負け犬】白しら瀬せ傑すぐる

「何度見ても、情けない字じ面づらだ……」

　名前の横には、切り札選択の際に印字されていた言葉が載っていた。僕にはこれしか選択肢がなかったわけだが、恥ずかしくてたまらない。まさか開示されてしまうとは。

【二人の幸福】朱と鷺き羽わ凪なぎ沙さ

　もちろん開示されたことによるメリットもある。凪沙の切り札は平和そうな内容だ。なので、スキル次第ではあるがそこまで警戒しなくても良さそう、と判断が出来ることだ。

　問題なのは残りの二人だ。

【巧妙な罠わな】青あおヶが島しま悠ゆ乃の

【ワンモアチャンス】玄くろ岩いわ愛あい華か

　青ヶ島さんは言わずもがな、最強スペックの美貌の持ち主だ。下へ手たすればすぐに勝敗が決してしまいかねない。そして玄くろ岩いわ。誰でもいいと思って選んだ僕の名目上のターゲット。まさか彼女が参加者になるなんて、完全に計算外だった。凪なぎ沙さは僕のターゲットを知ってるし、面倒なことになるのは必至だ。複雑化した相関図に、今から先が思いやられる。

　溜ため息いきを吐ついて紙をポケットにねじ込んだところで、青あおヶが島しまさんの後ろ姿が遠くに見えた。なんだか少し緊張する。やや腰の引けたステップで、僕は彼女のもとへと向かう。

　昇降口の脇、小さな花壇の前に佇たたずむ高たか嶺ねの花はなは、僕の視線に気付いたのか、こちらを向いて上品にぺこりと礼をした。並なみ大たい抵ていの男子なら五回は惚ほれてもおかしくない破壊力だ。

　そんな彼女の選択した切り札が【巧妙な罠わな】だというのは、少々意外だが。

「どうしたの。白しら瀬せくん」

　──どうしたの。

　ふと、記憶が蘇よみがえる。ああ、そういえばあの時もそんな風に呼びかけられたっけ。

「あー、えーと。おはよう、青ヶ島さん。ちょっと用事があってさ」

　青ヶ島さんはジョウロを地面に優しく置くと、やや警戒した様子で声を発した。

「……あなたと話すのは、しばらくぶり？」

　それもそうだ。彼女は今、ほとんど関わりのないクラスメイトに突然話しかけられているのだから。僕らの関係性は、去年に一度学校の外で偶然話したことがある、というだけだ。その時は少し仲良くなれた気がしたが、結局今日まで話すことはなかった。

「ああ、去年の十月ぶり、だな。……青ヶ島さんは花、好きなのか？」

　少し緊張がほぐれた様子で、こくり。青ヶ島さんは「好き」と静かに頷うなずいた。彼女の足元には、色とりどりの小ぶりな花が綺き麗れいに整列している。

「……白瀬くんは？」

「僕は普通かな。あ、でも小学生の頃、アサガオを育てたのは楽しかった気がするな」

　青ヶ島さんは「そう」とだけコメントして、口を閉じた。彼女の視線は上向きで、どうやら更なる感想を考えているようだったが、ついぞ思いつかなかったのだろう、二度瞬まばたきをすると、諦めて次の話題を切り出してきた。

「カルテットの、こと？」

「ああ、うん。本題はそのことだ。驚いたよ、青ヶ島さんが参加してるなんて」

「おかしい？　……わたしだって、好きな人くらいいる。年頃の女の子」

　お世辞にも表情豊かとは言えない青ヶ島さんは、ほぼ無表情のまま言い返す。その声色から、気分を害した様子ではなさそうだ、と辛うじて読み取れた。

「そっか。それは失礼。で、相手とは仲いいのか？」

「……いいえ。わたし、こう見えて奥手だから」

「それはイメージ通りだけど」

　なにせ彼女の透き通るような控えめな声は、教室で僕の耳まで届いたことはない。

「でも、本気を出せば、余裕。……やっぱり、嘘うそ。自信はない。全く」

　言葉の切れ目の度に、青あおヶが島しまさんの目線がどんどん下がっていった。

　青ヶ島さんはモテる。それは間違いないが、クラスの中心で大量のアプローチを受けるというモテ方ではない。どちらかといえばシンボル的な扱いだ。動物園のパンダのような、遠巻きに愛めでられる存在。好きな相手に自分から近付いていく、というのは苦手そうだ。

「ならさ、僕と協力してくれないか？」

「……どういう、こと？」

　青ヶ島さんはフクロウのように首を傾かしげると、目を細めて訊たずねた。

「僕は恋愛じゃなくて、別の目的があって参加してるんだ。だから当面の間、助け合えないかな。僕は君の恋をサポートして、君には……少しだけ、僕を手伝ってもらいたい」

「わたしの恋を、……白しら瀬せくんが？」

　感情薄めの目線が、僕の全身をスキャンするようにくまなく見回す。僕の言葉に偽いつわりはない。凪なぎ沙さ以外の誰が勝っても構わない。ただ、あまりに圧倒的に勝たれると困るのだ。

　青ヶ島さんが静かに考え込むのを、僕は緊張しながら見守る。普通ならこんな話を鵜う呑のみにはしないだろう。僕らはルール上敵同士だ。上う手まい話に裏がないわけがない。実際、この話には裏がある。もちろん彼女を陥おとしいれたりするつもりはないが。

「まあ、すぐには信用出来ないよな。だからまず、何かして欲しいことがあれば──」

「……なら、白瀬くんのスキルと切り札の効果を教えて」

　僕を試すように、青ヶ島さんはじいっと僕のことを見つめる。まあ、そうくるよな。

「キスをした相手に一つ、命令するスキル。……って言って、素直に信じてくれるか？」

「ええ。……白瀬くんがわたしに口づけすれば、分かること」

　表情一つ変えずに言ってのける彼女に、僕はたじろいでしまう。完璧に整った彼女の顔を、薄紅の差し色が鮮やかに彩っている。さっきまで小刻みに動いていた唇は、僕の行動を待つかのようにきっぱりと静止している。

　ごくり。生唾を飲む。いいや、分かってる。応じてはいけない。分かっているが、そういう想像をしてしまって顔が熱くなる。これが青ヶ島悠ゆ乃のの魔性とも言うべき魅力だ。

　僕が落ち着きなく目を泳がせていると、青ヶ島さんは手の甲で唇を隠し、恥ずかしそうに斜め下を向いた。

「……ほ、本気にされると、その、困る」

「なっ──！　いや、ごめん。まさか君がそんな冗談を言うとは思わなかったから」

　僕は慌てて手をぶんぶんと振る。青ヶ島さんはあたふたする僕が面白かったのか「ふふ」と品良く笑った。なんだか居い心地ごこちが悪くて、僕は自分のポケットに左手を入れる。

「それから、僕の切り札はこれだ」

　そのままカードを取り出して、掲げて見せる。裏面は見えないよう注意しながら。

　青あおヶが島しまさんはじいっと、テキストを食い入るように見つめる。流れるように黒目が二往復して、ふう、と吐息が零こぼれた。

「ターゲットの……変更。つまり白しら瀬せくんは……あの子にこれを使わせるつもり？」

　ほんの少し得意げに頬ほおを緩める青ヶ島さんに、僕は驚いて切り札を落としそうになる。

「……凄すごいな。これだけで見抜けるのか。というか、凪なぎ沙さのこと知ってるのか？」

「朝、よく二人でいるから。……あなたはあの子との関係を維持したい、そうでしょう？」

「はは、本当に、怖いくらいお見通しだな」

　その後に僕から告白するつもりだ、とまでは流石さすがに分からないだろうけど。

　掲げたままのカードの裏面には、使用条件が記されている。

【ただしこの切り札は、他の全ての参加者の切り札が使用された後、使用できる】

　つまり僕が自分の切り札を凪沙に使わせるためには、まず参加者全員に切り札を使わせる必要がある。しかも、切り札の効果によって見事に恋が実ってしまえば、その時点で僕の目的は達成されないまま勝敗が決してしまう。どう考えても難題だ。

　もちろん、僕のスキルを使えば容易たやすいミッションだ。相手を上う手まく騙だまして無む理り矢や理りにでもキスをしてしまえば、あっという間に僕の望んだ状況は出来上がる。それでもやはり、記憶がなくなるとしても。そんな最短ルートは、目的のために誰かの意思をねじ曲げるような過程は、歩みたくない。もう一つのルートが、どんなに遠回りだとしても。

　だから協力態勢を築き、状況を上手くコントロールするように努める。これが僕の、コクハクカルテットにおける基本方針。難易度はより高いが、僕にはこれしか道がない。

「それで……わたしはどうすれば？」

「とりあえず、連絡先を交換してもらってもいいかな。詳しい話は後日しよう」

「わかった。情報を集めてから、作戦会議」

「そうだな。ありがとう、青ヶ島さん。じゃあ、これからよろしく」

　僕は右手を差し出す。青ヶ島さんはしばし僕の手を眺めた後、おずおずと真っ白い手を出して、握手に応じた──はずだった。

「あれ？」

　気付くと、僕の右手は下がっていた。それだけじゃない、青ヶ島さんの右手も。結ばれるはずの握手が、ひとりでに元の位置に戻っている。

　互いを訝いぶかしむように数秒、目線を交わす。そんな中、ちゃらけた声がして。

「おっはよー悠ゆ乃のっ。もうすっかり元気？」

　視界の端から現れた玄くろ岩いわが青ヶ島さんの肩に腕を回す。頬がつきそうな距離感にも動じない青ヶ島さんに対し、玄岩が僕には絶対見せないようなあどけない笑顔を向ける。

「うん。……お昼食べ損ねただけ、だから。いきなり早退して、ごめん」

　玄岩を優しく引ひき剥はがしながら、青ヶ島さんは少し元気がなさそうに答えた。

「いやー、あたし初めてだったよ、真面目まじめにノートなんてとったの。めっちゃ手疲れたし」

「ふふ。……本当にありがとう、愛あい華か」

「あははっ、そんなことでお礼なんていらないし。あたしたち、親友なんだからさ」

　二人の間の空気は和やかで、温かくて、互いを大切に思っていることがよく分かった。

　ただ一つ不自然なのは──コクハクカルテットについて一切触れないことだった。玄くろ岩いわと青あおヶが島しまさんは今や、互いを出し抜くべき競争相手のはず。なのにそんな様子は一切感じさせず、二人は何も知らないかのようにいつも通りに喋しやべっている。

　と、観察していると。だまし討ちのように突然、玄岩が僕の襟首に腕を伸ばしてきた。すんでのところで避よけた──はずなのに、僕のワイシャツはしっかりと掴つかまれていた。

「で、ちょっとツラ貸しなよ。【負け犬】の白しら瀬せ」

「ちょっ、へ、平和的に話し合おう玄岩。僕は──」

「はん。その手には乗らないから。あたし、話し合いとかチョー苦手だし」

　待て、話し合いじゃないとしたら何がこれから起こる!?　嫌な予感しかしない。具体的には暴力の匂いがする。必死の抵抗も虚むなしく、玄岩は僕を連行していった。




「白瀬、あたしと付き合いなよ」

「は？　……は？　なんだって？」

　屋上の給水塔の裏。僕の頭の脇に両腕を突き立て、いわゆる壁ドンの体勢で迫ってきた玄岩は、意味不明な発言で僕を混乱させた。

　高い鼻に化粧で塗り固められた肌。つけまつげが黄金比の曲線を描いており、唇ではグロスが艶つややかに煌きらめく。それでもなおどこか幼さの残る顔面が、僕の目の前にあった。

「だーかーらー。あたしと付き合えって言ってんの」

　残念ながら聞き間違いではないようだった。

　あまりのことに言葉を失う。なんだ？　意味が分からない。あの玄岩が、僕に告白？

「玄岩。君は今、僕に交際を申し込んだのか？」

「そ。あんたはこれから、このあたしの身体からだを自由にしていいわけ。教室の隅で歴史の資料集読んでるようなぼっちのあんたには、奇跡みたいな提案でしょ？」

　自信に満ちあふれた表情で、玄岩は自らの胸部を親指で指差す。柵さく真まがいるから僕はぼっちではない、という反論はさておき、玄岩の意図が一ミクロンも理解できない。だが僕の答えは一つしかない。僕は玄岩をターゲットにしているのだから、ここで首を縦に振るとまさかの僕の勝利が確定してしまう。まったくもって嬉うれしくないＲＴＡリアルタイムアタツクだ。

「嫌だ、と言ったらどうなる？」

「指の骨を一本ずつへし折る」

　即答だった。んな無む茶ちや苦く茶ちやな。

「とにかく、とにかく白しら瀬せっ！　あんたは悠ゆ乃のに近付かないで。代わりにあたしが付き合ってあげる。あんたがしたいこと、全部あたしがさせてあげるから」

　そう言った玄くろ岩いわは、しゅるり、おもむろに胸元の黄色いリボンを解ほどいて──迷いなく制服の前を開けて、夏用の薄手の白シャツを覗のぞかせる。

「は？　いや待て待て待て待て！」

　僕の制止もまるで聞かず、玄岩は見せつけるように胸を張って、お次はシャツのボタンをなまめかしく、ゆっくりと、下から順番に外していく。

「まずいだろ、人が来たら、いや、来なくても問題だ！」

「大丈夫だって。こういうこと、よくしてるから」

　玄岩はあっけらかんと、純粋な子供のように言い放つ。な、なんなんだこいつは。

　否いや応おうなしに僕の胸の音は加速する。なんだよ、なんなんだよ。逃げればいい。分かってる。でも、違うんだ。さっきから何度も、逃げようとしたんだ。それなのに何な故ぜか逃げられない。動かしたはずの足が、元の位置に戻ってしまう。

「あのさあ白瀬。逃げようとしてもムダだかんね。あたしのスキル、時を止められるから」

「時を止められる……だって？　いやいや、そんなチートスキルありかよ！」

「は？　ＳＳＲなんだから当然じゃん」

　いやおかしいだろ。異能バトルならまだしも、これは恋愛成就を目指すゲームだぞ。明らかにスキルのジャンルが違うだろ！

「ってことは玄岩、僕が動いた瞬間、君が時を止めて僕を元の位置に戻してるのか？　このイカれた脱衣ショーを見せつけるために？　なんだよそれ！」

　僕が叫んでいるうちに玄岩はもう最後のボタンを外して、完全に前をはだけさせた。露出した肌はしっかり手入れしているのか、陶器のように均一にすべすべだ。半分ほど覗かせるブルーのブラジャーはご丁寧にフロントホックときた。

　さらに瞬まばたきをすれば、僕の指は勝手にホックにかけられていた。本当に勘弁してくれ。

「そもそもなんだよ青あおヶが島しまさんの代わりって。僕は彼女と付き合いたいなんて思ってない」

「は？　そんなの信じられないから。だって悠乃はマジで世界一綺き麗れいで、ガチで清せい楚そで、めっちゃ綺麗なんだから！　悠乃を好きじゃない男子がいるわけないじゃん！」

「ええ……？」

　マジで話が通じなさすぎる。話し合い、僕もチョー苦手になりそうだ。ガチで誰か助けてくれ。こっちまで段々語彙力が終わってきてるぞ！

「お、落ち着いてくれ玄岩。僕の目を見ろ。そして深呼吸だ」

　なんて言ってる僕の呼吸の方が、むしろ玄岩のペースに引っ張られて乱れていく。

　絶体絶命。そんな四字熟語をブラジャーに指をかけながら連想する日が来るとは思わなかった。だが流石さすがにこの状況はマズイ。なにか、玄岩のスキルの弱点はないのか？　考えても、こんな状況で頭が回るわけがない。為なす術すべなく唾を呑のんだ、その時だった。

「──な、なななな何してるんですか傑すぐる先輩っ!?」

　顔面蒼そう白はくで目を見開いた少女、もとい凪なぎ沙さが給水塔の陰から顔を覗のぞかせた。

「な、凪沙!?」「だ、誰っ!?」

　第三者の闖ちん入にゆう。これにより玄くろ岩いわの意識が逸それた隙を突き、僕はすかさず逆サイドへ大股のステップ。玄岩の支配下から抜け出した。すぐに距離を取って、状況を確認。

　口を押さえて声にならない声を漏らしながら、凪沙が僕と、それから半裸の玄岩を交互に見る。すたすたと歩き出した凪沙は玄岩の前を通り越し、その痴態を視界から遮さえぎるように、僕の前へと立ちはだかった。僕はすぐに察した。これ、更に話がこじれるやつだ。

「傑先輩がここに連れてかれたって聞いて来てみたら、なんですかこれは！　なんで女の人を脱がせてるんですか！　というかあれ、例の玄岩先輩ですよね!?」

「いや、ちょっと色々と事情があってだな、とにかく、凪沙が来てくれて助かっ──」

「みっ、みみみみみ見損なったですよ傑先輩！　こんな、こんなこんなこんな破廉恥なことをっ、女性をお天てん道とう様さまの下で辱はずかしめようとする極悪非道だったとは！　せ、せめてお月様の優しい光でですねっ！　いや、そうじゃなくて、あれぇ!?」

　ぐるぐると腕も目も舌も回す凪沙はだいぶ混乱していた。

「なにこれ、修羅場ってやつ？」

　ひょこり、と凪沙の肩から顔を覗かせると、玄岩は随分と暢気のんきなコメントを述べた。君は君で状況分かってるのか？

「とにかく傑先輩がどんな手を使ったのかは知らないですが、不純異性交遊、ダメ！　ゼッタイ！　です！」

「その台詞せりふは僕が言いたい。いいか凪沙、君は誤解している。僕は完全に被害者だ。時間停止のスキルで拘束されて、玄岩が勝手に脱ぎ始めただけなんだ」

「へ？　そんな言い訳通じると思って──いや、でも、まさかですけど、……玄岩先輩、そうなんですか？」

　凪沙はきょとんとして、加害者側に真偽を問う。

「うん。あたしが勝手に脱ぎ始めた」

「え、ええ……？　なぜそんなことを……？」

　玄岩被告が素直に罪を認め、真実は逆転。凪沙裁判官はますます混乱状態に陥おちいった。

「何な故ぜって、色仕掛け、的な？」

「的なってなんだよ。色仕掛けそのものだろ！」

「と、とりあえず、分かりました。でも駄目ですよ玄岩先輩！　私がこれまでどれだけ誘惑したと思っているですか。あいにく傑先輩にその手は効かないんですっ！」

　びしっ！　と凪沙が僕を指差す。いや、何の話だよこれ。

「へーえ。でもそれって、あんたがお子様だからじゃないの？」

　玄くろ岩いわは意地悪く肩を竦すくめると、ぺたり。躊ちゆう躇ちよなく凪なぎ沙さの胸に手を触れた。

「ふあぁっ、な、なんで触るですかっ、んにゃっ、や、やめてくだっ、んんっ！」

　ボタン全開で豊満なボディを見せつけたままの玄岩が、凪沙の控えめな胸部を大胆かつ丁寧に揉もみしだく。ああ、残酷なまでの対比だ。

　しばらくして、凪沙は息絶え絶えに玄岩の魔の手を振りほどき、僕の背中に隠れた。

「はぁ──はぁ──、も、揉みましたねっ!?　傑すぐる先輩にも揉まれたことないのに！」

「だってさ、白しら瀬せ。上書きしてやりなよ」

「なんでそうなるんだよ」

「す、傑先輩。どうやらこの人痴女ですよ！」

「それはもうとっくに分かってる」

「えー。心外なんだけど。あたしのどこが痴女だっていうわけ？」

　こやつは前をはだけっぱなしで何をのたまうか。言いたいことは山ほどあるが、今はこの場を収めるのが先決だ。僕は玄岩の青みがかった瞳を真まっ直すぐ見据え、ゆっくり諭す。

「あのな玄岩、僕に色仕掛けは効かない。好きでもない相手と、僕はそんなことしない」

「へえ、でもさっきからチラチラ胸元に目線を感じるんだけど？」

　僕としたことが、いつの間にやら違う青色に目移りしていたようだった。これは無視できない存在感に視線が引っ張られたというか、いや、今大事なのはそんなことじゃなくて。
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「と、とにかく、いくら君が僕のことを好きでも──」

　ぴくり。玄くろ岩いわの眉が不機嫌に歪ゆがむ。気け怠だるげだった表情は一変、険しく僕を睨にらんだ。

「……は？　白しら瀬せ、今なんて言った？　あたしが、あんたを、なんだって？」

「だから、玄岩が僕のことを好きでも、こんな色仕掛けはだな──」

「あたしが、あんたを、好き……は？　は？　はああああああぁぁぁ──!?」

　僕の台詞せりふを遮さえぎって、玄岩が今までにない大きな怒声を響かせた。目をまんまるに見開いて、ポニーテールを振り回しながら凄すさまじい勢いで僕に迫る。

「ちちち違うし！　訂正しろ！　謝れ！　地べたに這はいつくばってアリンコを噛かみながら泣いて詫わびろ！　なんであたしがあんたなんかのことを好きなわけ!?」

　いや、だって、告白してきたのはそっちじゃないか。なんて、僕に弁明することも許さない勢いで、桃色の舌が回り続ける。

「あたしは、あたしは、あたしはね────悠ゆ乃ののことが好きなんだからっっっ!!」

　ちょいワル女子高生の主張が、果てしない青空に向けて今、打ち上げられた。

「……え？」「……ほえ？」「……あ」

　一秒、二秒、三秒経たって、この場にいる全員が、その言葉の意味を咀そ嚼しやくし終えた。

　玄岩愛あい華かは、青あおヶが島しま悠乃に恋心を抱いている。

「……聞こえた？」

　打って変わってミニマムなボリュームで、玄岩が屋上のゴムチップの床に向かって訊たずねた。この期ごに及んで誤ご魔ま化かせるわけがない。

「あー、うん。バッチリ聞こえたな」

　僕が答えると、玄岩は思いっきり頭を抱えて「うな───っ！」と勢いよく床にうずくまった。金色の尾っぽをジタバタと打ち付けながら、もだえ苦しむように声を上げる。

「ああああもうミスった！　よりにもよって白瀬に知られるとか！　完っ全に裏目！」

　そうなるよな。彼女は今、このゲームの敵である僕らに対して、致命的な情報を漏らした。親友と思っていた相手が、自分に恋愛感情を抱いていた──上う手まく使えば、二人の仲を引き裂くことも出来るだろう。もちろん、僕も凪なぎ沙さも、そんなつもりはないが。

「……引いた、よね？　同性が好き、とか」

　今度はしおらしく、乱れた髪をそのままに、顔だけ上げて玄岩は訊ねた。確かに驚いたし、凪沙もギョッとしているが、どちらかと言えば。

「別に誰が誰を好きだろうが変じゃないだろ。むしろ、男遊びの激しい君が特定の相手に入れ込んでることに驚いてる」

「男遊びって、そっ、それは──悠乃狙いの害虫を、その、遠ざけようとした結果で！」

　玄岩は床に膝をつけたまま、顔を真まっ赤かにして反論する。

「え？　じゃあ君は、彼女に近付く男を排除するためだけに色仕掛けしてたってことか？」

　スローモーションのようにゆっくり、玄くろ岩いわは恥ずかしそうに頷うなずく。凄すごい執念だ……。

「なに、なんか文句あるわけ？」

　その声は弱々しくもなお、僕への敵意に満ちている。だが客観的なゲームの状況としては、僕が優位に立っているのは間違いない。今ここで玄岩を引き込むのが得策だろう。

「いや、文句なんてないよ。それだけ青あおヶが島しまさんのことが好きってことなんだろ。……大丈夫だ玄岩。僕は君の敵じゃない。むしろ、よかったら協力しないか？」

「なっ、白しら瀬せ？　あんたもしかして、意外と良いヤツ？」

　僕の肯定により元気を取り戻したようで、玄岩はすっくと立ち上がって、僕との距離を一歩詰める。が、そこへすかさず凪なぎ沙さが割って入ってきた。凪沙視点では、玄岩狙いの僕が協力関係をダシに近付こうとしているわけで、当然の行動だ。

「あっ！　ち、違います。騙だまされないでください玄岩先輩っ！　傑すぐる先輩にはヨコシマな気持ちがあってですね！」

　おっと、その先は言わせないぞ。僕はすかさず凪沙の口を塞ぐ。「むぐー！　むぐー！」と抗議の声に合わせて手のひらが振動して、少しくすぐったい。

「ヨコシマ？　白瀬が？」

「あー、いや、シマウマって横よこ縞じまなんだよ。動物の縞しま模も様ようは立った状態で判別するからな」

「へぇ、そーなんだ。あたしずっと縦たて縞じまだと思ってた。白瀬って物知りなんだね」

　ふう、上う手まく誤ご魔ま化かせたようだ。なんにせよホッとした。僕が玄岩が好きだなんて嘘うそが本人に伝わってしまったら、いよいよ本当にややこしくなってしまう！

「むぐむぐむぐむぐむぐ!?」

　──誤魔化しのレベルが底辺すぎません!?

　凪沙の心の叫びが聞こえたような気がした。まぁ、それは否めない。

　なんにせよ、玄岩の懐にも飛び込めれば僕の目的も進めやすくなる。まだゲームの最序盤だが、かなり順調に布陣を形成できそうだ。

「もちろん、協力関係になる以上は僕の方も手伝って貰もらいたい。僕も全力で君のために頑張る。だから、今日からよろしくな、玄岩」

　僕は玄岩に右手を差し出した。玄岩は少し考えるように腕を組み、凪沙は「ふがふが」とまだ何やら抗議している。

　次に玄岩がこちらを向いたとき。僕の右手は、僕の意思に反して下ろされていた。

「悪いけど、あんたの協力は要らない。……あんたのこと、信用できないから」

「なっ、今の流れでどうしてそうなるんだ」

「女の勘、っていうの？　隠し事してるでしょ、あんた」

　鋭い。僕は言い返せない。青ヶ島さんの時とは違い、僕は今ここで目的を明かすことは出来ない。そもそも凪なぎ沙さに知られるわけにもいかないというのもあるが、玄くろ岩いわには【ターゲットを変更する】効果がバレてはいけない。玄岩が青あおヶが島しまさんと付き合えなかったとしても、ターゲットを変えればゲームが終わっても関係は元のまま。つまりこの切り札は玄岩にとって保険になるので、奪われる可能性が高い。

　首を傾かしげながら玄岩が距離を詰めてきて、無遠慮に僕の口元に指を当ててくる。

「せめてさぁ、好きな相手くらい今ここで言ったらどうなわけ？　ねぇ、白しら瀬せ？」

　朱と鷺き羽わ凪沙だ、なんて言えない。玄岩愛あい華かだ、なんてもっと言えない。

　僕の示した沈黙という答え。玄岩が僕を完全に見限るには充分すぎる答え。それを確定させるかのように、りんごんと予鈴が鳴った。

「え。うっそ。もうこんな時間？　ヤバ、遅刻したら悠ゆ乃のに疑われちゃうじゃんっ」

　もう白瀬傑すぐるには一ミリの興味もないと言わんばかりに、玄岩は僕のことを一いち瞥べつもせず、ポニーテールを左右に振りながらダッシュで扉に向かっていった。

　説得、失敗だ。

　まあそれは一旦おいておこう。それよりも現在、玄岩は一つの危機に瀕ひんしていた。凪沙が「あっ、あのっ」と言いづらそうに声を発するが、玄岩の耳には届かない。仕方がないので、僕は精一杯の親切心を声量に変換し、玄岩を呼び止める。

「ちょっと待て玄岩！」

　なに、と気け怠だるそうにこちらを振り向く玄岩。事態の重大さには気付いていないようだ。

「君──服を着忘れてるぞ」

　僕の指摘に玄岩は顔を真まっ赤かにし、次の瞬間にははだけた服をしっかりと着た姿に早変わり。……便利だな、そのスキル。

「べ、べべべ別に、言われなくても気付いてたし！　あたしが下着姿で授業受けるとか、あんたの願望押しつけないでくれる!?」

　玄岩は強がりながら、その場でリボンを結び直して、乱雑にドアを開け放った。いや、そこまで言ってないだろ……。

「なるほど、傑先輩は露出フェチ、と。私のメモリーにメモランダムです」

　それでもって、デマゴギーに踊らされるこの後輩を、僕はどう指導したらいいだろうか。
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「──で、傑先輩はどうして昨日、おかしな様子で逃げ出したんですか？」

　学食特有の具の少ないカレーをスプーンで掬すくいながら、正面に座った凪沙が僕をじっと見つめる。約束したとおり、昨日の埋め合わせに僕は凪沙とお昼に来ていた。

「いや、あんな風に女子にキスされたら、誰だって動揺するに決まってるだろ……」

「ふむふむ。つまり傑すぐる先輩は少なくとも私を異性として見てくれているわけですね。ズバリ、いつからですか？　私が『彼女の妹』だった時は？」

「茶ちや化かすなよ。君だって僕のこと意識してなかっただろ」

「それは……まぁ、そうですけど、……たぶん。あっ、でもでも、傑さんみたいな人がクラスにいたら好きになってただろうな、なんて思ったことはあるですよ？」

「へ、へえ。どうだろうな。そんなことないと思うけど」

　凪なぎ沙さの屈託のない笑みに思わずたじろぐ。呼び方が当時に戻っているが今は見逃そう。

「そんなことあるですよ。確かに傑さんはちょっとムスッとした感じで、教室の隅で歴史の資料集を読んでるような話しかけづらいタイプですし、上辺だけの友人関係に意味なんてないとか言ってるうちに孤立しちゃってそうですけど」

「ごめん、一旦やめてもらえるか？」

　なんだよその正確な分析は。というかなんでみんな僕が資料集読んでるの知ってるんだよ。僕が知らないだけで参加者一覧に書いてあったのか？

「うーん、今思うと同じクラスだったらという想定は無理があったですね？」

「そうだな。僕が美み凪なぎと付き合って君と知り合って、たまに三人でゲームして遊んで。それしかあり得ない」

　凪沙と僕が同級生だったなら、きっと僕らに接点はなかった。だからそんな仮定に意味はない。それでも彼女の気持ちが嬉うれしいのは……まぁ、事実だけど。

「ふふ、懐かしいですね。傑さんがレースゲームで身体からだ傾けて、めっちゃ壁にぶつかってたり、アクションゲームでダメージ受ける度に声出したり、ふふっ、あははっ」

「笑うなよ、なんでそういうことばっかり思い出すんだ」

「クールぶってる癖に、負けるとちょっと悔しそうで、最後の最後に一回だけ勝って、テンション上がっちゃったりして」

「そんなことない。大事なのはゲームを楽しむことだ。ゲームを通して君らとコミュニケーションを取ることだ。勝敗という結果にとらわれたりなんて──」

「はいはい。他にも色々やりましたよね。パズルゲーに、格ゲー、音ゲーに」

「君は格ゲーが凄すごく上う手まかったよな。いや、確か練習したんだっけ？」

「はい。すっごく練習したんですよ。お姉ねえちゃんに負けるのは仕方ない、って思ってたんですけど、それでもどうしても勝ちたくて。傑さんに……褒めて欲しくて」

「……そっか。それが今、こんなゲームをしてるなんてな。一周回って笑えてくる」

　空気が急に、しんみりとしてしまう。二人のお盆の上に乗っているのは、もう用をなした食器だけだ。帰ろうか、と散会の言葉を舌の奥に準備して、お盆に手を掛けたとき。

「傑先輩は、玄くろ岩いわ先輩のどこが好きなんですか」

　凪沙が仕掛けてきた。凪沙の真剣な視線を受け、僕はお盆の縁から指を外した。

　ここが多分、最初の分岐点だ。僕が玄くろ岩いわを好きかどうか。否定か、肯定か。

　キスをされた僕が凪なぎ沙さに明かしたのは『僕のターゲットが玄岩愛あい華か』であること。僕が玄岩が好きだというのは凪沙の早とちりだ。その誤解は今、盤上で上う手まく効いている。

　僕が【ターゲットを変更する】切り札を凪沙に使わせ、凪沙が負けても僕との関係を維持するためには、凪沙に『負けるかもしれない』という危機感を持たせる必要がある。凪沙の想おもいに絶対応えないカモフラージュとして、僕が玄岩を好きという理由は最適だ。

　となればやはり、今ここで凪沙の誤解を解くのは危険だ。好意のない相手をターゲットにしていると表明すれば、凪沙は僕が何か企たくらんでいると気付いてしまうだろう。この作戦は、凪沙にバレるわけにはいかない。

「玄岩の好きなところ、か。そうだな……ええと、見た目、かな？」

「はい、ダウトです。傑すぐる先輩が好きな見た目はお姉ねえちゃんです。お姉ちゃん……には負けますが、似ている私も結構好きなはずです」

　なんだよその三段論法。しかし完全に的を射ているので、何も言い返せない。

「そうじゃなくて、その……なんていうかだな」

　口ごもる僕に、凪沙は何かとんでもない誤解をしたようで、仇きゆう敵てきのように自らの胸部に手のひらを当てた。

「なっ、ななっ、まさか見た目ってそういう……！　傑先輩といえども許しがたい侮辱ですよ！　これはもう、お詫わびとして焼きプリンを三つはもらわないとですね！」

「いや、誤解だから。というか三つも食べるのかよ」

「ち、違いますよ？　これは決して食いしん坊なわけではなく、そう、研究です！　うちのクラス、文化祭の出し物で焼きプリン屋さんをやることになったので！」

「へえ、そっちはもう出し物まで決まったのか。うちは委員もまだだよ」

「あれ？　文化祭の実行委員会って確か明日からですよね。まだ決まってないんですか？」

「うちの担任がテキトーなんだよ。次の時間にくじ引きで決めるんだとさ」

「じゃあ、明日は予定を空けておいた方が良いですよ。傑先輩、くじ運が悪いですからね」

　にひひ、と意地悪に笑う凪沙。その笑顔の裏ではきっと、僕がババ抜きでいつも最後にババを引いていたことが思い出されているに違いない。

「そんなことない。最近は結構、当たってる方だ。席替えでも良い席を引いたし」

「へえ、そうですか。なら、ゲームをしましょう」

　凪沙はそう言うと、お盆の上のレシートを無造作に丸めて、僕の右手に握り込ませた。

「どっちに入っているか、私が当てるゲームです」

　そのルールだと僕のくじ運は関係なくないか。そう思いながらも手を後ろに回し、左手に紙くずを移動させる。まあいい、受けて立とうじゃないか。

「あ。折せつ角かくなので何か賭けるのはどうですか？　たとえば、傑先輩とのデート権、とか」

　凪なぎ沙さは少し自信なさげに笑って、首を傾かしげた。僕は了承の意で、凪沙の正面に二つの拳を提示する。左ならデート、右ならハズレ。いや、当然僕にもリターンがあるべきか。

「なら、僕が勝ったら……君の切り札を明かしてもらおうかな」

「ふむふむ、そう来るですか。いいですよ。傑すぐる先輩とのデートがかかった二択を私が外すわけがないですから。ヒロイン補正ってやつです！」

「なんだその自信満々な割に根拠の薄い理屈は……」

　凪沙は顎に人差し指を当て、「むむむ」と唸うなりながら僕の両手を見比べる。数秒の思考の末、僕の右手に温かな手が乗せられた。残念、そっちはハズレだ。そう思った瞬間。

　──傑先輩。この声が聞こえるですか？

　脳に声が直接届くような、不思議な感覚がした。

　なんだこれ。いや、既に何度か経験したことがある。凪沙にキスをされた時と、今け朝さ凪沙の口を塞いだ時と。まさかこれは……凪沙の心の声か？

「ふふ、驚いてるですね。これが私のスキルです」

「自分の心の声を、触れた相手に伝える能力、か？」

「はい、そのとおりです。なんとこのスキル、ＳＳＲらしいですよ？」

　玄くろ岩いわの時間停止に続き、またＳＳＲかよ。確かに一見地味な能力だが、恋愛におけるアプローチという意味ではかなり強い。相手の心に直接好意を伝えられるのだ。面と向かうよりも、耳元で囁ささやかれるよりも、もっともっと近い距離で想おもいをぶつけられて、心が揺さぶられないわけがない。

　凪沙は笑みを浮かべながら、ゆっくりと両手を移動させ「答えはこっちですね」と僕の左手に選び変える。それから僕の拳を裏返して、丁寧に一つずつ、指を開いていった。

　──傑先輩の手も指も、顔も、面倒くさいところも、ぜんぶ。好きですからね？

　凪沙の声が身体からだの芯に──心をこじ開けて直接届くようで、くすぐったい。なんとか平静を装いながらも、僕は凪沙のスキルの強さを実感させられた。

「なるほど、それが正真正銘君の本心ってわけか」

「はい。正真正銘、好きですよ。傑先輩のこと」

　無邪気に向けられた上目遣いがクリティカルヒットする。繋つないだ目線が、離せない。

「もはや口に出してるじゃないか」

　露出した紙切れをまた隠すように、凪沙は僕の手に指を絡ませた。その指の細さはちょうど美み凪なぎと同じくらいで収まりがよい。すぐに手が汗ばんでくる。

　──今日の私は、大胆に攻めるですよ。

　ぎゅう、と強めに握られた手は熱くて、彼女の速い拍動がしっかりと感じられた。ならば僕の脈拍も、凪沙にも伝わってしまうのだろうか。

　──さあ、傑先輩も言っちゃいましょう。玄岩先輩が好きだって。

「死んでも言わない」

　だって僕が好きなのは玄くろ岩いわじゃない。凪なぎ沙さなんだから。

　そう口に出したわけじゃないのに、心の中で呟つぶやいただけなのに、自分の気持ちを確認しただけなのに、僕の心拍が暴走し出す。耐えきれなくなって、さっと手を解ほどく。くしゃくしゃの紙片がぽとりとお盆に落ちる音が、いやにハッキリ聞こえた。

「も、もういいだろ。君の勝ちだ凪沙。僕は大人おとなしく、君とデートする」

　あまりに気恥ずかしくて、凪沙から目を逸そらす。冷静に、僕らは何をしていたのだろう。僕らはただの先輩と後輩でいなきゃいけないのに、無抵抗に誘いに乗って、手を繋つないで。

「ほ、ほんとにいいんですか。だって、でも、あの、あのあの、その、傑すぐる、先輩は──」

　凪沙は真まっ赤かになった頬ほおを冷ますように両手を当てて、しきりに視線を泳がせる。

「ど、どうしたんだよ、凪沙。い、今になって恥ずかしがるなよ」

「わっ、私の心臓、壊れそうで。これ以上は死んじゃうかもと思って。だって、だってほら、あんなに先輩と触れ合ったんですよ？　平気でいられるわけなんて、ない、です」

「それは僕も──いや、なんでもない。まったく、君から仕掛けてきた癖に軟弱だな」

「ななっ、傑先輩の脈だって、バクバクしてたじゃないですかっ！」

「……そんなことない。ただちょっと、君とデートするのが怖かっただけだ」

　そう答えた僕の心臓は未いまだに高速のリズムを刻んでいて、耳たぶの先まで揺れているような気がした。ああ、まずいな。僕はこれからちゃんと、凪沙からのアプローチに耐えることが出来るだろうか。

　もう、これ以上好きになってしまったら、どうなるか分からない。





　　＊＊＊






　夕ゆう陽ひの差す廊下をゆっくり歩みながら、頭の中に相関図を描く。

　凪沙は僕が好きだ。

　僕は凪沙を好きだが、凪沙は僕が玄岩を好きだと思っている。

　そして玄岩は青あおヶが島しまさんが好きだという。

　青ヶ島さんの好きな相手はまだ分からない。

　今のところ、見事に関係性が参加者間で完結している。過去何度も開催されている中でも、恐らく珍しいパターンに当たるだろう。普通ならば、何も知らない無防備なターゲットにスキルを使い、参加者優位な状況で心の距離を縮めていくだけだ。だが参加者同士での惚ほれさせ合いの勝負となれば、スキルや切り札も有効に使いづらいはずだ。

　だが青ヶ島さんは違う。彼女の美貌と、ゲームで与えられた権能。まさに鬼に金棒だ。口くち下べ手たなのが弱点ではあるが、勇気を出して相手にアプローチさえすれば、このゲームは一瞬で終結してしまうだろう。だから僕は、参加者が分かった時点ですぐに彼女と協力関係を結ぼうとした。彼女の動きを制限するために。

「……くん。白しら瀬せくん、聞いてる？」

「え？　ああ、ごめん青あおヶが島しまさん。ちょっと寝不足で」

　返事をしながらも眠気に負けて、ふわあ、と間抜けな声を漏らしながら酸素を取り込む。あまりに大きなあくびは、口を押さえた手のひらからもはみ出た。文化祭実行委員の退屈な会議に長いこと拘束されたせいか、すっかり脳がおやすみモードだ。

　凪なぎ沙さが昨日言ったとおり、僕は案の定くじ運の悪さを遺憾なく発揮した。僕の引いた黒の七番と青ヶ島さんの引いた赤の三番が、ともに担任が指定するラッキーナンバーだった。こうして彼女と二人きりで話せるチャンスが得られたという意味では、幸運ではあるが。

「それだけ眠いなら、今日は多分、よく眠れる」

「そうだといいけど。ああ、そういえば青ヶ島さん、この後って時間あるかな。ぼちぼちどう協力していくか決めようかと思うんだけど」

　すぐそばに並ぶ横顔に視線をやる。青ヶ島さんはこくりと頷うなずいて、「わかった」と答える。それはいいのだが、気のせいだろうか、会議室を出てからというもの青ヶ島さんはこちらに一いち瞥べつもくれない。歩きながら手元のプリントをじいっと見てばかりだ。

　会話が途切れる。だけど嫌な沈黙じゃない。むしろ落ち着く。そう感じるのは、あの時のことがあったからかもしれない。

「そういえばあの時はありがとう、青ヶ島さん」

「？　……どうしたの、急に」

　不思議そうにする青ヶ島さんの横顔が、ぼやけて見える。猛烈な眠気が僕の頭を覆う。沼のようなまどろみに足をとられる度、過去の記憶が呼び起こされる。半分寝言のように、脳裏に浮かぶ情景をそのまま口にする。

「去年の話だよ。僕が美み凪なぎ……恋人にフラれてベンチで泣いているところに、偶然君が通りがかって、そばにいてくれた」

「……大泣きしている人間が、物珍しかっただけ」

　──どうしたの。

　夢うつつに、回想が続く。肌寒くなってきた秋の日だった。咄とつ嗟さのことに返事の出来ない僕を見て、君はふふ、と微笑ほほえんだ。そして静かに、僕の隣に腰掛けた。頬ほおを流れる涙はどうしようもなく温かくて、その零こぼれた滴は、君の手の甲にも落ちた。

「女め々めしいよな、僕は。あんなに泣きじゃくって」

「それは、違う。あなたがそれだけ、恋人のことを想おもっていたから──」

　青ヶ島さんがこちらを向く。ようやく目が合った。相変わらずの無表情だけど、その瞳の奥からは何か強い感情を感じ取れた。だが彼女はすぐに「あ」と声を出すと、頬をやや赤らめて、ばっ、と逸そらしてペットボトルのレモンティーを一気に飲み干した。

　……なんだろう、今日の青あおヶが島しまさんは変だ。

　気付けば僕らは教室まで戻ってきていた。外から聞こえる運動部の掛け声を背景に、僕らは揃そろった動きで小窓から中の様子をうかがう。好都合なことに誰もいないようだった。

　がらり、教室の扉を開くと、深く空いた穴のような静せい謐ひつな空気に満ちていた。一瞬、踏み入ることに躊ちゆう躇ちよしたが、よろついた足に引っ張られて中へと入る。

　窓際の僕の座席は夕ゆう陽ひに照らされている。僕は導かれるようにふらふらと足を運ぶと、壁にもたれるように座り込む。青ヶ島さんは僕の隣の席──柵さく真まの席に座った。教えてやったらきっと喜ぶだろうな、あいつ。間接着座だ、とかなんとか言って。

　僕は眠気を払おうと、水筒を一気に傾ける。ぬるい麦茶が喉を通るも、頭は晴れない。

「青ヶ島さんは、どうしてコクハクカルテットに参加したんだ？」

　聞きながら、意識を手放しそうになる。湯船に浸つかっているような安心感。身を委ねれば、いつでも深い眠りに落ちてしまいそうな気がした。

「難しい質問。……強いて言うなら、なりゆき？」

「そっか。僕もおんなじだ」

　凪なぎ沙さを追いかけて参加した僕みたいに、青ヶ島さんもまた、偶然参加したのだろうか。なら彼女はこのゲームに何を求めたのだろう。永遠の愛か、それとも全く別の何かか。

「本当は、──つもりなんて、なかった」

　次の言葉を探して彷徨さまよっていた唇が、彼女の想おもいを紡ぎ始める。だけど僕は、打つべき相あい槌づちが上う手まく口に出来ない。耳に届く鈴の音ねのような声も、途切れ途切れだ。

「──は、自分の力で──たかった」

　ああ、駄目だ。意識が旅立っていく。僕は彼女の話を聞いているつもりで、それはもう、夢の中かもしれなくて。僕の目蓋は今、開いているのか、閉じているのか。

「──くん、白しら瀬せくん？」

「ああ、ごめん青ヶ島さん。今日はなんだか、ボーッとするんだ」

　大事な話だったのに、意識が飛んでいた。心地ここちよい疲れと、絶妙な温かさと、安心感と、どうしても抗あらがえない重力のような指向性。頭の中が強制的にかき混ぜられるような感覚。

　せっかく青ヶ島さんが話してくれているのに、頭が、舌が、回らない。

　胸ポケットに手をやるが、ドロップ缶を上手く掴つかめない。これは夢か、それとも現うつつか。

「……大丈夫。飲み物に入れた薬が効いているだけ」

　理解が遅れて、声すら出なかった。彼女の声帯が発した音が、僕の鼓膜を揺らして、脳が波長を意味に翻訳して。そんな当たり前のプロセスに、宇宙交信ほどの時差があった。

　これは夢だろうか。瞬まばたきを二度。醒さめろ。でも醒めない。頭がぼんやりとして、上手く身体からだが動かない。

　他ひ人と事ごとのように。シアターに上映される物語のように。

　僕はこれから起こることを理解しながら、受うけ容いれる選択しか思い浮かばず。

　青あおヶが島しま悠ゆ乃のは、綺き麗れいな黒髪を耳にかきあげる。

　夕焼けがタイミングを計ったように煌きらめいて。

　真まっ赤かになった顔をわずかに傾けた学校一の美少女は、吸い込まれるように迷いなく、僕の唇へ向けて前進する。着地するその寸前に、目を閉じた。

　なんて綺麗なエンディングだろう。我が身のこととは到底思えず、到底思いたくなくて、現実逃避のように、そう捉えることしか出来なかった。

　柔らかで、しっとりとした感触が、永遠とも思える時間、僕の唇に重なる。

「ん……」

　震えるようなわずかな身じろぎにも、漏れ出るうわずった声にも、やはり現実感が抱けない。

　やがて別の柔らかい何かが、おっかなびっくり、探るように、僕の歯に触れて、すぐに逃げるように引っ込んだ。わざとらしいレモンティーの風味がふわりと広がる。

「……ぷはっ」

　やっと僕から離れた青ヶ島さんは、恍こう惚こつの表情を浮かべて、てらりと濡ぬれた唇の端を、躊躇ためらいながらもはしたなく手の甲で拭いた。

　僕は唖あ然ぜんとしたまま、考える。これが現実のわけがない。夢に決まっている。なら僕はどうしたらいい？　なんて声を掛ければいいんだろう？　息は止めなくていいんだよ、って？　ハハ、絶対に違うな。

「……夢、だよな？」

　やっとのことで絞り出した僕の問い掛けに、目の前の少女は残酷なほどにゆっくり首を横に振る。それどころか、彼女は僕に言った。

「白しら瀬せくん。わたしのお願い、聞いて」

　彼女の瞳は確信していた。僕がその願いを必ず聞くと。まさか。嘘うそだろ。

　キスをされてしまった今、僕は彼女の言うことを一つ、聞かなければならない。

　どうして青ヶ島さんが僕のスキルの弱点を知っているんだ。

　血の気が引いていく。膨らんだ風船が割れるように、眠気がはじけ飛ぶ。唇に残るレモンの香料が僕に気付かせる。これは紛まぎれもない、現実だ。

「白瀬くん。わたしが好きなのは、あなた。だから、わたしと──」

　やめてくれ。

　お願いだから、やめてくれ。

　僕は目を瞑つぶった。耳を塞いだ。決定的な言葉が届かぬように。

　それでもルールの前には、圧倒的に無力だった。









＊Hint 1　──中学二年生・冬






　玄関のドアが閉まる音がした、その瞬間。僕の唇を柔らかい感触が覆った。遅れて状況を理解する。僕は今、キスをされたのだ。

「んなっ、なにするんだよっ」

　力が抜けて、玄関に尻餅をつく。そんな僕の反応が面白かったのだろう、美み凪なぎはくすくす笑って、悪戯いたずらめいた顔で僕を見下ろした。

「なにって、おかえりのキスだけど。ご飯にする？　お風呂にする？　それとも私？」

「それは待っていた人の台詞せりふであって、招かれて一緒に上がり込んだ客の台詞じゃない」

「もー、ノリが悪いなあ、傑すぐるは。自分の家に見事に彼女を連れ込んでおいて、テンションの一つも上がらないわけ？」

「僕のテンションまで上がったらまずいだろ、色々」

　なんとか平静を保ちながら、リビングに続くドアを開く。無遠慮に家主よりも先にソファーに飛び込んだ美凪は、その質感にテンションを上げて無邪気に足をばたばたさせる。

「ねえ傑。このソファー、もしかしなくても高級品じゃない？」

「どうだろう。もしかしたらそうかもしれない」

　まぁ、高給取りだった父が購入したのだ。少なくとも悪いものではないと思う。

「これって新品？」

「いや、もう買ってから三年くらいじゃないか？」

「ふうん、その割には状態がいいよね。へたった感じもしないし。やっぱり高級なんだ。ずるいなあ、傑は」

　それもそのはずだ。白しら瀬せ家の辞書に団だん欒らんの二文字はない。ほとんど使われていないこのソファーも、美凪にこれだけ喜んで貰もらえればきっと本望だろう。

　行儀良く座り直した美凪の隣に、不自然な隙間を作って座る。彼女を家に招いたのは初めてのことで、どう振る舞ったらいいのか、よく分からなかった。

「はーあ、こんな良いソファーを知っちゃったら、もう二度と他のソファーに座れないよ。責任取ってくれる？」

「この場合どんな責任の取り方がいいんだろう」

「うーん、私をお姫様抱っこしてハワイで挙式するとか」

「がっつり取らせに来たな責任……」

　というか、そんな先のことなんて分からない。

「あ、傑、今そんな先のことなんて分からない、って思ったでしょ」

「流石さすがに思うだろ」

　完全に言い当てられて、ふふっと笑ってしまう。

　本当に、そんな先のことは分からない。何が起こるかなんて分からない。

　でも、なんとなく、本当になんとなくだけど、僕らの道はそんな幸せな未来に繋つながっているような気がした。僕の気持ちも、美み凪なぎの気持ちも、きっと永遠に続くものだと無根拠に信じられた。疑う余地すらなかった。

「そもそも、僕らはまだ高校生にもなってないじゃないか」

「もしかして、遠回しに勉強しようって言ってる？」

「学生の本分だ」

　今日だって一緒に試験勉強をするために、二人きりで集中出来ると思って僕の家に招いたのだ。結果はこの有様だが。

「うーん。でもさ、せっかくここに青春があるんだよ？」

　美凪はこちらを向いて、どーん、と構えるように手を広げた。彼女の要求は充分に分かったが、従うのはあまりにも恥ずかしい。僕はわざとらしいくらいに誘惑から顔を背けて「頑張って、同じ高校に行きたいじゃないか」と呟つぶやく。

「んー？　聞こえないよ、傑すぐる？」

　がっつりと僕に密着してくる。近い、本当に近い。二人きりの時にそういう接触は……まずいだろ。僕は理性を奮い立たせて、立ち上がる。

「紅茶を淹いれてくるよ。ダージリンは好きか？」

　しかし美凪は僕の腕を取って──何かの護身術だろうか、手首のひねりによって、瞬またたく間まに僕をソファーに倒れこませた。そしてすかさず、彼女は僕に覆おおい被かぶさった。垂れた毛先がランダムに肌に触れて、いちいちくすぐったい。

「ダージリンより、君のことが好きなんだけど」

　僕は何も答えない。余裕そうな表情を浮かべながらも、美凪の顔は真まっ赤かだった。繋がった視線はロックされたように外せなくなっていて。

　ああ、ああ。呼吸が浅くなるのが分かる。暴れ回る心臓に落ち着けと言い聞かせたところで、全くの徒労で。

「ところで傑。ご両親のご帰宅のご予定は？」

「やたら『ご』が多いな」

「そりゃあ、君のご家族に失礼があったらいけないでしょ。それで、どうなの？」

「…………さあ。僕が知る必要もないくらい、きっと遅いんだと思う」

　僕らはどちらからともなく、顔を近づけて、目を瞑つぶった。

　何度したって、キスに味なんてない。ただただ甘い香りがどこからともなくやってきて、鼻び腔こうをくすぐるだけだ。









（３）隠し味の適量を考察せよ。






　夕ゆう陽ひに染まる教室で、こっそり交わされた口づけ。それはきっと、彼女のファースト・キスだった。

　だが僕にとっては、絶対的な敗はい着ちやくの一手だった。

「白しら瀬せくん。わたしが好きなのは、あなた。だから、わたしと──」

　目を瞑つぶっても、耳を塞いでも、関係なかった。スキルの弱点が発動し、僕の脳がぼんやりととろけていく。耳に押し当てた手は緩み、握るように強く閉じたはずの目蓋は薄く持ちこたえる。身体からだが勝手に、彼女からの命令を求めてしまう。

　青あおヶが島しま悠ゆ乃のは何度も、口を開いては無音で閉じた。湿った唇をぱくぱくと動かして、何かを躊ちゆう躇ちよし、何かを思慮し、そしてようやく意を決したように、曲線だけで構成された美麗な指先でぎゅうとスカートを掴つかむ。

「わたしと、デートしてください」

　ハッキリと聞こえた。今までに青ヶ島さんから聞いたことのない、大きな声だった。それから冷静になって、言葉の意味を理解した僕の口から漏れたのは。

「え……？」

　たまたま声帯が震えて出たような音だった。心なしか視界が上下に広い。ああこれ、僕が目を見開いてるのか。

「い、いいのか、デートで」

　青ヶ島さんは恥ずかしそうに、こくりと頷うなずく。未いまだ緊張が解けないのか、皺しわの出来たスカートは握り締められ続けている。

　安心した。死ぬほど安心した。今だって心臓が喉元にあるみたいだ。だけど彼女の行動は理解できない。僕は思わず立ち上がった。

「どうしてだよ。今ので君は……勝てたはずだ」

　僕の声は震えている。青ヶ島さんは明らかに僕のスキルを知っていた。なのにどうして、必勝の一手を打たなかったのか。交際を命令し、僕とのエンゲージを選ばなかったのか。

　対する青ヶ島さんはもう落ち着きを取り戻した様子で、答えを考えるように視線をぷかぷか宙にやる。彼女の底が、知れない。

「確かに、そう。……でも、流石さすがにズルい気がしたから」

「ズルい……？　いや、情けをかけてもらった立場でアレだが、今のは敵前で油断した僕が悪いというか、ああ、僕は今、猛烈に面倒くさいことを言ってるな」

　僕は窓にもたれ、自分の額に手のひらを当てた。分からない。彼女の狙いはなんなんだ？

「安心して」

　青あおヶが島しまさんは慈しむように、僕を真まっ直すぐに見つめた。ブラックホールのような瞳孔が、僕の視線を捉えて離さない。

「次は容赦なく、仕留める」

　控えめに、でも固い意思を込めて、青ヶ島さんは僕の心臓を指差す。それからきゅぴんと両目を閉じるも、すぐに開く。瞬まばたきに伴って何度か睫まつ毛げを上下させ、困ったような表情を浮かべた。

「……？　……、……？　……！」

　やがてハッとしたように両目を大きく見開き、閉じた後に、片目だけを開いた。教本に従うように無機質に小首を傾かしげ、一歩引いて顎に角度を付ける。

「もしかして……ウィンク、か？」

　問いかけると、正解されて嬉うれしいのか、青ヶ島さんはこくこくと二度頷うなずいた。ウィンクってそういうのじゃないけどな。

「気になる男子も、これでワンキル」

　さてはこの人、イチコロを一イチ殺コロだと思ってるな？

「あー、悪いがそのウィンク、僕には効かないみたいだ。ちょっと完成度が、な」

「……そう。練習する」

　青ヶ島さんは少しむくれて俯うつむいた。意外と負けず嫌いのようだった。

「それよりも。デートは、明後日あさつての日曜日、午前十一時。集合場所は──」

　約束の時間と場所を一方的に告げて、「乞うご期待」とだけ言い残すと、青ヶ島さんは僕に背を向け真っ直ぐ廊下へと去って行った。揺れるロングヘアからちらりと覗のぞかせた耳は、真まっ赤かに染まっていた。多分、夕ゆう陽ひのせいではなく。

　ぽつり。教室に一人残された僕は鞄かばんを抱え、大きな溜ため息いきを吐ついた。

「完っ全にやられた……」

　自分が情けなくて、伸びた影に対して愚痴のように零こぼす。まさか青ヶ島さんが僕を好きだなんて、夢にも思わなかった。それで油断して、致命傷をもらいかけた。要反省だ。

「ああー……それはそれとして、すごい展開になってきたな」

　唸うなりながら、自分の髪をわしゃわしゃかき回す。心が、なんというか、くすぐったい。僕は凪なぎ沙さが好きで、美み凪なぎのことだってまだ忘れられなくて、青ヶ島さんはゲームの敵で。

　それなのに、なんだよ、この気持ちは。

　僕はワイシャツの胸のあたりを、ぎゅうと握り締める。落ち着けよ僕の心。青ヶ島さんへの恋心は一グラムだってないはずだろ。だけどそういう問題じゃなく、僕の顔も、夕陽みたいに真っ赤なのだろう。

　ああ駄目だ、切り替えろ。頭を回せ白しら瀬せ傑すぐる。これは彼女からの宣戦布告だ。二度と失敗は出来ない。青ヶ島さんは僕のスキルの弱点を知っていた。それも睡眠薬まで用意していたのだから、推測ではなく、ほぼ確信レベルで。一体どうして？

　そもそも状況が完璧すぎやしないか。何から何まで、青あおヶが島しまさんの都合のいいように進行していた。実行委員に僕ら二人が選ばれて、誰にも気付かれずに睡眠薬を仕込んで、放課後とはいえ教室に誰も残っていなくて、夕暮れが良い雰囲気を醸し出していて。

　どこからが偶然で、どこまでが必然か。

　いずれにせよ普通じゃないことが起きている。ならば青ヶ島さんが、スキルか切り札【巧妙な罠わな】のどちらかを使ったと見るべきだろう。その内容までは……今の靄もやがかった頭では予想すらつかないけれども。





　　＊＊＊






　翌日の土曜日、七月三日の昼下がり。白しら瀬せ家のアイランドキッチンが二人組によって占拠された。あまりにも突然のことだった。

「ワクワクドキドキクッキング、いざ開催ですっ！」

　泡立て器を意気揚々と挙げる凪なぎ沙さ。その肩からは猫柄のエプロンがかけられている。

「なあ凪沙。本当にクッキーを作る気なのか？　今ならまだ──」

「もちろんですよ。梃て子こで殴られようとも私はこのキッチンから逃げるつもりはないです。苦手な料理を克服して、傑すぐる先輩の心を動かしてみせるです！」

「梃子の使い方が違うんだよな……」

　やる気があるのはいいことだ。だが僕の脳裏に浮かぶのは、美み凪なぎの家で遊んだ時に差し入れられた、パンケーキという名前のガレット状の何かだ。味は──思い出そうとするだけで身震いがする。どうにか引きつった笑顔で完食したことは今でも僕の誇りだ。

「……で、玄くろ岩いわ。聞いてもいいか。君、料理の経験は？」

　僕はもう一人の人物に視線を向ける。鼻歌交じりに材料を準備する凪沙の隣で、玄岩愛あい華かが無地の黒エプロンの皺しわをぽんぽんと伸ばしている。

「あたし？　んー、あんまりかな。うちのキッチン、あたしだけ立入禁止でさ」

「自宅で立入禁止って、何したらそうなるんだ」

「包丁が飛んでったり、天井が焦げたり、鍋が割れたり？」

「なんで他ひ人と事ごとみたいな表現なんだよ。主語は君だろ」

「あっ、わかるです。なんで包丁ってあんなに飛ぶんですかね。形状のせいですかね？」

「頼むから今すぐ荷物をまとめて帰ってくれ……」

「ダイジョブだって、止められるから、時」

「何が大丈夫なんだ……その倒置法はなんなんだ……そもそもなんで玄岩がいるんだ……」

　凪沙からは事前に『おうちデートにしましょう』と提案を受けていた。だが約束の時間、ドアを開ければ、約一名余計な人物がついてきていた上に、あろうことか料理をすると宣のたまった。知っていたら絶対に玄関から追い出していたのに。

「あのあの、私が愛あい華か先輩をお誘いしたんです。愛華先輩もお料理が……ほんのすこーしだけ苦手と聞いたので、青あおヶが島しま先輩へのアプローチのお助けになるかと思ってですね」

「そーそー。持つべきものはケーケンな後輩だね」

　ケーケン……敬けい虔けんだろうか。しかも絶対に使い方が違う。

「というか二人はいつの間に仲良くなったんだ」

「え？　凪なぎ沙さちゃんがどうしてもあたしの舎弟になりたいって言うから」

「ええっ!?　言ってないですよ！　私が言ってたのはカルテットでの協力関係ですっ！」

　玄くろ岩いわは「あれ、そだっけ？」と笑って誤ご魔ま化かした。凪沙も変な先輩を持って大変だな。

　しかしそうか、協力関係か。確かに凪沙には玄岩と手を組むメリットがある。凪沙は僕が玄岩を好きだと思い込んでいるのだから、玄岩を応援することにより、玄岩を僕から引き離すという寸法だろう。だが……僕の家に玄岩を招いたのは悪あく手しゆじゃなかろうか。

　僕としては願ってもない展開だ。青ヶ島さんが僕を狙っていることが分かった以上、僕は青ヶ島さんとの恋を叶かなえたい玄岩と手を組むのが最さい善ぜん手しゆ。前回得られなかった玄岩の信頼をここで獲得したい。だが凪沙としては、僕と玄岩の距離が縮まるのは避けたいはずだ。

　疑問は残るが、今は目の前の状況に集中した方がいいだろう。少し目を離しただけで何が爆発するか分からない危機的状況だ。

「はぁ……。経緯は分かったよ。凪沙がいいように使われてないかが心配だが」

「は？　言いがかりはやめてくれる？　平等な上下関係だし」

「あからさまに矛盾を孕はらんだ言葉が飛び出したな……。なんというか、頑張れよ、凪沙」

　僕の投げやりな声援にニコリとした凪沙は、僕の耳にそっと口を寄せ、コソコソ話で宣言する。

「はいっ。お姉ねえちゃんを超えられるくらい、美お味いしいクッキーを作るです、から」

　僕の耳じ朶だに小指がそっと触れる。

　──私のこと、選んでください。

　ビビッと電流が走るように、凪沙のスキルのテレパシーが身体からだを駆け巡った。いや、美み凪なぎ超えは難しいんじゃないんだろうか。なんて失礼な考えは心の内だけに留とどめておく。

「傑すぐる先輩、今もしかして、出来ないって思ったですね？」

「……まさか。難しいんじゃないかって思っただけだよ」

「同じような意味ですけど!?」

「ね、あんたたち。イチャイチャしてないでとっとと始めてくんない？」

　玄岩の呆あきれたような台詞せりふに、凪沙は「えへへ、そうですか？」と、僕は「いや、どこがだよ」とそれぞれ答えて、ワクワクドキドキクッキングは始まった。




「トドのツマリ、薄力粉と強きよう力りき粉こって何が違うわけ？　やっぱ強力の方が強い感じ？」

「そうです。生地をこねる関係上、腕っぷしに自信があれば強力粉を使うです。私は貧弱なので薄力粉です」

「ならあたしは強力粉一択ってわけね。なになに？　これを２４０グラム……」

「待て待て待て待て！　しょっぱなからだいぶ待て！」

　現時点では全くワクワク要素はなく、ドキドキ要素だけが悪い意味である状態だ。

「愛あい華か先輩、分担です。私は卵を割ってかき混ぜます。愛華先輩はバターを混ぜてくださいです！　パンにつけるやつですよ、マーガリンではなく！　ジャムでもなく！」

「いや凪なぎ沙さちゃん、流石さすがに舐なめすぎだし、バターくらいわかるって。箱に牛の絵が描いてあれば確実にバター、それ以外はマーガリンだと思え、ってママに教わってるから」

　マーガリンの判定をだいぶ広めに取っている……。おつかいを頼む時の玄くろ岩いわ母の苦慮が感じられるな。

「傑すぐる先輩、見ててください、私の卵捌さばき！　そーれっ！」

　えらく気合いの入ったかけ声とは裏腹に、凪沙は卵をボウルの縁で軽くノックする。辛うじて入ったヒビに親指をねじ込み、どうにか中身を取り出す。なんという不器用さだ。

「ったく、凪沙ちゃん、まどろっこしいなあ。あたしの卵割り、プロ級だから見てなよ？」

　先輩面した玄岩が、凪沙からボウルをひったくり──片手で卵を放り投げた！

「いや、流石に無む茶ちやだろっ！」

　僕が叫んだ瞬間、空中で突然殻だけが消失し、ぱちゃり、と中身がボウルへ落下した。卵の殻は玄岩が掴つかんでおり、ぱりぱりと音を立てながら握り潰された。

「またつまらぬ時間を止めてしまった……ってね」

「おおおおっ、かっこいいです！」

　ドヤ顔の玄岩に、凪沙が目を輝かせてパチパチ拍手を送る。スキルの無駄遣いだな！

　ある程度混ぜ終えたところで生地を二人分に分割し、個別作業に入る。凪沙はココアパウダーを投入、玄岩はプレーンで、それぞれヘラで混ぜている。

「いいか。材料は均一になるように混ぜて、空気が入らないようにするのがコツだ」

「むむむ、混ぜるだけなはずなのに、難しいですね」

　凪沙はヘラの扱いにまだ慣れないようで、不規則に不器用に、ボウルの上でヘラが躍る。

「僕も昔作ったけど、意外と奥深いんだよな。ここで結構出来上がりに差ができるんだ」

「ふむふむ。つまり綺き麗れいな形のさっくりした美お味いしいクッキーを作るには、そして傑先輩を喜ばせるためには、もっと頑張らなきゃダメなんですね」

　真剣な目をして、非力な凪沙が精一杯生地を混ぜている。ああ、そうだよな。この子は今、僕のために苦手な料理を頑張ってくれているんだ。そう思うと、自然と笑みが零こぼれる。

「……別にさ、上う手まく作らなくたっていいんだ。大事なのはいつだって過程だ。相手のことを想おもって、時間をかけて一生懸命作ったってことが、相手の心を動かすんだから」

　僕の言葉に、傍そばで黙々と混ぜていた玄くろ岩いわが露骨に嫌そうな顔をした。

「ゲー。出たよ、よく聞くキレーゴト。どうせ作るなら美お味いしい方がいいに決まってるじゃん、白しら瀬せってバカなの？」

「うるさいな、もう教えないぞ」

「あー嘘うそ嘘うそ。バカはバカでも思いやりのあるバカ」

　玄岩があんまり弁解できてない一方、凪なぎ沙さはニコニコしている。

「ふふん、傑すぐる先輩ならそう言うと思ってたですよ。だから私は今こうして、傑先輩の目の前で苦手なことに一生懸命取り組んでいるわけです」

「なるほど、考えてるな」

　そして口にしてしまうところがいかにも凪沙らしい。しかしながら、僕は彼女の策略に見事に嵌はまっていたことになる。それがまた可お笑かしくて、僕はふふ、と笑ってしまう。

　だけどすぐに、芽生えた罪悪感が僕の緩んだ表情を打ち消す。

　僕は何をしているんだろう。いったい何様なのだろう。両想いのはずの相手に、片思いであると錯覚させ、余計に苦心させて。……僕の戦略は、間違ってはいないだろうか。

　あの日全力でぶつかってきたレモン味が、いつまでも僕を苛さいなんだ。




　二階にある僕の部屋。凪沙と玄岩がテレビ画面へ熱い視線をぶつけていた。座椅子に腰掛け足を伸ばす玄岩と、クッションにぺたりと足を崩して座る凪沙。二人の手にはコントローラーが握り締められていて、それを僕はベッドの上に腰掛け見守る。

「さあ、光線銃で焼き払うですよ、マモル・ミヤモトさん！」

「へえ、未来人如ごときがあたしのファランクス陣形を崩せるわけ？」

　生地を寝かせている間、僕らは格ゲーで遊ぶことにした。朱と鷺き羽わ家から持ち込まれた『フューチャー・パスト・ファイティング』通称『ＦＰＦ』は、過去現在未来の強つわ者もの達たちが戦うという設定のゲームだ。数年前の結構マニアックなゲームだが、玄岩も当時やりこんでいたようで、かなり腕に覚えがあるらしい。

「ていっ、ていていっ！　最初から飛ばしていきますよっ！」

　前のめりになった凪沙が、しなやかな指でスティックを弾はじく。画面の中で未来の平和維持部隊のミヤモト氏が軽やかに動き回るが、玄岩は冷静沈着に最低限の指捌さばきで対応する。

「ふふっ、やるじゃん凪沙ちゃん、でもあたしも負けてないよ！」

　乱射される光線銃を、玄岩の操作する重装歩兵軍が精緻な盾操作で防いでいく。僅かな力量差から凪沙は徐々に追い込まれていき──一発逆転の量子爆弾も不発に終わり、スーパーファランクスコンボが見事に決まった！　いや、改めて考えるとなんなんだよスーパーファランクスコンボって。

「よーっし、まだまだあたしも現役だね」

「ぐぬぬ、ぐぬぬぬ……」

　玄くろ岩いわは気持ちよさそうに勝ち誇り、凪なぎ沙さは本気で悔しそうに唇を噛かんでいる。

「んじゃ、次は白しら瀬せとあたしね。せっかくだから凪沙ちゃんを賭けて戦う？」

「傑すぐる先輩、絶対勝ってくださいです。応援してるですから！」

　僕にコントローラーを渡しつつ、凪沙が僕の隣にちょこんと座る。隙間もなくピッタリと。座り直して少し距離を取ると、「むう」と不満げな声を漏らしながら容赦なく隙間を詰めてきた。なんなんですかね。

「いや、賭けるわけないだろ。変な賭け事をして勝敗にとらわれたくはない」

「ふーん、つまんない奴やつ。そんな風に何も背負わないで、真剣に戦えるわけ？」

「……当たり前だろ」

　勝ったら嬉うれしいし、負けたら悔しい。それでも本質は戦う過程にある。だから勝敗にこだわる意味はない。それが揺るぎない本音だ。玄岩には理解できないようだが。

「さあ始まります注目の一戦、赤コーナーは愛あい華か先輩が指揮する隙のない重装歩兵軍、対する青コーナーは近接遠距離なんでもアリの忍者、傑先輩。ＦＰＦの女神はどちらに微笑ほほえむのでしょうか！　さてここで、実況の朱と鷺き羽わ凪沙は生地の様子を見てきます！」

「じゃあ何しに来たんだ実況は。応援するんじゃなかったのか」

　ベッドから元気よく飛び降りた凪沙が、こちらを振り返る。

「あ。青コーナー先輩っ、私がいないのをいいことに、愛華先輩のこと襲っちゃ駄目ですからね！　ちゃんとゲームに集中、ですよ。私の仇かたき、ちゃーんと取ってくださいね！」

　びしぃ！　と僕を指差して、軽快な足音を立てながら下りていった。

　空いてしまった玄岩の隣が寂しげに見えて、僕はなんとなくベッドから立ち上がり、クッションにあぐらをかいて座る。

「……いや、この短時間で襲うのは無理だろ」

「あっ、じゃー時を止めてヤる？」

「ヤラセじゃない時間停止モノやめろ」

「え、ちょっと下ネタやめてくれる？　キモ」

「とてつもない理不尽！」

　玄岩がスタートボタンを押す。ローディングで暗転したテレビには、いたく真剣な目をした玄岩が映る。そこからは明確な意思が感じ取れた。白瀬傑を絶対に倒す、という。

「……んじゃ、凪沙ちゃんにはしばらく席を外してもらったところで、白瀬。正直に答えてくれる？　あんた本当に、悠ゆ乃ののこと好きじゃないわけ？」

　玄岩がテレビ越しに僕に問いかける。なるほど、どうやら今のこの状況は玄岩の仕組んだものらしい。凪なぎ沙さが僕らを二人きりにするのはおかしいと思ったんだ。

　僕が答える前に、３、２、１、ＧＯ。ゴングのＳＥが鳴る。重装歩兵軍が牽けん制せいを放つが、当てる気がないと見抜いた僕は即座にしゃがんでまきびしを撒まいた。

「そう言っただろ。逆に聞くけど、君は青あおヶが島しまさんの好きな相手、知ってたんだよな？」

　玄くろ岩いわは指を動かすだけで、答えない。だが屋上で玄岩がとった行動──色仕掛けは、僕が青ヶ島さんの想おもい人であるという前提に立てば理解できる。青ヶ島さんと付き合いたい玄岩にとって、僕は邪魔者だ。だから青ヶ島さんの前から排除するための手っ取り早い手段として、交際に持ち込もうとした、ってところだろう。後先考えてなさすぎだが。

　それに、こうして凪沙と玄岩が協力関係を結んだのも、凪沙と青ヶ島さんが僕を争うライバルにあたるからと考えればスッキリする。

　だからこの一戦は好機だ。僕と玄岩が信頼関係を結ぶための、きっかけとして。

「……玄岩には悪いが、明日、青ヶ島さんとデートするんだ」

「────ッ!?」

　声にならない叫びと同時に、ものすごい勢いで玄岩の軍勢が一斉に飛び上がった。僕はその隙を見逃さず、クナイを向けながら飛び込んでいく。ファランクス陣形を崩して、リスクを冒しながら中から切り込む。重装歩兵達たちは慌てふためいた動きで逃げ惑う。

「は、何、なんのつもり？　あんたやっぱり、悠ゆ乃ののこと──!?」

「だから、違うって。……弱みを握られてて、断れなかった」

　玄岩の怒りを込めた槍そう撃げきが忍者にクリーンヒット。だがコンボ発生の前にかろうじて煙玉で脱出した。

「チッ、……ま、過ぎたことは仕方ない、か。けど……ちょっと安心したかも」

　玄岩の軍勢が動きを止める。様子を見ながら、僕もコントローラーに込めた力を緩めた。画面上では両者がにらみ合い、制限時間と血に飢えた観客だけがせわしなく動いている。

「安心？　どうしてそうなるんだ」

「だって悠乃、あの性格じゃん？　なんか昔はもっとハツラツとしてたらしいんだけど、色々あったみたいでさ。ま、あたしもウワサを聞いただけで、詳しくは知らないけど」

「へえ、そうなのか。溌はつ剌らつとした青ヶ島さん、か。なんか……想像できないな」

　内向的で、いつも探るように慎重に言葉を紡ぐ、青ヶ島悠乃。僕は未いまだに彼女のことが掴つかめていない。僕の中での彼女はまだ、底の知れない、侮あなどれない敵だ。

「てか、微妙に話がズレたし。つまりあたしが言いたいのは、あの悠乃が、ずっと好きだったあんたにようやく告白できたのは、親友として嬉うれしいってコト。何？　悪い？」

「まだ何も言ってないだろ……」

　なんで一人でキレてるんだよ。そして僕のくるぶしをビシバシ蹴るな。

「ちなみに、青ヶ島さんが僕をずっと好きだったって、いつからだ？」

　僕の問い掛けに、しぶしぶといった様子で玄くろ岩いわがコントローラーを床に置いた。

「去年の秋。なんかあんた、彼女と別れたんでしょ？　かわいそーに」

「可哀かわい想そうだと思うなら慰めてくれてもいいんだぞ」

　おどけて見せると、「へいへい」と玄岩は僕の頭をポンポンと強めに叩たたいた。痛いな。

「それであんたが大泣きしてるのを見かけて、一ひと目め惚ぼれだって」

「大泣きに一目惚れってなんだよ」

「さあ？　そこまでは聞いてない。言ってくれなかったし。……とにかく、悠ゆ乃のがちゃんと一歩進めたことは、純粋に良かった、って思ってる」

　玄岩は複雑そうにはにかんだ。言葉通り喜びつつも、長い睫まつ毛げは寂しそうにしょぼくれている。それはそうだ。青あおヶが島しまさんが一歩進んだということは、玄岩からは一歩離れたということに他ならない。

「白しら瀬せさ、ラブレターもらったでしょ。あれ、悠乃が二週間かけて書いたやつだから」

「え。ラブレターって、あれ、凪なぎ沙さのじゃなかったのか!?」

　確かに凪沙に差出人かどうか訊たずねたとき、違和感はあった。最初は知らないような反応だったし、丁寧にしたためられた文字にも見覚えがなかった。

「は？　凪沙ちゃんなわけないじゃん。あんなに綺き麗れいで可愛かわいらしい字、悠乃の字以外ありえないでしょ。いい？　ちゃんと額に入れて飾んなよ？」

「流石さすがにラブレターを飾るほど悪趣味じゃない」

「じゃあ和歌だったら？」

「それなら飾ってもギリ変じゃないかもしれないが……無意味な仮定すぎるだろ」

　玄岩は「あっはは、そうかも」と寂しげに笑った。それからすぐに、物憂げに天井を見上げる。さっきよりも複雑な、愛憎入り混じった表情だった。どうしたのか訊ねる前に、玄岩は独白を始めた。

「ね、聞いてよ白瀬。あたしの懺ざん悔げ。あたしさ、ずっと悠乃を裏切ってきたんだよね。一目惚れして、下心を隠して、頑かたくなに殻に閉じこもった悠乃に猛アタックして、それでやっと友達になってさ。想おもいを伝える勇気はない癖に、恋人つなぎで手を繋つないで、抱き締めて、肩を寄せ合って。でもどんな風にアプローチしても、やっぱり悠乃はあたしのこと、そういう風には見てくれなくて。そんな奇跡は、起きなくて」

　時折息が詰まったように言葉を止めながら、玄岩は無表情で語る。

「それでもいいと思ってたのに、白瀬にラブレターを渡して告白するって悠乃が言ったとき、ぜんっぜん喜べなかった。むしろあたしから離れることに耐えられなくて、あたしたちの日常が壊れるのが嫌で、それで……」

　消え入りそうな声が心配になって、僕は首を捻ひねって、ポニーテールを視界に収める。

「それで、開かずの倉庫で『おくぴど様』──クピドを喚よんだのか」

「そゆこと。授業サボって魔法陣描いて、何してんだろあたし、って我に返った瞬間、あんな胡う散さん臭くさい天使が出てきたってワケ。で、コクハク……カルテット？　の説明を受けて、参加するかって聞かれて、あたしにはもう、頷うなずく以外の選択肢なんてなかった。普通にアプローチしても、悠ゆ乃のとは絶対に付き合えない。万が一、億が一、奇跡が起きたとしても……長続きなんかするわけないじゃん。だから、あたしは永遠の愛が欲しい」

　震えた声を整えるように、玄くろ岩いわは大きく息を吸った。そして僕を、睨にらみ付つける。

「あたしは自分の欲望のために親友を裏切った。あたしはそういう人間。だから、あたしが望む結果を得るためならあんた達たちにも容赦しない。どんな手だって使ってやるから」

　言い切った瞬間、棒立ちの忍者にスーパーファランクスコンボが決まった。

　いつの間にコントローラーを握ったのだろう、ああ、時を止めたのか。得心しながら、画面の中の忍者が血まみれになって地に伏すのを、僕はただ無感動に眺めていた。

「……あんたと違ってね」

　苛いら立だちに任せて吐き捨てるような玄岩の声が、突き刺さるように耳に残る。

　全くその通りだ。僕と玄岩は正反対。玄岩は結果を求め、僕は過程に重きを置く。

「そうだな、僕と君のプレースタイルは違う。僕は手段を選ぶ」

　それだけの話だ。どちらが正しいとか間違ってるとか、そんなことを議論するつもりはない。僕らが偏りすぎているだけで、そもそもどちらも大事なのだから。

　ギリギリ残った体力ゲージを削られぬよう、僕は大きく距離を取る。

「あたしにはわかんない。大事なものが懸かってるのに、なんでそうなるわけ？」

　玄岩軍が追いかけてくる。僕はすかさず方向転換、一発逆転のコマンドを入力する。ここから組み立てられるコンボは二択。下段始点か、上段始点か。堅実なのは下段。だが削りきるなら上段だ。……どちらを選ぶかは、玄岩との読み合いになる。

「大事なものが懸かってるからこそ、正しい過程にこだわるんだ」

　忍者が上段に渾こん身しんの膝蹴りをかます。しかしモーションの出始めであっさりと防がれ、カウンターを打ち込まれてしまった。時間停止──ではなく、完全に読まれていた。大げさなヒット音と同時に、スローモーションで忍者が宙に投げ出される。

「はい読み切った、あたしの勝ち。でもどうせあんたは悔しくないんでしょ？」

「馬鹿言うな。悔しいに決まってるだろ」

「じゃ、もう一戦やる？」

　玄岩は、キャラ選択画面から目を離さない。僕はコントローラーを静かに置いた。

「いや、僕も君も頭を冷やそう。飲み物を用意するよ。アイスコーヒーでいいか？」

　玄岩は頷きながら「ガムシロみっつね」と答えた。多いな。

　足を崩してゆっくり立ち上がりながら、自分の口から出た言葉を、僕はそっと反はん芻すうする。

　大事なものが懸かってるからこそ、正しい過程にこだわるんだ。

　そうだ。大事なことだからこそ、より正しい手順が必要だ。それがたとえ、消えてしまう過程だとしても。やっぱり僕は、僕を裏切れない。

　そのためには、どうすればいいか。

　ドアノブに手を掛けて、僅かに逡しゆん巡じゆん。僕は振り返り、玄くろ岩いわに視線を向ける。

「僕はさ、永遠の愛なんて欲しくないんだ。永遠なんて保証抜きで、ただ普通に、好きな子と付き合いたいだけなんだ。そうして愛し合う過程を、大切にしたいんだよ」

「は？　どしたの白しら瀬せ。急にロマンチックなこと言って、サイコーに似合わないんだけど」

　玄岩が僕の意図を読み取ろうと、じい、と目を細める。そこへ見せつけるように、僕はポケットから一枚、僕の生命線ともいうべき切り札を取り出して見せる。

「僕の切り札は──【ターゲットを変更する】効果だ。いかにも負け犬って感じだろ。でも僕の目的は敗走じゃない。凪なぎ沙さのターゲットを僕から変えさせることだ」

　自分の切り札をこうして晒さらすなんて、本来は極めてハイリスクな行為だ。特に玄岩はこの切り札を欲しがるはずで、しかも時間停止のスキルで簡単に奪えるのだから。

「は？　え、なに？　つまり……あんたは、凪沙ちゃんが好きってこと？　や、でもなんで、それをあたしに見せるわけ？　だって、あたしにとって、その効果は」

　玄岩本人だって、目を丸くして驚いている。それでも僕は玄岩なら、手段を選ばないと宣言した彼女だからこそ、少なくとも今の時点では逃げの一手なんて考えないと信じた。

「僕は君を信じて、僕の目的を示した。これで僕らは運命共同体だ。僕は君の目的を達成させなきゃ、君に切り札を奪われる。だから君にも、僕を信じて欲しい」

　玄岩はゆっくり立ち上がると、僕の前にずい、と迫る。いつぞやの壁ドンと同じ距離。

「……白瀬。ちょっとだけ撤回してあげる。あんたもあんたで、本気でやってんだね。だから……そだね。あんたのこと、信用してやってもいいよ」

　あどけない子供のような表情をした玄岩を、僕は不覚にも可愛かわいらしいと思ってしまった。




　キッチンに向かうと、凪沙がなにやら自分の生地にラップ越しに手を当てていた。

「何してるんだ、凪沙」

「わっ、わわ、傑すぐる先輩、愛あい華か先輩とのお話はもう終わったんですか!?」

　僕が下りてきたことに気付いていなかったのか、凪沙は驚いて身を縮こめて、こちらを振り向いた。

「まあな。で、君は何してるんだ？」

「ええと、なんか、こう、隠し味を込めてるところです」

　込める、とわざわざ表現する隠し味は一種類しかない。気持ちだ。あまりじろじろ見るのも悪いと思い、僕はコーヒーを用意しながら会話を続ける。

「最初に説明しただろ、隠し味は禁止だって」

　初心者が料理を失敗するだいたいの理由はレシピを守らないことだ。特に隠し味は御ご法度はつとだ。素人しろうとのオリジナリティはカレーをも殺す。なにせ凪なぎ沙さはカレーにお汁粉を入れた前科があると美み凪なぎから聞いたことがある。

「ふふ、ごめんなさいです。ご指導に反してしまったですね」

「まあそれくらいなら目を瞑つぶるよ」

「何を言うですか。私の愛情は見過ごせないほど大量ですよ。見くびらないで欲しいです」

　凪沙は生地を愛いとおしげに撫なでながら、何な故ぜか自慢げに胸を張った。

「なら中毒にならない程度に頼む。……楽しみにしてるよ」

「はい。必ずや傑すぐる先輩の舌鼓を打ち鳴らし、頬ほおを落とし、胃袋を握り、私なしでは生きられない体にしてみせるです」

「絶妙に表現が怖いんだが」

　おかしいな、急に楽しみじゃなくなってきた。僕は身震いを隠しながら、電気ポットに水を注いでスイッチを入れる。それとは別に、凪沙用に麦茶をつぐ。

「そういえば凪沙。あの手紙は君のじゃなかったんだな」

「ぎくっ。……えーっと、ナンノコトデスカ？」

　凪沙は肩を跳ねさせて、生地から手を離す。片言になってるじゃないか。

「屋上への呼び出しだよ。どうして嘘うそついたんだ。……いや、責めてるわけじゃなく」

　ふつふつとポットが鳴る音に紛まぎれて、僕の背後に凪沙が立つ。控えめに凪沙の指が僕の腰骨に一瞬触れ、すぐに離れた。

「単純な理由です。傑先輩が誰かに取られるのが嫌だったんです。……だから噂うわさの『おくぴど様』を喚よぼうとしたんです。まさかストーキングされてるとは思いませんでしたが」

「その節は失礼したな。君の表情が切羽詰まってたから」

　インスタントコーヒーの粉を感覚頼りで掬すくって、耐熱のグラスに撒まく。

「……私、矛盾してるんです」

　凪沙の声はいつの間にか震えていた。僕は「矛盾？」とオウム返しで続きを促す。だが凪沙はしばらく無言で、ただただ、二人分のお湯の温度が上昇していく。

「永遠の愛が欲しくて、それがダメなら、この気持ちを、綺き麗れいさっぱり忘れたいんです」

「それは矛盾なのか？」

「はい。矛盾です」

　僕にはよく分からなかった。叶かなわない恋を忘れたいという意味なら、理解出来る。しかし凪沙は何を思って矛盾という言葉を使うのか。僕には読み取れない。読み取らせないように透明な言葉が隠されている。或あるいは振り返れば、凪沙の顔には書かれているだろうか。

「……途中式は省略するな、って、昔勉強を見たときに教えなかったか」

「ふふ、またまたご指導に反してしまったですね。でも、まだ上う手まく説明できないです」

　ポットがこぽこぽと音を立て、もうすぐ沸騰しそうだ。だから僕も言わなきゃいけない。

「なら僕も、省略して君に伝えるよ。……僕は玄くろ岩いわに好意なんて抱いてない、って」

　玄岩に目的を明かした時点で、凪なぎ沙さの誤解を解くことは決めていた。僕はやっぱり、自分が少しでも違うと思う道は歩けない。凪沙を騙だまして、心を折って、諦めさせて、ターゲットを変えさせる。そんな風に彼女を傷つけるやり方を、僕は肯定できない。たとえそれで、更にゴールが遠ざかるとしても。

「……やっぱり、そうなんですね」

　だけど凪沙は僕の予想に反し、驚いた様子もなく淡々と答えた。

「あれ。もしかして気付いてたのか？」

「愛あい華か先輩を今日呼んだのは、傑すぐる先輩が本当に愛華先輩を好きなのか、反応を見るためですから。……それで、ターゲットが愛華先輩っていうのも嘘うそだったんですか？」

「それは一応本当だ。適当に選んだのがたまたま玄岩だっただけで、そもそも僕はこのゲームで恋人を作る気なんて端はなからないんだ。果たしたい目的は別にある」

　説明はまだ、出来ないけれど。そんなささやかなエクスキューズも飲み込んだ。

「……なんで、それを私に明かしちゃうんですか」

「君には嘘をつきたくなかった」

　カチッ。電気ポットが任務完了を告げる。僕は二つのグラスにお湯を注いで、すぐに氷を入れた。パリパリと、ブロックの形状にヒビの入る音がする。

「そうですか。私には──嘘も、ついてくれないんですね」

　消え入りそうな小さな声。僕は意図が掴つかめず「え？」と聞き直すが、返事はなかった。




　それから二時間後。オーブンレンジが完成の合図を鳴らすと同時に、目の前で待機していた凪沙と玄岩が、二人でせーので扉を開く。香ばしい匂いが一気にリビングに広がって、二人はテンションマックスでハイタッチ。

「「かんせ──い！」」

　自然と揃そろった声は無邪気な子供のようだった。キッチンの外側から覗のぞき込こむと、天板の上のクッキーは想像以上に綺き麗れいに仕上がっていた。特に凪沙のクッキーは、全てハート形という露骨な構成はさておいて、ココアの色味がいい感じに出ていて食欲がそそられる。

「あとは粗熱を取れば──」

　僕の言葉を待たずに、玄岩は早速自分のクッキーをつまみ食いする。「あっつ」と呻うめきながらも一度、二度、三度とゆっくり咀そ嚼しやくするたび、その頬ほおは緩んでいった。

「あたしが、食べられるものを、作れた……！　生きててよかった……！」

　感極まって、あまりにもオーバーな台詞せりふが飛び出す。こんなにも泣きそうな玄岩の顔なんて、きっと二度と見られないだろう。

「そしてっ、運命の試食タイムですっ！　愛あい華か先輩、どっちが美お味いしいか勝負です。今度こそ負けないですよ！」

「へーえ、凪なぎ沙さちゃん、あたしに勝つつもりなの？　舎弟の癖に随分な自信じゃん」

「だから平等な協力関係ですってば！」

　何やら仲間割れをしている二人を横目に、僕はそれぞれのクッキーを口に運ぶ。やはりどちらも美味しく、甲乙なんてとてもつけられそうにない。それでも困ったことに、僕の喉仏が上下したのを見るやいなや、ずい、と凪沙が一歩詰め寄ってくる。

「さあ傑すぐる先輩、どっちが美味しかったですか？」

「ま、あたしは悠ゆ乃ののために作ってるから、白しら瀬せに気に入られなくたって関係ないけど、でも、負けるのもムカつくっていうか？　まあ殴っても二発かな」

　なんで二発は確定なんだよ。家主を殴るな。家主じゃなくても殴るな。

「……じゃあ、審査結果を発表する」

　僕は芝居がかった動きで姿勢を正す。つられて二人のパティシエールもきをつけの姿勢に直る。僕はゆっくりと二人を見比べるように視線を動かして、仰々しく口を開いた。

「本当に、どっちも美味しかった。さっきも言ったとおり、大事なのは作り手の想おもいだ。頑張った過程にこそ意味がある。それでも勝敗を決めるなら、僕が選ぶのは──」

　ああ、僕は本当にチョロいな。でも当然だろ。好きな人が頑張ってる姿を見て、心打たれないわけがない。最高の隠し味が、美味しくないわけがない。

「よく頑張ったな、凪沙」

　僕は凪沙の小さな頭にぽんと手のひらを乗せ、優しく撫なでた。二年も前から知っている後輩の女の子。恋愛云うん々ぬんをまるごと抜きにしたって、その成長は、愛いとおしく感じた。

「えへへ」

　──うれしいです、ほんとに。大好きですよ、傑先輩。

　凪沙の心の声が僕の頭の中に直接響く。空気抵抗で減衰しない百パーセントの好意は、いつだって強烈で、僕の心臓は壊れそうになる。




　玄関でロングブーツを装備し終えた玄くろ岩いわは、コンパクトな肩掛け鞄かばんをよいしょとかけた。

「……白瀬、それに凪沙ちゃん。今日はホント、ありがと」

　名な残ごり惜おしそうにぎこちなく手を振る玄岩に、僕は「こちらこそ」と答える。最初こそヒヤヒヤしたものの、楽しい一日だった。ドタバタ騒ぎながら遊ぶなんて、いつぶりだろう。多分、朱と鷺き羽わ姉妹と三人で遊んで以来だ。

「愛華先輩、今日はすっごく楽しかったです。また遊びましょうです！」

　僕の隣で無邪気に呼びかける凪沙は、もう少し僕と一緒にいるつもりのようだ。

　玄岩がポニーテールをこちらに向けて、「じゃ」とクールに手の甲を掲げ、ドアを開いて出て行く。弧を描いて閉じゆくドアが減速し、仕上げにがちゃりと音が鳴る。

　しん、と急激に室温が下がったような感覚。祭りの後の静寂に満ちた空気。それを打ち破るように、凪なぎ沙さが当たり前のように僕の腕に飛びついて、細腕を絡ませた。

「これでようやくふたりきり、ですね」

「あのな凪沙、僕らの関係性は──」

「私は先輩を追って、先輩は私から逃げる。これはそういうゲームです。だから、こういうアプローチをしてもいいのです」

　なんて屁へ理り屈くつだ。そう思いながら、僕は彼女を拒めない。

　──ぜったいに、離しませんから。

　いちいち心の声で喋しやべってくるな。ドキドキするんだよ。

「そうかい。なら座って話そうか。おうちデートだ」

　──はい。

　真まっ赤かに染まった凪沙の顔は僅かに俯うつむいて、さらさらの前髪が彼女の綺き麗れいな双そう眸ぼうを隠した。

「ちなみに、君の切り札は？」

　──私の切り札は、

「って、何言わせようとしてるんですか！」

「残念、引っかからなかったか」

　殺風景なリビングのソファに二人分の体重がかかる。長らく点灯していない大型テレビが僕らを見つめる。両脇を固めるラックは半分も埋まっていない。空虚に満ち満ちた、畳数より広く感じるこの空間が僕は嫌いだ。だけど、凪沙と一緒なら不思議と落ち着けた。

「ここにお姉ねえちゃんも座ったんですか」

「いいか凪沙。世の中には知らない方がいいことが沢山ある」

　こう答えること自体が肯定だ。凪沙もすぐに察して、掴つかんだままの僕の腕をぎゅうと強く握る。背もたれと僕の肩に寄りかかり、甘える猫のように「んー」と声を漏らした。安心しきった顔だ。波が行き来するような呼吸のリズムで、僕と凪沙の接地面が増えたり減ったりしていく。どうしようもなく、幸せだ。

　この瞬間が永遠に続けばいい。

　そう願う気持ちはよく分かる。僕だって考える。だけどこの瞬間を切り取って永遠に引き延ばしたものを、果たして幸福と呼べるのだろうか。

「凪沙。面倒くさいこと、言ってもいいか？」

「いいですよ」──だめです。

　台詞せりふとズレた心の声が響いて、僕は躊躇ためらう。それでも僕の口は、僕の気持ちを凪沙に伝えたがっていた。

「もし君が勝ったとして、僕と君が永遠に結ばれたとして。僕からの気持ちがずっと変わらないことは、君の気持ちが変わらないことは、本当に幸せなことなのか？」

　変わらないものなんてない。変わらない方が不自然だ。ラックの上にちょこんと飾られたプリザーブドフラワーに目を向ける。この部屋の唯一の彩り。母が何を思い設置したのかは想像も出来ない。確かなことは、花の形をしているそれが、生きた花ではないことだけ。

「……だって、ずっとお互いを好きでいられるんですよ。それは、幸せなことじゃないんですか？　好きだったはずの気持ちが消えてしまうのは、当たり前だった関係が壊れてしまうことは、悲しいことです」

　凪なぎ沙さの気持ちも分かる。綺き麗れいなものを綺麗なままに。そのために僕は美み凪なぎとの別れを受うけ容いれることを選んた。悲しいことが、少しでも悲しくなくなるように。過去だけは絶対に変わらない。自分の歩いた道程だけは変わらない。僕はそれを、いつだって綺麗な道にしたかった。

「昔、美凪に話したんだ。永遠の愛なんてない、って。永遠の愛があるとすれば、それは愛が永遠に続いたという結果だ。愛が、気持ちが、永久に続かないことを認めて、それでも変わりたくないと、変えたくないと、相手のことを考えて、自分のことを考えて、永遠の愛というゴールを目指す過程にこそ、意味がある。僕はそう思ってる」

　多分、美凪と別れることにならなければ気付かなかっただろう。あの頃の僕は幼くて、今ここにある心が、感情が、変わってしまうことなんて、ちっとも想像がつかなかった。だけど振り返ってみれば、僕の気持ちも、美凪の気持ちも、大きく変質していた。

「ふふ。いい言葉ですね。私も、過程は大切だと思うです。何事にも一生懸命取り組むからこそ、自信がついて、もっと先に行ける気がするんです。結果が出なかったとしても、それは一生の宝物になるって、信じてます」

　凪沙の考え方は、ほんの少し僕のものとは違うように感じた。それでもいい。色んな考え方があって、どれが正しいということはない。

「でもこのままじゃ、今日のことはぜんぶ、消えてしまうんですよね。そう考えると、すごく寂しいです」

　僕はそっと、隣の女の子の肩を抱き寄せた。無抵抗にこてんと預けられた頭から、シャンプーのいい香りがする。……美凪と同じ匂いだった。

「……そうだな。僕も、君と二人で重ねた思い出を忘れるのは寂しい。いや、凄すごく怖い」

　凪沙に抱く感情がなかったことにされてしまうのは、嫌に決まっている。

　それでも永遠の愛を、僕はどうしても受け容れられない。

　僕が凪沙とのエンゲージを選んだとしても、カルテットに関する記憶は消えるのだから、自分の抱く気持ちが永遠と規定されていることなんて知る由もない。本当はまったく問題はないはずだ。……分かっているのに。でも、駄目なんだ。

　二人の答えはもう出ている。僕は元通りを望んでいて、彼女は望んでいないようで。ならば凪なぎ沙さはどうしたら、ターゲットを変えてくれるだろうか。

　いっそ今すぐにでも、好きだと伝えてしまえばどうか。いや、伝えてしまったら、それこそ彼女は絶対に永遠の愛を諦めない。

「傑すぐる先輩がそう思ってくれてること、私は凄すごく嬉うれしいです。でもやっぱり、変わることは怖いです。ずっとずっと、何も変わらないで欲しいです。変わらないで欲しかったです。私は何も、選べないです。自信が、ないです」

　彼女の口からあふれ出す言葉は、さっき省略された途中式だろうか。それを拾い集める暇もないまま、うなされるような声が僕を呼び止める。

「ねえ。すぐる、さん」

「どうした、凪沙」

　僅かに顔を傾けて凪沙の方を向く。思ったよりも近い距離に、心臓が飛び跳ねた。

　たぶん、キスをされる。確信があった。分かっていながら受うけ容いれた。驚いたような素振りを作って、共犯のくせに嘘うそをついた。

　記憶よりも柔らかで温かな感触が、僕の上唇にそっと当たる。触れるような、すれ違うようなキス。レモンの味はもうしない。現実味がない。夢の中にいるような感覚。

　同じく夢ゆめ見み心地ごこちのように幸せそうな笑みが、僕を惑わせてくる。

　──やっぱり、だめです。これが永遠なら幸せだと、私は思ってしまうです。

　僕もそうだよ。それじゃだめだと叫ぶのはあくまで理性だ。だから、今だけは。

「……君の言うことを、一つだけ聞くよ」

　とろける脳にしがみつきながら、僕は敢あえて凪沙に伝える。大丈夫だ。今この瞬間だけは、僕らの気持ちは、願いは、一致しているはずだから。

「しばらく、だきしめてください」

　僕は頷うなずいて、小さな躯く体たいを包み込まんとばかりに、その背中に両腕を回す。応えるように僕の背中も締め付けられる。まるでひとつの生き物のように密着して、寂せき寞ばくとした時の中で、僕らは互いの心音だけを感じていた。

　数分後に凪沙のお腹なかが鳴って、短い逢おう瀬せは終了となった。





　　＊＊＊






　僕は昨日、凪沙と二度目のキスをした。その翌日に他の人とデートをするのは、なんとも言いがたい背徳感があった。青あおヶが島しまさんとの待ち合わせまであと三十分。ご機嫌な快晴がまぶしくて、がたごとと揺れる電車の中で、僕は目を瞑つぶる。

　──どうしたの。

　青あおヶが島しまさんの声が聞こえたような気がした。遠いようで近いような声は、僕の記憶の中で鳴る音だ。遅れて気付く。ああ、これは──あの日の出来事だ。僕と彼女のファーストコンタクト。温かくて悲しい記憶が、目蓋の裏に上映される。

　その日、急に声を掛けられた僕は、涙でぐちゃぐちゃになった顔を取り繕うことも出来ず、ありのままの顔面で正面を見上げた。その相手が学校一の有名人、青ヶ島悠ゆ乃のであることに、飛び上がりそうなほど驚いた。

　リアリティのない状況に上う手まく言葉が出てこない。ぱくぱくと口を動かす僕に、彼女は慈悲深く微笑ほほえむ。そして静かに丁寧な所作で僕のすぐ隣に座り、僕の腿ももにそっと手を乗せた。

　その瞬間、ぽつり。流れた僕の涙が一粒、彼女の手の甲に落ちた。それで僕は、初対面の彼女に打ち明けようと決めた。

「感情を……吐き出してるんだ。悲しいとかつらいとか、そういう感情は我慢しないでちゃんと発散しないと、ずっと引きずるって、そう教えてもらったから。そうして吐き出しておけば、嫌な記憶もいつかは風化して、悪い夢のように忘れてしまえるんだ、って」

「それは、誰から教わったの」

「恋人だ。……さっき別れたばっかりだけどな」

「それで、そんなに泣いているの」

「……まさか自分でもこんなに泣くとは思ってなかったんだ。引いただろ。顔じゅう液体まみれで」

　彼女はふるふると首を横に振ると、細い指先で僕の涙を拭った。

「それだけ相手のことを想おもっていた証拠。だから、存分に泣いていい。わたしはしばらくここにいるから」

　そっと渡されたハンカチを、僕は恐る恐る、でも好意に甘えて手に取る。それからまた少し躊ちゆう躇ちよしてから、顔面に張り付いた水分を隅から隅まで綺き麗れいに払った。

「ありがとう。青ヶ島さん……だよな。隣のクラスの。ちゃんと洗って返すよ」

　彼女がふるふると首を振る。

「いい。それはあなたに、あげる」

　会話が止まる。僕はこれ以上泣く気も起きず、ちっとも僕の感情を喩たとえてくれない青空を睨にらみ付つけてみたりする。それでも悲しみは晴れない。

「……本当だと思う」

　突然の言葉に、僕は「え？」と返す。彼女はローディング中のように指先を円を描くようにこする。そうして言葉を決めたのか、こちらを向いた。

「わたしは……上手く吐き出せなかった。だからずっと、心が痛いまま」

「そうか。君も色々あったんだな。よかったら、一緒に泣くか？　話も聞くよ」

　なんだよその提案。自分で言いながら、可お笑かしくなってくる。

「遠慮する。……わたしの話は、ここまで。気にせず、泣き続けていい」

　踏み込もうとしたところで、明確に線を引かれてしまう。僕にはずいずい踏み込んでくるのに、不思議な距離感だ。

「気にせずって、そんな無む茶ちやな」

「なら、特別」

　途端に彼女は、僕の肩をぐいっと引っ張った。「わっ」と声を上げている間に、僕は為なす術すべもなく彼女の膝枕に寝転がることと相成ってしまう。

「……いや、その、青あおヶが島しまさん？」

　本当なら、固辞していたはずだ。すぐに跳ね起きて、拒絶していたはずだ。だが傷心の僕には、誰かの体温はありがたかった。プライドなんて無視して、何かに縋すがりたい気持ちだった。僕はそのまま、泣きじゃくった。酷ひどく滑稽な見世物だっただろう。ああでも、運が良かったのかもしれない。その後、通り過ぎる人間はほとんどいなかったのだから──




「ごめん、待ったか？」

　待ち合わせ時間の十分前だったが、青ヶ島さんは既に待っていた。駅前の独特な形状のモニュメントに沿って直立し、手帳の頁ページを熱心に捲めくっている。

　青ヶ島さんの私服は意外にも、彼女のお堅いイメージとは裏腹なコーディネートだった。大胆に露出したデコルテ。ショートのデニムスカートのすぐ下から、魅惑のデニールなハイソックスが伸びる。その先ではパステルレッドのヒールが輝いていた。

「いいえ。今来たところ。……と一度言ってみたくて、二十分前に来たところ」

「つまり早く来てたんだな？」

「捉え方によっては、そういうことになる」

「ならせめてもの詫わびに、精一杯エスコートするよ。……って、何を言ってるんだろうな、僕は」

　自分の口から出た台詞せりふに、恥ずかしくて赤面しそうだった。これは青ヶ島さんに無む理り矢や理り組まされたデートだ。今日、彼女に対しては一ミリだって油断できない。そもそも僕は凪なぎ沙さが好きだ。だからこんな、浮かれたようなことを言ってちゃいけないのに。どうしても調子が狂わされてしまう。

「ふふ。……今日はわたしのお誘い。傑くんが気負う必要はない」

　青ヶ島さんは僕の反応に驚きつつも、嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。というか今、え、傑すぐる……くん？　んんん？　何だ？　この子はどうしていきなり僕の下の名前を呼んだ？

「青ヶ島さん、えーっと」

　無言で首を振った青ヶ島さんは極小な声で「悠ゆ乃の」とだけ言った。僕も下の名前で呼べと？

「いや、青あおヶが島しまさん。僕らの関係性は、まだそこまでじゃ──」

　青ヶ島さんは頑かたくなに首を振り、やや極小な声で「悠ゆ乃の」と繰り返した。これ、僕が折れるしかないのか？

「ゆ……悠乃」

「ん、傑すぐるくん」

　僕の呼びかけに、目の前のクラスメイトは満足げに頷うなずいた。これは……非常にこそばゆいな。差し出された手に僕は一瞬躊躇ためらって、結局右手を重ねて歩き出す。

「手を繋つないだ。つまりこれはあの子に対する浮うわ気き」

「判定幅が大きいな。今日はデートなんだろ。なら約束は守る、それだけだ」

「案外ビジネスライク。……かなしい」

　青ヶ島さんはわざとらしく、ジェスチャーでぽろぽろと落ちる涙を表現した。

「ところで、あお──悠乃。本日どちらへ向かう予定で？」

「来れば分かる」

「なんか、嫌な予感がするんだけど」

　僕は過去に二度、この駅で降りたことがある。回数こそ少ないものの、印象深い場所だ。

「そういえば、悠乃──」

　彼女の名前を呼ぶのに、いちいち言葉に詰まってしまう。ああ、なんだろうこの感覚は。躊躇いがちに震える声帯の熱さは。凪なぎ沙さを呼ぶときとも、美み凪なぎを呼んだときとも違う。学校一の美人の名を親しげに呼んで、こっそり独占してしまうことへの、背徳感に近い何か。

　呼びかけの先を待って、悠乃がじいっと僕を見つめる。僕の表情に続きがないかと隅々まで探すように。あまりに整い尽くした綺き麗れいな顔に、僕は一瞬、呼吸さえも忘れた。

「あー、なんだ。最初に言いそびれたんだが、その。初めて見たけど、私服のセンスがいいな。イメージと違うのに、凄すごく似合ってる」

　僕はそう言ってから、彼女の私服を見るのは二回目だと気付く。僕が美凪にフラれたあの日、僕は悠乃の私服を一度見ているはずだ。ただ、その辺りの細かい記憶はおぼろげで、いまいち印象にない。だが悠乃は特に指摘する素振りもなく、会話を続ける。

「これは先月、愛あい華かと一緒に選んだコーディネート。色々、助言をもらった」

　僕によく見えるようにか、悠乃は手を繋いだまま少し僕から距離を取る。その口元はほんの少し、緩んでいるようだった。

「なるほどな。流石さすがは玄くろ岩いわだ。君のことをよく分かってる」

　悠乃に本気で惚ほれ込こんでいる玄岩だからこそ、悠乃の魅力を存分に引き出せるのだろう。

「そう。愛華はわたしを、よく分かってる」

「えーと、特にアレだ、そのリボンがいいな。学校でしてるのとは雰囲気がちょっと違って、なんていうか、目が離せないというか」

　なんで僕はこんなに褒め倒しているんだろう。答えは簡単、緊張しているからだ。間を持たせようと無理して、余計なことを言っている。

　何の気なしに発した褒め言葉はさっきよりも悠ゆ乃のの心に響いたようで、彼女は僕の視線から逃げるようにやや俯うつむいて、壊れ物を扱うみたいに、丁寧に、愛いとおしげに、片側の髪に結われたリボンを撫なでた。

「これは、わたしが今日のために一人で選んだ。……だから、嬉うれしい」

　控えめに、でも多分、彼女にとっては大胆に。笑った悠乃の表情に不覚にもつい見み惚とれてしまって、僕の心臓は強く跳ねた。

　おかしい。この不規則な鼓動は、あの子だけのものだったのに。

　動揺している間にも、既知の景け色しきが視界を流れていく。予感はもはや確信に変わった。

「もしかして悠乃は、この辺に住んでるのか？」

　悠乃は質問の意図を汲くみ取とってくれたのか、少し間があってから、無言で頷うなずいた。ああ──だからか。僕の中で、点と点が繋つながる。目の前の鳥居を見ても意外と平気だった。

　ここは縁結びで有名な神社だ。

　去年の十月、他でもないまさにこの場所で、僕と美み凪なぎの交際は終わった。そして号泣する僕を、近くに住む悠乃がたまたま見つけた。そこで新たに生まれた恋心が巡り巡って、コクハクカルテットの開催に至った。なんとも不思議な縁えにしだ。

　ただ、僕の目に映る様相は、記憶とは大きく違っていた。境けい内だいに溢あふれる人々。ずらりと並んだ出店の数々。陽気に吊つるされた提ちよう灯ちんの列。絶え間ない呼びかけの声。

「驚いた？　今日は、ここの例祭。近隣住民には外せない、一大イベント」

「へえ。こういうお祭りはすごく久々だ。少しワクワクしてきたよ」

　子供の頃に何度か遊んだ記憶を思い返す。好物のリンゴ飴あめはあるだろうか。射的も好きだった。金魚すくいは苦手だったな……なんて、僕は賑にぎやかな景色を思い出と重ねながらしばし眺めつつ、鳥居の向こうへ一歩踏み出す勇気が出ず、立ち止まったまま。

　そんな僕の手を、悠乃は強く引いた。

「ついて、きて」

　どこか急ぐような様子で、悠乃は屋台には目もくれず、一目散に境内の奥へと向かう。

「ああ。遊ぶよりも、まずは先にお参りだよな」

「それもそう。けれど……あった。これ」

　悠乃が指差したのは、一枚の絵馬。縁結び用と一目で分かるハート形。

　僕も昔、同じ絵馬を美凪と書いたことがある。内容は無難に『二人の愛が永遠に続きますように』だったか。そんなこと、神頼みにするから間違えるんだ。過去の自分を叱しつ咤たしながら、悠乃の示した絵馬を読むべく、しゃがんで目線を合わせる。

「え……？」

　二度ほどまばたきをし、ブドウの飴あめを口に入れた。どうやらこれは僕の幻覚ではなく、紛まぎれもない現実らしい。絵馬には──忘れもしない、美み凪なぎの丸っこい字が記されていた。

『二人の愛が永遠になるよう、頑張ります！』

　右下には美凪の名前とハートマークを挟んで知らない名前が書かれている。新しくできた恋人……だろうか。そう認識した瞬間、僕の胸にいかんとも言い表しがたい感情が去来する。喜びも悲しみも全部混ぜ合わせたような何か。黒ずんだ絵の具のように汚い感情かと思えば、晴れやかな白い光がくらくらと頭の中を照らす。

　僕の中に綺き麗れいに閉じ込めていた思い出を、恐る恐る、垣かい間ま見みる。困ったように笑った美凪。一人でウケてお腹なかを抱える美凪。僕に頬ほおずりして甘える美凪。不機嫌そうに顔を背ける美凪。顔を真まっ赤かにして頷うなずいた美凪。最後にぎこちなく笑った美凪。

　もう二度と戻れない。そんなことは分かっている。もう二度と戻るつもりもない。それでも、本当にもう戻れないんだ、と。そう理解させられた。

　だってこの道は、未来にしか繋つながっていない。

「悠ゆ乃の。これって」

　自分の声が震えていることに、遅れて気付いた。

「……少し前に、偶然見つけた。あなたの元カノには、もう恋人がいる」

　そんな偶然があるだろうか。疑問は浮かぶが、今はそんなこと、どうでもいい。

　僕はどれだけの時間、そこでしゃがんでいただろうか。膝も痛くなってきた頃に、乾ききった喉をブドウ味の唾液で潤して、動どう悸きが止やんで、ぽつりと残った感情があった。

　僕が美凪と交わした最後の言葉は、彼女の胸の中で今も生きている。

　僕らの歩いた道筋は、しっかり新しい場所へと繋がっていた。それが僕には、どうしようもなく嬉うれしかった。

　僕はいつまでも美凪を引きずって、こんなゲームに迷い込んでしまったけど。

　いつの間にか美凪は、僕の目指すべき先を歩んでいた。

「そうか、それなら……僕も頑張らなきゃだよな、美凪」

　僕はもう前を向いている。このゲームをくぐり抜けて、凪なぎ沙さに想おもいを伝えると決めている。でも多分、折れそうになる時が来る。誘惑に負けそうになる時が来る。そんな時こそ、美凪のことを思い出そう。そう思えた。

「……教えてくれてありがとう、悠乃」

　悠乃は僕の反応に大層満足げに胸を反らし、鼻を鳴らした。

「礼には及ばない。……やっぱり、知らなかった？」

「え？　ああ、そうだな。美凪に新しい恋人が出来てるなんて、驚いたよ。凪沙も知らなかったんじゃないか？」

　立ち上がりながら、違和感を飲み込む。美み凪なぎと凪なぎ沙さは仲の良い姉妹だ。僕と美凪が付き合い始めて二日もしないうちに、恋人が出来たと凪沙にバレたという。だから凪沙が気付かないわけがない。なら、僕に気を遣って敢あえて黙っていたのだろうか。

　詮無い考えを巡らせていると、悠ゆ乃のが僕の袖をそっと引いた。

「とにかく、元カノのことは、早く忘れるべき」

　そのまますーっと下りてきた柔らかな手が、ぎゅっと僕の手を捕まえる。

「違うよ。忘れるんじゃない。今度こそ、思い出にするんだ。まあ、どっちみち君にはなびかないけど」

「……強がらなくていい。じきに、虜とりこにしてみせる」

　僕の手を握る力が強まる。少し汗ばんだ肌の感触は、どちらのものだろうか。




　僕らのお祭りデートが始まった。まずはお参りだ。僕が約六秒で天にまします縁結びの神への宣戦布告を済ませたところ、隣の悠乃は完璧で仰々しい所作で祈りを捧ささげていた。参拝に段位があれば間違いなく五段は堅いレベルだ。

「そんなに丁寧に、何を願ったんだ？　って、あれか、言うと叶かなわないんだっけか」

「世界平和を願っていた。でももう叶わない。世界は滅びる。傑すぐるくんが聞いたせいで」

「変なトラップ張るなよ」

「責任取って、世界の終わりの日はわたしの隣にいてほしい」

「なんで君に責任を取るんだよ。それなら僕は世界に対して責任を取るよ」

　僕らは石段を下りていく。まずは空すいたお腹なかにたこ焼きとわたあめを収め、めぼしい屋台を回る。その間、悠乃は何度か時間を気にしていた。

「この後、何かあるのか？」

　悠乃は「特には、ない」と答えながら、ふと立ち止まる。何かと思えば、彼女の視線の先には、射的の景品として端っこに置かれた、ペンギンのぬいぐるみ。

「もしかして、欲しいのか？」

　悠乃は少し恥ずかしそうにこくりと頷うなずくと、僕に先んじて屋台のお兄にいさんにお金を渡した。次いで僕もエントリーし、おもちゃのライフル銃とコルク弾を受け取る。

　射的は昔から得意だ。弾道という過程を最適に調整する──というのが性にあっているのか、ともかく僕は何かのフィギュアを初撃で落とし、二発目でお菓子を仕留めた。

「弱点ばかり狙って、卑ひ怯きよう」

「そういうゲームなんだよ」

　僕の隣で、悠乃はお目当てのペンギンに苦戦している。弾は何度か当たったが、ペンギンは少し揺れるだけで落ちる気配はない。なかなか難しい獲物だ。恐らくは悠乃の位置からではなく、僕のいる位置から、少し角度をつけて乗り出して、しっかりと重心に当てる必要がある。試しに銃口を向け──一撃。放ったコルクはペンギンを見事に墜落させた。

「おっ！　取れたぞ悠ゆ乃の」

　僕はお兄にいさんから意気揚々とぬいぐるみを受け取り、そのまま悠乃に横流しする。ああ、なんかこういうの、デートっぽいな。気恥ずかしさを抱きながら、悠乃の反応をうかがう。

　だが悠乃は──「元の位置に戻して」とペンギンをお兄さんにリリースした。僕とお兄さんは、ぽかんとした表情で顔を見合わせる。……何な故ぜ？

「……わたしは、自分の力で手に入れたい」

　悠乃は惜しみなく追加の料金を払い、コルクの弾を銃に詰める。先ほどの僕の姿勢を真ま似ねして何発か撃つが、しかし故郷に戻ったペンギンの意思は固く、なかなか倒れない。

「負けず嫌いな君に一つアドバイスすると、狙う場所はもう少し右だ」

「負けず嫌いじゃ、ない。……こう？」

　悠乃は少しだけ銃の角度をずらし、ゆっくりと引き金を引く──と、見事、ペンギンは二度目の墜落の憂き目に遭った。お兄さんも思わずホッとしたような表情をしている。

「やった。ほら見て、傑すぐるくん。すごく、可愛かわいい」

　ペンギンを大事そうに抱えて、悠乃が無邪気に笑った。いつものような控えめな微笑ではなく、心の底から湧き出るような笑み。ああ、君はそういう表情も出来るんだな。教室では絶対に見せないような彼女の顔を知るたびに、心臓が跳ねる。ほんのわずか。刹せつ那なにも満たない時間だけ。思ってしまう。
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　こういうのも、悪くないかもしれないな、と。

　……って、何を考えてるんだろう、僕は。凪なぎ沙さがいるというのに。絵馬の前で美み凪なぎにも誓ったばかりだというのに。

　学校一の美人、青あおヶが島しま悠ゆ乃の。

　はじめは興味なんてなかった。彼女の人となりを何も知らなかったからだ。でも今は違う。表面的にしか知らなかった彼女の魅力が、立体的になって僕に襲いかかる。

「それと、その。傑すぐるくん。……アドバイス、ありが──」

　歩き出しながら、我に返った悠乃が、いつものように僕にお礼を言いかけ……しかし、僕の耳には最後まで届かなかった。遮さえぎったのは、知らない人物のよく通る声だった。

「あれ、悠乃ちゃん？　ウッソ、悠乃ちゃんじゃない!?」

　正面から寄ってくる女性三人組を相手に、悠乃は足を止めた。今度は何かに惹ひかれてではなく、怯おびえるように、だ。

「悠乃、知り合いか？」

　悠乃は答えない。その間に、三人組は僕らの前方を取り囲んだ。

「なんか雰囲気変わったよね!?　すっごく落ち着いた！」

「てか連絡先も変わったよね!?　急に連絡取れなくなっちゃったから心配だったんだぁ」

「困ってることとかない？　悠乃っちのためならなんでもするから、また遊ぼ？」

「あ……ええと、その」

　一歩、後ずさる。僕はすぐにピンときた。昨日、玄くろ岩いわが言っていた『何か』に、この三人が関係していると。悠乃が今の性格に変わった原因。人の性格がどうあるべきかなんて正解はないけど、少なくともそうなった過程は前向きなものではなさそうだった。

「えーっと、悪いけど、この後予定があるんだ」

　僕は悠乃を守るように、彼女らの間に割って入る。冷めたような目線が突き刺さった。

「え。もしかして悠乃ちゃんの彼氏さんですかぁ？」

「そんなんじゃない。僕と悠乃は敵同士だ」

　即答で返す。相手がぽかんとした隙を突き、僕は悠乃の手を引いて、三人組の間を無む理り矢や理り通り抜ける。早足で、いつの間にか小走りで、僕らは神社から離れていった。




「……迂う闊かつ。あの時間に遭遇することは、分かっていたのに」

　適当に歩く道中で、悠乃が何やらブツブツ言っている。分かっていた、とはどういう意味だろうか。引っかかる発言だったが、それよりも今、悠乃と話すべきことは。

「悪い。つい引き離しちゃったけど、あの三人、友達だったか？」

「……中学校の時は、そうだった。でも、今は違う。だから、ありがとう」

　僕は「そうか」とだけ答える。その先を──何があったのかを、聞いていいのか分からなかった。遠慮と同時に、これ以上悠ゆ乃ののことを知ることへの、躊ちゆう躇ちよがあった。

　住宅街を直感で曲がっていく。僕はいつまで歩くつもりだろう。多分、この躊躇ためらいに答えが出るまでだ。悠乃は僕の一歩後ろをついてきながら、繋つないだ手を強く握った。

「……昔のわたしは、もっと、明るかった」

　僕の逡しゆん巡じゆんを感じ取ったのだろうか、僕が問う前に、悠乃が呟つぶやく。そういえば、僕らが出会ったあの日、彼女は『吐き出せなかった』と言っていた。それがきっと、彼女が語ろうとしている過去なのだろう。

「そうか。……聞かせてくれないか。君に、何があったのか」

　このデートが終われば、僕と悠乃は完全に敵同士だ。それでも僕は、彼女のことをもっと知りたいと思った。何かに傷つき、何かを恐れ、何かにこだわる、青あおヶが島しま悠乃のことを。悠乃は僕の問い掛けに頷うなずくと、訥とつ々とつと言葉を紡ぎ始めた。

「わたしは、きっと恵まれていた。好まれやすい容姿に生まれたお陰で、お姫様みたいに扱われて、周りはいつも、わたしのために色んなことをしてくれた。全自動で進む人生は、とても楽だった。誰もわたしの提案を断らなかった。誰もがわたしを肯定した。欲しい物はなんでも手に入った。給食のデザートも、読みたかった漫画も、試験対策のノートも、体育祭での優勝も、文化祭企画の一位も──そして、友人も」

　歩みのスピードを緩めながら、震えた声に耳を傾ける。彼女を人々が取り囲む様子は、今とは真逆だが、容易に想像できた。

「中学三年生になって、新しいクラスに、気になる女の子がいた。とても物静かで、いつも一人でいて、読んでいる本の趣味が凄すごく合いそうで、……友人になりたいと、思った。でも、何度か遊びに誘っても、その子にだけはいつも断られて」

　僕が同じ立場でも、間違いなく断る。クラスのパワーバランスを考えれば、畏れ多いにもほどがある。だけど当時の悠乃には、そういう世界が見えていなかったのだろう。

「それで、さっきの三人に相談した。中学の頃の、一番の友人達たち。そうしたらあっさり、その子は友人になってくれた。いつでも、好きなときに遊んでくれるようになった」

　振り返って見えた悠乃の表情は、陰っていた。

「でも、違った。その子はあの三人から脅されて、無む理り矢や理り、付き合わされてただけだった。本人から聞かされて、わたしはとても驚いて、悲しくて、謝って、それ以来、その子とは二度と話さなかった。話したいことは、たくさんあったのに」

　繋いでいた手が離れて、悠乃が立ち止まる。ペンギンをぎゅう、と両腕で抱き締め、顔を埋うずめる。僕はどうしたらいいのか分からず、次の台詞せりふを待った。

「わたしが欲しかったのは、そんなものじゃなかった。なのに、他人任せに願ったから、歪ゆがんで手に入ってしまった。その日から、今までのことが、無自覚に振る舞っていたことが、全部、怖くなった。わたしのために、いつも何かが歪ゆがめられて、誰かが犠牲になっていると気付いて、気付けなかったことを、悔しいと、思った」

　僕は悠ゆ乃のを慰めようと、だけど彼女に触れるのは違うと思って、ペンギンの頭を撫なでた。悠乃はほんの少し顔を赤らめながら、しかし僕の方は見なかった。

「そしてわたしは、周りの誰も来なさそうな高校を選んだ。新しい環境では、一人きりでいようと思った。わたしに近付きたがる人と関わって、また何かを歪めてしまうのが、怖かったから。……欲しいものは、自分の力で手に入れると決めたから」

　自分の力で手に入れる──それが彼女の主義というのは、自然に受うけ容いれられた。だから彼女はあの時、不意打ちのキスであっけなく僕とエンゲージになるのを嫌がったのだろう。さっきの射的もそうだ。僕はぬいぐるみに置いた手を、ゆっくりと離した。

「そう、だったんだな。……話してくれてありがとう。悠乃」

「傑すぐるくんには、わたしのこと、知って欲しかったから」

　頷うなずく僕を悠乃はチラと見ると、満足げに一歩、今度は僕を先導して歩き始める。だけど僕には、一つだけ不自然に感じる点があった。

「一つだけ、いいか。改めて聞くけど、悠乃はどうしてコクハクカルテットに参加したんだ？　自分の力で手に入れたいって言うなら、スキルや切り札──与えられた力で僕を手に入れようとするのは、主義とズレるんじゃないのか」

「……かも、しれない。それでもわたしは、参加するしかなかった」

　参加するしかって、どういうことだよ。

　疑問を口にする前に、僕は気付く。ラブレターの差出人は本当は悠乃だった。……彼女は僕を呼び出して、告白するはずだった。でも実際に屋上にいたのは凪なぎ沙さだった。

「もしかして、君がゲームに参加したのは、僕のせいなのか」

「そう。あの子を追いかける、あなたを追いかけた結果」

　予感していた答えが返ってくる。待ち合わせ場所から離れる凪沙を怪け訝げんに思い、追いかけた僕。その後ろにはもう一人、全く同じことを考えていた人間がいたってことか。

「天使の話を聞いて、わたしは思った。あの子と同じ土俵に立たなければ、勝てないと」

「確かにそれなら納得だ──って、あれ、ここは」

　見知らぬ角を曲がると、急に見知った景け色しきに繋つながった。僕は驚いて、足を止めてしまう。区立図書館前のベンチ。僕が美み凪なぎにフラれて大泣きした、失恋スポット。

「ふふ。もともとお祭りの後は、ここに来る予定だった」

　よく見ればベンチには『予約席』と張り紙が貼られている。なんで予約するんだよ公共物だぞ。しかも良く見れば時間帯が書いてあった。十四時から二十時まで。長すぎるだろ。

「こんなところに六時間もいる気だったのか？」

「盛り上がり次第」

「杜ず撰さんな見込み過ぎるだろ」

「でも、懐かしいでしょう？」

「……まあ、そうだな。大泣きしている僕に、君が話しかけてくれて、僕の顔は涙でぐちゃぐちゃで、ハンカチを貸してもらって──」

　そういえばあのハンカチは、どこにしまっただろうか。全く記憶にない。返さなくていいとは言っていたが、失くしていたなら居い心地ごこちが悪い。後で探さなければ。

「傑すぐるくん。今更だけれど、あの日のこと、迷惑じゃなかった？」

　悠ゆ乃のは不安げに問いかける。僕は張り紙を剥はがしてベンチに座りながら首を横に振る。

「そんなことない。誰かが──いや、悠乃が隣にいてくれて、僕は凄すごく救われた」

「それなら……よかった」

　次いで悠乃も、あの日と同じ距離感で──僕のすぐ隣に、腰掛ける。

　剥がした張り紙を丸めながら、ちらりと腕時計を見る。時間はもう、十四時を十分ほど回っている。

「というか、予約時間を過ぎての到着じゃないか」

「そう。つい、射的にかまけすぎた。……完全に予定外」

「予定っていえば、さっき、変なこと言ってなかったか？　あの三人との遭遇がどうとか」

　──あの時間に遭遇することは、分かっていたのに。

　悠乃は少し黙ってから、待ち合わせの時も見ていた手帳を取り出す。

「わたしの能力は──全知の能力。この手帳に質問を書いて、答えを得る。知り合いと鉢合わせたら面倒で、避けようと、調べていた」

「え……は？　なんで教えるんだよ」

　予想外の答えに狼ろう狽ばいする僕の瞳を、悠乃は興味深そうに観察し、ふふっと笑った。

「聞いたくせに」

「や、それはそうだけど、まさかスキルを明かしてくるなんて思わなかった。しかも全知の能力があるなんて、隠しておいた方が有利じゃないのか？」

「教える理由は、きちんとある」

　悠乃は手帳の表紙を捲めくる。飛び込んできたのは、いつぞやのラブレターと同じ筆跡。『白しら瀬せ傑のスキルは』──そう書かれた一枚目のページの裏側には、僕のスキルの詳細が記されていた。もちろん、キスをされたら発動する弱点も。

「……こんなの、最強のスキルじゃないか」

　恋愛はある種、情報戦だ。相手の好みや行動パターン、性格を徹底的にリサーチして最も効果的な手を打ち続けるゲーム、と捉える人もいるだろう。だから悠乃のスキルは段違いに強い。情報を探る苦労をスキップして、あらゆる答えが最初から分かるのだから。

「ＳＳＲ、らしい」

　おい、全部ＳＳＲじゃないか。あのインチキ天使め。

「じゃあ──僕にキスをした時も、いや、実行委員決めの時から、仕組まれてたのか」

　僕らが委員決めで引くくじの番号。睡眠薬を盛るタイミング。教室に誰もいない時間。全知の能力をもってすれば、綿密な計画を立て、絶対に成功に導くことが出来るだろう。

　僕は本当に、この青あおヶが島しま悠ゆ乃のを相手に、ゲームを乗り切ることができるのだろうか？

「傑すぐるくんは何か、知りたいことはある？」

　悠乃は手帳を裏表紙から一枚繰って、白紙のページを開く。見開き左側には何かの答えらしく、『校門前』と書かれていた。というか、今のそのページ数だと。

「もしかしてあと一回しか使えないんじゃないのか、それ」

「……そう。でも、もう大方の筋道は立て終えた。だから、傑くんにもお裾分け」

「随分と余裕じゃないか。じゃあ、僕が目的を達せられるのか」

「……それは、やめた方がいい。確定した答えは、ひっくり返せない。『出来ない』と出たら、困るのは傑くん」

「逆に『出来る』って出たら、君も困るわけか。ある意味スキルの弱点だな」

「そう。それに、なんでも分かることは、決していいことではない。あなたにとっても」

　彼女の発言の裏を読めば、敢あえて僕に教えた理由も推察できる。僕の情報は調べ尽くしたという情報を僕に知らせることで、僕の行動をコントロールするためだ。だから僕はこう返す。強がりじゃなく、本心から。

「いいや、情報は多い方がいいに決まってる」

「情報が多いほど、可能性を知るほど、悩んで、後悔する」

　彼女の言うことも分かる。僕は今日、悠乃のことを知ってしまった。凪なぎ沙さが好きという事実は変わらない。そのはずなのに、選択の重みは増しているように感じる。それでも。

「僕は……そうは思わない。取り得る全ての選択肢を知ろうと頑張って、知りたくなかったことからも目を逸そらさずに、全てに向き合って。そんな過程を経て選ぶ答えこそが至上の答えだ。僕という人間を体現するものだ。後悔なんて生まれるはずない」

「……傑くんは、強い」

「強くなんてないよ。……こだわる分だけ、むしろ弱い」

　コクハクカルテット。過程の残らない、結果が全てのゲーム。だというのに割り切れない僕は、手段を選ぶ僕は、自分にハンデを課してるようなものだ。

「でも、悠乃。これだけは確かだ。君のことをこうしてよく知って、君のことをどれだけ好ましく思っても、ちょっとドキドキしたとしても、それでも。僕は君とは付き合えない。僕が心に決めた相手は、たった一人だけだから」

　僕の力強い宣言に、しばし沈黙が訪れる。悠乃は悲しむでもなく、ただ無表情に固まって。時間にして十数秒経たってから、溜ため息いきをコーティングしたように笑った。繋つながっていた僕らの視線は途切れて、互いが深く、項垂うなだれるように俯うつむいた。

「それがあの子、なんでしょう？　だから残念だけど、傑すぐるくんの目的は叶かなわない」

　地面に落とした僕の目線は、「え？」という音とともに再び悠ゆ乃のに向く。

「わたしは切り札を切らない。使わせたかったら、わたしにキスをするしかない」

　悠乃は自らの唇に指を当て、真まっ直すぐにこちらを見つめる。

「……そうか、君はそのスキルだけで、僕に勝つ算段が整ってるってことかよ」

「そう。絶対に、負けるつもりはない。……だから、今が最大のチャンス」

　重心をこちらに傾け、挑発するように悠乃が近付いてくる。僕は咄とつ嗟さに顔を引いた。

「だとしても、だ。好きでもない相手にキスなんて、僕には出来ない」

　僕は迷いなく答える。それでも悠乃は揺るがずに、僕の言葉を打ち消すかのように、そっと、僕の上唇に人差し指をかけた。

「あの日の記憶が、これから効いてくる。そう、遅効性の毒のように」

「……何を、言ってるんだ？」

　悠乃は「さあ」ととぼけながら、軽やかに立ち上がる。

「待ってくれ悠乃。もう一つだけ、いいか？」

　最後の質問は、玄くろ岩いわのためのものだ。悠乃は躊躇ためらいがちに、視線で了承した。

「僕以外の参加者の情報は集めてるのか？　たとえば、凪なぎ沙さの切り札とか」

「調べた。あの子は……要注意」

「それなら、玄岩のことも──」

「愛あい華かのことは、なにも、調べていない」

　彼女らしからぬ即答だった。嘘うそはついていない、と思う。だが何かを隠している。いや、何かから逃げている。

「言ったはず。知ったら戻れない。……親友のことを、無闇に調べるなんて、できない」

　その口ぶりは、まるで────





　　＊＊＊






「なあオイ傑よ。お前、青あおヶが島しまさんとなんかあったか？」

　柵さく真まが隣の席からいきなり小声で聞いてきたのは、二限と三限の間、僕が世界史の資料集を眺めていた時だった。

「なんだよ突然。ないよ、……何も」

　言えるわけがない。ちょうどこの席で彼女にキスされて、昨日はデートもしたなんて。

「だってよ、さっきから青ヶ島さんの視線がこっちに向いてるぜ？」

　事実確認、桂けい馬まの方向。悠乃の綺き麗れいな瞳とぱっちり見つめ合って、すかさず互いに逸そらす。いや、なんでこっち見てるんだよ。

「ほらな？　だいたい何もないつったって、実行委員で一緒だったじゃねーか。マージで役得だよな。あーあーうらやましい。やっぱアレか、一緒に帰ったりしたのか？」

「全然。確かにちょっとは話したけど、一緒に帰ったりは……してないぞ」

　わざと音を立てて教科書とノートを机の右隅に置くが、会話が終わる気配はない。

「んーだよ、つまんねーな。お前が青あおヶが島しまさんと仲良くなったら、俺も仲良く出来るじゃん。そしたら世界はハッピーになる」

「急にスケールを大きくするな」

　しかも世界は僕のせいで滅びるらしいからハッピーにはならない。ああでも、柵さく真まがハッピーになりそうな出来事が一つあったな。

「そういえば、お前の席にちょっと座ってたぞ、悠ゆ乃の──」

　口にした瞬間、自分の過ちに気付く。だが時既に遅し。僕は今、青ヶ島さんと親しくなったという証拠を公然と見せつけてしまったのだ。

　時が止まったかのような沈黙。見回せばクラスの誰もが、玄くろ岩いわも含めて静止している。明らかに、教室の空気が固まっている。直方体の氷に、隅から隅までまるごと閉じ込められたかのような静けさ。

　……ああ、視線って肌に刺さって感じるものなんだな。

　僕は引きつった笑みで悠乃を見る。彼女は、にやり。計画通りと言わんばかりに口の端をつり上げた。まさか──これも計算通りなのか？　外堀を埋めていく気か!?

「ンン[image: ][image: ][image: ]？　ひょっとしたら俺の聞き間違いか？　いや、そうに決まってるんだが、一応確認するぞ、傑すぐる、お前今、青ヶ島さんのことを下の名前で」

　すぐにマスカット味の飴あめを口に放り込む。考えろ。この場を切り抜ける上う手まい言い訳を。

「ゆのっ、湯の神だよ、温泉とかによくいるだろ。アレが座ってたんだ」

「いや下へ手たすぎるだろうが！　なんだよ湯の神って、知らねえよ、いねえよ！　お前誤ご魔ま化かすにしても湯飲みとかあるだろもっと妥当なヤツがよォ！　なあ、言ったよな？　今、ゆ、ゆっ、青ヶ島さんの下の名前をッ！」

　……やっぱり、誤魔化すのは無理か。

　柵真の追及を皮切りに、時が動き出したように一斉にクラスが騒然となる。皆々の脳内で、僕が限りなくギルティに近い抜け駆け野郎という判定が出たようだ。

「え？　何二人良い感じなわけ？」「嘘うそだろ、あいつが青ヶ島さんと？」「誰か、青ヶ島さんに聞きなよ」「えー、私話したことないし」「俺？　いやムリだって。その……な？」「なんでお前玄岩の方見てんの？」「ねえねえ青ヶ島さん──」

　このままでは僕と彼女が親密という共通認識が生まれてしまう。それは非常に不都合だ。埋まった外堀がどのような作用をもたらすかは分からないが、最悪の場合、僕の行動はかなり制限されてしまう。

　だが……今のこの展開自体は、こっちにとっても好都合だ。僕にも一つ、打ちたい手があった。時期はやや尚早。だが確実に状況を動かす一手。タイミングは今が絶好。

「ち、違うっ！」

　僕は思い切り音を立て、立ち上がる。再び注目が集まった。大きく息を吸って、吐く。

「だって僕にはもう──付き合ってる相手がいるからなッ！」

　僕は力いっぱい教室の一点をめがけて指差す。爪の先には唯我独尊ポニーテール少女。

「はああああぁぁぁぁぁぁ!?」

　クラスの誰よりも大きな声で、玄くろ岩いわ愛あい華かが叫んだ。

　──あんた、なななななななな何考えてるわけ!?

　玄岩の泳ぎまくった目が訴えかけてくる。僕は無言でウインクして、今し方したためた紙切れ、つまりは玄岩へのメッセージを折りたたんで掲げる。

　ここで玄岩が肯定すると、僕が告白をしたと判定されて玄岩とエンゲージしかねない。だが否定されるとこの後の状況が作れない。ここでは一旦、有う耶や無む耶やになるのが望ましい。

　そして、思惑通り僕の掲げた紙切れが消える。

「う……、あ、ぇ……」

　紙切れを片手に、玄岩は数秒、悩むように目線を泳がせる。彼女に渡したメッセージは『何も言わずに僕を廊下へ連れ出せ』だ。頼む、協力してくれ……！

　僕の祈りが通じたのか、動き出した玄岩は、足早に、顔を真まっ赤かにしながら、上履きを床に思い切り擦こすって僕に勢い良く迫る。乱暴に僕の肩を抱くと「絶対殺してやるから」と愛を囁ささやいた。クラスの誰もが何も言えず、ただ視線だけはしっかりと送りながら、廊下に消える僕らを見守る。

　最後にちらりと、悠ゆ乃のを見る。驚いたように目を見開いている。どうやら彼女を出し抜くことには成功したようだ。

　しかしながら玄岩の好感度維持には大失敗のようで、彼女は不機嫌オーラ全開で、いつかみたいに無言で僕の襟首をひっつかんでズンズンと廊下を進んでいく。

「ちょっと待て、だからっ、苦しいんだが──！」

　僕が解放されたのは、僕らのクラスがある三階から、三年のクラスが並ぶ二階へ下りる階段の踊り場だった。

「あんた、あんた白しら瀬せあんたバカじゃないのマジで！　謝れ！　陳謝しろ！　動画サイトで全裸公開謝罪して垢あかＢＡＮされて死ね！　そしてインターネットの海でコラ画像として永久に生きろ！　なんであたしがあんたと付き合ってるわけ!?」

　顔を真っ赤にした玄岩がタップダンス顔負けの地団駄で憤怒を露あらわにする。

「あの場を切り抜けるにはあれしかなかっただろ」

　ビッグニュースにはより強いビッグニュースをぶつける。悠ゆ乃のの仕掛けた騒動を収めるためには、玄くろ岩いわとの交際を電撃発表するのが効果的だと踏んだまでだ。

「分かるけど、分かるけどっ！　あたしにはあたしのペースがあって！　クッキーだってまだ渡せてないし！　なんであんたに巻き込まれなきゃいけないわけ!?」

　どうどう。激高する玄岩を「ま、まあ一旦聞いてくれ」となんとか宥なだめる。このままだと時を止めて二、三発殴られかねない。

「いいか玄岩。君が本気で悠乃と付き合いたいなら、このくらいしないと意味がない」

　僕の台詞せりふで一気に冷静になったのか、玄岩は真面目まじめな表情で一歩退き、後ろ手で手すりに寄りかかった。

「……なにそれ、どーいうコト？」

　僕は昨日最後に交わした会話を思い出す。

　知ったら戻れないと、辛そうに漏らした時の声。玄岩のことは調べていないと答えた時の雰囲気。考えるほど、思い当たる節ふしが泡のようにぽこぽこと浮かんでくる。

「悠乃は──君の好意に気付いている。恐らく、とっくの昔に」

「……へぁ？」

　玄岩の素すっ頓とん狂きような声が響いた。









（４）奇跡の起きる確率を計算せよ。






「どういう、こと？」

　昼休みの校舎裏。呼び出しに応じた悠乃は、いつになく険しい視線を玄岩に向けていた。僕の反撃の一手──玄岩との交際宣言から一時間。悠乃はまだ冷静ではなかった。

「どうもこうもないって。白しら瀬せはあたしのものになったの」

　玄岩が隣の僕を乱暴に掴つかみ、所有物のように手元へと引っ張る。僕はこくこくと頷うなずいた。

「あー、教室で言ったとおりだ。玄岩と付き合うことになった」

　弱々しく、気まずげに。もちろん敢あえてそうしながら、僕は悠乃に嘘うそを突きつける。悠乃はしかし、首を横に振って否定する。

「嘘。傑すぐるくんのターゲットは──」

「知ってるよ。あたしでしょ。だから本当ならカルテットは終わってるはず、って悠乃は言いたいんだよね？　でも違うの。確かにあたしは昨日、白瀬にキスをして、付き合えって命令した。でもそれだけじゃなくって、あたし、切り札を使ったんだ」

　僕は悠乃の表情を、じいっと窺うかがう。目尻がピクリと一瞬歪ゆがんだのは──動揺だろうか。

「あたしの切り札【ワンモアチャンス】は、勝敗確定時に使えるんだよね。で、効果は一週間の延長戦の開始。つまりゲームは一回終わったけど、次の日曜まで延びてるってわけ」

　堂々と悠ゆ乃のが口にした切り札の効果は、まったくのでたらめ。僕考案のそれっぽい内容の効果だ。だが悠乃にはそれを否定する手立てがない。昨日悠乃自身が言っていたとおり、玄くろ岩いわの切り札の効果を全知のスキルで調べていないからだ。

「……延長？　つまり……愛あい華かは、何がしたいの？」

「決まってるじゃん。あたしがしたいのは、悠乃の邪魔」

「どうして、そんなことを」

　悠乃が一歩、恐れるように退く。無表情の瞳が静かに揺れた。

「どうしてって、……悠乃もほんとは、分かってるんでしょ」

　打ち合わせどおりの展開で、玄岩は悠乃を追い詰める。怒りと悲しみをないまぜにした声色で、透明に塗りつぶされていた真実を明らかにする。

「あたしは悠乃が好き。親友としてもそうだけど、それよりも先に、恋愛対象として、ずっと、好きだった」

　その想おもいは、伝えなければ始まらない。でも、ただ伝えるだけでもきっと始まらない。

　玄岩愛華の告白は、この形でなければ駄目だった。

「だから悠乃。選んで。あたしか、白しら瀬せか」




　玄岩が告白を決めたのは、いや、僕がそう決めさせたのは、僕らの交際宣言のすぐ後。四時間目をフけて実施した、屋上での作戦会議だ。

　悠乃が僕に仕掛けた攻撃はつまり、僕と悠乃を近づけ、キスするための手だ。悠乃が全知のスキルでどこまで読んでいるかは分からないが、彼女の用意した展開に乗るのだけは避けなければならない。つまり僕は、逆に悠乃を遠ざける必要がある。

　だから僕はロイヤル・ガードをヘッドハンティングして、時間停止の最強スキルで僕の唇を守ってもらう。そのための大義名分が、恋人のフリだ。

「──あたしはいいよ。でも、あんたは本当に、それでいいわけ？」

　作戦の概要を聞いた玄岩は、心配そうに僕の肩をつついた。彼女は案外、僕のことを分かってくれている。それが少し、僕には嬉うれしかった。

「ああ。凪なぎ沙さにだけは誤解がないよう、ちゃんと説明させてくれれば問題ない」

「だよね。あたしも凪沙ちゃんは騙だましたくないし。でもそうじゃなくて、あんた、クラスの連中からどう思われるかとか、ちゃんと考えてるわけ？」

　玄岩は悠乃に近付く男に片っ端から声をかけ、付き合ってはすぐ別れ、悠乃から遠ざけてきた。ついた異名は百戦錬磨の百人斬り。そんな玄岩と付き合えば、僕は間違いなく周囲から、玄岩の色仕掛けに陥落した人間と思われるだろう。

「そこは別に大丈夫だ。周りに今更どう思われようと、僕が凪沙を好きなことは変わらないから。ああでも、柵さく真まには怒られるかもな。何やってんだよ、って」

　或あるいはあの頭脳なら、コクハクカルテットのことを知らずとも、だいたいの事情はお見通しかもしれないが。

「あとは、悠ゆ乃のには嘘うそをつくことにはなるけど、ルールに則のつとった読み合いを仕掛けるって側面が強いからな。……ただ、君に告白を強いてしまうのだけは申し訳ないと思ってる」

　玄くろ岩いわは悔しそうに唇を噛かみながら、ゆっくりと首を振る。

「んーん。ちゃんと分かってるし。普通に告白したって、勝ち目なんてないってこと」

　悠乃の答えは、ずっと前から出ている。そんな状況で悠乃の心の一番に浮上するには、変化が必要だ。玄岩が目の前からいなくなるという変化。玄岩が明白な敵となるという変化。玄岩を失うことを体感させ、どうしても失いたくないと思わせる。

　それだけが玄岩の勝ち筋だ。




　──そんな玄岩の告白に、悠乃は即答した。

「わたしが欲しいのは、傑すぐるくん」

「そ。ならあたしとの関係は、カルテットのあと綺き麗れいさっぱり消えるから」

　玄岩はすぐに切り返す。悠乃はもう一歩後ずさり、認容できない事実に、しばし俯うつむいて沈黙する。ゲームの構造上、この二択自体は最初から悠乃の前にあったはずだ。だが彼女は目を逸そらし続けてきた。だからこうして目に見える形で提示するインパクトは大きい。

「でも、この状況。わたしが傑くんと付き合えなかったら、愛あい華かも困る」

「あたし？　んー、そっか、白しら瀬せとエンゲージになっちゃうのか。まぁ、イヤかも。でもさ悠乃。キューキョク的に言えばさ、相手は誰でもいいんじゃない？　永遠に愛し合えるんだったら、誰が相手だって一緒じゃん。──ま、それが悠乃ならあたしはすっごく嬉うれしいけどね」

　なんだか元も子もない、玄岩らしい台詞せりふだった。

　だが彼女の真意がその裏側にあると、きっと悠乃も理解しただろう。よく知りもしない白瀬傑よりも、親友の玄岩愛華と一緒の方が、楽しいに決まってるだろ、って。

「んじゃ、これからあたし達たちは敵同士だから。日曜日までに、ちゃんと答え出してね」

「だから、もう、決まってる。……愛華は、親友。愛華の切り札が本当でも、嘘でも、わたしがやることは、変わらない」

　悠乃は今度は強気に一歩踏み出して、僕の方へ手を伸ばす。だが次の瞬間にはその手は方向転換して、玄岩の頬ほおに添えられていた。時間停止のスキルだ。

「あのさー悠乃。そんなこと言わないでさ、もっと考えてくれてもよくない？　悠乃はさ、あたしといて、ドキドキとかしなかった？　恋人みたいな距離で触れ合ってさ、あたしの気持ちに気付いてさ、遊びでもお試しでも、付き合ってみよっかなーなんて、少しも思わなかった？」

　玄くろ岩いわの必死の問い掛けに、悠ゆ乃のは恐る恐る頷うなずく。

「思わなかった」

「あはは、だよね。……ハッキリそう言うとこ、悠乃っぽい。じゃあ、はいこれ、餞せん別べつ」

　それでも玄岩は気丈に笑って、綺き麗れいに包装されたクッキーを、無む理り矢や理り悠乃に握らせた。

「これさ、レシピ通りに作ったんだよ、すごくない？」

「……うん。すごい。きっと、美お味いしい」

　受け取った袋を、悠乃は胸元で大事そうに両手で包み込む。だが玄岩はそれを見届けることなく、背を向ける。しょぼくれたポニーテールを揺らし、僕との距離だけを気にしながら、校舎裏を後にした。
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　ちょうど行ってしまった電車を眺めながら、僕は通話口に結論を告げる。

「……と、いうわけで玄岩と付き合うフリをすることになった」

『はあ。まあ、愛あい華か先輩のために色々ご尽力してることはわかったですけど、傑すぐる先輩はどうしてそこまでするんですか？』

　まったく、敢あえて説明しなかったってのに。無邪気に痛いとこを突いてくる。

「玄岩の時間停止のスキルで、悠乃から守ってもらうためだ」

『えーっと、どうして守ってもらうって話になるんですか。というかさっきから気になってたですけどなんで青あおヶが島しま先輩のことを下の名前で呼んでるんですか浮うわ気きですかっ！』

「いや、浮気じゃないけど……。向こうがそう呼べっていうから」

『ぐぬぬ、だめです、だめですよ傑先輩、そうやって形からするっとぬるっと傑先輩の心に入り込んでくる気ですよあの人はっ！』

「そうなんだよ。するっとどころか、この前は睡眠薬を盛られた。警戒して当然だろ？」

　悠乃が仕掛けてきたってことは、これからは本気で僕の唇を狙ってくるはずだ。

『睡眠薬ですか!?　それは想像以上です。ほんとに、山奥に幽閉とかされかねないですね』

「ああ。だから今日からしばらく玄岩のところに泊まる。迎えは要らないからな」

『わかりましたですっ。愛華先輩と朝昼晩ずっと一緒なら、確実に安心ですね。万全のセキュリティ──って、は、えぇぇぇ!?　どどどどういうことですかぁ!?』

　スピーカーをつんざく悲鳴で僕の鼓膜が痛みに震える。まぁ、こうなるとは思ったよ。

「あー、いや、正確には玄岩の住んでるマンションのゲストルームだ」

　僕もゲストルームという代物をよく知らなかったが、どうやらマンションによっては来客が宿泊するための部屋が何部屋かあって、居住者の申請で格安で借りられるらしい。

　玄くろ岩いわと僕の家は学校を挟んで逆方向にある。登下校時に離ればなれになるのはリスクが高い。背後からの攻撃で昏こん倒とうさせられて無む理り矢や理りキスをされたらそれで終わりなのだ。今さっきも、玄岩はバス通学だというのに、安全のため駅まで送ってもらったところだ。

『でも、でもですよ。仮に私が許したとしても、傑すぐる先輩のご両親は何も言わないんですか』

「どうして凪なぎ沙さの許可がいる前提なのかは分からないけど、言わないよ。間違いなくな」

　なにせ父はとっくにいない。放任主義の母は僕に興味がない。

　またもや電話の向こうが無言になる。ホワイトノイズだけが耳をうろついて、通話を切り上げようかと思った瞬間。

『あの、傑先輩。じゃあ、もしよければ、荷物運びのお手伝いはどうですか』

「いや、そんなに荷物もないからさ。気持ちだけありがたく貰もらうことにするよ」

『……そうですか。わかったです。どうか、気を付けてくださいです』

　凪沙にしてはいやにあっさり引いて、電話が切れた。

　ちょうど来た電車に乗って、家主不在の自宅へ帰る。いつもと同じ冷たい音で内向きに開いた扉の先、玄関には誰の靴も置かれていない。この家は、もうずっと空っぽだ。もしかすれば、最初からずっと。

　リビングのテーブルを確認すると、一ヵか月げつ分にしては多い生活費が置かれていた。どうやら久々に母が戻ったようだった。そしてしばらく帰ってこないつもりなのだろう。先週までは三日おきくらいには戻ってきていたが、新しい相手でも見つけたのだろうか。

「まあ、そっちの方が都合がいいな」

　寂しいなんて感情はとっくに消きえ失うせて、むしろ部屋が汚れずに済んでいいとしか思わない。それが僕とあの人の関係性だ。

　僕は死蔵されたキャリーバッグを引っ張り出し、勉強道具一式と着替えを詰める。布団や生活用具は向こうで借りられるらしいから、持ち物は最低限で足りる。荷造りは予想通りすぐに終わった。あとは少しだけ探し物をして、我が家にしばしの別れを告げた。

　玄岩のマンションに着いたのは、どこかのスピーカーが家に帰れと子供に告げる頃だった。玄岩が既に手続きをしてくれていたためか、管理人に名前を言うだけで「お連れさんに鍵は預けたから、部屋に行ってくれれば大丈夫ですよ」と簡単に通してもらえた。

　指定された部屋のノブは無抵抗に回った。ぎい、とやや怪しげな音を立てて開くドアはどこか温かみが感じられた。

「おっと、不用心だな、玄岩」

　玄関の先はすぐに曲がり角で、奥は見えない。和室だと聞いているが、どんな感じなのだろう。若干心を躍らせながら靴を脱いでいると、どたどたと駆けてくる音。顔を上げると、そこに立っていたのは。

「あっ、傑先輩、おかえりなさいです。ご飯にしますか、おやつにしますか、それともわ・た・し？」

　満面の笑みで三種のジェスチャーをする朱と鷺き羽わ凪なぎ沙さだった。

「どこからツッコめばいいのか分からないが、えーっと、手伝いは断ったはずだが？」

「はい。でも、気持ちを受け取ってもらえるということで、直接届けに来たです」

　凪沙は僕の両手をさっと掴つかむと、豆電球に電気を送るかのように気持ちを流した。

　──荷物運びはダメでも、荷ほどき、手伝うですよ！

　凪沙がニカッと笑う。屈託のない笑みは、美み凪なぎにはない凪沙だけの特長だ。当たり前のように心拍が上昇するのを感じて、ああ僕はこの子のことを本当に好きなんだな、と思う。

「まあ、とりあえず、あれだ。……ただいま、凪沙」

　ただいま、なんて言葉を発したのはいつぶりだろう。当たり前の挨拶なのに、何な故ぜだかとても照れくさくて、僕は語尾を弱めてしまう。

「えへへ、いいですね、こういうの。新婚さんみたいです」

　凪沙は上機嫌に、繋つないだ手をぶんぶんと揺らす。僕はハッとして、その手を解ほどいた。

「というか、なんで玄くろ岩いわの家を知ってるんだよ」

「先週、遊びに来たんです。愛あい華か先輩と協力する話し合いの時です。この辺の道順はもうバッチリですよ、コンビニからケーキ屋、そして駄菓子屋さんまで！」

「食べ物ばっかりだな。まぁ、あんまり長居はするなよ。この辺りは細い通りも多いから」

　僕は凪沙の頭をぽん、と叩たたくと、その脇を通り過ぎ、廊下を曲がる。小さなキッチンがあって、それから六畳の和室がお出迎え。ちゃぶ台の上には漫画と食べかけのお菓子。慌てて追いかけてきた凪沙が、すぐにちゃぶ台の下に隠す。いや、明らかに手遅れだぞ。

「帰り道ならご心配なく。お姉ねえちゃんに迎えに来てもらうですから」

　あまりにもあっさりと言うものだから、その意味を理解するのに少し時間がかかった。

「…………え。美凪に？」

　心臓がきゅう、と縮こまるような痛み。だけど喉元に昇るハッカの味は、どことなく薄らいだような気がした。

「なんか今、たまたま近くにいるみたいです。……会いたい、ですか？」

　凪沙は何かを恐れるように、だけど何かを期待するかのように、上目遣いで訊たずねる。

　美凪のことを引きずっていた過去の僕なら、目を逸そらしてただ一言、会いたくないと答えただろう。綺き麗れいに終わったエンドロールのその先は、明らかな蛇足だ。

　でも、今は。

「そう、だな。会えるなら、久々に話してみたい気がする」

　新しい道を歩んでいる美凪と、歩き出した僕。今なら自然体で、普通に、互いをよく知りながらも適切な距離感を保って、言葉を交わせる予感がした。

「それは、お姉ちゃんと元の関係に戻りたいって……ことですか？」

「いいや、それは違う。元に戻るんじゃなくて、別れた後の、その先の関係になるんだ」

　僕はぎこちなくも凪なぎ沙さに微笑ほほえみかける。もう吹っ切れたんだと示すために。

「そもそも、美み凪なぎにはもう新しい相手がいるんだろ」

「えっ。あの、その、……知ってたん、ですか」

　凪沙はばつが悪そうに縮こまると、身体からだごと顔を逸そらした。

「まあ、色々あって、知ってた。僕がショックを受けると思って、ずっと言わないでくれてたんだよな。ありがとう、凪沙」

　今思えば、あの絵馬も悠ゆ乃のがスキルで見つけたものだったのだろう。敢あえて知らせた悠乃と、敢えて黙っていた凪沙。どちらにも思惑があったとしても、それでも、僕のために気遣ってくれた一面がきっとあって、僕にはそれが、嬉うれしかった。

「べつに、そういうわけでもない、ですけど。あ、なのでもう言ってしまうと、お姉ねえちゃんはデート中なので、近くにいてもホントは会えないですけどね」

「なんだよ。なら提案するなよ。ちょっと期待しただろ」

　せっかくの機会だったが、仕方がない。僕は溜ため息いきを吐つきながら、用意されていた座布団に膝を折る。その間に凪沙は部屋の隅に置かれた紙袋を取ってきて、中腰で僕に向かう。

「お詫わびといってはなんですが、傑すぐる先輩にはお引越し祝いを差し上げます」

　大おお袈げ裟さな動作で凪沙が「じゃーん！」と僕に手渡したのは、キジトラ猫のぬいぐるみだった。尻尾しつぽがだらんと伸びていてなんとも可愛かわいらしい。

「寂しい夜はこれを私だと思って抱きしめてください。私愛用の猫ちゃんぬいです。え、でもちょっと待ってください。この殺風景な部屋で一人、男子高校生が寂しさを募らせながら猫ちゃんぬいを抱き締めてたら結構イタいですね。やめた方が良いです。没収です」

「確かにそうかもしれないけど、なんという理不尽！」

　凪沙に奪われ高く掲げられたキジトラは、僕の手によりすぐに保護された。取り返そうとする凪沙に届かない頭上まで連れて行くと、凪沙はむう、と頬ほおを膨らました。

　僕は思わず「はは」と笑ってしまう。僕は子供みたいに、何をやってるんだろう。つられて凪沙も「ふふ」と笑い始める。二人ぶんの笑い声が六畳間を満たして、それから、ゆっくりと二人、隣り合って座って。

「そういえばさ、凪沙。今週末の日曜、予定を空けておいてくれないか」

　気恥ずかしくて、僕は手元のキジトラに視線を固定したまま、ぼそりと口を動かした。

　僕と玄くろ岩いわが立てた作戦は、日曜日に終結する。手て筈はずでは玄岩は日曜日に悠乃を誘い出し、本当の切り札を使った上で、もう一度告白をすることになっている。だから僕らも、勝負を決めなければならない。玄岩が上う手まくいけば、ゲームは終わってしまうから。

「あ、はい。日曜日ですか？　分かったです」

　歯医者の予約のようにあっさりと。凪沙が事務的に答えて、それから数秒経たって。

「えっ、えっ？　傑すぐる先輩からお誘いなんて、どういう風の吹き回しですか？　なんですかなんですか？　もしかしてデートですか？　デートのお誘いだったりするんですか!?」

　ぐるりと思い切りこちらを向いた凪なぎ沙さは、どん、と畳に腕を突いて、前のめりに僕に迫る。僕はなおもキジトラを見つめて、それでも緊張をちっとも解せないまま、ぶっきらぼうに答えた。

「……そうだ」

「あ……」

　途端、凪沙も俯うつむいてしまう。心なしか隣から熱を感じる。いや、なんでそんな反応するんだよ。君まで緊張してたら、どうしたらいいか分からないじゃないか。沈黙が場を支配する。自分の心音が鼓膜を揺らしている気がした。二人でいてこんなに気まずい時間は、たぶん、初めてだ。

「な、凪沙」

　僕は恐る恐る、畳の目に沿って指を這はわせて、辿たどり着ついた彼女の手を握る。何か、喋しやべってくれよ。

　僕の心の声に呼応するように、熱い手の甲から返ってきたのは。

　──どっ、どどどどうしたんですか傑先輩っ!?　ついに私のヒロインルート突入ですか!?　それともこれ、夢ですか!?　私・イン・ワンダーランドですか!?

　僕は一瞬、その落差にぽかんとして。

　……ああ、そうそう。これだよ、これ。安心すると同時に「ははっ」と笑い声が漏れる。僕は胸ポケットのドロップ缶を取り出し傾け、出てきた飴あめ玉を一つ、凪沙の口にちょこんと触れさせた。オレンジ色の宝石が吸い込まれ、かちゃかちゃと音が鳴る。

「落ち着けって。そんな大したことじゃない」

「大したことじゃ、ないんですか」

「そうだ。ちょっとその辺で遊ぶだけだ」

　期待させすぎてはいけない。僕と彼女の願いは、同時には決して叶かなわない。僕がするのはターゲット変更の説得であって、断じて告白ではないのだから。

　だというのに。

　円い目が、僕をじいっと見つめる。僕の心を見透かすような、そうでなければ遙はるか宙を望むような。そんな超越的な視線が、僕の虹こう彩さいを射い貫ぬく。

　──大したことに、してもいいですか？

　僕は何も答えられなかった。何を言っても、どんな単語を使っても、どんなに言葉を尽くしても、僕の心に反する気がして。

　今度は凪沙が、僕の手の甲に左手を乗せる。僕らの距離は引き合うように近付いて、そして──

　がちゃり。

　ドアの開く音がした。僕らは互いに大きく飛び上がり、不自然なくらい距離を取る。そういえば凪なぎ沙さの出迎えに驚くあまり、鍵をかけ忘れてた。

「おーい白しら瀬せ。って、鍵開けっぱじゃん」

　どうやら玄くろ岩いわが様子を見に来たようだった。僕に呼びかける声が近付く。

「ったく、気を付けなよ？　そんな不用心じゃ悠ゆ乃のにキスされて負ける──って、ゲッ」

　和室にやってきた玄岩は、凪沙の顔を見て瞬時に顔を引きつらせた。

　キスされて負ける。

　それは僕を縛る絶対のルール。白瀬傑すぐるにキスをすれば、一つ命令が出来る。この事実に気付かれてしまえば、悪用されることは必至。

　場が硬直する。身動き一つ取らず、表情一つ動かさず。それぞれがそれぞれの考えを巡らせているようで、脳の回転する音が聞こえるような気がした。

　屋上での一度目のキス。僕は凪沙の命令に従い、ターゲットを明かした。

　僕の家での二度目のキス。僕は先んじて命令を求め、凪沙を抱擁した。

　そして今の発言だ。凪沙が気付いてもおかしくない材料は揃そろっている。

　最近分かったが、僕は言い訳がめちゃくちゃ下へ手ただ。誤ご魔ま化かせばきっと墓穴を掘る。

　頼む、気付くな──

　天にまします縁結びの神に祈りを捧ささげてみる。だが、大たい抵ていの祈りは叶かなわないものだ。

　凪沙の目線がゆっくりと僕の方へスライドされるのを確認した、次の瞬間──突如として僕の唇を塞いだキジトラに、凪沙の口づけがヒットした。

「あたしってば、ナイスプレーじゃない？　さっきのチョンボは帳消しでいいよね？」

　見事スキル発動を間に合わせ、玄岩がしたり顔。いや、その点については後で反省会な。

「む、防がれたですか」

　一方の凪沙は唇を親指で拭いながら、ボス敵の攻略法を見つけた時のような、一足早い勝利の笑みを浮かべた。

「でも、ふふ、そういうことだったんですね。なるほどなるほど、です」
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「それで、画面端からのコンボが超スゴくて──」

　昨日からクラス公認カップルとなった僕らは、昼休みの教室でとりとめの無い話を広げていた。周囲からの視線がバリバリと刺さる中、玄岩は驚くほど自然体だ。僕の机に座って、フルーツ牛乳のパックを片手に、僕を見下ろす形で尽きぬ話題を舌に乗せ奏でる。

「ねーちょっと白瀬、聞いてんの？」

「や、ごめん。周りの目で気が散って」

「ったく、いちいちそんなん気にしてもしゃーないじゃん。むしろ見せつけるくらいでいかなきゃ。ほら、ピースして」

　達観したようなことを言いながら、素早くスマホを取り出し流れるような動作で自撮りをぱしゃり。半目の僕が液晶画面に映し出されて、「えー、キモ」と玄くろ岩いわがワンタッチで削除した。おい、傷つくぞ。

「肝が据わってるよな、君は」

「そう？　てかもしかして今日六日じゃない？　あそこのカフェの新作ドリンクの発売日じゃん。へいカレシぃ、一緒に行こうよ」

「叩たたくな、痛いっての。というか期末試験前だろ。勉強はしなくていいのか？」

「えー。勉強なんてつまんないし。今しか出来ないこと、沢山あるじゃん」

「コツコツと勉強する習慣を付けるのも今しか出来ないことじゃないか。君だって、今はともかく、これから本気で勉強する必要が出てくるかもしれないだろ」

「え、うわ。まっじめ。引くわ……じゃなくて、えらいえらい。エジソンくらいえらい人」

「投げやりな褒めを挟んでくるな。雑に頭を撫なでるな」

「大事なカレシの良いところは褒めて伸ばさないとだかんね」

　登校時も、教室移動も、休み時間も、僕らはなるべく一緒にいた。二人きりで会話の間が持つかとはじめは不安だったが、話してみれば玄岩は結構おしゃべりで、むしろ楽しいくらいだ。今日の午前中だけで僕は彼女のことを色々と知った。兄と弟がいること、牛丼が好きなこと、『ＦＰＦ』だけでなく色んなジャンルのゲームが得意なこと。だけどＲＰＧだけはレベル上げが苦痛でやらないこと。

　知ってしまったら、戻れない。悠ゆ乃のはそう言っていた。

　僕ははじめ、それが後ろ向きなことだとは思わなかった。だけど今は、やっぱり違うかもしれないとも思う。玄岩と付き合うことは未み来らい永えい劫ごうないだろう。でも、友人としてなら仲良くやれそうだ。なのにこのゲームが終われば、僕らがこうして過ごした日々は書き換えられる。コクハクカルテットに参加しなければ、僕らが話すことなんてなかったはずだ。だからきっと僕らは赤の他人に戻ってしまう。それはとても、悲しいことだ。

　なんて、センチな気分を抱きながら、僕は席を立った。玄岩が「どしたん？」とついてこようとするが、流石さすがにトイレにまで連れ込んだら僕の学生生活はおしまいだ。丁重にお断りして、教室を出る。だが廊下には、待ち構えていたかのように悠乃が立っていた。

「……傑すぐるくん。ちょっといい？」

「いいわけない、だろ」

　僕は警戒して、悠乃から距離を取る。……どうする？　玄岩のところに逃げ込むか？

「愛あい華かのことで、少し、話がしたいだけ。……だめ？」

　小首を傾かしげてそう言われてしまうと、あからさまな罠わなとわかりながらも断りづらい。悠ゆ乃のの気持ちを聞いて、玄くろ岩いわのアシストをするチャンスでもある。仕方なしに、キューティクル抜群の毛先を追いかけるように悠乃の後ろをついて歩く。幸いにも、手元から玄岩に警護要請を入れるのは簡単だった。

　階段を上り、踊り場の奥で悠乃が立ち止まる。僕はちらりと階下を見やって、息を長く吐き出した。なんて見事な位置取りだろう。本当に、青あおヶが島しま悠乃は恐ろしい敵だ。

「傑すぐるくん。……不本意だけど、わたしも、切り札を使った」

「……なんだって？」

　いきなり玄岩の話じゃないじゃないか。騙だましたな。でも文句も言えず、僕は悠乃の言葉に全力で耳を傾けざるを得ない。

「切り札【巧妙な罠】。わたしに三回嘘うそをつくと──あなたはわたしに、逆らえなくなる」

　僕はじいっと、悠乃の瞳を覗のぞく。悠乃の切り札は本当にそんな効果なのか？　そもそも本当に使ったのか？　判断がつかない。昨日の意趣返しに、僕は見事に惑わされる。

「本当に、愛あい華かにキスをされた？」

　質問とともに投げかけられた疑うたぐり深ぶかい視線が、僕の一挙手一投足を監視する。

「ああ。日曜日、君とのデートの帰り、家の前で待ち伏せされてて、キスをされた」

「愛華は、どうして傑くんの弱点、知っていたの？」

「……いや、参ったよ。玄岩の観察眼が凄すごくて、僕の唇に秘密があるってバレてたんだ」

　これでもう、二回嘘をついた。そして次に来る質問は──決まっている。

「愛華の切り札の効果は、本当？」

　もし悠乃の切り札が本当なら、もう嘘はつけない。本当か、ブラフか。彼女は何な故ぜ、切り札を目の前で使わなかった？　こうやって迷わせるために？　ああくそ、こうして迷った時点で、自分から嘘だと言っているようなものじゃないか。どうしたらいい？　とにかく、答えなければならない。悠乃のかいた裏の、裏をかいて。

「玄岩の言っていたことは、全部本当だ」

　沈黙。背中がじわりと汗で濡ぬれる。いや、僕の答えが正しいはずだ。悠乃の切り札が本当にその効果なら、わざわざ明かさずに僕に三回嘘をつかせればいい、それだけの話だ。

「……流石さすがは傑くん。騙されなかった。つまらない」

「騙されたも何も、僕は本当のことを言っただけだ。それ、二重トラップのつもりか？」

「お見事。案外、引っかからない」

　悠乃は音を出さずに小さく拍手で、僕を称たたえた。

「それより本題だ。玄岩のことで話があったんだろ？」

「話なんて、ない。わたしが好きなのは、傑くんだけ」

　その態度は昨日から一貫して変わらない。やるせなくて、僕は拳を握る。これは僕のエゴだ。本来、押しつけることじゃない。それでも、悠ゆ乃のには言っておきたかった。

「なあ、一個だけいいか、悠乃。……玄くろ岩いわから、目を逸そらさないでくれ。玄岩の気持ちに、頼むから、向き合ってやってくれよ。君は玄岩に、もっと色々伝えることがあるはずだろ。話すことがあるはずだろ。君達たちは、親友だったんだから」

　関係を終わらせることを選ぶなら、ちゃんと清算するべきだ。

「カルテットが終われば、消えるのに？」

「そうだ。それでも今ここにいる玄岩を蔑ないがしろにしていいなんて考え方は、間違ってる。終わらせるのだとしても、正しい過程で、終わらせてやってくれ」

「どうして。愛あい華かだって、ずるいのに」

「……それは否定しないよ。君には同情する」

　嘘うそをついていたのは玄岩だ。騙だまされたのは悠乃だ。でも悠乃だって、現状維持に加担した共犯だ。彼女は後悔しているだろう。もっと早く話していれば、と。僕だってそうだ。凪なぎ沙さにずっと、嘘をついていた。好きなのに、好きじゃないフリをして、こんなに関係をこじらせて。カッコなんてつけないで、僕は最初からもっと言葉を尽くすべきだった。

　悠乃はしばし唇を強く引き締める。その隙間から、不満げな吐息が漏れ聞こえた。

「だったら！」

　らしくない大声を出して、悠乃は必死に眼まなこを見開いて僕に詰め寄り、両肩を掴つかんだ。その瞳に燃えさかるのは、僕へぶつける感情よりも、よっぽど大きいものに見えた。

「……あなたの切り札、愛華に使わせて」

「なら、僕にキスしてそう命令することだな」

　悠乃は黙って、僕の肩で自重を支えたまま、何かを考え込むように唾を飲んだ。

　そして──強引に、僕の唇に迫った！

　だが次の瞬間。僕の肩にかかった体重は消え、悠乃はその場で尻餅をついた。良かった。時間停止がちゃんと間に合った。

　僕は階段の下、手すりにもたれて肩で息をする優秀な護衛に視線を向ける。

「助かったよ、流石さすがは僕の彼女だ」

「ぜえ、はあ……、まぁ、ね？　……ったく、悠乃のくせに、かわいくない対策してくるじゃん。どこであたしの弱点知ったわけ？」

　悠乃は片膝を立てて座り込んだまま、悔しそうに答えた。

「……何度も見れば、予想はつく」

　息を乱した玄岩は、悠乃の返答に肩を竦すくめながら、一段一段とこちらへ上ってくる。

　玄岩のスキルには、二つの弱点がある。発動時間と立ち位置だ。

　一、発動時間は五秒。──玄岩が屋上で制服を着たとき、リボンだけは動いた時の中で結んでいた。五秒のうちにリボンまで手が回らなかったからだった。

　二、効果終了後、元の位置に戻る。──玄くろ岩いわが時間停止を使うとき、彼女の立ち位置は時間停止後もピッタリ同じ位置にいる。だからどれだけ時を止めても、五秒で届かない場所には行けないし、瞬間移動のようなことも出来ない。

　今回の時間停止で説明するならば、玄岩はまず時間を止め、全力で階段を駆け上がり、悠ゆ乃のを僕から引き離した。ここまでで五秒。効果終了後、彼女は再び階下に戻された。

「悠乃。これで分かっただろ。僕と玄岩の仲を、君は裂けない」

　だが悠乃は、僕の言葉にちっとも動じる様子を見せず、スカートの後ろを払いながら立ち上がる。踊り場までやって来た玄岩を見つめながら、無表情に溜ため息いきを吐ついた。

「たった一日と半分。それだけなのに、ひどく胸が苦しい」

　悠乃は自分の胸元をぎゅうと握り締める。俯うつむいた前髪で陰ったその目は、何を見ているのか。

「愛あい華かがいないのは、寂しい。クッキーが美お味いしくて涙が出たのも、初めて。……愛華と離れたくなんて、ない。でもわたしは、たぶん、あんなに泣けない」

　あんなに泣けない。それは何を意味しているのだろうか。僕も玄岩も、聞き出せない。今無理に聞いたら、玄岩の勝ち目が消えてなくなる。そんな気がして。

　代わりに僕は「悠乃」と呼びかける。目線がこちらに戻り、悠乃は思い出したように「そういえば」と口を開いた。その表情は、どこか僕を試すようで。

「傑すぐるくん、教えてあげる。本当はもう、切り札は使っている。あなたに対して」

「……それも嘘うそ、なんじゃないのか？」

「本当。仕掛けた罠わなが、効いてくるのが、楽しみ」

　悠乃は僕の額にちょこんと指を触れると、髪をなびかせながら階段を駆け下りていった。僕はといえば、自分の身体からだに変化がないか確かめるため、あちこちを触っている。

「ねえ白しら瀬せ、どう思う？」

「……特に変化はない。変わらず僕は凪なぎ沙さが好きだ」

「はあ、そうじゃなくって。あたしと悠乃のこと」

「ああ──まだ、駄目みたいだな。でもさ、悠乃の中では間違いなく変化があった。それがどう転ぶかは、まだ分からない。だけど希望はあるんじゃないか？」

　僕の言葉に、玄岩はフラットな声音で「そ」とだけ呟つぶやいた。彼女は今、青みがかった瞳の奥で、何を考えているのだろうか。
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　悠乃が既に仕掛けたという罠。それは一体なんなのか。

　あれからかれこれ数時間、思考のリソースをずっと割いているというのに、仮説の一つも浮かばない。今のところ、まったく変化が見つからないのだ。それとも何か条件が満たされると発動するのだろうか。

　ゲストルームにぴんぽんと音が鳴る。ドアホンからは「こんにちは！　ピザのお届けです！」との声。どう聞いても僕の唇を狙う不届き者の後輩の波長に一致した。

　僕はスマホで玄くろ岩いわを呼び出した上で、細心の注意を払いながらドアを開けた──途端、唇を思いっきり突き出した凪なぎ沙さが飛び込んできた！　……が、念のため口元に用意しておいたキジトラ選手があっさりと防いでくれた。大活躍だ。

「なんで防ぐんですかっ！」

「いや、当然だろ」

「むう。まあいいです。そんなことより、期末試験の勉強、教えてくださいです！」

　元気いっぱいにずい、と一歩踏み込んでくる凪沙。僕はずい、と彼女を押し返す。

「いや魂胆は見えてるぞ、そうやって隙を突いてキスする気だろ」

「そっ、それはそうですけど！　でも一割くらいは本気で勉強がやばいので、教えて欲しいです。一割でいいので！　一割だけ私を入れてくださいっ！」

「突然九割引になって入ってこようとするな！」

　力任せにぐいぐいと身体からだを押し込んでくるものだから、結局僕は、凪沙の熱意に押されてしまう。

　どっちみち僕も僕で、凪沙には切り札を使わせる必要がある。ある程度のリスクを取っても、ここは凪沙を招き入れるのが得策だろう。

「分かった、ただし二人きりはダメだ。僕らは男女で、今の僕には彼女がいる」

　かりそめの相手とはいえ、操立てはしっかりと。自分で思うけど面倒くさいな僕は。

「男女！　そうです！　私達たちは男女です！　ええ、何かあれば簡単に過ちを犯してしまうほどに男女ですねっ！　そのくらい互いに意識し合っているわけですよね！」

「前向きな捉え方だな……」

「前向きなのは私の取り柄ですから。そうじゃなきゃ、こんなつれない人にいつまでも粘着しないです」

「それ、僕はどう答えるのが正解なんだ？」

「黙って抱きしめた後、プロポーズをして、ハワイで挙式するのが正解です」

「君はいつも多くを求めるな」

　玄関先でいつもの調子のやりとりをしているうちに、凪沙の背後に敏腕ボディガードが到着した。警護要請から僅か一分三十秒後の到着。安心安全のセキュリティだ。

「やっほ、凪沙ちゃん。今日こそはあたしにリベンジ、したくない？」

　両肩をしなやかに握られた凪沙は「はうっ！」と飛び上がり、玄岩に振り向く。

　玄岩は挑発するように口の端を吊つり上あげ、肩に下げた麻の鞄かばんから『ＦＰＦ』のソフトを取り出した。

「あたしが勝ったら、凪なぎ沙さちゃんはあたしの質問に一つ答える。凪沙ちゃんが勝ったら、二人きりで勉強するのを許可する。これでどう？」

　玄くろ岩いわが僕をチラ見する。なるほど、これは玄岩なりのアシストのようだ。凪沙が負ければ、切り札の内容を聞き出せるって寸法だ。

「え、いや、その、それより勉強を、ですね……」

　おっと？　凪沙は恥ずかしそうに縮こまり、鞄かばんを前に抱える。僕に告白する前くらいもじもじして、何かを言いあぐねている。まさか凪沙、君は。

「……もしかして、本気でヤバいのか？」

「ま、まあ、事前に担任に呼び出しを受けるくらいには、ですけど？」

「ですけど？　じゃないよ。お墨付きでやばいじゃないか。何が一割やばいだ。……こうなったら仕方ない、か。今日だけだぞ。今日だけはカルテットのことは忘れて、凪沙を全力でサポートするよ。同じ学校の先輩として」

「さすが傑すぐるせんぱいっっっ！　大好きですっ！　付き合ってくださいです！」

　抱きついてこようとした凪沙を、背後から剥はがしの玄岩ががっちりとガードする。

「ダメだよ～凪沙ちゃん？　今の白しら瀬せはあたしのものなんだからさっ」

　耳元に息を吹きかけるような玄岩のウィスパーボイスが、凪沙を震わせた。

「ぬ、ぬあ、はぅっ！　でもっ、嘘うその恋人だって、言ってたじゃないですかっ」

　そのまま玄岩は、凪沙の身体からだをまさぐったり、くすぐったり。

「え～、でも、嘘だとしても自分のカレシに手を出されるのはいい気しないなぁ～」

「ちょっ、にゃんっ、やめっ、ずるいですよっ、どくっ、独占禁止法です！　モノポリーですっ、あふっ、市場の失敗ですっ！」

　玄岩のテクニックにより、時たまあらぬ方向に首を動かしびくびく跳ねる凪沙。嬌きよう声せいが漏れ、頬ほおが紅潮し、これは非常に……目に毒だ。僕は目を逸そらして、ちゃぶ台と座布団をセットし始める。準備が終わってもまだ続く戯れに、僕は大きな溜ため息いきを吐ついた。

「い、いいから二人とも、勉強するぞ！」

　号令を掛けると、「はっ、はいです！」「は～い、これ終わったらね」「これどうなったら終わりなんですか!?」と元気な声が部屋に響いた。

「…………困ったです。まったく分からないです」

　開始三十秒で頭を抱えた凪沙の手元を見る。やや複雑な図形問題だ。僕はシャーペンでポイントとなる部分を指す。

「こういう時は落ち着いて考えるんだ。ここの角度を知るためには、ここが分からなきゃいけない。そのためには更に、ここを見る。こうやって、ゴールから逆算していくといい」

　凪沙はふむふむ、と強く頷うなずきながら、しかしその瞳は僕を凝視している。あの、話聞いてました？　僕も頭を抱えたくなっていると、隣からボールペンが侵略してきた。

「てかそれ、ここに補助線引けば秒で解けるよ」

　それはもう、宇宙人が新たな文明をもたらすかのような、画期的な教えだった。

「……へ？」「……は？」「……何？　なんか文句ある？」

　不機嫌に頬ほお杖づえをつく玄くろ岩いわの手元には、スマートフォンが横向きに置かれているだけ。

「おかしいだろ。なんで玄岩が勉強出来るんだ？」

「白しら瀬せあんた、仮にも彼女になんなのその言い草っ！　ひっどいな、あたしがいつ勉強が苦手だなんて言ったわけ？」

　キジトラのぬいぐるみを巧みに操り、玄岩は僕の頬に柔いパンチを入れてくる。

「まさか、こんなに遊んでばっかりの玄岩が、優等生だったなんて」

「わっ、私は最初から分かってたですよ？　愛あい華か先輩の目、どこからどう見ても聡そう明めいさに満ちあふれてるですからねっ！」

　つまり、ノートを取っていないのは言われたことを全部覚えているから。勉強する必要がないのは初めから出来るから、ということだ。

「勉強なんて、ゲームと一緒じゃん」

　あっけらかんと告げる玄岩。彼女の言うことも分からないでもない。対策して、練習して、記憶して、結果が出て、上達していく。そのプロセスは勉強もゲームも確かに一緒だ。

　だとしても。僕はだらしなく腕を前に投げ出して、ちゃぶ台に頬をつけて不満を表明する。

「……やっぱり、腑ふに落ちない」

「やっぱ文句あるんじゃん。ＦＰＦ勝負ならいつでも受けて立つかんね。負けた方があたしの足の指を舐なめること。え、何その罰ゲーム。ちょっと白瀬、キモいんだけど」

「とてつもない理不尽！」

　僕は玄岩にキジトラキックをお見舞いする。無駄に時を止めて、わざわざ白刃取りで受け止める玄岩。そんなやり取りを前に、凪なぎ沙さがひとり「ふふっ、あははっ」と笑い出す。

「なんだか……こういうの、楽しいですね。すごく、懐かしい感じがするです」

　楽しそうに語る凪沙は、けれどもどこか遠くを見ているようだった。
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　翌日も、僕らの前に敵は立ちはだかった。玄岩の猛プッシュに負け、駅前のカフェに新作ドリンクを飲みに来たらば。

「……奇遇」

　僕と玄岩の座る丸テーブルに悠ゆ乃のがふらりと、さも当たり前のように現れる。片手には僕らの飲んでいるのと同じ、ピーチのドリンクが収まっている。

「悠ゆ乃の、桃嫌いじゃなかった？」

　玄くろ岩いわはすかさず悠乃の手元を冷たく指差し、暗に牽けん制せいした。

　嫌いなものをわざわざ飲みに来るわけがない。つまりこの邂かい逅こうは奇遇ではなく必然だ。全知の能力で事前に知っていたのか、それともシンプルに尾行してきたのか。

「……弱点を克服しようとしている。高みを目指すため」

「好き嫌いをなくして到達する高み、どこにあるんだよ」

　僕の問い掛けを優雅に無視し、悠乃はちゅう、とストローを吸う。一瞬、般はん若にやのような顔になって、すぐに戻った。本当に嫌いなんだな。

「じろじろ見て、何？　……馬でも呼ぶつもり？　無駄。わたしには乗馬の経験がある」

「いやー？　悠乃は寂しくてあたしについてきちゃったのかな、って考えてただけだけど」

「……違う。今日も、傑すぐるくんの唇を、狙いに来ただけ」

「ふーん、そ。ま、どっちにしたって、駄目だから。悠乃とはもう、一緒にいられない」

　悠乃を視界からシャットアウトして、玄岩は僕に向き直る。わざと悠乃を突き放すのは、玄岩も内心つらいだろう。僕まで気まずくなってきたところで。

「あっ、傑先輩、奇遇ですねっ！　まさかコソコソ誰かをつけ回す青あおヶが島しま先輩の後をつけたら傑先輩に会えるなんて！」

　果たしてそれを奇遇と呼ぶのだろうか。ぶんぶんと手を振る凪なぎ沙さが駆け寄ってきて、しかし僕ではなく、悠乃の前に立った。

「どうも、初めまして青ヶ島先輩っ。私の傑先輩を随分とたらし込んでくれたみたいですね？　この対価、高くつくですよ？」

　ニッコリと首を傾かしげる凪沙だが、まったく目が笑っていない。一方的に喧けん嘩かを売られた悠乃は、平常運転の無表情で応じる。

「初めまして、朱と鷺き羽わ凪沙。……泥棒猫の侵入を許す方が悪い。……ね、傑くん？」

「ちょっと待て悠乃、君の自己認識、泥棒猫でいいのか？」

「くううー、見せつけるように下の名前で呼び合いおって、ですっ」

　両手を握りこんで、ぎりぎりと歯を食いしばる凪沙。小物感が凄すごいな……。というか僕は、この光景をどんな気分で見ればいいんだ？

「いや、凪沙ちゃんも下の名前で呼び合ってるじゃん」

　玄岩がナイスな指摘をすると、凪沙はふっと脱力し、一旦落ち着きを見せる。

「あっ、あれ？　確かにそうでした。いや、でもそれとこれとは話が別で、私の専売特許というかなんというかですね！」

「……キスも、した」

　勝ち誇ったように悠乃が追撃する。凪沙に「ぐふぅっ！」とクリティカルヒット。凪沙は口をあんぐり開けて、からくり人形のようにゆっくりと、こちらを向いた。その瞳には生気が灯ともっていない。いや、違うんだ。それは。

「でもっ、でもですねっ、わ、わわ、私はもう、二回もしてますから。なんと青あおヶが島しま先輩の二倍ですっ！」

　凪なぎ沙さはびしいっ、と悠ゆ乃のの鼻先に指を突きつけた。一回の差をなんとしても大きく見せようとしている……！

「く……、負けた」

「私に張り合おうとしたって、そうはいかないですよ？」

　凪沙はふふん、と鼻を鳴らす。対する悠乃はといえば、あまり悔しがる様子はなく、ちら、と僕らの方に視線をよこす。

「でも、愛あい華かは……傑すぐるくんと、付き合っている」

　その瞬間。僕はようやく、悠乃の狙いに気付く。

「えっ、えっ、あっ──そう、です、けど」

　凪沙も気付いたようだったが、時既に遅し。完全にやられた。

「そう。朱と鷺き羽わ凪沙。何な故ぜあなたは、わたしにつっかかった？　泥棒猫は、むしろ──」

　悠乃は真まっ直すぐ、玄くろ岩いわを指差す。

「ちょっと悠乃、人聞き悪くない？　そこはさー、正妻って言ってくれない？」

　玄岩は落ち着き払った様子で、おどけて誤ご魔ま化かしてみせる。だけれども。

「朱鷺羽凪沙は、愛華を差しおいて、あたしをライバルと見なした。……つまり愛華は、嘘うそをついていた。やっぱり、付き合っているフリだった」

　悠乃は容赦なく看破する。作戦決行三日目にして、あっさりとバレてしまった。凪沙に本当のことを言ったのが、まさかこんな風に利用されてしまうなんて。

「ご、ごめんなさいです、愛華先輩」

「んーん。仕方ないよ凪沙ちゃん。でも……はーあ、そっか、そーなっちゃうわけね」

　玄岩は思い切り伸びをする。だが焦った様子はなく、寧むしろスッキリしたように。それから両肘をテーブルに乗せ、組んだ手の甲に顎を乗せた。

「で、それがどうしたのさ、言ってみなよ、悠乃。それが分かったからって、何か変わるわけ？　ゲームの終わりがちょっとズレるだけ。べつに状況は何も変わんないから。悠乃が白しら瀬せを選べばそれでおしまい。悠乃の中のあたしと、あたしの中の悠乃が消える」

　開き直ったように、玄岩は刺とげ々とげしい言葉を、親友に、想おもい人に、投げつける。

　それを受け止めたのか、それとも胸に刺さったのか。悠乃はやはり、何も答えない。

「ねえ悠乃。今週の日曜、デートしようよ。ホントはもっとギリギリに誘うつもりだったけど、こうなっちゃったから、今言う」

　悠乃は困ったように僕の方をチラリと向いて、すぐに玄岩に向き直る。きっと悠乃の中では今、僕の言葉が思い出されているのだろう。玄くろ岩いわ愛あい華かに向き合え、と。

「あたし、絶対、悠ゆ乃のをドキドキさせてやるから。あたしを選んだ方が幸せになるって、思わせてやるから。だから──覚悟しててよ、青あおヶが島しま悠乃」

　勢いよく立ち上がった玄岩は、自分の胸に親指を向けて、顔を真まっ赤かにして、高らかに宣言した。

「……さっ。もう行くよ、白しら瀬せ」

　玄岩は悠乃の答えを待たずに、飲みかけのカップを片手でテーブルからかっ攫さらう。僕らには一いち瞥べつもくれず、ポニーテールが出口へと遠ざかっていく。残ったのは、困ったように立ち尽くす凪なぎ沙さと、呆ぼう然ぜんとしている悠乃。ここにいるのはまずいな。僕も脚長の椅子から着地し、玄岩を追いかけた。

　だがすぐに、僕の右手に何かがぶつかった。その衝撃で、カップを持っていた手を離してしまう。自由落下に任せて落ちていくドリンク。「あっ」と声を上げるがもう遅い。瞬まばたきする間もなく床に飛び散るだろう。そんな思考が巡り終えた頃には、カップは再び僕の手の中に戻っていた。時間停止スキルがもたらした、神がかり的セーフ。

「悪い、玄岩──」

　前を向くと、僕の眼前には玄岩ではなく凪沙の背中があった。そこで気付く。僕がさっきぶつかったのは、僕を追い抜かした凪沙だったのか。僕の言葉を遮さえぎって、凪沙がばっ、とカウンターの方を指差す。

「あの、お二人とも。あれ、なんか変じゃないですか？」

　僕と玄岩は同時に、新人らしき店員さんの方へ首を向ける。……が、一見、何の変哲もない光景だ。一体何がおかしいんだ？　間違い探しに意識が持っていかれた、その瞬間。

「隙あり、ですっ！」

　完全なる不意打ちだった。

　意識の外から凪沙の顔が現れて、認識した時にはもう僕の唇に迫っていて。──勝ったのは、玄岩の反射神経だった。

「ふっ、ふがふが!?　ふがふがふが!?」

　突如として凪沙の口に咥くわえさせられたストローが、上下にぺこぺこと動く。……って、そのストロー僕のじゃないか！　なに大おお雑ざつ把ぱに間接キスさせてるんだよ！

「あー、じゃあ、またな凪沙。ちゃんと勉強するんだぞ」

　華きや奢しやな肩をぽんと叩たたくと。

　──間接キス、ごちそうさまです。

　そんなの、僕はなんて答えればいいんだよ。返事はせずに玄岩に追いつく。が、僕に気付いても彼女は立ち止まったままだった。

「……？　どうした、玄岩。出ないのか？」

「ん？　あー、ごめん、ちょっと待って」

　玄くろ岩いわは気まずげにポニーテールをいじりながら答える。それからすぐ、何事もなかったように足を踏み出した。何な故ぜだろうか。たったそれだけのことで、僕の胸に、言い得ぬ違和感が生まれた。
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　襲撃は、何度も続いた。

　僕らの偽装関係が悠ゆ乃のにバレたとはいえ、僕らは交際を解消しなかった。むしろ解消すれば僕らが二人きりでいる方が不自然になる。僕の唇は依然狙われ続けたままだ。

　悠乃はやはり、僕に隙が出来るタイミングを熟知しているようだった。たとえば玄岩が手洗いに行っている僅かな時間に。体育の授業中にぶつかってきた時は危なかったし、夜食の買い出しの時に闇に紛まぎれて現れた時は心底驚いた。

　一方で凪なぎ沙さは、もっぱら力技で僕の唇を狙ってきた。教室の近くで待ち伏せして曲がり角から急に現れたり、屋上の時のように校庭でかっ飛んできたり、毎日のようにゲストルームに押しかけてきたり。

　それでもなんとか回避し続け、金曜日の放課後まで僕の唇は無事に守られた。

「で、白しら瀬せ。そっちの進捗は？」

「やや悪い」

　隣を歩く玄岩に、僕は雲を眺めながら答える。悠乃の切り札が使われた、というのは一旦信じるとしても、僕の身にこれから何かが起きるわけで、対応出来るか不安でしかない。凪沙の切り札については、全く進捗していない状況だ。順調とはほど遠い。

「君の方は……デートの準備はどうなんだ？」

「今めっちゃリサーチ中。悠乃の好きなものだけで構成した最強のデートプランを組んでるとこ。ついに悠乃と正真正銘のデートができるの、ほんっと、楽しみなんだよね」

　わきわきと腕を振る玄岩の姿は、風貌の割に幼げで微笑ほほえましかった。かと思えば、夏風に吹かれてすぐに真顔に戻り。

「……なーんて、言い切れたらいいけど」

「いやに冷静だな」

「だって、あんたに勝てる気がしないから」

　いやに弱気に吐き捨てた玄岩は、小さな石ころをつまらなそうに路傍へ蹴った。

「そんなにか？　一体悠乃は、僕のどこがいいんだ？」

「そこだよそこ。一体悠乃はあんたのどこがいいわけ？」

「人に言われると微妙にムカつくな」

「そうじゃなくってさ。悠ゆ乃ののツボがわかんないって話。どの土俵で戦って勝てばいいのかわかんないから、勝てる気がしないってこと」

「なら、僕よりも激しく号泣してみればいいじゃないか」

「え、普通に嫌だけど……あたし達たちもう高校生だよ？」

「悪かったな、恥ずかしい奴やつで」

　なんなんだ君は。拗すねるぞ。損ねた機嫌の分、歩速を上げてみる。でも玄くろ岩いわはついてこない。後ろを振り向くと、同じタイミングで彼女もバッと身体からだをターンした。

「……で、そこのストーカーちゃんはなにしてるわけ？　って、ストーキングに決まってるか」

　驚いたことに、電柱の陰から見知った顔がこちらを覗のぞいていた。彼女は玄岩とバッチリ目が合って、動けなくなっている。

「んなっ、な、違うです、私は私立探偵ですよ！　決して怪しい者ではないですっ！」

　慌てて顔を隠すストーカーちゃんはハンチング帽を目ま深ぶかに被かぶっていたが、制服とのミスマッチ具合でむしろ目立っている。そもそも私立探偵は実質ストーキングが仕事だ。

「それで凪なぎ沙さ。僕らに何か用か？　キスをするつもりなら無駄だぞ」

　電柱に問い掛けると、「だっ、だから、ですね」と凪沙が走り寄ってくる。

「ごっ、誤解ですよ。決してやましい気持ちはなくてですね！　これからちょっと傑すぐる先輩のお部屋と唇と心に押し入り強盗、もといお勉強を教わりに行こうと思ってたです。ほら、傑先輩があの部屋にいられるの、明日までじゃないですか」

　全然やましい要素入ってるんだが。

「というか君、毎日のように強盗しに来てるけど、今のところ何も持って帰れてないぞ」

「何を言うですか。お菓子とか、ジュースとか、いつも美お味いしくいただいてるです」

　いや寛くつろいでるだけじゃないか。ツッコもうとしたところで、凪沙が儚はかなげに笑った。

「……それに、お二人と一緒にいるの、なんだか昔に戻ったみたいで楽しいですし」

　昔に戻ったみたいで、か。

　それは最近、凪沙が時々口にするワードだ。

　僕はすぐに、彼女の心象にある風景と同じものを思い浮かべられた。──美み凪なぎと僕がいて、ときどきその間に凪沙がいて、凪沙を可愛かわいがる。そんな関係。

　凪沙はそれを今、僕と玄岩に重ねているようだった。

　そのビジョンを共有できていない玄岩が、退行した時間に割って入る。

「つか凪沙ちゃん、もったいぶってないで、切り札を使った方がいいんじゃない？　早くしないと白しら瀬せ、あたしの身体のトリコになっちゃうよ？　昨日の夜だって白瀬、ハリキリすぎてぎっくり腰に──」

「おい待て唐突に偽の回想シーンを挟もうとするな。しかもちょっと恥ずかしいな」

　僕らのやり取りに、凪なぎ沙さがくすくすと鼻を鳴らす。

「ふふ。本当に、お似合いですよ」

　……今日の凪沙はどこか変だ。おかしい。胸のあたりが無性にざわつく。

「いや、何言ってるんだよ。僕らはそういう関係じゃないって、分かってるだろ」

　凪沙の狂ったリズムに引っ張られてか、僕はつい声を荒らげてしまった。それに臆することなく、凪沙は僕の手を取って、落ち着かせるように僕の心に直接語りかける。

　──傑すぐる先輩は、戻りたいとは思わないですか？

　なに、言ってるんだよ。

　強い日差しが雲を抜けて僕を照らす。一瞬、目が眩くらむ。

「思わない。……いや、楽しかったのは事実だよ。でも思い出は、過ぎ去ったからこそ綺き麗れいなんだ」

　流れるように口から綺麗事を吐きながら、自分で辟へき易えきする。思うさ。戻りたいに決まってる。当たり前だろ。だけどそれは逃避だ。未来から目を背けて、自らの歩んだ過程を無視する行為だ。だから僕は、彼女の手をゆっくりと離す。

「そう、ですか」

　凪沙は一歩退いて、それから今度はいつもの調子で僕に寄ってきて。

「──別に、もったいぶってるつもりはないんですよ？」

　どうやら、切り札の話に戻ったようだった。気付いて相あい槌づちを打つよりも前に、凪沙は言葉を続けた。

「本当は使ってしまいたかったです。でも、使用条件が満たせてないだけです。……ちゃんと、しかるべき時が来たら使うですよ。傑先輩の心を奪うために」

　凪沙は宣言して、僕の胸を真まっ直すぐ指差した。その指先は、ギリギリ僕に届かない。

「それは、楽しみだ」

　僕はその僅かな隙間を埋めるよう前進する。ほんの少しだけ触れた一点が、熱くなるような気がした。

　──どうして傑先輩は、そうやっていつも。私にくっついたり、離れたり。

　心の扉に投とう函かんされた問い掛けに、僕は心の内で答える。君のことが好きだからだ、と。

　僕らの様子を玄くろ岩いわが生暖かい目線でじろじろ眺めて、はあ、と深く溜ため息いきを吐ついた。

「あーもう、じれったいなあ、ほら白しら瀬せ。見なよコレ」

　僕に何かを見せる玄岩。彼女の手には、一枚のカードが──って、え？　これは。

【この切り札は、使用者とそのターゲットの願いが一致した時、使用できる】

【ターゲットの願いを一つだけ叶かなえる】

「そっか。ははっ、これが凪沙の切り札か」

　表裏ともに明かされた凪沙の切り札【二人の幸福】の効能は、いかにも凪沙に相応ふさわしい、優しい内容だった。思わず笑みを零こぼしてしまうほど。

「わっ、わわわっ!?　なんで愛あい華か先輩が私の切り札をっ！」

「ごめん凪なぎ沙さちゃん。だってさ、隠し持ってるのバレバレだったから。ほらほら、返してあげる」

　猫を釣るように、切り札をあちこちに挙げきゃっきゃと笑う玄くろ岩いわ。見事に釣られてなかなか取り戻せない凪沙。

「なんでちょっと意地悪に返すんですかっ、でもありがとうございますですっ！」

　と、言いながらも未いまだにキャッチできていない。

「そっか、僕の願いが叶かなうのか。ならステーキが食べたい」

「そういう方向性ですか!?　でも私はお肉よりお寿す司しが食べたいです」

「おっ。寿司もいいな。サーモンを限界まで頬ほお張ばりたい」

「あたしは天ぷら！」

「ちょっと!?　私の切り札、お食事券じゃないですよ!?」

　ようやく切り札を取り戻した凪沙は、ぷんぷんと頬を膨らませる。僕はその肩にぽんと手を置いた。彼女が僕の知らないうちに、どこかへ消えてしまわないように。

「そういえば凪沙。覚えてるか、日曜日」

　日曜日に二人でデートをする。そんな約束をしたのは今週の頭で、けれども遠い過去のようだった。凪沙はこくりと、僕を一いち瞥べつもせずに頷うなずいた。

「……はい。でも、いいんですか、本当に。私はもう、傑すぐる先輩の唇を狙う敵ですよ」

「その唇を狙わないって約束できるならな」

　僕は自分の唇の前で指を交差させ、バツ印を作る。彼女もニカッと笑って、バツ印を作った。

「はい。約束しますですっ！」

　彼女はふらりと僕の前に躍り出ると、力一杯背伸びして、つま先の危ういバランスでステップを踏む。そうして僕の唇に迫って──結局、身長の差で届かない。

「あくまで日曜日は、ですけどね？」

　語尾に合わせてはにかんで、首を傾かしげる凪沙。「ふふっ」と楽しそうに零すのがあまりに可愛かわいらしくて、心臓を握り込まれたような痛みを感じる。

　まったく、なんて調子の良い後輩だろう。僕はくつくつ笑うと、玄岩の方を見やった。

　玄岩は大人おとなびた微笑を僕らに向けて、ひとり、物憂げに腕を組んだ。





　　＊＊＊






　夢から覚めるのが苦手だ。

　あの微睡まどろみの中、どっちが現実で、どっちが夢だか、いつも分からなくなってしまう。

　そんな僕に、飴あめを舐なめればいいと提案したのは、美み凪なぎだった。

「傑すぐるはさ。いっつも寝ぼすけだよね」

　眠い目をこすると、むくれ顔で体育座りした美凪が、僕のベッドの枕元に寄りかかっていた。黒いカチューシャがよく似合っていて、ついつい見み惚とれてしまう。

「目覚めのキス、ありがとな」

「してないけどね」

　悲しいまでに即答だった。

「三回に一回は起こしに来る身にもなってほしいな。いっそ、集合場所ここにする？」

　数週間前に渡した合鍵を掲げて、冗談めかして美凪が笑う。それでも怒っている様子はない。心配かけられないだけマシ、と以前に言われたとおりなのだろう。僕はその言葉に、随分と甘えてしまっている。

「いいな。僕は絶対に遅刻しないシステムだ」

「ま、集合場所で寝てたら絶対に許さないけど」

　僕は「難易度が上がったかもしれない」と冗談めかしながら布団をどけ、伸びをする。

「ねえ傑、知ってる？　夢の感覚って、人によって違うらしいよ。色がついてたりついてなかったり。声が聞こえたり聞こえなかったり。痛くなかったり、痛いように感じたり」

「へえ。僕は……どうだろう。音は聞こえてて、色はついてて、……そういえば、味はしないな。さっきの夢でさ、凪なぎ沙さがこの前みたいなオムレツを作ってさ。でも大丈夫だった」

「それ、味覚が破壊された可能性があるんじゃない？」

　くすくすと美凪が笑う。「はは、まさか」と僕も笑った。

「じゃ、決まりね。傑は夢と現実が分からなくなったら、飴を舐めること。そしたらきっと、寝坊癖も治るんじゃない？」

　なるほど、と答えたその瞬間、複数の目覚ましが同時に鳴り響く。時計を止めた僕は、枕元の飴玉を取り出して舐める。味はしない。ああ──だからこれは、夢なんだな。

　ぱちり。自分の意思で目蓋を開く。勝負の日がやってきた。

　慣れたベッドで寝ると、やっぱり疲れも取れやすい。一日の初っぱなから冴さえた頭で、僕は自分の置かれた状況を整理する。

　僕らのやるべきことは単純明快。僕がターゲット変更の切り札を凪沙に使わせ、玄くろ岩いわが悠ゆ乃のへの告白を成功させるだけだ。

　なんて、簡単に言ってみたものの、きっと難しい戦いになるだろう。

　悠乃は結局、僕の唇を狙い続けた。そんな悠乃を、玄岩は本当に頷うなずかせられるのか。

　僕の方も、凪沙の切り札【二人の幸福】の効果は分かったものの、使って貰もらう手て筈はずは整っていない。それに、先週凪沙と話したとおり、僕らがゲームに求めるものは真逆で、相あい容いれそうにない。更には悠ゆ乃のの仕掛けた【巧妙な罠わな】がどこで発動するかも分からない。

　それでも悠乃の気持ちに変化の兆しがあって、凪なぎ沙さを説得するための台詞せりふも僕の胸の中に準備ができた。だからあとは、上う手まくいくと信じるしかない。

　僕はいつものドロップ缶とは別の、右端にぽつんとよけた缶から一粒だけ、ハッカ味の飴あめを取り出す。それを小さな袋に詰めて、そっとポケットに入れた。ハッカだけを含んだ缶は、めったに触らない。それでも今日は必要だと思った。どちらかといえば、お守りとして。

「絶対に、負けないからな」

　ひとり、心を固めて宣戦布告を呟つぶやきながら、勢いよくカーテンを開く。

　ぽつぽつと、雨が降っていた。

　窓の向こうで垂れゆく滴は、誰かの涙のようで。

「……幸さい先さき、悪いな」




　デートは現地集合の約束だった。僕と凪沙は同じ最寄駅だが、凪沙が待ち合わせのドキドキを味わいたいと言ったのでそうなった。……にもかかわらず、僕らは偶然にも乗換駅で事前合流してしまった。

「えへへ、私達たち、気が合うですね？」

「まぁ、それは否定しないよ」

　凪沙が嬉うれしそうに僕の手をにぎにぎと握る。僕はほどほどに握り返した。

「……雨、残念ですね」

「ああ。せっかくのデートなのにな」

　窓の外に目を向ける。ちょうど電車は高架を走っており、眼下の河川が不機嫌そうにゆらめいている。雨脚は強くはないが、折り畳み傘が必要なくらいには弱くもない。

「てるてる坊主、二十個くらい作ったんですけどね。おかしいです」

「作りすぎて喧けん嘩かしたんじゃないか？　坊主同士で祈き祷とうが打ち消し合った可能性がある」

「ま、飽きちゃったので坊主より鶴の方が多く吊つるしてあるんですけどね」

「誰の快気を願ってるんだよそれ。うるさくて坊主も本来の力を発揮できないだろ」

「それ、私のせいですか？　坊主の力量不足では？　鶴の千声がどれだけうるさくてもお客様の『ありがとう』のためなら全力を超えて働けるのではないですか？」

「ブラック職場やめろ！」

『次は──次は──。お降りの方は──』

　電車のアナウンスが僕らの会話に割り込んでくる。車両ががたごとと揺れるどさくさに紛まぎれて、温かな体重が寄りかかってきた。

「雨、止やんで欲しいですね」

「ああ、そうだな」

　同じような問いに、同じように僕は答える。

　すると凪なぎ沙さは鞄かばんから切り札を取り出し、人差し指と中指で挟んで、窓へ向けて掲げた。裏面に書かれた条件文【この切り札は、使用者とそのターゲットの願いが一致した時、使用できる】は、使用条件を満たしたからか、二重線で打ち消されていた。

「なら、私が傑すぐる先輩のてるてるガールになるですよ」

　凪沙の言葉とともにカードは光を放ち、次の瞬間、粒子になって消えた。

　まるでトンネルを抜けたかのように、窓の外は雲一つ無い青空に変貌していた。

【ターゲットの願いを一つだけ叶かなえる】

　それが今の僕らにとっての、唯一合致する、一番の幸福だった。

「いいのか、こんなことに使って」

「いいんです。だって、傑先輩と私のお願い、ぜんぜん一致しないじゃないですか。もったいないですよ、使わなくちゃ」

　悲しそうな笑顔は、綺き麗れいな空にはちっとも似合わなかった。多分、本当に叶えたい願いは他にあったのだろう。それが少し心苦しくて、僕は曖昧に笑って凪沙の頭を撫なでた。

「ありがとな、凪沙。やっぱり空が晴れると、心も晴れるな」

「はい。楽しみですねっ。私はジェットコースターに乗りたいです。たしか三回転くらいするんですよね！」

「絶叫系は苦手なんだよ。見学でもいいか？」

「えー、だめです。傑先輩も一緒に乗るですよ。安心してくださいです、しっかり手を握ってあげますから、ね？　そして怖がる傑先輩を一番近くで堪能して、終わった後ふらふらしている傑先輩を優しく抱き留めて──」

「びっくりするほど欲望がダダ漏れだな。絶対乗らない」

「むう。それなら唇、奪っちゃおうかな、です」

　大きく前傾して、悪戯いたずらっ子のように僕を見上げる。そんな目をしたって無駄だ。

「君は約束を破れない。なにせ良い子だからな」

　僕の信用しきった態度に、凪沙は「くぅー」と悔しそうに足をジタバタさせる。

「ところで、傑先輩は何が楽しみなんですか？」

「チュロスだ」

「食べ物じゃないですか!?」

「だって、遊園地といえばチュロスだろ。他じゃあまり食べられない。それに、僕はあの遊園地の屋台の、あのわざとらしいシナモンの味が好きなんだ。思い出に残るくらいには」

　その昔、僕はまさに今向かっている遊園地に行ったことがあった。

　もちろん、この辺りに住んでいる人間は大体行ったことがあるだろう。それでも僕にとっては、特別な思い出があった。

「思い出、ですか？」

「両親に連れてきてもらったんだよ。その日は、完璧な日だった」

　両親は僕を愛していなかった。

　でも、その日だけは違った。父の機嫌はすこぶるよく、母も楽しそうに笑っていた。ままごとの家族のように完璧に、僕らはそれぞれの役割に徹した。僕はそこに初めて、温かみを錯覚した。いつまでもこんな日が続けばいいと、永遠を願った。

「そうなんですか。それはきっと、素敵な思い出ですね」

　その翌日から、父は帰ってこなくなったけれど。

　僕はそう答える代わりに、静かに目を瞑つぶった。揺れる車両。伝わる脈拍。規則的に刻まれるリズムが、妙に心地ここちよかった。自己主張を始めた陽光の温かさに包まれながら、僕は無根拠に予感する。今日は良い日になる、と。




「というわけで、浮うわ気きデート、開始です！」

　入場口を抜けた途端に、凪なぎ沙さが聞き捨てならない言葉を大声で叫んだ。

「待て待て待て、あまりにも待て！」

　周りの視線が早速痛い。僕はすぐに彼女を諫いさめるが、凪沙は真顔で訊たずね返してくる。

「でも傑すぐる先輩はまだ体面上は愛あい華か先輩と付き合っているわけで、つまり他の女性とデートをするのは浮気では？」

「ああそうだよ確かにそうだ。白しら瀬せ傑は弱冠十六歳にして現在見かけ上最低の浮気野郎だ。でもそういうのは普通秘めておくだろ心の中で、もうちょっと人目を憚はばかってくれ」

「すみませんです、湧き出る背徳感が抑えきれなかったです」

　凪沙はわきわきと嬉うれしそうに腕をシェイクしながら答える。

「とにかく、まぁ、その、今日はそういうのは忘れて普通に遊ぼう。な？」

　だってこれは、好きな人とのデートだ。だから決戦の時までは、心置きなく楽しみたい。




　ところで、普通に遊ぶ、という言葉にはコーヒーカップを爆速で回転させていいという意味は含まれているだろうか。いや、ない。

　襲いかかる遠心力。無表情な僕と、無邪気に笑う凪沙。その手元は相当えぐいハンドル捌さばきを披露しており、それはもう、がっつり洗濯されてる気分だった。

「どうして初手からベンチでグロッキーにならなきゃならないんだ……」

「三半規管の弱さ故です」

「そっちのどうしてじゃないんだよ」

　僕の背中をさすりながら、犯人の凪沙はケロッとした顔でパンフレットを眺める。ルートを確認しているのだろう。僕の意見を差し挟む余地はどこにもなさそうだった。

　お次はお化け屋敷だ。子供の頃に来たときは特に怖かった記憶はないので、大したことはないだろう。二人でそう高を括くくっていたら。

「ひゃんっ！　今なんかお尻に当たったです！　傑すぐる先輩ですか!?　お化けじゃないですよね!?　傑先輩と言ってください！　自白するなら示談で済みますよ先輩っ！」

「もしかして僕は今、君に恐怖をもたらすか痴漢行為の濡ぬれ衣ぎぬを着るかの二択に立たされた!?　全く一ミリも触ってないが！」

「うわああん！　なら犯人は幽霊です！　冥府裁判所で勝負ですからねっ！」

「なんだよそれ！　ってうわ！」「きゃっ！」

　錯乱状態の僕の頬ほおにヒヤッとしたものが当たる。たぶん、凪なぎ沙さにも当たった。一瞬ゾクッとしたが、さっきから身体からだに当たるものの約八割がこんにゃくだ。ちなみにこのお化け屋敷は天然由来の高級こんにゃくを使っていることで有名らしい。そこじゃないだろこだわりポイント。

「な、凪沙？」

　ぎゅう、と。ごく自然に腕を組んでくる凪沙に、僕は当然、ドキドキしてしまう。

　──す、傑先輩。おいてかないでくださいね……？

「急に脳内に話し掛けてくるな」

　──しっ。幽霊に聞かれたら、位置がバレます。ほら、抜き足差し足ですよ。

「なんで隠おん密みつ行動が始まってるんだよ」

　しかし意外にも効果があったのか、こんにゃくの嵐が止やんだ。僕らは墓場を模したコースをそーっと進む。卒そ塔と婆ばがメトロノームのように揺れているがただシュールなだけだった。気が抜けた、その瞬間。

「ヴォオオオオオオッ！」

　目の前から突然、今にも眼球がこぼれ落ちそうなリアリティ溢あふれるゾンビが現れ──足を引きずりながら全速力で僕らに迫って来た！

「うおおおおおっ」「わああああああッ！」

　流石さすがに恐怖で叫んでしまう。それでもゾンビは止まることはなく、尚なおも勢いを増し、高を括った僕らを罰するようにそのぐちゃぐちゃの口を開いた。凪沙を守るように抱き締める。やがてゾンビは僕らをすり抜けていった。な、なるほど。立体映像ホログラム、か……。

　ホッと一息。少し照れながら、抱き留めた凪沙の身体を解放する。

「よくよく考えると色々コンセプトがブレすぎだろ。でも今のは怖かったな、凪沙？」

「…………」

　返事がない。どうやら気を失ってしまったようだった。

「なんで僕らはアトラクション一個終わるごとに疲れ果ててるんだ……」

「……恐怖のない日々に慣れきってしまったから、です。がくっ」

「だからそういう意味じゃなくてだな」

　ベンチでのセカンド小休止を終え、お次はいよいよジェットコースターだ。凪なぎ沙さは鼻歌交じりにガッツリ僕の腕をホールドしている。今度は恐怖ではなく、僕を拘束するために。

『ジェットコースターから逃げるな──』

　入場口に書かれた謎のメッセージを横目に、僕は死刑台の階段を自ら上っていく。既に手足が震えており、今日ここに来たことを激しく後悔していた。

「大丈夫ですよ、命までは取りませんから」

「ニュアンスは伝わるが台詞せりふ回しが致命的に違うぞ」

　興奮気味に笑顔を見せる凪沙は、明らかに僕のリアクションを楽しみにしていた。

　くっ、凪沙の喜ぶ顔は見たいが僕の醜態で喜ばれたくはない。ここは絶対、クールに乗り切ってみせる！

「──いいか凪沙。今このトロッコはじっくりと昇っていっている。これが過程だ。このドキドキ感が全てなんだろ。だから落ちるという結果はさして重要ではない。つまりここで下ろして貰もらって構わないんだが──」

　ガタガタと揺れながら、視界が開けていく。空が近付いてくる。心臓が勝手に暴れる。

「御託を並べてないで、ほら、落ちますから、手を挙げるですよっ」

　それなのに、凪沙は僕の右腕を取り上げるように安全ベルトから引ひき剥はがして掲げた。思わず左腕も挙げてしまった。僕ってば素直か。

「ちょっ、は？　掴つかまってないと危ないだ、ろ────アアアアアアアアアアアアッ！」

「きゃ─────っ！」

　僕の本気の叫びに対し、凪沙はその場を楽しむ演出のような整った悲鳴を上げる。

　トロッコはその勢いを保ったまま、回転、回転、また回転！　僕の汚い絶叫は止とどまるところを知らず、スタート地点に戻った頃には、カッスカスの喉から魂がまろび出そうになっていた。ピーチ味の飴あめ玉と一緒にごくり。なんとか飲み込みなおす。

　地上に降りても、案の定ふらふらでまともに歩けない。現時点で総計すると遊んでる時間よりベンチにいる時間の方が長いぞこれ。

「ふふふ。普段はクールぶってる傑すぐる先輩があたふたする姿はなかなか乙ですね」

「君はなかなかマルキディックだな」

「サディスティックのことそっちで呼ばないですよね普通!?」

　大目に見てくれ。僕の意識は割と朦もう朧ろうとしていて、お空の変な場所と交信してるんだ。隙だらけな唇を晒さらしながら、僕は大おお袈げ裟さに呼吸した。今キスをされたらひとたまりもない。だが凪沙は決して、約束を破らない。

「いいのか、隙だらけだぞ、僕」

「どうして私を試すですか？　本当はキスしたいんじゃないんですか？　いいですよ。私の活いきのいい唇、貸してあげても」

「鮮魚みたいに言うな。……遠慮しておくよ。君に命令なんて、したくないから」

「命令……ですか？」

　凪なぎ沙さが不思議そうに首を傾かしげて、その角度が戻る頃に、僕はミスに気付いた。ああ──口を滑らせてしまった。だが、どうせ使わないスキルだ。今更凪沙に隠す意味もないか。

「僕のスキルはあくまで、キスをした相手に命令を聞かせる能力だ。君が狙ってるそれは、裏返しの弱点に過ぎない」

　僕が自分のスキルを明かすと、凪沙は慌てた様子で僕から離れた。失礼な。

「勘違いしないでくれ。僕は、誰かの意思を無む理り矢や理り曲げるつもりは微み塵じんもない」

「まあ、傑すぐる先輩はそういう人ですよね」

　安心したように笑って、凪沙はさりげなく、元よりも近い位置に座り直した。

　元気を取り戻した頃には、あっという間にお昼時だ。

「おっ。チュロス発見」

　目当ての屋台を見つけると、僕はふらりと引力のままに軌道を変える。それを凪沙がぐいっと引き留めた。

「まだ駄目です駄目ですっ！　お昼ご飯が食べられなくなっちゃうですよ！」

「いや、チュロスの一本くらい──」

「いいから、こっちです！」

　凪沙は僕の腕を無理矢理引っ張り、感動の再会を果たしたはずのチュロスと僕とを引き離す。代わりにつれて来られたのは木製のベンチテーブルだ。

「傑先輩、もしかしてお腹なか空すいているんですか。仕方ないですね。お昼ご飯にしましょう」

「え、まぁ、そうだな」

　なんだこの茶番は。一体何が始まるんですか凪沙さん。

「と、いうわけで────じゃーん、です！」

　凪沙がテーブルの上に広げたのは、ランチマットと二人分のお弁当箱。まさかこれは、手作り弁当、か!?　……え、手作り弁当、か!?

「あの？　どうして意味ありげな目線を二回送ってきたのですか？」

「いや、気のせいだろ。それか右目の分と左目の分だ」

　この箱の中には一体、何が待ち受けているのか。僕は恐る恐る、ゆっくりと蓋を開く。

　所狭しと敷き詰められていたのは──唐揚げ、卵焼き、ウィンナー、ハンバーグ、プチトマト。お弁当の定番メニューで、見た目もかなり美お味いしそうだ。夢とか幻覚とか信用出来ない語り手とかじゃなく、本当に美味しそうだ。大事なことなので二回言った。

「凄すごいな。これ、全部手作りか？」

「そうです。……昨日丸一日かけて、頑張って作ったんです。お姉ねえちゃんに教えてもらいながら、です、けど」

　凪なぎ沙さはもじもじと指を合わせる。照れているのか、語尾がフェードアウトしていった。

「そっか、……ありがとう、凪沙。僕のために、そんなに頑張ってくれて」

「す、傑すぐる先輩のためじゃないです。自分のため、ですから」

「自分のため？」

「だって私は傑先輩に追いすがる立場です。頑かたくなに振り向いてくれない傑先輩の愛を手に入れるために、ダメ押しで、自分本位に、計算づくでやったことですから」

　どこか大人おとなびた表情が俯うつむく。さらさらの髪が物憂げに風に揺れる。この子は急に、何を言うんだろう。僕は何を、言わせてしまっているのだろう。

「凪沙──」

　本当なら今すぐにでも、君が好きだと言って、抱き締めてしまいたい。

　もういよいよ、限界が近い。喉元には、言えない言葉が、伝えられない気持ちがせり上がってきていて、喉が詰まりそうだった。楽になりたくて、全部吐き出しそうで、けれども拳を握って、なんとか理性で耐える。

「なーんて、冗談ですよ。クッキー作りに成功したから、次のチャレンジに踏み出してみただけです。傑先輩はその実験台です」

　凪沙はにいっと、悪戯いたずらっ子のように笑った。僕はゆっくりと長く、気道に絡みつきそうな息を吐く。

「プチトマトもなんとか一晩で種から育ってくれたです。並々ならぬ愛情の賜たま物ものですね」

「いやどんな急成長だよ。そこは手作りじゃなくてもいいだろ」

　僕のツッコミをスルーして、凪沙は箸でつまんだ唐揚げを僕の口元に持ってきた。

「ささっ、傑先輩。あーんです。あーん」

「マジか。やるのかそれ。正気じゃないぞ」

　そんな恥ずかしすぎること、お天てん道とう様さまの下で出来るわけない。

「冷静に考えてくださいです。自分の手で運ぶより、可愛かわいい彼女に運んでもらった方が、その過程まで楽しめてどう考えてもお得です」

「偽いつわりの設定でこっちの土俵に立ってくるな」

　君はまだ彼女じゃないだろ。そう言えるのは心の中だけで。そんな秘めた想おもいごと、運ばれてきた唐揚げを噛かんで味わう。一晩置いたとはとても思えない、出来立てのようにカリッとジューシーな舌触りだ。そのお味は当然。

「……おおっ、美お味いしい！　すごいな凪沙！」

　美み凪なぎの指導があったとはいえ、たったの一日でこの域に達するとは驚きだ。

「ふふん、レシピを守れば私だってこのくらい朝飯前ですよ」

「君も玄くろ岩いわもどうしてレシピを守ることを誇るんだ……。しかしアレだな、クッキーといいお弁当といい、キジトラといい、なんだか、貰もらってばっかりだな」

「いいんですよ、唇で返してくれても」

「それは違うだろ。色んな意味で」

「冗談です。でも、傑すぐる先輩はほんとに、気にしすぎです。もっと素直になって、ただただ私の気持ちを受け取ってればいいんです」

　お次はポテトサラダが運ばれてきた。まだやるのかと思いながらも、僕は無抵抗に受うけ容いれた。お返しはどうしようかと思案しながら。




　食後は少しペースを落として、メリーゴーランドやゴーカートなど、気軽に楽しめるアトラクションをいくつかこなした。そして僕らは今、チュロスを咥くわえながら、じわじわと列が進むのを待っている。

「どうですか、ご家族との思い出の味は？」

「ああ。このわざとらしい味が変わってなくて、安心したよ」

　決戦の場所は──観覧車と決めていた。楽しい喧けん噪そうから離れ、二人でゆっくり話し合うために。僕らの順番はあと少し。玄岩はそろそろ切り札を使って、二十分後の十六時に告白する予定だ。ちょうど、観覧車が地上に戻ってくる頃になるだろうか。

　一歩、列を詰めたところで、ポケットが震えた。

『つかった』

　伝われば良いと言わんばかりに簡素な、玄岩らしいメッセージだ。

　玄岩の切り札【ワンモアチャンス】の本当の効果は、【一度フラれた後に使用できる】もので、詳細は聞いていないが、次の告白にバフがかかるというものらしい。告白のバフというのは些いささか謎概念だが、つまりは一発目の告白が惜しいところまでいっていれば、二発目で決められる可能性があるようだ。

　頑張れよ、玄岩。

　返信の代わりに祈りながら、僕はポケットから切り札を取り出し、チラと覗のぞき見みる。

　裏面に書かれた使用条件のテキストには、きっちり二重線が浮き出ていた。僕の切り札は満を持して、いつでも使える状態になったのだ。

　僕は切り札をポケットに戻し、凪なぎ沙さの手をぎゅうっと握った。あと、少しで届くんだ。凪沙が僕の提案を飲んでくれれば、ようやく僕は、秘めていた想おもいを伝えられる。せき止めていた恋慕を、解放できる。

「えっ、どうしたですか。……もしかして、怖いですか？」

　驚いたように僕を見上げる凪沙の頬ほおは、ほんのり赤く染まっていた。

「まさか、そんなわけないだろ。少なくともてっぺんまではな」

　僕は大げさに反応しながら、目の前にやって来た緑色の球体に先陣を切って乗り込む。凪なぎ沙さが僕の正面に座って、ドアが閉まる。その瞬間、空気がこわばった。僕が緊張しているのと同じくらい凪沙も緊張しているのだと、ようやっと気が付いた。

「あの、傑すぐる先輩。大事な話が、あるんですよね」

「ああ。僕と君との、これからのことを話そう」

　彼女もそのつもりだったのだろう、無言で力強く頷うなずいた。

「……凪沙。結論から言うよ。僕は、君と付き合えない」

　それが僕の答えだ。最初から変わらない。どんなに彼女に心を揺さぶられたとしても。

「このゲームで、僕は誰とも付き合う気はないんだ」

　僕は僕の主義を、絶対に守り通す。

「そう、ですか。やっぱり、考えは変わらなかったですか。……はーあ、頑張ったん、ですけどね」

　退屈な授業を終えた後みたいに、凪沙は大きな溜ため息いきとともに伸びをした。寂しげな笑みは、一つの核心を避けるかのように遠ざかる景け色しきに向けられた。

　僕が彼女を好きかどうか。

　そんな前提に敢あえて二人とも触れないで、その先の理屈へと進んでいく。

「永遠の愛という結果を、僕は認められない。変わらないものなんて、何一つない。無理にしがみついて、変わらないようにするのは間違ってると、僕は思う」

　凪沙は視線を窓に張り付けながらしばし考えて、真まっ直すぐに、僕を見据えた。

「正しいか間違っているかで言えば、間違ってるって、私だってそのくらい分かってるです。……でも、分かっていても、駄目なんです。怖いんですよ、変わってしまうことが」

　恐怖を語りながらも、彼女の声は整然として揺るぎない。きっとそれは、彼女自身が何度も反はん芻すうし、何度も辿たどり着ついた結論なのだろう。

「傑先輩は、強いです」

　凪沙はそう続けた。悠ゆ乃のにも同じ事を言われたのを、心の隅で思い出す。

「どこがだよ。僕は強くなんかない」

「そうやって、正しいことを正しくしようとするところが、強いです」

　そうだろうか。それは強さなのだろうか。僕はむしろ、弱さのように感じる。

　正しくしかあれないことは、時に苦しい。自分を裏切れたらどれだけいいか、考える時もある。何度も。ここで君にキスを出来たらどれだけ楽かと、今だって思っている。

「ねえ、傑先輩──」

　凪沙はゆっくりと立ち上がって、僕の隣にちょこんと腰掛けた。もたれた壁が、後ろ側にぎい、と傾いた。

「どうしてそこまで、そんなに、過程にこだわるんですか」

　凪なぎ沙さは問う。僕の強さを。僕の弱さを。

　僕は固唾かたずをごくりと飲んだ。そして心の奥に秘めていた、扉の前に立つ。

「……見てきたからだよ。結果を求めすぎた人間の末路を」

　それは僕が用意してきた、凪沙にだけ明かす過去だ。彼女の問い掛けを鍵に、僕は記憶の扉を開く。

「僕の父はいわゆるエリートだった。そんな父に惹ひかれた僕の母は、凄すごく心が弱かった」

　これはつまらない自分語りで、単なる不幸自慢で、それでも僕が僕である原点だ。朱と鷺き羽わ凪沙に白しら瀬せ傑すぐるという人間を伝えるために、僕は言葉を探りながら、記憶を繋つないでいく。

「父は有名な大学を出て、有名な企業で働いていた。輝かしい営業成績を出し続け、同年代と比べれば随分と良い待遇を受けていたみたいだ」

「それは、すごいですね」

　凪沙は優しく僕の手を取った。震えが止まったことで、僕は自分が震えていたことに気付いた。温かな手に直接語りかけるように、僕は続ける。

「でも出世と利益のためなら何でもやるようなあくどい人間だった。他人を蹴落とすことも、利用することも、騙だますことも厭いとわずに、結果への最短ルートを常に選んでた」

　窓越しに広がる風景を無視して僕が見つめる先には、誰も居ない赤い座席が二人分。

「そんな父のどこが良かったのか知らないけど、僕の母は父の愛を本気で欲しがって、手っ取り早い手段を選んだ。それが僕だ。……僕を作って、結婚を迫ったらしい」

　観覧車が徐々に上昇していく。今日乗ったジェットコースターや、コーヒーカップが、ふと視界に入った。チュロスの屋台は見つからない。

「過程をすっ飛ばした二人の間に生まれた僕は、多分、愛されていなかった」

　凪沙は僕の手を強く握った。僕はそれを、握り返さない。

「父は僕を仕事道具としか考えてなかった。普段ろくに会話もせず、僕に興味なんてないくせに、休みの日には接待や取引先によく連れてかれたよ。母は父の愛をつなぎ止めるための手段として、僕を優秀な子に育てようと頑張ってた。勉強や習い事の予定が毎日びっしり詰め込まれてて、守れないとひどく叱られた。僕がテストでいい点を取ると、何な故ぜか母が誇らしげに、父に対して褒めてと尻尾しつぽを振ってた。……それで、最後はどうなったと思う？」

「なんですか、最後って。……わからないです、そんなの」

　凪沙は心配そうに、僕の顔を覗のぞき込こむ。僕は彼女に微笑ほほえんで見せてから、外を眺める。いつの間にか、中腹の高さくらいまで来たようだ。

「僕が小学五年生の頃だったよ。日常的に不正を働いていた父は、それがバレて社会的な名誉を全て失った。……再起しようにも、空っぽな父の手元には何もない。実力も、根気も、信頼も、何もかも。だからあっけなくどこかに消えたよ、僕らを捨てて」

　幸いにもある程度まとまった金銭は残ったから、生活に不自由はない。逆に言えば、僕らに残されたのはそれだけだった。思い出も何も、ありはしなかった。或あるいは一つ残ったと言えるのは、あのわざとらしいシナモン味だけだろう。

「母は父を失って、でも残された僕との間に、絆きずななんて最初からない。母は空っぽな心を誰かの愛で満たさないとどうしようもないらしくて、未いまだにあちこちふらふらしてる」

　夢と現実の区別がつきづらくなったのは、ちょうどその時からだったと思う。

「それ、お姉ねえちゃんは」

「僕からは話したことはない。でも多分、なんとなくは気付いてたんじゃないかな。少なくとも、家庭環境が破綻してたことぐらいは」

　こんな荒唐無稽でつまらない話、聞かせたいとも思わなかった。でもそんな忌いま々いましい出来事も、今この瞬間だけは意味を持っていた。

「積み上げた過程にこそ価値がある。結果が出ているうちはいいかもしれない。でもいつか、分不相応な結果はその手からこぼれ落ちる。必ずだ。その時、過程を蔑ないがしろにしていたなら、最後には何も残らない」

　永遠の愛なんて結果を欲しがって、途中で積み重ねていくはずの愛を見過ごしたならば。そのつながりが全部空虚なものだったと気付く時がいつか来てしまう。

「たとえゲームの記憶を喪うしなったとしても。その日は来る。永遠なんてあり得ない不自然なもの、たとえ手に入ったとしても、どこかで綻びが生まれるはずだ」

　言葉にして初めて、自分が滅め茶ちや苦く茶ちやなことを言っていると気付く。なんの根拠もないのに断言する詐欺師のようだった。でも僕の中では確かな自然法則で、だからもう、必死になって伝えるしかなかった。

「永遠に気持ちが変わらなければ、きっと不安になることもなくて、葛藤することもなくて、ぶつかることもないだろうさ。でもその代償として、もっと大事なものを得られない」

　それが何かを、僕はまだ知らないけれど。

　やがて凪なぎ沙さは雪解けのようにゆっくりと、僕の手に握り込んだ指を離していく。

「……先輩のお話は、じゅうぶん分かったです」

　そうして凪沙が自分の両手を膝に置いたところで、僕はポケットから一枚のカードを取り出し、彼女に示す。僕の切り札だ。

「凪沙。これを見てくれ」

「……ターゲットを変更する、って、どういうことですか？」

　陰った凪沙の顔が、僅かに傾いてこちらに向く。

「僕はこれを君に使って欲しい。……そのためだけに僕はこの、コクハクカルテットに参加したんだ」

　差し出された切り札に、凪沙は指を触れようとしなかった。

「悪いけど、僕は君とは付き合えない。だから君は負ける。そうしたら僕らの関係は、きっと変わってしまう。でも僕は君と一緒に楽しく話して、笑い合いながら歩いた日々を忘れたくない。僕は君が──」

　好きだから。あの日伝えるはずだった屋上よりももっと高い場所でそう言えたなら、彼女はどんな顔をしただろうか。少なくとも今みたいに、泣きそうな顔はしていないだろう。

「いや、僕と君との関係は、何物にも代えられない、大切なものだから」

「傑すぐる、先輩──」

　凪なぎ沙さは俯うつむいて、自らの膝をぎゅうと握る。スカートに皺しわが出来て、次に染みが出来る。

「そんなの、あんまりですよ。身勝手です。言ったじゃないですか。私は永遠の愛が手に入らないなら、この気持ちを忘れたいって」

　柔やわ肌はだの頬ほおから、水滴がぽろぽろと零こぼれる。

「……私はずっと、あの関係が続けば良かったって、思っているです」

「それは、僕と君が先輩と後輩で、って関係か？」

　あるいは、彼女が僕に好意を持つ前の、一緒に駅まで歩いた顔見知りの関係か。

「違うです。お姉ねえちゃんと傑先輩が仲良しで、私がたまにくっついて遊んで。そんな関係です。上う手まく説明できないけれど、家族が増えたみたいで、すっごく楽しかったんです」

　それはつい先日、様子のおかしな彼女がふと零した回顧だ。

「ああ──そうだな。本当に。あの日々は、心地ここちよくて楽しかった」

　色んな遊びをした。凪沙は僕を兄のように慕って、時々甘えてきたりして。僕は妹のように彼女を撫なでたりして。三人で一緒に遊んで、美み凪なぎと一緒に凪沙をからかったり、からかわれたりして。もう二度と戻らない日々を、僕は回想する。

「なのに、私の大好きな日常は、壊れてしまったです。別れたってお姉ちゃんから聞いたとき、私はすごくビックリしました。ショックでした。私には関係がないことなのに、どうしようもできないことなのに、お姉ちゃんよりもご飯を喉が通らなくなるくらい、すごくすごく、悲しかったです」

　彼女の如何いかんとも表しがたい表情から、ハッカの味が想起される。あの時泣いていた僕の姿が、彼女に重なって見えた。

　変わらないものがないなんて、誰でも知っていることだ。でも、僕も彼女も、子供みたいに信じていたんだ。本当に大切なものだけは、変わるわけがない、失うはずないって。

　なのに僕と美凪の破局が、気付かせてしまった。この世に例外なんてありはしないと。

「認めたくなかった私は、二人をもう一度つなぎ止めようと頑張りました。つながりが途切れないように、って、毎日、傑先輩のことを待つことにしたです」

　おはようです。傑先輩。

　僕はそんな無邪気な笑顔に、救われていた。僕を慰めてくれているとばかり思っていた。勿もち論ろん、それもあるだろう。だけどそんなことを考えてたなんて、全然、知らなかった。

　だとしたなら。凪なぎ沙さはもしかしたら、僕と美み凪なぎのよりを戻させるために切り札を使おうとしていたのかもしれない。今更になって、そんな考えが浮かんだ。

「でもいつの間にか、傑すぐる先輩とお付き合いしたいという感情が、私の中にありました。私は自分の気持ちが、すごく怖かったです。もう、ぐちゃぐちゃでした。私の目的には邪魔な感情のはずなのに、関係をこれ以上変えたくないはずなのに、私はこの気持ちを抑えきれなくなって、傑先輩に、告白してしまったんです」

　好きです。付き合ってください。

　絞り出すように告げられた最初の告白は、クリスマスイブの日だった。僕は丁重にお断りして、その時彼女は、複雑げにはにかんでいた。悲しそうに、でもどこか、水みな底そこに足が着いたときのような、安あん堵どを残して。

「傑先輩にフラれて、私はホッとしたんです。意味が分からないですよね。付き合いたいのに、付き合いたくないんです。失うのが怖いから。変わるのが怖いから。私には無理だから。お姉ねえちゃんに出来なかったことを、私が出来るわけがないから」

　それは違う。美凪は美凪で、凪沙は凪沙だ。否定しようとして、でも、彼女の独白に挟むのに相応ふさわしい言葉など、何一つなかった。

「だから、ですかね。私が先輩を好きで、傑先輩は私を好きじゃない──そんな片思いの状態を安定した関係だと思い込んで、無む理り矢や理り続けようとして、たぶんおかしくなっちゃったんです」

　凪沙は握り込んだ掌てのひらを開く。自嘲するような笑いとともに、その手は彼女の胸に押し当てられた。

「でもその関係すら終わりが来るって、私は気付いてしまったんです。傑先輩がラブレターを貰もらった日。傑先輩に恋人が出来たら、全部終わりなんだって。だから……どうせ失うなら、恋人になりたいと思ったんです。どうですか？　前向きでしょう？」

　俯うつむいたままの凪沙に、僕は何も答えられない。

「好きな人と必ず結ばれる──『おくぴど様』の噂うわさに、私は縋すがろうとしました。でも既にクピドさんがいて、コクハクカルテットの説明を聞いて、すぐに参加を決めました。だって、勝っても負けても、傑さんを失わずに済むんですよ。いいことずくめじゃないですか」

　勝てば、永遠の愛が手に入る。負ければ、最初から僕への好意がなくなるのだから、失うことを恐れる必要はない。それが朱と鷺き羽わ凪沙の考えた理想の結末で、僕にとっての最悪の結末だった。

　顔を上げた彼女の目の縁からは、涙は消えていた。抱えていた想おもいを吐き出したからか、彼女はどことなく、スッキリとした表情をしていた。雨時々晴れの、晴れくらいに。

「そう……だったんだな」

　僕には僕の過去があって。でもちゃんと、凪なぎ沙さには凪沙の過去があって。当然だ。誰しもに積み重ねた過程があって、今の自分がいる。

　それゆえに。彼女を説得することは不可能だと、僕は悟った。

「だから傑すぐる先輩。ううん、傑さん。今こそ聞かせてくださいです。私のこと、どう想おもってくれているですか？」

　辿たどり着ついた頂上で、凪沙は僕の肩に寄りかかって、問いかける。ふわりと香るサボンは、僕の知らない香りだった。

「凪沙は……凄すごく可愛かわいいよ。真まっ直すぐで、明るくて、一緒にいて楽しい。僕にとって大切な、後輩だ」

　こんなの、嘘うそじゃないけど、限りなく嘘に近い言葉だ。一番大事なことを、隠してる。

　でもそれを明かしたら、僕はもう絶対に、このゲームで目的を果たすことはできない。それは、凪沙を失うということだ。積み上げてきた過程ごと、すべて。

　それなのに。

「そうじゃ、ないです。……傑さん。お願いですから、ほんとうのことを、言って」

　希こいねがって震える声は、僕の心を動かしていく。僕に正しくあるよう非情に求める。

「僕は、僕は──」

　ほら、やっぱり弱点じゃないか。

　何度目か分からない強がりは、もう出来なくなっていて。

「──君のことが、凪沙のことが、好きだ。とっくに前から、好きになってた」

　ああ、熱い。

　顔が熱い。喉が熱い。胸が熱い。巡る血液が熱い。自分の身体からだが自分のものじゃないみたいだった。水面にぷかぷか浮かんでは、水中に深く沈むような、そんな感覚。

「傑さん」

　凪沙が呟つぶやく。

「傑さん」

　もう一度声がして、僕らの目が合った。

「やっと、やっと。言ってくれたですね」

　彼女の綺き麗れいな瞳は不格好につぶれて、可愛らしい鼻は力んで、小さな口は形容しがたく変形して。今度は大粒の涙が、大挙して押し寄せる。

　それを隠すように、凪沙は僕を強く抱き締めた。埋うずめられた胸に振動が響く。

「それでも私と、付き合ってはくれないんですか」

「……ああ、そうだ。僕は君のことが好きだから、君とは付き合えない」

「なんですか、それ」

　彼女はふふっ、と器用に泣きながら笑った。

「このゲームが終わったら、君と付き合いたいんだ。ターゲットを変えてくれないか」

「だめです。私は傑すぐるさんのことが好きだから、傑さんのことを好きじゃなくなるんです」

「なんだよ、それ」

　僕はそれを、彼女みたいに上う手まく笑えなかった。

「凪なぎ沙さはさ、……いつから、気付いてたんだ？」

　彼女は今し方「やっと」と言った。それはまるで、僕の気持ちに最初から気付いていたような口ぶりだった。答え合わせのように訊たずねると、解説するような口調が返ってくる。

「私のスキルは──触れた相手の心を読む能力です」

「え？　でも君のスキルは、自分の心を……いや、そうか。そういうことか」

　僕のスキルの効果と弱点の関係と同じだ。凪沙のスキルは、触れた相手の心を読む代わりに、自分の心の声が伝わってしまうものだった。つまり凪沙の心の声を聞かされるたびに、僕は自分の心を読まれてたってことだ。隠した好意もバレるわけだ。

「私と先輩は、このゲームが始まってからずっと、どこまで行っても平行線でした」

「……そう、だな」

「そして最後まで、平行線です。そうですよね、傑先輩？」

　肯定する代わりに、僕はさらに強く、凪沙のことを抱き締める。

　そして強く、心から彼女のことを想おもう。彼女に直接伝わるように。

　二人分の涙がぼろぼろと零こぼれる。慟どう哭こくが響く。でもそれは、僕らの耳には届かない。

　凪沙。──傑さん。

　好きだ。──好きです。

　好きだよ、大好きだ。──私も大好きです。大大大、大好きです。

　失いたくない。ずっと一緒にいたい。──はい、何があっても離れたくないです。

　同じ気持ちなのに、どうして。──おんなじ気持ちなだけで、嬉うれしいです。

　心が溶け合っていく。口に出来なかった想いを、二人分折り重ねていく。

　永遠に続けばいいと、思うに決まってる。誰だってそうだ。

　でも違うんだ。永遠に続かないからこそ、価値があるんだ。大事なのは、永遠に続けばいいのにと思う心、そのものだ。

　観覧車が下っていくのを身体からだで感じる。地上が、終わりが近付いてくる。

　僕は凪沙からゆっくり離れる。肌で感じられた熱が、遠ざかる。空気が、冷えていく。

　凪沙と目が合った瞬間、もう二度と彼女に触れられない気がした。事実、そうなのだろう。地上へ着いたら、僕らの関係はもう、おしまいだ。現実味を伴った恐怖は、想像していたよりも遙はるかに大きくて。

　本当にこれでいいのか。僕の中の僕が、耳元で囁ささやいた。心臓が僕の理性を破壊しようと、必死で鳴り響く。まだ終わってない。僕にはまだ、使える手があるじゃないか、と。

　駄目だ、僕は──僕はもう負けたんだ。息を荒くしながら、僕は抵抗する。

　でも僕は凪なぎ沙さが好きで、諦められなくて、どうしても、失いたくなんてなくて。

　気付けば僕は、ハッカの飴あめを手荒く自分の口に放り込んでいた。バリボリと一気に噛かみ砕くだいて、躊ちゆう躇ちよと一緒に、矜きよう持じと一緒に、ごくりと無む理り矢や理り飲み込んだ。

　震える手で、僕は彼女の顎をそっと持ち上げる。ここまで来たら、もう戻れない。

「……凪沙、ごめん」

「き、キス、するつもりですか」

　怯おびえる瞳を見つめたまま、僕は答えない。

「卑ひ怯きよう、です。……とは、流石さすがに言えませんよね。私だって、散々そうしようとしたですから。でも、傑すぐるさんらしくないです」

　早くなる脈を感じながら、僕はやっぱり、答えない。

「それならそれで、いいんですよ。傑さんが自分を捨てられるくらい私が好きだってことなら、すっごく嬉うれしいですから」

　凪沙は顔を真まっ赤かにして、一刹せつ那なたりとも途切れない視線に耐えられなくなったのか、恥ずかしそうに目を逸そらす。

「……な、何か言ってくださいです。恥ずかしいじゃないですか」

　何か言ったら、これ以上何か意味のある言葉を紡いだら、この勢いを失ってしまいそうだった。理性に負けてしまいそうだった。正しくあろうと、弱くなりそうだった。だから僕は、何も答えない。

　凪沙が目を瞑つぶる。

　僕も目を瞑った。

　そして──キスをした。凪沙の全てをまるごと奪うような、強引なキスだった。それでも凪沙は満たされたようにとろんとした目つきで、半開きの唇をそのままに、上気した吐息を漏らしながら、僕を見つめる。

　なのに。これだけのことをしたのに。僕は結局、僕を捨てられなかった。

「……凪沙。僕を罵ってくれ」

　最初で最後。そのつもりで使ったスキルで彼女に下した僕の命令は、あまりにも無意味なものだった。言われるまでもなく、この状況なら誰だって罵るに決まってる。

　凪沙はあからさまに落胆した様子で、僕のシャツを両手で強引に引っ張った。

「……いくじなし。最低です。最悪です。ひどいです。なんで。どうして」

　一言の度に、凪沙は僕の胸を叩たたいた。

「どうして、私を、楽にしてくれないんですか！」

　どうしても僕は、彼女の気持ちを無理矢理変えることが、出来なかった。

「頼むよ。どうしたらいい。どうしたら君は、首を縦に振ってくれる？」

　深く深く頭を下げる。凪なぎ沙さは当然、答えない。自分の靴のつま先に向かって、僕は必死に言葉を紡ぎ続ける。

「君だって、ほんの少しだけでも、そう思ってくれてるはずだろ。でなきゃ、もっと抵抗したはずだ。だから、お願いだ、凪沙。どうか。どうか僕と──」

　ああ、なんて格好悪い台詞せりふだろう。最低な懇願だろう。あんなキスを受うけ容いれてくれた相手に言うことじゃない。

「……１％です」

「え？」

　僕は顔を上げる。

「私の中の、１％だけは。傑すぐるさんと全く同じ気持ちでいるです。……だから、奇跡を起こせたら、信じてあげなくもないです」

「信じる、って」

　立ち上がった凪沙が僕を振り返る。彼女らしい笑顔が、差し込む日ひ射ざしの中で咲いた。

「永遠の愛がなくても、傑先輩が、私を永遠に愛してくれるって、信じてあげるです」

「分かった。……でも、その奇跡っていうのは？」

　正面に座り直した凪沙は、肩掛けの鞄かばんからペンを取り出す。そしてチュロスの包装紙に僕から見えないよう、何やら文字を書き始めた。

「ゲームをしましょう。私がいま思い浮かべている数字を当ててください。１から１００までの間です。１％の確率なんて、とても奇跡とは呼べないですが、まぁ、傑先輩のくじ運の悪さを加味すれば、まあ奇跡レベルとしてあげるです。出血大サービスです」

　説明をしながら、凪沙は右手で包装紙を握り込む。

　１％の確率。僕に……当てられるのか？

　いや、違う。考えろ白しら瀬せ傑。凪沙の思考をトレースするんだ。周囲を見渡す。この車両に振られた番号は12番。違うな。僕の誕生日は９月５日。なら95か。それとも足して14か。凪沙の誕生日なら３月12日で、美み凪なぎの誕生日なら８月８日。あるいは今日の日付か、それとも──いや、駄目だ。あれこれ考えたって、分かるわけがない。

　結局、このシンプルなゲームで奇跡を起こす方法は一つ。閃ひらめいた数字をただ答える。それだけだ。

「……42だ」

　もうすぐ、長い大回転が終わる。この箱が一番下に着いた時、僕らの関係はどうなっているだろうか。

　未来に想おもいを馳はせながら、ハッカ味を飲み込みながら、凪沙の答えを待つ。

　凪沙は右手を広げて、ぐちゃぐちゃに丸まった包装紙を広げて見せる。そこには大きく下へ手たくそな僕の似顔絵と、その横には──『２』と書かれていた。

　思わず笑ってしまった。そこで君は、一桁の数字を選ぶのかよ。

「どうして２なんだよ」

　何もかもに負けたというのに、不思議と僕の心は落ち着いていた。

「意味なんてないですよ。私の心に浮かんだのが、２だっただけです」

　観覧車のドアが開いて、凪なぎ沙さがすっと席を立つ。

「残念でしたね。傑すぐる先輩っ！」

　凪沙の笑顔は、変わらぬ明るさだった。

　一つの勝負に勝った時のような。ただただそれだけの、勝利に喜ぶ表情。愛だの、永遠だの、そんな大それたものが懸かっていたとは思えないほど、いつもの凪沙の顔だった。

　僕を置いて出て行く凪沙を、慌てて追いかける。ポケットが一度、振動した。スマートフォンを取り出すと、玄くろ岩いわからのメッセージが通知欄の一番上にあった。

『だめだった』

　顔を上げればもう、凪沙の姿はどこにもなかった。
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＊Hint 2　──中学三年生・春






　テレビモニタに表示された『ＧＡＭＥ　ＯＶＥＲ』のおどろおどろしい文字を見て、美み凪なぎの妹、凪なぎ沙さは深く溜ため息いきを吐ついた。

「ごめんなさい、です。私が下へ手たっぴなせいで」

　凪沙はコントローラーをミニテーブルに置くと、がっくりと項垂うなだれてしまう。

「いや、気にするなって。それと、無理に敬語を使わなくてもいいんだぞ」

「駄目だよ傑すぐる、凪沙を甘やかしちゃ。あ、麦茶のおかわり入れてくるから二人で話してて」

「え、僕も行く──」

　立ち上がる美凪を引き留めるが、「いいよ、このくらい一人で平気」と首を振ってすたすたと離れていってしまう。去り際にわざとらしく凪沙に顎を向けたので、なるほど、僕はここで義妹（仮）を慰める役目を任されたわけか、と理解した。

　テーブルの前。中心人物の不在に変な距離感が生まれてしまい、僕らは気まずく見つめ合う。だって何度か一緒に遊んだとはいえ、二人きりで会話したことはまだないのだ。

「……あの、えっと、私、お邪魔だよね」

　凪沙は控えめに問いながら、僕から目を逸そらす。

「いや、全くそんなことない。こういうゲームは人数がいた方が楽しいじゃないか。僕は特に、あんまりそういう経験なかったからさ。君は楽しくない？」

「私、ゲーム上う手まくないし。なんでもそう。お姉ねえちゃんみたいに上手く出来ないから」

　やや拗すねたように答える凪沙。というより、美凪がなんでも出来すぎなだけだ。しかし生まれついての比較対象が美凪だというのは、なんというか不幸としか言えないな。

　僕はわざとらしく溜息を吐きながら、美凪の座っていた場所──凪沙の隣に腰掛ける。

「そんなことない。確かに美凪はなんていうか、コツを掴つかむのが上手いんだよな。……でもたとえば、ホラ。なんだっけ、あの変な格ゲー。あれは君の方がセンスあると思う」

「え、本当？　……じゃなかった、本当ですか？」

　褒めた途端にぱあっと明るい表情になって、凪沙はこちらを向いた。なんだか僕も嬉うれしくなってくるような反応だ。

「なんというか、美凪よりも戦いづらかった。僕の動きをちゃんと読んでる感じがして」

　僕だってまだ初心者で、圧倒的に強いのは美凪だけど。漠然と、凪沙の方が強くなりそうな予感があった。

「だからちゃんと練習して、技術が伴えば、たぶん美凪よりも強くなれる。……それに、きっと他のこともそうだ。君には君の良いところがたくさんあるはずだ。だから……いちいち美凪と比べる必要なんてないと、僕は思う」

　僕は凪なぎ沙さの頭をぽん、と撫なでる。気の抜けた猫のように目を細める反応が、美み凪なぎとよく似ていた。

「あの。傑すぐるさんは、お姉ねえちゃんに一ひと目め惚ぼれだったの、ですか？」

　脈絡のない突然の恋バナが飛んできた。僕は気恥ずかしくなって目を逸そらす。

「……違う、かな。分からない。誰かを好きになったのがいつかって、結構難しい問題じゃないか？　一目惚れだったから美凪のことを気にかけてたのか、たまたま美凪の行動が目に入って好きになったのか。僕は後者だと、自分では思ってるけどさ」

　僕はカーペットの模様をなぞりながら、ぼんやりと答えた。

「ふうん、なんだか傑さん、不思議なことを言うんですね」

「ああ。だからよく、面倒くさいって言われるんだ」

「お姉ちゃんもよく言ってるですよ、それ」

「……まぁ、そこは仕方ない。よく受うけ容いれてくれてると思うよ」

「お姉ちゃん、傑さんにベタ惚れですからね」

　どう反応すればいいんだよ。悩んでいると、ぴと。僕の指先に、凪沙の指が重なった。

「でも私も、傑さんのこと、好きかもしれない……です」

　可か憐れんな上目遣いに射い貫ぬかれて、僕はあんぐりと口を開けてしまう。脳が停止し、三秒後。

「い、いやいやいや。それはちょっと流石さすがに、まずいだろ、色々とさ！」

　ばっと手を離してあたふたすると、凪沙が「ふふっ……あははっ！」と笑い出す。

「冗談ですよ、傑さん」

「……そうやって僕をからかうところ、美凪に似てるな」

　もう一度溜ため息いきを吐ついたところで、ドアが開く。美凪のお帰りだ。

「お待たせー、……ってなんか二人、変な雰囲気」

「急に二人きりにするからだろ、君の責任だ。それに……何もなかった」

　美凪は「ふうん、ホントかなぁ」と訝いぶかしみながら、僕の左隣──つまりは僕が最初にいた位置にぺたりと座り込んだ。

「はーあ、ゲームも飽きちゃったね。どうする？　絵しりとりでもする？」

「地味だな」

「そんなことないよ、凪沙の絵を読み解くの、すっごく難しいから」

「私の存在で難易度上げてくの!?　なんか複雑なんだけどお姉ちゃん!?」

「ならこうしよう。僕らが君の絵を読み解けたら、それだけで君に一ポイント」

「お、いいね。じゃあさ、読み解いた人も一ポイントにしようよ」

「なんですかそのルールはっ！」

　三人でわいわいと笑う。ああ、楽しい。こんな楽しい日々を自分が送れるようになるなんて、昔は考えもしなかった。だから僕は思った。この時間が永遠に続けばいいな、と。
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（５）永遠の愛を証明せよ。






　玄関の外に、凪なぎ沙さはいなかった。

　休みが明けて月曜日。抜けるような青空はどことなく現実味がない。昨日の晴れ模様とそっくりなのに、まったく違うように思えた。

　気付けば僕は教室の椅子に座っていて、試験開始の合図を教師がかけていた。一斉に紙をめくる音。ワンテンポ遅れたのは僕だけだ。

　印字された数式の群れがぼやけて躍る。ダメだ。頭に入ってこない。集中しようと目を瞑つぶる。浮かぶのは昨日のことばかり。黒鉛が机を叩たたく音が響く。まるでがたがたと揺れる観覧車の駆動音のようで、やがてハッカの味が喉をせり上がり、僕は耳を塞いだ。

　試験終了の鐘が鳴る。氏名すら白紙の答案用紙に苦笑しながら、僕は目を閉じて飴あめ玉を錠剤のように口内へ叩き込んだ。舌に広がる香料が何味かは、よく分からなかった。

　目を開くと、小さく折り畳まれた紙が机の隅に出現していた。誰かが置いたような気配はなかったので、玄くろ岩いわが時間停止でも使ったのだろう。訝いぶかしみながら紙を開くと、便箋だった。しかもどういうつもりか、僕が悠ゆ乃のから貰もらったラブレターと同じもの。

『放課後、屋上で』

　一見普通の呼び出しだったが、裏にはこう書かれていた。

『果たし状』




「責任、取ってよ」

　フェンス越しに景け色しきを眺めていた玄くろ岩いわは、僕に気付くと振り返り、腕を組んでそう言った。その顔は不機嫌を全力で表したようだった。

「……ごめん」

　謝るしかない。僕の立てた作戦が上う手まくいかなかったのは事実だ。勝算が低かったとはいえ、散々玄岩に協力させた挙げ句のこの結果だ。弁明の余地はない。

　しかし玄岩はふっと表情を緩めると、

「なーんて、ちっちゃいこと言う気はないけど」

　組んでいた腕を頭の後ろにやり、大股で僕の周りをぐるりと一周する。

「え、ないのか」

「ま、あたしはあたしのベストを尽くしたし。結果的に作戦は失敗したけど、勝算があると思って乗ったのはあたし。だからあたしの結果は、あたしの責任。流石さすがにそのくらい弁わきまえてる。あんまり舐なめないでくれる？」

　元の位置に戻ってくると、涼しげだった玄岩の表情は一転、涙を我慢するようにこわばっていた。

「悠ゆ乃のさ、あたしとちゃんと向き合ってくれたんだ。たくさん本音を話してくれた。あんなに喋しやべる悠乃、初めて見たってくらい。結果的にはフラれちゃったけど、でも、もういいんだ。だからあんたには、感謝してもしきれない」

「そう……か。僕も、君には本当に感謝してるよ。で、玄岩。屋上に呼び出したのって、このためだけか？」

　彼女から受け取ったのは『果たし状』だ。まさかこの会話を果たし合いとは言うまい。

「なに？　胸を揉もませるため、って言って欲しいわけ？」

「はは。まさか」

　僕は笑って、でも玄岩は自分で言い出したくせに、一ミリたりとも笑わない。湿った吐息が彼女の口から零こぼれる。

「協力関係はこれでおしまい。だから、今日からあたしとあんたは、恋人じゃないから」

「そうだな。まあでも、短い間だったけど、楽しかっ──おわっ!?」

　言い終える前に、突然視界が切り替わり、目の前から玄岩が消えて、代わりに青空が広がっている。違う、時間停止だ。ゴムチップの床のごわごわした温ぬくもりを感じながら、現状を理解する。僕は屋上に寝転がされたのだ、と。

「まったく、別れ話の途中になんのつもりだ」

「何って、あんたにキスして、切り札を奪うつもりだけど。あたしの方が、あんたより負け犬だから」

　流れる白雲を遮さえぎって、僕の視界に玄くろ岩いわが映る。彼女は、起き上がらないままの僕を跨またいで、冷徹に僕を見下ろしていた。さっきまで恋人だったとは思えない目だ。

「どうだろう。僕だって結構負け犬なつもりだけど」

「だいたい、凪なぎ沙さちゃんの説得に失敗したあんたが、もう持ってたって無駄でしょ？」

　確かにそのとおりだ。納得しかけて、慌てて心の中で否定する。僕はまだ諦めてない。

「分からないだろ。まだ一週間あるんだ。可能性は……残ってる」

「凪沙ちゃんに無む理り矢や理りキスして、使わせるとか？」

　僕は奥歯を噛かみしめる。あんなこと、もう二度とやるものか。あれは気の迷いだ。凪沙への想おもいが強すぎて、自分でも、制御できなくて。

　玄岩の両足に手を伸ばす。引っ張って転ばせようとしたが、時間停止ですぐに指が離される。僕は冷静に、心の中で呟つぶやく。チャンスだ、と。僕は股下から抜け出し、限界まで玄岩との距離を取る。振り返ると、その場から離れられない玄岩が、僕を睨にらみつけた。そこに含まれるのは、敵意と、それから、驚き。

　だから僕は、親切に教えてやる。袂たもとを分かった相棒に。

「君のスキルは完全にネタが割れてるんだ。悪いな」

　彼女から明かされていたスキルの弱点は二つだけだった。時を止める時間の制限。時を止めた前後での場所の制限。

　だが──侮あなどれないことに、彼女はもう一つ、弱点を隠していた。

「スキルの使用後、硬直時間があるだろ。君は時を止めた後、元の位置に戻されて──さらに、その場所から離れられない。時間は……停止と同じで、五秒間くらいか？　複数回使うと、さらに硬直時間が延びると見た」

　あくまで仮説だった。疑いを持ったのは、先週のカフェで玄岩が不自然に足を止めた時だ。彼女は何かしらの理由で動けなかったのではないか、と。思い返せばいつも、彼女は時間停止の後にすぐに動き出したことはなかった。だからたった今試して、確信を持ったのはこの瞬間、彼女が悔しそうに表情を歪ゆがめてからだ。

「やっぱり、そういうことか」

　すぐそばのフェンスを掴つかんで、考える。これから僕はどうするべきか。とにかくまずは、この場から逃げおおせるのが最優先だ。玄岩は僕を狙い続けるだろうから、何かしらの策を講じる必要はあるが──とにかく、今のうちに出口までダッシュだ！

「ん[image: ][image: ][image: ]、むかっつく。白しら瀬せのくせにっ！」

　玄岩は逃亡する僕の背中めがけて思い切り叫ぶ。だが僕は足を止めない。玄岩が五秒で追いつけない距離を稼げば勝ちだ。ドアノブに手が届きそうになった、その時──腹部に激痛が走った。立っていられず、僕はその場にしゃがみ込む。

「くろ──いわっ！」

　痛みに耐えながら振り返る。玄くろ岩いわは得意げな笑みを浮かべて、招き猫のように握り拳を僕へ向けた。くそ、まさか殴ってくるなんて！

「白しら瀬せ、スゴいね。よく見破ったじゃん、硬直時間の弱点。時間停止を一回使うと、終わった後に五秒。硬直が終わる前に時間停止を使ったら、ペナルティで五秒ずつ追加。あんたに隠すのケッコー苦労したんだよ？　でもさー、見破ったって無駄なわけ。これは追いかけっこじゃなくて、果たし合いなんだからさ」

「そんなこと言うなら、これは恋愛成就のゲームだろ。それがどうして、一方的に殴られなきゃならないんだ。勘弁してくれよ」

　僕はなんとか立ち上がり、今度こそノブに手をかける。だが──

「なら、次の一発で終わらせてあげる」

　冷徹な声が、風に乗って耳に届く。振り返ると、硬直時間の終わったらしい玄岩が楽しげにステップを右へ左へ踏んでいる。ボクシングのようにワンツーとシャドーでパンチを繰り出し、僕を挑発するように八重歯を見せた。その瞬間。

「ぐ、────ぁッ──!!」

　反射的にうずくまる。一瞬、意識が飛んだんだと思う。チカチカした視界が元に戻るとともに、自分の呼吸が乱れて、上う手まくできないことに気付く。あまりに痛すぎて、どこが攻撃されたのかも分からない。浅い呼吸で身体からだを上から順にサーチする。それでようやく、じんじんと鈍い痛みは下腹部を中心に発生していると気付いた。こんなの小学生の喧けん嘩か以来だ。──玄岩め、やりやがったな！

「だいじょーぶ白瀬？　手加減はしたつもりだけど、潰れてない？」

　人の股間を蹴っておいて、なんて白々しい言い草だ。文句すら喉を通らないくらいに痛い、苦しい。ああ──ダメだ。気付けば僕は、再び屋上の床に仰あお向むけにされていた。

「──チェックメイト、ってやつ？」

　マウントポジション。僕の上に馬乗りになった玄岩が、楽しげに指を鳴らした。

「違う。まだチェックだ」

　僕は玄岩を睨にらみ付つけながら、言い返す。僕の上にかかっている重量はたったの女子一人分だ。本気を出して抵抗すれば、彼女をはねのけて逃げることくらい出来る。

「強情だよね、白瀬も。でも……これでもう、あたしの勝ちなんだってば」

　今度は寂しげに、今更になって罪悪感を帯びた顔で告げた。僕は、そんな彼女を思い切り押しのけようと身体を起き上がらせ──え？

　なんだよ、これ。

　あり得ないだろ。どうして玄岩は、ビクともしない？　だって、のしかかる体重は全然重くない。なのに、身体からだで押し返そうとしても、彼女はしっかり根を張った木のように絶対に動かない。

　いや、……まさか、そんな。僕は彼女の策略に思い至り、嘆息する。動かないんじゃない。彼女は今、この場所から動けないんだ。やられた。弱点にこんな使い方があるなんて。

「なあ玄くろ岩いわ。君は今、何回時間を止めた？」

「さあ。二十回くらいは止めたんじゃない？」

　つまり、百秒だ。百秒の硬直時間中、玄岩は今の位置から動けない。どれだけ大きな梃て子こを持ってきたって、微動だにさせられないだろう。それが彼女のスキルの、弱点だから。

　なるほど、これは──僕の完敗みたいだ。

「……やれよ」

　僕は観念して、抵抗の力を抜く。キスをされれば、僕は大人おとなしく従うしかない。目的はもう、完全に達せなくなる。そう思った時に去来したのは、どういうわけか安あん堵どだった。

　そうだ。むしろ最後の希望を奪われれば、完全に諦めがつく。大人しくゲームの終わりをただ待って、いつも隣にいた後輩への想おもいも、好きだと言ってくれた強敵のことも、仲良くなれそうだった友人のことも、ぜんぶ忘れて。何も変わらず、偏屈な理想を声こわ高だかに掲げながら、人生の続きに戻るのだ。

「せめて、優しく頼むよ、玄岩。これは僕にとっても特別なキスなんだ」

　終わりに身を委ねながら、僕はじいっと、玄岩の瞳を見つめる。玄岩愛あい華かは、強かった。想いを遂げることは出来なかったけれど、強い意志で悠ゆ乃のに立ち向かって。難なく僕を追い詰めて。そんな彼女は今、顔を真まっ赤かにして、目を泳がせている。

「だ、黙っててよ。今、覚悟を決めてるとこなんだからっ」

　……いや、その反応はおかしくないか？

「君は今まで散々こういうことしてきたんだろ。何を今更恥ずかしがってるんだよ」

　百戦錬磨の百人斬り。悠乃に近付く男を片っ端から籠ろう絡らくして、振って、近づけさせないために、何度だってキスも、それ以上のこともさせてきただろうに。

　なのに、玄岩は何を躊ちゆう躇ちよする？　彼女には何をしてでも叶かなえたい望みがあって、それがキスをするだけで手に入る。百秒の持ち時間で長考せずとも、手順は一つだけだろ。

「ち、ちちち、違うしっ！」

　玄岩は手加減なしに僕の胸を思い切りばこんと叩たたく。

「痛っ──、なんなんだよ、違うって、何がだよ」

「あたし……そんなんじゃないし。……噂うわさは、全部ウソ、だし。いっ、色仕掛けはしたけど、ちょっと付き合って、すぐにフっただけ。指一本だって触らせたりしてないから」

　悔しそうに顔を歪ゆがめる玄岩の手によって、僕のシャツがくちゃくちゃに握り締められる。

「はぁ？　いや、だって、僕の前では大胆に服を脱いで、胸も触らせてきただろ」

「あんたみたいな朴ぼく念ねん仁じんには、そのくらいしないと、ダメだと思ったから！　あんたの理性を焼き切るために必死こいて恥ずかしい思いをしたってのに！　全部無駄にするしっ、白しら瀬せの馬鹿！　変態っ！　マジで最悪！」

　服が破けそうな勢いで、掻かきむしるように玄くろ岩いわの手が僕の胸を駆け回る。彼女は僕に当たりながらも、必死で自分の中の何かと戦っているように見えた。

「大切なものはぜんぶ、好きな人のためにとっとくって、決まってるじゃんっ！」

　そして、彼女は叫んだ。

　いつぞやの、秘めた想おもいを思い切り空にぶつけた時よりも、強く、烈はげしく。

「ハハ……君らしくないな」

　過程なんて関係ないんじゃないのかよ。結果が全てじゃなかったのかよ。そのためならなんでもするんじゃなかったのかよ。

　矛盾している。

　だけど、その矛盾こそが愛なのだろう。自分の美学から外れてしまうのに、どう考えても非合理的なのに、一目瞭然で間違っているのに。どうしても無視できない。コントロールできない。そんな感情が、ぐるぐる渦巻いてるんだろ。分かるよ。

「なに？　なんなの？　なんか文句あるわけ？」

　無遠慮に零こぼれる涙が、僕の頬ほおを濡ぬらす。
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「ないよ。全くない。むしろ君が、うらやましいくらいだ」

　僕の中にも、その渦はある。綺き麗れいなのか汚いのかも分からない感情が、ぐちゃぐちゃにかき混ぜられている。観覧車で凪なぎ沙さの唇を奪ったとき、僕はその渦に飲まれていた。また飛び込んでしまえればどんなに楽かと思う。でも僕の理性は、それを決して許さない。

「忘れたくないよ。忘れたくない。やだよ……。悠ゆ乃の、ねぇ、なんで、悠乃……」

　僕だってそうだ。僕だって、忘れたくない。なのに、どうして。

　僕の目に涙が浮かぶのが、玄くろ岩いわから零こぼれる涙の粒に一瞬、映り込んで見えた。

　空が眩まぶしい。敗北を嘲あざ笑わらうような陽光が僕らを灼やく。二人分の嗚咽おえつはひっそりと、不規則に続いて、使い切られた攻め手の百秒を数えきった。





　　＊＊＊






　夢を観みた。夢の中で僕は、凪沙にキスをされていた。

　──ふふ、傑すぐる先輩。やっと捕まえたです。……私と、付き合ってください。

　可愛かわいらしく、幸せそうに。ほんの僅か、罪悪感で苦しげに。複雑に微笑ほほえんだ凪沙の命令に対して、僕は無抵抗に頷うなずいた。心の中では、ああやられたと嘆きながら、でも同時に、安心してしまう。だってこれから先、凪沙を失うことはないと、確定したのだから。

　変わらない気持ちなんてない。

　僕が言ったことだ。だけど、こんなの、おかしい。僕は戸惑う。凪沙への気持ちは、ゲームが始まる前よりもずっと、大きくなっていた。僕が、僕でなくなりそうなくらい。




　玄関を出て、傘を差す。こんな時にこんな天気かよ。冷えた足元を見下ろして、ますます心が沈む。晴れてくれないかと祈るも、そんな奇跡は二度と起きやしない。

　そう、思っていたのに。

「傑先輩っ、おはようさんです！」

　顔を上げると、そこには晴れやかな笑顔が咲いていた。幻覚じゃないかと目をこすって、飴あめ玉を頬ほお張ばる。それでも変わらず朱と鷺き羽わ凪沙の実像が立っている。

「な、凪沙!?　……もう来ないのかと、思ってた」

「ごめんなさいです。昨日はちょっと寝坊しちゃっただけです。地理の範囲が思ったより広くて、遅くまで勉強したせいですね」

　えへへ、とはにかむ凪沙の様子は、一週間前とも、一ヵか月げつ前とも、まるで変わらない。僕はホッとして、彼女の頭をぽんと一ひと撫なで──しようとした右手をポケットに収める。

「そっか、えらかったな。試験はどうだった？」

「おかげさまで、手応えはアリです。平均点くらいは取れてるはずですよ」

「よし。じゃあ次は平均超えを狙おう。僕も本腰を入れてビシバシ厳しく教えるよ」

「タイムですタイムです！　なんか育成の楽しみに目覚めてません!?」

　僕らは何を話しているんだろう。次なんてもう来ないと、分かっているのに。

「……なんか、変わらないな」

　水を差すと知りながらも、僕は素直に呟つぶやいてしまう。その声は雨に紛まぎれて消えてくれはせず、隣を歩く凪なぎ沙さの耳にきちんと届いたようで。

「当たり前です。これが、大好きな傑すぐる先輩と過ごす、最後の一週間なんですから。変わるわけないです。これも、駄目なことですか？　変わるべきだと、思うですか？」

　傘を肩に乗せて避よけ、上目遣い。懇願するような凪沙の視線がじいっと僕の答えを待つ。

「いいや、そんなわけないだろ」

　それは僕にとっても大切な日々で、かけがえのない時間だ。全部消えてしまうとしても、せめて最後まで、凪沙と過ごす心地ここちよい温度に浸らせて欲しいと思う。

「……あ。でも、君はまだ、僕の唇を狙う動機があるのか」

　僕は一歩、おどけたように距離を取った。だが凪沙は大人おとなびた様子で首をふるふると振る。あわせて傘が左右に細かく揺れた。

「もう、いいんです。私だって、傑先輩の言葉が響かなかったわけじゃないです。傑先輩がそこまで嫌がることを、無理強いはできないです。だから私の未来はもう一本道です。傑先輩への気持ちを忘れること。それが、こじらせ過ぎた私の心を治す唯一の方法です」

　凪沙は大きく腕を伸ばし、天高く傘を掲げる。

「…………そうか」

　たった一言。それだけの返事が、不思議と喉をつかえてなかなか出てこなかった。

　凪沙の宣言は、当然の帰結だ。僕が何を言おうと変わらない。僕は彼女の思考の過程を理解した。だから分かる。これは強がりでも駆け引きでもなんでもない。彼女にとってあまりにも自然な結論で、揺らぐ余地のない規定事項。

　つまり、今け朝さの夢のような事態は絶対に起きないってことだ。よかったじゃないか白しら瀬せ傑。わざとらしく心の中で呟いて、自分に言い聞かせる。

　傘を差しているのに、びしょ濡ぬれになるような錯覚がした。冷たいシャワーで呼吸が分からなくなる感覚。雨音の代わりに、「忘れる」という彼女の言葉がリフレインする。

　傘の取っ手を、ぎゅう、と握り締める。垂直に降る雨が弾はじかれる音が聞こえた。

「……凪沙。奇跡を起こす期限は、もう切れたのか？」

「いいえ？　傑さんはいつだって、私の心を動かしていいんですよ。私はあと一週間、片時だって、あなたのことを好きじゃなくなったりしないです」

　流石さすがに気恥ずかしいのだろう。凪沙はこちらに傘を傾けて顔を隠した。

　そんな彼女の照れる顔をどうしても見たくて、僕は少しかがんで、遮さえぎる傘の縁を優しく持ち上げる。

「奇遇だな。僕もだよ」

「……なら。よかったら私とお付き合いするというのは、どうですか？」

「気持ちは嬉うれしいけど、そういうわけにもいかないんだ」

　僕は困ったように眉を下げ、頬ほおを緩めてみる。今の僕は、上う手まく笑えているだろうか。不満げに片頬を膨らます凪なぎ沙さの表情からは、読み取れない。

「むう。強情ですね」

「君にだけは言われたくない。……僕は奇跡を、起こしてみせる」

　負けるものか。諦めるものか。手放すものか。凪沙を。そして、自分自身を。

「そうですか。楽しみにしてるですよ」

　変わらない日常を求める少女は、あははと笑って、ご機嫌に、でも虚むなしげに傘をくるくると回す。きっと彼女は、確信しているのだろう。

　強くて弱い僕には、奇跡なんて起こせはしないと。

　奇跡を起こすという宣言は、ただの強がりだと。





　　＊＊＊






　それから、何も進まないまま時間だけが経たった。

　七月十五日が十六日に変わって、コクハクカルテットの開催期間はもう残り丸五日。今日も僕はベッドの中で、考える。考えてしまう。

　どうすれば、分かり合えない僕らが分かり合える奇跡が起こせるか。

　答えはいつまで経っても思い浮かばない。感情も、理屈も、あの観覧車で全部ぶつけ合った。もう何も彼女を動かす材料はない。僕に出来るのは、結果を受うけ容いれることだけ。この気持ちを失うという結末に、綺き麗れいに向かうだけだ。

　なのに僕はいまだに凪沙との未来を捨てられず、いつまでもしがみついている。

　ぼんやりとした思考の繰り返しはやがて渦のようにぐるぐると回って、僕はいつの間にかその渦を、遠くからぼーっと眺めていた。

　やがて一歩、また一歩。呼び声に誘われるように、渦へと近付く。

　水面を見つめる僕を、背後からもう一人の僕が諫いさめる。──それは焼いて固めてクッキーにするから、近付くな、と。でも僕はそれを無視して、その身を投げた。ココア味のはずの水しぶきは、無味無臭だった。

　僕が僕の手を思い切り掴つかむ。離せと僕が叫んで、離さないと僕が叫ぶ。

　凪沙のターゲットは変えられない。だから僕らの気持ちは消える。

　それでも僕は凪沙とずっと一緒にいたい。

　ならば、僕が永遠の愛を受うけ容いれるしかない。

　それが僕の出した答えで、でもそれは僕が絶対に受け容れられない答えだ。

　ああ──矛盾している。

　そう唱えながら、夢の中に、意識の底に、落ちていく。




　がさごそ。何か音が聞こえた気がした。僕の寝返りの音だろうか。いや、違う。スプリングがゆっくり、ぎしりと音を鳴らした。水上に浮かんだ身体からだに、僅かな波が寄せるような感覚。うっすらと目を開けて、僕は呟つぶやく。

「……これは、夢だよな？」

　ぼんやりと浮かぶ影に問いかける。四よつ這ばいで僕に被かぶさる少女は、僕への答えを探すようにしばし沈黙を消費して、やがて。

「そう、これは、悪い夢。だから、あなたは身を委ねていればいい」

　青あおヶが島しま悠ゆ乃のは、艶なまめかしく微笑ほほえんだ。

　ああ、本当に、どちらだろうか。枕元を手探っても、ドロップ缶が見つからない。夢ならきっと、そんなことはない。だからこれは、悪い現実だ。

「悠乃。一体どこから現れたんだ」

「豆知識。合鍵は、鍵の番号さえ分かれば作れる。……下見も二回、バッチリ」

　やや得意げな声音で、悠乃は僕に教えた。つまり彼女はあらかじめ全知の能力で合鍵を作っていて、正面から堂々と侵入してきたということらしい。流石さすがに悪用が過ぎるだろ。

「それで、こんな時間に何の用だ？　さぞ急用なんだろうな」

　視界の端で、壁掛けの時計が深夜の一時半を示している。良い子どころか悪い子もとっくに寝ている時間だ。大切な用事じゃなければ流石の僕もキレてしまう。

「この日、この場所で。わたしとあなたがキスをする。確定した未来を、再現しに来た」

「嘘うそだ」

　僕はすぐに否定する。

「本当。わたしが白しら瀬せ傑すぐると二回目のキスをする日は──七月十六日。場所は──白瀬傑の寝室、ベッドの上。全知のスキルで、とっくに調査済み」

　彼女の言葉を吟味する必要なんてない。僕はその言葉が、嘘じゃなければ困るのだ。僕を諦めさせるためのブラフ。そう決めつけて、暗闇で蠢うごめく影に問う。

「……君は最初から、この状況を狙っていたのか？」

　こくりと頷うなずいた悠乃の姿が、段々ハッキリと見えてくる。最初から同どう衾きんが目当てだったのか、ライムグリーンらしきネグリジェを着ている。覗のぞかせる胸元からはすぐに目を逸そらしたが、悠乃はその一瞬を見逃してくれず、ふふ、と吐息を漏らした。

「それなら先週の間ずっと僕の唇を狙ってたのは、なんの意味もなかったってことか？」

「意味は、あった。あなたは努力している子が好き。だから、わたしもあなたに、努力している姿を見せようとした。それが……あなたへキスしようとすること」

「なんだよそれ。努力の方向性がズレすぎだろ……」

「他に、思いつかなかったから」

　垂れた黒髪から仄ほのかにシトラスの香りがする。髪はまだほんのり湿っていて。さては。

「なあ悠ゆ乃の。僕の家でシャワーを浴びたのか？」

　悠乃はまたこくりと、恥ずかしげに頷うなずいた。いや自由すぎるだろ。

「シャワーだけ。他はちゃんと持ち込んだ」

「そこ主張して罪状が変わると本気で思ったのか？」

「光熱水費は後で振り込む」

「その口ぶり、さては口座番号も知ってるな？」

　僕の呆あきれ顔がおを無視して、悠乃は愛いとおしそうに僕の髪を梳すく。流れのままに、僕の耳の形を確かめて、頬ほおをつかず離れずでなぞる。指先は首元を経由して鎖骨で止まり、焦じらすように円を描く。繰り返される動作の中で、僕らは言葉の応酬を続ける。

「……玄くろ岩いわよりも、やっぱり僕なんだな」

「最初から、変わらない。……愛あい華かはわたしの、大事な親友」

「なら玄岩のことは、忘れていいんだな？　それともあれか。君も、玄岩みたいに僕の切り札を奪いに来たのか？」

　悠乃のこそばゆい指が一瞬止まって、また動き出す。

「愛華のことは、忘れる。確かにわたしは、あなたの言うとおりに、愛華と向き合った。……でも、それはカルテットの中だけ。カルテットの後のわたしは……きっとまた愛華を傷つけ続けるから、もう一緒には、いられない。だから【負け犬】の切り札は、いらない」

　彼女の選択は、残酷なのだろうか。それとも優しいのだろうか。

　──忘れたく、ないよ。

　玄岩の泣き顔が思い出される。二人の関係がどうあるべきかなんて、僕には決して量れない領分だ。でも、それは彼女一人で決めていいものなのだろうか。

　ああ──何が正しくて、何が間違っているか。そんなこともう、考えたくもない。

「もう、放っておいてくれないか」

　投げやりに呟つぶやく。それでも悠乃は聖母のような笑みを向けながら、僕の頬をそっと冷たい手で包み込んだ。

「傑すぐるくんは、わたしを選ぶといい。傷心のあなたを慰められるのは、わたしだけ」

「だから、それは──」

　意味が無い。俎そ上じようにも載らない選択肢。僕は永遠の愛を受うけ容いれる気はないと、散々言ったはずだ。それなのに、悠乃の目に揺らぎはない。

「わたしを選んでも、カルテットは続く」

「……嘘うそ、だろ」

　あり得ない。だって彼女は、僕をターゲットに、……してるんじゃ、ないのか？

　悠ゆ乃のはいつかみたいに、僕の望みを打ち砕くかのように、しっかりと首を振る。

「わたしはあなたを、ターゲットにしなかった」

　その宣言は、僕の心をぐちゃぐちゃにかき乱した。前提が全部、壊れて、どうしたらいいのか分からなくなりそうになる。いや、落ち着け、こんなの嘘に決まってるだろ。

「……なら、最初から言えばよかっただろ。今更、信じられるわけがない」

「最初から言っても、あなたは信じなかった。でも今なら、信じたくなるかと思って。それにもし疑うのなら、スキルの最後の一回で、証明してもいい」

「……キスをするのが確定してるなら、真偽なんて関係ないだろ」

「関係、ある。二回目のキスは、あなたの恋人として、したいから」

　熱のこもった視線が怖くて、勢いに飲み込まれてしまいそうで、僕は目を逸そらす。

　万が一、本当に悠乃のターゲットが僕じゃなかったら。一つ、大きな問題が生じてしまう。悠乃の恋心は、凪なぎ沙さとは違って、ゲームの後も消えないのだ。

「傑すぐるくんに、問題。このゲームが終わって、ゲームの記憶を失って、敗北した参加者とターゲットとの関係が恋をする前まで巻き戻って、それでも残るものは、なんでしょう？」

　疑問形は効果的に僕に染みこんでいく。答えはすぐに分かった。青あおヶが島しま悠乃はあの日、僕に告白しようとしていたのだから。

「……ラブレターだ」

　差出人不明のピンクの封筒。僕と凪沙の関係が消えてしまっても、僕の靴箱には変わりなく投とう函かんされるであろう、不器用な愛のメッセージ。ラブレターを受け取った僕は屋上に行き、悠乃から告白されて、どうするだろうか。

「カルテットの後、あなたは、わたしと付き合っているはず」

「まさか、そんなわけない」

　否定しながらも、あり得ない話ではない、と考えてしまう。少なくとも悠乃の告白に対してすぐには頷うなずかないだろう。だけどその後、彼女の好意を知りながら、しかるべき時間を積み重ねたなら、僕らが付き合う可能性は、きっとある。

　思考の果てにフリーズした僕の耳元に、悠乃の唇が近付いて。耳じ朶だを吐息が温めて。

「だから、わたしを選んで」

　悠乃は続ける。

「わたしの目的は二つあった。一つは、カルテットの後のわたしと傑くんが、付き合うこと。もう一つは──カルテットの後に消えてしまう今のわたしが、傑くんと付き合うこと。ほんの短い間だけでも、一晩だけでも、いい。ここでわたしを選んでも、何もおかしくない。わたしを、選んで。わたしに、晒さらして。すべて、受け止めてあげる」

　囁ささやく声が、この空間で唯一の音が、僕を惑わせる。

　まるで脳にキスをされたかのようだった。瞬時に何も考えられなくなる。

　再び四よつ這ばいに直った悠ゆ乃のは、呆ほうけた僕の瞳を満足そうに見た。大事に仕し舞まった宝石箱を開いては閉じ、自分だけの煌きらめきに心を躍らすようだった。

「……どうして、僕をターゲットにしなかったんだよ」

　僕の問いに、悠乃は不思議そうに首を傾かしげた。

「あなたが一番、分かるはず」

「僕が？」

　分からない。僕の沈黙に、少し残念そうに髪をかき上げて、悠乃は答える。

「欲しいものは、自分の力で手に入れたいから」

　迷いなく言い切ったその姿に、思わず息を呑のむ。彼女はこんなにも、美しかっただろうか。

　悠乃と僕は似ているのだと、今更になって気付く。彼女もまた、ゲームによって何かを得たかったわけではなかった。なりゆきで、だけどゲームを放置すれば自分に不利だから参加しただけなのだ。

「わたしは、知りたかった。好きという感情を。周りから多くの好意をぶつけられてきて、なお、わたしには理解できなかったから」

　いっそ、受うけ容いれてしまおうかとも思った。

　僕と悠乃はきっと上う手まくやっていける。カルテットの中でも、カルテット後の世界でも。

「誰かを好きになってみたいと、思っていた。でも、そんな不純な理由で誰かを好きになるのは……違うと、思った」

　滔とう々とうと。或あるいは訥とつ々とつと。悠乃の語り口を相反するように感じるのは、何な故ぜだろうか。

　僕の頭の中で、渦は回り続ける。相も変わらず僕は僕を必死でつなぎ止めている。

「でも、あの日。わたしは見つけた。泣きじゃくるあなたを見て、思った。これだけの感情が、恋には必要なんだと。わたしにはそれがない。資格がない。だから、もっと知りたい。そう思った。その瞬間、わたしはあなたに心を奪われて、それで……声を掛けた」

　僕はベンチで大泣きして、悠乃が隣にいてくれた。あの時のように、僕の心はもうすり切れそうで。あの時のように、誰かに傍そばにいてほしくて。青あおヶが島しま悠乃こそ、その相手にピッタリなのではないか。そう思い始めていた。

　──あの日の記憶が、これから効いてくる。そう、遅効性の毒のように。

　まさにその通りだ。回り始めた毒は僕を蝕むしばんで、楽な方へと誘導していく。

　思い出の中の僕が、悠乃の膝の上に寝転がされる。僕は再び涙をぐずぐずと流し、声を上げて咽むせぶ。やがて一粒の涙が、僕の頬ほおの上でカーブを描いて、口の中に入り込んで──

「……嘘うそ、だ」

　直感に従って、呟つぶやいた。

「本当。わたしは、あなたに一目で惚ほれて」

「そうじゃない。……嘘なんだろ、あれは」

　突然のことに、悠ゆ乃のは眉根を寄せて目を細める。僕の視線から意味を読み取ろうとして、でも分からないようで。或あるいは、分からないふりをして。

「どういう、こと？」

　スプリングに預けていた体重を、僕は自分で支える。悠乃の両肩に手を伸ばして、押しのけながら上体を起こす。

「君の【巧妙な罠わな】の正体が分かった。君は、切り札を真っ先に使ったんだな。……むしろ、ゲーム開始直後にしか使えない制限があったんだろうな」

　僕はゆっくりと、口を動かした。自分自身の目を覚まさせるために。

「悠乃。君は──僕の記憶をいじっただろ」

　今だって、信じられない。こんなに鮮明に思い出せるのに。あの日の記憶は──隣にいる君も、会話も全部、作り物だ。何な故ぜなら、記憶の中の涙は、味がしなかったから。

　悠乃が貸してくれたハンカチは、家じゅう探しても見つからなかった。そのはずだ。最初からそんなもの、貰もらっていなかったのだから。

「……ご名答、傑すぐるくん。わたしの切り札は、ゲーム開始時にしか使えない。【特定の人物との過去の記憶を十分間改かい竄ざんする】効果。さらに細かい発動条件で、あなたとの最初の会話で、改竄した記憶と同じ言葉をかける必要があった。……そうしてわたしは、あの子と同じ土俵に立った」

　悠乃は無表情のまま、喉を絞って捻ひねり出だしたようなか細い声で自白した。

　──どうしたの、白しら瀬せくん。

　ゲーム二日目の、彼女との接触。その時点で、僕は逆に罠にかけられていたのか。

　悠乃は黙って、不安げに僕の言葉を待つ。僕の気持ちを読みあぐねているのだろう。怒りか、悲しみか、失望か。僕自身さえ決めかねている。一番しっくりくるのは──

「やられたよ、悠乃」

　策略に嵌はまったという、純粋な悔しさだ。だってこれはゲームで、彼女の行動はルールに則のつとった行為で、なら怒るのも悲しむのも筋違いな話だ。

「わたしがあなたを好きなのは、紛まぎれもない本心。あなたを遠くから見ているうちに、わたしに興味のないあなたを追いかけるうちに、わたしの気持ちは育って、大きくなった」

　悠乃は苦しそうに胸を押さえる。息を吸って、吐いて、そして。

「白瀬傑、くん。わたしと、付き合ってください」

　魂ごとぜんぶ声にして、僕にぶつかってきた。

「わたしは、傑すぐるくんを理解できる。傑くんを大切にする。傑くんと一緒に──」

　止めなければいつまでも言い続けそうで、僕は彼女を真まっ直すぐ見据えて、首を横に振る。力なくすぼんだ口から「あ、ぁ……」と短く、世界の終わりのような声がした。

「悠ゆ乃の。君の気持ちは本当に嬉うれしい。嘘うその記憶でもさ、傍そばにいてくれて救われたよ。でも……僕は君と付き合えない」

　本当にずっと傍にいてくれた人は、もっと近くにいたから。

「…………わかった。それで、いい」

　悠乃の綺き麗れいな瞳から一気に涙が溢あふれる。

　四角い部屋の中、月明かりのみを光源に描かれたその姿に、僕は思わず見み惚とれてしまう。

「わたしの願いは、カルテットの後のわたしが叶かなえてくれる。だから──」

　不意打ちだった。

　悠乃の唇が、はらりと舞う蝶ちようのような軌道で、僕の唇に触れた。冷たいような、温かいような感触は、すぐに離れていった。

　全知のスキルで約束された、シナリオ通りの口づけ。

　儚はかない恋が身を燃やし尽くす寸前の、一瞬の口づけ。

「──このわたしのことはもう、気にしないで」

　そうして彼女が下した絶対の命令は、権利の放棄に他ならなかった。

「本当に、それでいいのか」

　似たような質問を、最初のキスの時も訊たずねた。きっと答えは同じなのだろう。それでも、問わなければいけない気がした。

「やっぱりわたしは、わたしの力で、あなたを振り向かせたかった。だからもう、いい」

　悠乃はベッドの縁から足を投げ出して、すっくと立ち上がる。ふわりと一瞬広がった彼女の後ろ髪は、怖いくらいに綺麗だった。

　そのまま振り返ることなく、悠乃の素足は踵かかとからつま先まで洗練された動きで僕から離れていって──

「……ごめんなさい。やっぱり、だめ」

「え？」

　舌の根も乾かぬうちの前言撤回。くるりとこちらを向いた悠乃は、びしょびしょに濡ぬれた顔もそのままに、がくがくと震えていた。

「傑くん。ねえ、傑くん。わたしのことを、抱きしめて欲しい。一分だけでいいから。一分だけ、わたしのことを好きになってほしい」

　両腕を広げて、悠乃は前のめりに訴える。彼女らしからぬ切実な声で、持ちうる全てを差し出さんとばかりに希こいねがう。

「悠、乃……」

　僕はそんな彼女の姿を見たくなくて、ベッドにできた皺しわに視線を落とす。

「お願い。それ以上は、何も求めないから。なにも」

「でも、僕は、君のことは──」

「わかってる。わかってるから、言わないで」

　青あおヶが島しま悠ゆ乃ののたった一つの願いは、今すぐに叶かなえてしまえるような簡単な願いだ。

　それでも、駄目だ。

　僕に彼女を抱きしめるなんて出来ない。僕は彼女を振った。僕は彼女のことを愛していない。僕の心にはたった一人だけがいる。

　僕は衣きぬ擦ずれの音を立てながら、ゆっくりとベッドから下りる。

　悠乃の正面へそっと近づき──僕は、抱きしめるフリだけして、すすり泣く彼女の背中をできる限り優しく撫なでた。泣き声はその度に大きくなり、真っ暗な部屋に響いた。




　恋愛成就を目指すゲーム、コクハクカルテット。ああ──なんなんだよ、これは。

　凪なぎ沙さは泣いていた。

　玄くろ岩いわは泣いていた。

　悠乃も今、泣いている。

　誰も幸せになれない。こんなゲーム、やっぱり間違っていたのだ。

　それなのに、僕は。

　僕の主義に反する間違ったゲームを。永遠の愛を。もう、否定できないでいる。

　凪沙を失うことが、どうしても怖かった。失ったことすら、忘れるとしても。
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　僕はベッドの上でキジトラのぬいぐるみを抱き、呼吸をしていた。

　今日は七月二十日。ゲーム最終日。あれからどれだけの時間を浪費しただろう。

　短いテスト休みに入ってから、僕はずっと家から出ていない。なんの刺激もない真四角の部屋の中で、僕はずっとずっと、同じ思考のルートを巡り続けた。

　そういえば、明日からはテストの解説で登校日だったような気がする。

　文化祭実行委員の話し合いもあると、誰かからメッセージも来ていた。

　でも明日のことを考える余裕なんてない。そもそも今の僕が考えて、何になるだろうか。明日になる瞬間、このゲームは、コクハクカルテットは、終わるのだから。

　時たま思い出したかのようにスマートフォンを取り出し、書いては消してを繰り返す。

　日付が変わるまで、あと四時間を切っていた。

　僕の心ではずっと、せめぎ合いが続いていた。

　僕の指はピリオドに向かって、何度も頭で反はん芻すうした言葉を打ち込んでいく。予測変換の候補にも顔を覗のぞかせたが、甘んじることなく指を最後まで滑らせる。




　僕と付き合おう。




　入力画面の文字列を眺めながら、僕は深く、深く、溜ため息いきを吐ついた。

　もう、これしかない。

　もう、これでいいじゃないか。

　僕は凪なぎ沙さが好きだ。大好きだ。一生一緒にいたい。それでいいじゃないか。どうせ結果は変わらない。僕は彼女を永遠に愛するだろう。今すぐにでも誓おう。だから、先取りで永遠の愛を手に入れても、いいじゃないか。

　自分の主義を曲げたくなるほどに、誰かを愛すること。

　それこそが、君の言う奇跡だろ。君が欲しい証明だろ。

　なのに、最後のひと踏ん張りに躊ちゆう躇ちよする。個別メッセージの画面で指を滑らせ、凪沙との会話ログを眺める。毎朝話す機会がある分、やり取りはさほど多くない。彼女の入学式の写真が通り過ぎ、ホワイトデーのお礼が通り過ぎ、合格発表の時に一緒に撮った写真が通り過ぎ。僕を慰める長文が通り過ぎ。誕生日を祝うメッセージが通り過ぎた。このやり取りの、どこからが消えてしまうのだろうか。

　やがて行き止まりへと辿たどり着つく。彼女と連絡先を交換したのは、美み凪なぎと付き合って一周年の記念日に、サプライズを仕掛けようと思って作戦会議をした時だった。

　喜んで涙を流していた美凪の顔を、思い出す。

　ああ、僕はあの絵馬の前で誓ったというのに、すっかり忘れていた。心が折れそうになったら、負けそうになったら。僕は朱と鷺き羽わ美凪を、僕の先を歩く彼女を、思い出すと決めていたじゃないか。今がまさに、その時だ。

　連絡先から、彼女の名を探して開く。最後の会話は、神社に着いたという連絡だった。受話器のマークに触れる。寝転がったまま、耳元にスマートフォンを添える。コールが一回、二回、三回。鳴る度に、ハッカの味と心臓の鼓動が強まって、永遠にも感じられた。

『もしもし？』

　やがて懐かしいその声が鼓膜を揺らした瞬間。ハッカの味は波のように引いていく。そうして露出した記憶の砂浜には、幾つもの楽しい思い出が描かれていて、途端に胸が温かくなった。

「……もしもし。久しぶり、美凪」

　緊張のせいで声が震えてしまう。こんなこと、告白した時以来かもしれない。

『うん。久しぶり、傑すぐる。間違い電話？』

「いや、美み凪なぎ宛で間違いない。ブロックされてなくて安心したよ」

『なんでブロックするの。君は私の大事な大事な元カレだよ。で、どしたの、こんな時間に。付き合ってる時だってそんなことなかったよね？』

「君に相談したいことがあったんだ。今、時間大丈夫か？」

　美凪は『ん』と優しく喉を鳴らした。僕は咳せき払ばらいを一つして、本題に入る。

「実は、好きな人が出来たんだ。付き合いたいと思ってる」

『おー、それはそれは、おめでとう。どんな子なの？』

「年下で、人なつっこくて、すごく可愛かわいいんだ。日だまりみたいに温かくて、明るくて、でもちょっと危なっかしくて、だから、ずっと隣にいて、彼女を守りたい」

『へえへえ、いいねえ、青春だねえ』

　嬉うれしそうに茶ちや化かす美凪。それが君の妹だ、とは流石さすがにまだ言えない。

「でもさ、彼女と付き合うには、永遠の愛を受うけ容いれなきゃいけない」

『ごめん、急に話が見えなくなっちゃったんだけど。なになに、どういうこと？』

「悪いけど説明は省かせてくれ。とにかく……そういう風になってる」

『ま、いいけど。でも傑すぐる、言ってたよね。大事なのは永遠の愛じゃなくて、愛を永遠にしようと努力することだ、って』

「だから困ってるんだよ。僕は自分の主義をねじ曲げなきゃ、永遠の愛という結果を受け容れなきゃ、あの子の隣にいられない。どうしたら、いいと思う？」

　めちゃくちゃ言っているのは百も承知だ。それでも伝わると思ったのは、美凪への信頼であり、甘えなんだと思う。別れたって、彼女と積み上げてきた時間が消えるわけじゃない。彼女に許した分の心の領域は、どうしたって残ったままだ。

『相変わらず面倒くさいね、傑は』

「そう言われると照れるな」

　半笑いを返すと、美凪は長い溜ため息いきを吐ついた。具体的には二年分くらいの長さだ。

『傑はさ、このままの生き方を続けて、いつか後悔するかも、って思うことはある？』

「……ないよ。僕を形作るのは結果じゃなくて過程だ。正しい過程を歩めば、たとえ望んだ結果に届かなくたって、残るものが必ずあるはずだから」

『じゃあ、実際に後悔したことは？　たとえば、私と別れたこととか』

「ひどく引きずりはしたけど、後悔はしてないよ。こうして今、話せてるしな」

　美凪と無理に交際を続けようとしたとしても、結局はいつか破綻して、そしたらこんな風に話せる日は二度と来なかっただろう。だから、後悔はない。

『あっはは。やっぱり引きずったんだね。そっかそっかあ』

「なんでちょっと嬉しそうなんだよ。こっちは半年以上苦しんでたんだぞ。立ち直れたのだって、つい最近なんだ」

『なら、立ち直ってくれてよかったよ。傑すぐるとはそれなりに理解し合って、苦楽を共にした元相棒なわけだし。私の人生に依然として君は必要だからさ』

「え。そんな風に思ってくれてるなんて、知らなかった」

『そりゃ言わないよ。こんな……恥ずかしいこと』

　美み凪なぎが照れたように語尾を誤ご魔ま化かして、すぐに咳せき払ばらい。本題へと戻る。

『それでさ、傑は後悔しない自信があるみたいだけどさ、でも未来のいつか、ずっとずっと先。傑を取り巻く色んな事情が変わって、経験値の増えた傑の考え方も変わって。そしたら、後悔するかもしれないよ？　将来独居老人になって、近所の子供に偏屈プロセスじいさんってあだ名されて、寂しい思いをして……みたいになるかもしれないでしょ。ああこんな惨めな思いをするなら、やっぱりあの時は何が何でも、どれだけ惨めでも、自分の気持ちに正直になって、主義なんて全部ねじ曲げて、悪いところも全部直して、美凪に追いすがっておけばって』

「あまりに嫌すぎる像を未来で結ばないでくれ。だいたい、悪いとこ全部直すなんて無理だろ。それも含めて僕なんだから」

『ほら、そんな風に君はいっつも頑固で、私のしてほしいこと、全然してくれなかったし』

「ごめん。ごめんって、でも美凪だって──いや、やめておこう」

　犬も食わない喧けん嘩かを今始めたってしょうがない。電話口の美凪は『ん』とちょっと不機嫌気味に喉を鳴らした。

『……だから。だからね、あの傑が主義を曲げようとしてるなんて、その子にはちょっと妬やけちゃうんだよね、正直。はーあ。前任者としてパワハラしちゃおうかな』

「ほどほどにしてあげてくれ。というかなんだよ前任者って。僕の恋人、なんでそんな事務的なポジション？」

　聞き返すも、返答はない。美凪は一人でツボにはまって、苦しそうに笑っていた。

『ごめん、話が逸それちゃったね。つまり未来のことなんて誰にも分かんないんだよ。だから自分の主義を貫くのも、きっとすごく大事だけどさ。……私は傑に、傑の気持ちも、傑の主義も、両方ともを貫いて欲しいかな』

　結論は笑ってしまうくらいシンプルで、強欲だった。それが出来ないから、矛盾しているから、こうしてずっと悩んでいるというのに。

「そんな方法、ないんだよ」

『んーん。あるよ。考えればあるはずだよ。ないって思うのは、近くを見過ぎてるからだよ。君の主義は、君の人生の指針なんだからさ、もっと遠くまでちゃーんと見渡さないと』

　希望に満ち満ちた声で、美凪が語る。それは分かるようで、分からないようで、やっぱり分かるような答えで。

「遠くまで、見渡さないと、か」

　一つ、思うのは。一つ、気付かされたのは。

　コクハクカルテットの最中、僕はずっと、ゲームのことしか見ていなかったということだ。このゲームが終わっても、僕の人生は、凪なぎ沙さの人生は、ずっと続いていく。それが、分かってるようで、分かってなかったんだ。凪沙も、悠ゆ乃のも、玄くろ岩いわも、分かっていたのに。最初からゲームを否定してかかっていた僕が一番、このゲームに固執していた。

「……なあ、美み凪なぎ」

『どうしたの、傑すぐる』

「さては、僕に黙って、大人おとなになった？」

『あはは、どうだろう。君と別れて随分と経たったからさ、私だって成長するよ。君の許可なしに。それに……傑も変わったよ。なんか、かっこよくなった』

　僕は思わぬ言葉に「かっ──」と息を詰まらせてしまう。

「ああ、なんだか凄すごく久々だ、こんな感じで話すのは。ちょっと恥ずかしいな。……でも、本当にありがとう、美凪。君がいなかったら、僕は迷子になってた」

『ん。まぁ、アフターサービスは充実してるよ。私と付き合ったこと、後悔なんてさせたくないからね』

「それだけはないよ。一瞬だって後悔したことはない。過去も、たぶん、未来も」

『ふふ、ありがと。私もだよ。お互い幸せになれるといいね』

「大丈夫だ。僕も君も、幸せになる。保証するよ」

　根拠なんてない。それでも。幸せになると決めたなら、幸せになれるはずだ。

『じゃ。おやすみ、傑』

　別れを惜しむような長い沈黙の末に、『またね』という言葉が付された。

「ああ。またな、美凪」

　僕は一ひと欠片かけらの余韻も残さずに、電話を切った。

　涙が一滴だけ、零こぼれた。多分それは、あの日の出がらしだ。

　この会話も、明日にはなかったことになってしまうのだろうか。

　いや、違うな。消えてしまっても、きっと、どこかで繋つながってるはずだ。繋げてみせる。

　覚悟は決まった。

　今度こそ、奇跡を起こそう。

　ベッドから起き上がり、カーペットに足を着ける。部屋着を脱ぎ捨てながら、スマートフォンを急いで操作した。

「夜遅くにごめん、今から学校に来られないか？」

　電話が繋がってすぐ、僕は相手の言葉も待たずに電話口の向こうに伝えた。

　時間はまだ──二十一時過ぎだ。日付が変わるまで余裕はある。クローゼットを開いて、隅っこに放置された小さな紙袋を確認して、一人頷うなずいた。
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　腕時計をチラチラ見ながら、ズボンのポケットに手を突っ込んで周囲を見回す。横断歩道の向こう、閉ざされた校門の前には、既に一つの人影があった。

　──青あおヶが島しま悠ゆ乃のだ。

「どうしたの、傑すぐるくん。その格好、暑くない？」

　悠乃の指摘のとおり、正直暑い。夜とはいえ今は夏真っ盛り。にもかかわらず長袖のシャツに制服のジャケットを着ているのは傍はたから見ても暑苦しいだろう。

「……まあ、ちょっと、気合いを入れたというか」

「何かある。怪しい。……全知の能力のラスト一回、今こそ使う時？」

　スッ、と悠乃が手帳をちらつかせる。まだ温存してたのかよ。

「もっと違うことに使った方がいいだろ。もう時間もないけど」

「……それもそう。……それで、傑くん。わたしに用って？　まさか、大逆転の告白？」

「悪いけど、違う。この前君が来た時に、ちゃんと伝えられなかったことがあるんだ。僕は凪なぎ沙さと付き合うって決めた。だから君とは……カルテットの後も、付き合えない」

　僕の宣告に、悠乃は不愉快そうに半月状に目を細めて僕に詰め寄る。

「傑くん、なかなか惨むごい。オーバーキルが過ぎる。それが、わざわざフッた相手を呼び出して掛ける言葉？」

「確かに、それはごめん。……お詫わびにさ、正直に白状する。実は少しだけ、迷ったんだ。君と付き合うのも悪くない……いや、良いんじゃないかって」

　真正面から伝えるのは流石さすがに恥ずかしくて、夜空を見上げながら、告げる。月を探してみたが、どうやら雲に隠れているようだった。

「……え」

　信じられないと言いたげに、悠乃は拳を胸に当てながら一歩退いた。

「たぶん、僕の心の一割くらいは君に持ってかれてたと思う。そういう過程は伝えといた方が、フェアかなって」

　僕は右手を差し出した。悠乃は躊躇ためらいなくそれを掴つかんだ。ついでにやたら強く握り締められる。あの、爪、食い込んでますが。

「フェアじゃない。ずるい。何の意味もない。デリカシー皆無」

「でも、これはゲームだ。ゲームなら、リザルト表示は充実していた方が良いだろ。勝ち負けの結果の他にだって、大事な要素は沢山ある」

「……そう、確かにこれはゲーム。なら。わたしの答えはこう」

　悠乃は握った手をほどく。ゆっくりともったいつけて、僕に人差し指を向ける。

「次は──負けない」

　そして、アイドル顔負けのウィンクを披露した。驚いた。本当に練習していたのか。

「分かった。受けて立つよ」

　僕は不敵に笑って見せて、挑戦者の宣言に乗った。




　次に現れたのは、玄くろ岩いわだ。バス停のある方向──僕の背後からやって来て、不機嫌そうに軽く僕の肩を小突いた。

「なんなの白しら瀬せ。こんな遅くに呼び出して、なんのつもり？」

「ああ、待ってたよ、玄岩」

　振り返って軽く手を挙げる。僕の陰に隠れていた悠ゆ乃のも、こくりと頷うなずいた。

「……久しぶり、愛あい華か」

「……って、え、悠乃？　う、うん。ひさし、ぶり。……なんで？」

　歯切れの悪い挨拶。やっぱりこの二人は、デートの日以来話してなかったようだ。

「だって、あれで終わりなんて後味が悪いだろ？」

「それは……そうだけど。全部終わって、なくなるのに。意味ないっていうか」

　拗すねたように、玄岩は耳横でやや跳ねた金糸を気にしてくるくると弄いじる。彼女の顔を良く見れば、目の周りは泣き腫らして赤くなっていた。なんでこんな時まで強がるんだ。

「なら、これを君に託すよ」

　僕はポケットに手を突っ込み、取り出したものをそのまま玄岩に差し出した。

　それは──僕の切り札だ。

「は？　いや、これ、なんなの急に！　だってあんた、それ、凪なぎ沙さちゃんに使うんじゃ」

　玄岩は慌てて一歩退く。僕はすぐにその距離を埋める。壁を作るように向けられた手の平を掴つかんで、無む理り矢や理りにカードを握らせた。

「これはもう、僕には不要なんだ」

「それって……どういうこと？　ねえ、まさか諦めたってこと!?　そんなのあたし、許さないから。あんたは、あんただけは、ちゃんと願いを叶かなえてよ。そうじゃなきゃ──」

　悠乃は僕の肩をがっつり掴んで、レバガチャのごとくぐるぐる回す。それがなんだか、無性に嬉うれしかった。僕らはこの三週間で、こんなにも仲良くなれたんだな、と。

「違うよ。決めたんだ、覚悟を。……選んだんだ。僕が進むべき道を──いや、僕が進みたい道を」

　いつの間にか、月明かりが優しく僕らを照らしていた。かかっていた雲は全て晴れている。満月にはまだ足りないが、充分に綺き麗れいな円形が夜空に描かれていた。

「だからさ。それを使うかどうかは、二人で話し合ってくれ」

　忘れたくないと泣いた玄岩と、傷つけたくないから忘れさせたい悠乃。相反するのかも分からない気持ちの答えは、二人からしか正しく生まれない。

「うん。分かった。……ありがと白しら瀬せ。色々、ごめんね」

　しょぼくれたポニーテールは、彼女には到底似合わないもので。僕は思わず「ははっ」と吹き出してしまう。

「謝るなよ。君らしくない」

「はぁぁ[image: ][image: ][image: ][image: ]!?　あたしだって悪いと思ったら謝るってのこれでも常識はあるんだから！　あんたより勉強も出来るしゲームも出来るし料理は出来ないけど！　何!?　馬鹿にしてるわけ!?」

「いや、してないけど……」

　意味不明なキレをかまし終えた玄くろ岩いわは、ハッとしてきょろきょろと辺りを見回す。

「で、肝心の凪なぎ沙さちゃんは？　伝えるんでしょ、あんたの答え」

「ああ、それが……まだ来てないんだ」

　凪沙が僕からの電話を受けてこっちに来てくれているのなら、とっくに学校に着いているはずだ。なのにまだ、彼女の姿はどこにも見えない。だから少し、心配になってきた。

「時間もなくなってきた。早く連絡するべき」

　確かにもう、一時間と少しで日付が変わる。まさか、間に合わないなんてことはないよな。不安を抱きつつ、通話を繋つないでみる。ワンコールも鳴らないうちに、凪沙の声がした。

『……傑すぐる先輩？』

「凪沙、今どこだ？」

『……駅のホームの、ベンチです。あと十分もせずに学校には着くはず、でした』

　でした？　嫌な過去形に、僕は聞き返せない。

『ここに来るのも、すっごく悩んだです。……でも、やっぱり、もういいんです。最後に一目、会いたかったですけど、きっと悲しくなるだけです。私の答えはもう、決まっているですから』

「なっ──そんなこと、言うなよ！　いいからそこで待っててくれ。絶対にだ。電話も繋いだままでいてくれ」

『もう、充電も切れそうです。だからこれで、おしまいに──』

「おしまいなんて言わせない。僕らの関係がこれで終わりだなんて、認めない」

　スマートフォンを口元から離す。僕は振り返り、二人に確認する。

「ごめん、凪沙を迎えに行ってきてもいいか？」

「は？　当ったり前じゃん。むしろ行かないとか言ったら張っ倒すつもりだったし」

「……気を付けて」

　こくりと頷うなずいて再び前を向いた瞬間、目の前の横断歩道が進めを示す。緑色のＬＥＤを見つめながら、僕は全速力で駆け出した。

「凪なぎ沙さ。凪沙！　聞こえてるか。今向かってるから。どこにも逃げるんじゃないぞ」

『嫌、です。私はもう、忘れるって決めたんです。いまさら色んなことを考えて、悩んだりなんてしたくないです』

「ああそうか。でも僕は考えたよ。脳が焼き切れそうになるくらい。それで僕は、君と付き合おうとも思った。永遠の愛を、受うけ容いれようと思いかけた！」

　十字路を曲がって、駅前の商店街に入る。毎朝凪沙と歩いた道を、逆行していく。

『……そうだったら、嬉うれしいです。でも、違うんですよね？』

「ああ、そうだ。僕は結局、自分の主義を曲げられなかった。正しいと思うことから、逃げられなかった」

『じゃあ私を、また説得しに来るんですか』

　商店街は真っ暗で、無機質な看板がずらりと並ぶ。いつか一緒に買い食いしたいと話したコロッケも、たこ焼きも、メロンパンも、まだ一つだって食べていない。

「それは違う。ただもう一度だけ、直接会って話したいんだ」

『わからないです。傑すぐる先輩はいまさら、私と何の話をする気ですか』

「僕と君の、人生の話だ」

『……どういうことです？』

「僕はこのゲームを、僕らの正常な関係をねじ曲げる障害だと考えてた。だからゲームをやり過ごして、僕らの関係を維持しようと頑張った。でもそうじゃない。それじゃあ結局、解決にはならない。あの日君が話してくれた不安は、変わることへの恐怖は、消えない」

　息が苦しくなってきた。胸が痛くて、熱い。それでも僕は、言葉を尽くすのをやめない。途切れる息の合間を縫うように、凪沙に語りかけ続ける。

「このふざけたゲーム──コクハクカルテットも、僕らが一緒に歩く人生の、過程の一部に過ぎないんだ。僕らにとって必要な過程にしなきゃ、いけないんだ」

　ゲームを否定して元に戻すんじゃない。このゲームさえも利用して、このゲームがあったからこそ辿たどり着つけるような、僕らにとって最良の未来を掴つかみ取とるんだ。僕らの主義を曲げることなく、僕らの恋心を諦めることもなく。

「だから──宣言するよ、朱と鷺き羽わ凪沙。僕は奇跡を起こしてみせる」

『奇跡、ですか。私に何を信じさせるって言うんですか』

「永遠の愛に、決まってるだろ」

　永遠の愛なんてない。永遠の愛は偽物だ。でも、永遠の愛を求める気持ちだけは本物だ。

　凪沙はしばし黙り込む。無言の台詞せりふの背景で、ピンポンパンと音が鳴る。『間もなく、二番線に電車が到着します』と流れるアナウンスに負けない声で、凪沙は言った。

『なら、先輩。まに──』

「凪沙？　凪沙ッ！」

　台詞せりふの途中で、電話が切れた。バッテリーがなくなったようだった。

　彼女は多分、間に合わせてみせろと言った。

　電車はもうすぐ来る。でもこの距離ならば。更に全速力で、いや、それよりももっと全速力で走れば、なんとかギリギリ間に合うはずだ。

　心臓がはちきれてもいい。足がちぎれてもいい。僕は悲鳴を上げる身体からだを無視して、景け色しきの流れるスピードを上げる。

　僕はジャケットのポケットに手を突っ込む。大丈夫。ここにちゃんとある。

　貰もらってばかりの僕は、やっぱり何か、彼女にあげたかった。

　凪なぎ沙さと遊園地に行った日の帰り──失意の中で探したにしては、彼女の気に入りそうな、今のシチュエーションにぴったりのプレゼントだ。渡すタイミングは結局なかったが、それも全部、この時のために違いなかった。

　だから、間に合ってくれよ。

　角を曲がると、駅が見えた。上りの電車がスピードを落とすのを横目に、僕は階段を駆け上がって、改札をダッシュで通過して、ホームへ続く階段を落ちるように下りていく。一段目。三段目。六段目に右脚が着地した瞬間。ピロピロとサイレンが警告を鳴らす。

　頼む、頼むから、待ってくれ！

　ようやくホームに下りた頃には、ドアはもう、僕を拒絶するように閉じ始めていた。

　──間に、合わない。

　車両の中の凪沙と目が合った。でも視界が揺らいで、彼女の表情は見えない。

「凪沙っ！」

　僕は叫ぶ。届かないと知りながら、足を止めない。届かないと知りながら、ドアにめがけて跳ぶ。頼む。腕だけでも、届いてくれ。頼むから──

　天にまします縁結びの神に祈りを捧ささげた、その瞬間。

　僕の頭に、衝撃と共に鈍い痛みが走った。

「痛いった！　って、え──？」

　僕は確かに飛んだ。電車のドアにぶつかる勢いで、飛び込んだ。だけど今の状況はなんだ？　どうして僕は今、電車の天井を眺めている？　仰あお向むけで、床に寝そべっている？

　僕は、間に合ったのか？　状況が飲み込めないまま立ち上がる。閉まりきったドアの向こう側、階段の中腹から玄くろ岩いわ愛あい華かがこちらを見ていて、ようやく気付いた。ああ、君が時間を止めて、僕を突き飛ばしてくれたのか。

　頼りがいのある友人は、肩で息をしながら、窓越しにも聞こえる声量で叫ぶ。

「ほんっと、どんっくさいんだから、もっと運動しろっての！　こののろまっ！」

　僕はそんな大声を出す自信がなかったので、「ありがとう」と口の動きだけで感謝を伝える。玄岩は疲れ果てたようで、ベンチにもたれかかり、もう何も言わなかった。

　ぷしゅう、と音がして、電車がゆっくり動き始める。

　握り締めたままだったスマートフォンが震えて、僕はちらりと画面を見やる。

『スキルなしには二秒足りないという結果だった。愛あい華かは間に合った？』

　悠ゆ乃のからのメッセージだ。ああ、間に合ったよ。最後の一回が残ってて、本当によかった。でも返事は後回しだ。

「凪なぎ沙さ」

　僕は振り向いて、最愛の後輩に呼びかける。

　深夜の上り電車だからだろうか。車内には凪沙以外、誰も乗っていなかった。

「間に合ったよ」

「傑すぐる、先輩──」

　凪沙は驚いたように、僕を見つめた。呼応するように、ずきんと頭が痛む。どうやら結構派手にぶつけたみたいだ。ついでに口の中を切ったようで、血の味がする。だけど逆にそれが僕を、現実にいるのだと証明してくれる。

「あ、いえ、……こほん。どうも、こんばんは」

　潤んだ瞳を隠すようにばっと真横を向いて、凪沙は流し目でこちらを見た。

「まさかこのタイミングで普通の挨拶がくるとは」

「言っておくですけど、これは奇跡には含めないですから。ただ傑先輩が頑張っただけです」

「手厳しいのか優しいのか分からないな、この後輩は。……でも、違うよ。奇跡を起こすのは、これからだ」

　僕は足りない酸素を必死で吸い込んで、徐々に呼吸が落ち着いていくのを感じる。背中はもう、汗まみれだ。隣に座るのはどうにも気が引けて、僕は彼女の前に立つ。

「僕はもう、何もしない。何もできない。切り札ももう玄くろ岩いわに渡した」

「……それは、どういうことですか？」

　凪沙は僕の意図を読みかねて、小首を傾かしげてこちらを見上げる。

「もうすぐ来る終わりを、ただ君と一緒に待つんだ。それでカルテットのことも、君への恋心も、全部忘れる。君が望んだように。……でも、それでも僕は君をまた好きになる。そして今度は、僕から告白するよ」

　悠乃の作った偽いつわりの記憶を破れたように。僕はきっと、いや必ず、この気持ちを思い出せるはずだ。僕はそう、僕自身を信じている。

　ただ静かに、僕は凪沙の言葉を待つ。電車が揺れても、僕らの視線は交わったまま途切れない。

「……そんなの、できっこないです」

　否定する気持ちは当然だ。だってそれは、ルールで定められたことなのだ。覆るわけがないと誰だって思う。それでも僕は。

「君にも、信じて欲しい」

　奇跡が起きたという結果じゃなく、奇跡が起きると信じる過程を、君と過ごしたい。

　その時間はもう、長くはないけれど。

「どうやって。どうやって信じろって、言うんですか」

　行儀よく膝に置かれた両手が、ぎゅうと握り締められる。僕はその小さな拳から目を離さずに、ポケットに入った小箱を取り出した。

「僕らの今の関係じゃ、ちょっと重すぎるかもしれないけど」

　僕はゆっくりと跪ひざまずき、小箱を開く。生活費をはたいて買ったシルバーの指輪だ。中央にあしらわれた一かけのダイヤモンドが、車内灯を反射しきらりと光った。

「え、これ、……え？」

　凪なぎ沙さは僕と指輪を交互に二度見した。その意味にたぶん気付いたのだろう。それでも信じられないようで、頬ほおをつねったり、何度も瞬まばたきをしていた。

「凪沙、聞いてくれ」

「……はい」

　凪沙はあたふたしていた手を再び膝に乗せる。途端に彼女の頬が赤く染まって、緊張した空気が流れる。それでも僕らを包み込むのは、温かい思い出だけだ。

　僕はキザったらしく口の端を吊つり上あげて、頭の中から例の言葉を引っ張り出していく。

「病めるときも、健やかなるときも。……あと、なんだっけ？」

　詰まるのが早すぎて、凪沙は「ふふっ」と笑う。緊張感が台無しだ。でもそれこそが、僕達たちらしい関係性で。

「いついかなる時も、おはようからおやすみまで、地獄の果てまで──です」

「適当すぎるだろ」

　くすくすと笑う凪沙の左手を、そっと取る。絹のように軽かった。

　凪沙の声が「あっ」と漏れた。首元まで真まっ赤かになった顔を、僕に見られまいと必死に上へ向けている。なんだその反応は。まだ途中だというのに、僕は笑いそうになる。

「凪沙」

「いや、だって、こんな、恥ずかしすぎるですよ……」

　凪沙は震えた声を零こぼしながら、緩みきった口元を一瞬曝さらけ出して、すぐに右手で覆った。彼女の綺き麗れいな瞳が、波のように揺れている。

　いつの間にか高架にさしかかった車窓から、ぽつぽつと光を放つ夜景が見えた。

　今の僕らは、世界に二人きりだ。だから意を決して、誓いの言葉を結びへと導く。

「僕は。白しら瀬せ傑すぐるは、朱と鷺き羽わ凪沙のことを永遠に愛すると誓います」

　そして指輪をゆっくりと──永遠とも思える時間をかけて、薬指に通す。















「……え。すごい。ピッタリです。どうしてわかったんですかっ」

「みたいだな。いや、直感で選んだけど、合っててよかった」

　彼女の華きや奢しやな指が姉と同じ細さだから、なんて絶対に言えるわけがない。そもそも、喜びはしゃぐ彼女に、僕の話はもう聞こえてないみたいだけど。

「すごい。すごいです。綺き麗れいです。きらきらで、ほんとに、素敵です」

　凪なぎ沙さはその煌きらめきを楽しむように、自分の指を掲げてひらひらと夢中で動かす。ダイヤモンドよりもよっぽど輝く笑顔は、僕には眩まぶしすぎた。

「これで、信じてくれるか」

　しかし凪沙は、満面の笑みで否定する。

「まだです。まだ、やることが残ってるじゃないですか」

　それはこの儀式の話だろうか。

　僕は苦笑しながら、中腰で彼女の髪をそっと撫なでた。仰々しくベールを上げる素振りがわざとらしく感じて、なんだかとても気恥ずかしい。

「凪沙──」

　頬ほおに乗せた指先を、そっと引く。

　わずかな摩擦に引き寄せられて、凪沙の顔が僕に近付く。

　それは僕らの関係性のように、少しずつ迫って、零ゼロ距離に漸ぜん近きんし、想おもいを遂げるほんの手前。唇が触れるか触れないかのギリギリで、しばし躊躇ためらって。

　そうして僕は、彼女の唇に、自らの唇を重ねた。

　あの観覧車での過ちを取り戻すように、悲しい記憶を上書きするように、すれ違った時間を埋めるように、永くて、優しくて、心まで染みる、口づけだった。

　ハッカの味が微かすかにした、気がした。

　それを合図に、僕は終幕を惜しみながら凪沙から離れる。

　そして最後の命令を、静かに告げる。

「──僕と過ごした日々を、どうか、忘れないでいてほしい」

　ルールに反したその命令は、絶対に遂げられることはないだろう。

　それでも。

　ルールに反したその願いは、願うだけで価値があるのだと、僕は信じている。

　満開の笑顔で立ち上がると、凪沙は勢いよく僕に抱きついてきた。倒れそうになって、でも今度こそ、彼女を支えきった。

「当たり前、です。忘れてくれと言われたって、忘れてあげないですから」











（６）愛を永遠に繋つなぐ法則を完成させよ。






「────ッ！」

　跳ねるようにベッドから起き上がる。バクバクと鳴なり止やまぬ鼓動、乱れた息。寝汗でまとわりつくパジャマ。血の味、いや──

「……涙？」

　僕の目からは涙が溢あふれていた。どうしてだ？　自問しても、自答はない。

　さっきまで夢を見ていた気がする。内容は……よく、覚えていない。でもきっと、とても悲しい夢だったのだと思う。涙が流れるくらいなのだから。

　何な故ぜか無性に胸がざわつく。

　何かが足りないような、どこかに何かを置き去りにしてしまったような、不安な気持ち。胸に心臓が収まっていないような感覚。でも触ればきちんと鼓動が鳴っていて、じゃあ、僕は何を失くしたんだろう。

　テスト休みも終わり、今日から週末の終業式までは登校日だ。朝の支度を済ませ玄関を出る。まぶしい太陽光に一瞬目がくらんで、何故か──朱と鷺き羽わ凪なぎ沙さの姿を幻視した。

　──おはようです、傑すぐる先輩。

　可か憐れんな蜃しん気き楼ろうは満面の笑みでフェードアウトして、残ったのはハッカの味だけ。

「どうして、君のことをこんな風に思い出すんだよ」

　元カノの美み凪なぎの妹、凪沙。美凪と付き合っている時に何度か話して、一緒に遊んだことも数回あった。でも、美凪が間にいなければ会釈だけで終わるような関係性だ。同じ学校に入ったことは知っていたが、当然関わりはない。なのに、どうして。

　そして僕は遅れて気付く。この胸の疼とう痛つうは、美凪と別れた日のものとそっくりだ。

　昨日まではそんなこと、なかったはずなのに。

　そこはかとない違和感を抱えながら、僕はいつもの電車に乗って、改札を通り抜け、商店街をぼんやり歩いて、大きな横断歩道を渡って、校門をくぐる。規則正しい足音が後ろから近付いてきたので、ほんのささやかな期待を込めて振り返る。

「あ。……おはよう、白しら瀬せくん」

「おはよう、青あおヶが島しまさん」

　以前よりもだいぶ自然な笑顔に、僕の胸がとくんと僅かに跳ねた。

「今日の委員会、準備、した？」

「ああ。一応意見は考えてきたよ。昼休み、すり合わせるか」

　青ヶ島さんは少し嬉うれしそうにこくこくと頷うなずいた。自然に揃そろった歩調で、周りの視線に晒さらされながらも二人、昇降口までの道を歩く。

　ちょうど三週間くらい前だったか。僕は、学校一の美人と称される青あおヶが島しまさんからまさかの告白を受けた。匿名のラブレターで屋上に呼び出され、給水塔の裏で縮こまっていた青ヶ島さんを見つけて、昼休みが終わるギリギリまで無言で、ようやく言葉を聞き出して。

　僕は青ヶ島さんの申し出に頷うなずいた。

　といっても、彼女と付き合ったわけじゃない。僕らの関係性は、あくまでまだ友人だ。

　──白しら瀬せ傑すぐる、くん。わたしはあなたのことが、好き。でも、あなたはまだわたしのことをよく知らない。だからまずは、友達になってほしい。

　彼女が絞り出した言葉を聞いて、僕は思わず笑ってしまった。

　馬鹿にしたわけじゃない。偶然にも同じような告白をした人間を知っていたからだ。

　それは僕自身だ。中学二年の時、ほぼ面識のない美み凪なぎを屋上に呼び出して、僕はそう申し出た。交際という結果よりも、自分を知ってもらう過程を大事にした故の言葉だった。そして僕らは友人という関係を一度経て、晴れて付き合うことになって、別れた。

　……あれ、おかしいな。

　美凪のことをいくら考えても、ハッカの味が思い出せない。

　しかも僕はそれを、安心するでもなく、寂しいと感じている。やっぱり今日は……なんだか少し、変だ。

「──くん？　白瀬くん？」

「ああ、ごめん。なんだか今日は調子が悪いみたいだ。変な夢を見てさ」

「夢？　そういえば、わたしも観みた。……起きたら涙が零こぼれていて」

「本当に？　奇遇だな、僕もだよ。もしかして同じ夢を観てたりしてな」

「内容は、覚えていない。でも不思議と、心が満たされていた」

　青ヶ島さんはふるふると首を横に振り、大事なものを心に抱き留めるように、自分の胸に両手を当てた。僕は少しだけがっかりする。多分、彼女との共通点が欲しかったからだ。

「そっか、僕とは違うみたいだ。でも、良い夢だったなら良かった」

　僕らの今の関係性は、確かに友達だ。でも……なんとなく、この人と付き合うことになるんだろうな、という予感があった。告白というスタートがあって、青ヶ島さんに誘われて二人で文化祭の実行委員に立候補して、一緒に勉強もして、休日に何度か出かけて。充分な過程を積み重ね、僕らの距離は確実に縮んでいて、あとはもう、時間の問題で。

　そのはずなのに。

　どういうわけか、胸の奥のざわつきは止まらない。

　──僕と過ごした日々を、どうか、忘れないでいてほしい。

　内側から殴られるような、酷ひどい頭痛が一瞬だけ。こんな台詞せりふ、僕は口にしたことがあっただろうか。これは一体、何の記憶だ？

「どうしたの、白瀬くん」

　何かがおかしい。

　ちょっとでも手放してしまえば、すぐに忘れてしまうような違和感だ。

　だけど、手放しちゃいけないと、どこかで誰かが叫んでいる気がした。

「いや……大丈夫だ」

「それなら、いい。──じゃあ、わたし、日直だから」

　僕らは軽く手を振り合って別れる。青あおヶが島しまさんが小走りで昇降口に吸い込まれていくのをぼーっと眺めていると、突然、僕の肩が軽く小突かれる。

「おっはよ。白しら瀬せあんた、悠ゆ乃ののことどう思ってるわけ？」

　玄くろ岩いわ愛あい華か。最近僕にやたらつっかかってくる、青ヶ島さんの親友だ。

「いきなりなんだよ玄岩。どうって、まぁ、良い関係を築けているとは思うけど」

　ポニーテールを跳ねさせながら、玄岩は「ふーん、そっ」とぶっきらぼうに顔を背ける。

「悠乃を泣かしたら、タダじゃおかないから」

　かと思えば、思い切り僕に指を突きつけて、怖い笑顔で脅してきた。

「僕だって、出来れば大事な友人を泣かせたくはないな。君も含めて」

「は？　い、い、いつからあたしがあんたの友達になったわけ!?　あんたはライバル！」

　玄岩はなんと、青ヶ島さんのことが好きらしい。僕への当たりの強さから何かあるとは思っていたが、つい先日彼女が口を滑らせて発覚した。秘密を共有した僕達たちはなんとなく、敵であり味方であるような、曖昧な関係になっていた。

「ところであんた放課後時間ある？　この前出た新作のドリンク、飲み行かない？」

「あるけど、なんで僕なんだよ、青ヶ島さんと行けよ」

　僕のまっとうな指摘に、玄岩は深く溜ため息いきを吐ついた。海へ飛び込む前の深呼吸のように。

「そうじゃなくって。えっと、その、あんたに相談したいこと、あるから」

「君が、僕に？　珍しいな」

「何？　悪い？　あのさ……あたしさ、悠乃にあたしの気持ち、話そうと思うんだよね」

「そりゃまた、急だな」

「うん。でも思い立ったが吉日っていうか、なんというか？　……悠乃、がっかりするかな。あたしの気持ち、知ったら」

「しないだろ、青ヶ島さんは」

　なんとなくだけど、断言出来た。むしろ聡そう明めいな彼女なら、最初から気付いてたっておかしくない。

　僕の言葉を咀そ嚼しやくする時間があってから、玄岩はさっきよりも強く僕の肩を叩たたいた。

「──痛いった！　何するんだよ」

「あんたのそういうとこ、ケッコー好きだよ。じゃ、勝手に帰んないでよ、相棒！」

　一方的に告げると、玄岩は返事も聞かずに自分の靴箱へと小走りで向かった。

「いや、いつから相棒になったんだよ……」

　すのこの上で呟つぶやきながら靴を履き替えていると、気安く僕の肩を抱いてくる人物がいた。どいつもこいつも僕の肩をコミュニケーションのきっかけに使うな。

「よーっす傑すぐる。朝からお熱いねぇ」

「僕はいたって冷静だ。熱いのは君だろ柵さく真ま、くっつくな、離れろ」

「くっつくと言えば、青あおヶが島しまさんとはいつくっつくんだよ、え？　ま、そうなったら最後、学校中からシメられそうだけどよ。それともアレか、玄くろ岩いわ狙いか？　真面目まじめなお前と遊び人の玄岩、意外とアリかもな？」

「いいから黙れ」

　柵真の口にぶち込もうとドロップ缶を取り出すと、僕は失敗に気付く。これは嫌いなハッカ味だけを詰めた缶だ。まったく、何してるんだ僕は。文句を垂れながらそっと、胸ポケットに戻した。

「けどよ、高たか嶺ねの花はなの青ヶ島さんだぜ。お前と仲良くなっちまって均衡が崩れた今、放っといたら争奪戦が始まって、あっという間に誰かに取られちまうぜ？」

　横並びで教室へと向かう中、柵真が僕に忠告する。なんとなくだが、似たようなやりとりを以前もしたような気がするな。そう、あの時は確か──

「あ、柵真。そういえば前に、なんか変なこと言ってたよな。好きな人と必ず結ばれる縁結びの──ナントカ様、みたいな。あの、倉庫でどうたらこうたらするやつだよ」

「はぁ？　なんだそれ。必ずって、そんなのがあるなら俺がやりてーよ」

　あれ、そうだったか。じゃあ僕は、この話をどこで知ったんだ？

　記憶の中を逆走して、思い返す。

　思い返して、気付く。

　ここ三週間の記憶に、味がないことに。……いや、ところどころ残っている。だけど全くの継つぎ接はぎで、まるで作られた記憶のようだった。

　まさか、馬鹿げている。そんなわけがない。

　これはあれだ。何な故ぜか全く勉強に身が入らず期末試験が散々だったせいで、心が疲れてるだけだ。夏休みに入ってしまえば、じきに元に戻るはず。

　階段を上っていると、ふと、見覚えのある後ろ姿が目に入る。

「なになに、どうして分かるの!?　四回連続で当てるなんて偶然じゃ済まされないよ！」

「いやいや、凪なぎ沙さちゃんが分かりやすすぎるからだって！」

　二つ並んだスカートが、きゃいのきゃいのと揺れている。朱と鷺き羽わ凪沙と、その友達だ。

「むむむ。そんなことないよ、すっごくポーカーフェイスだよ」

「今度は右でしょ」

「えっえっ、もしかしてエスパー？　あ、じゃあこれならどう？　１から１００の間で、私が今考えてる数字はなんでしょう！」

「なにそれ、そんなの無理だよー」

「当てられたらお昼はおごりだから、ほらほら」

　のんびりと進む一年生を後ろから追い抜かした、その瞬間。

　どうしてだろう。

　ハッカの味がした、気がした。

「──２だ！」

　気付いたら僕は彼女を振り返って、心に思い浮かんだ数字を叫んでいた。

　久しぶりに会った後輩は、目をまんまるにして、口をあんぐりと開けていた。

「えっえっ、えっと、あの、……お久し、ぶりですね、傑すぐるさん」

「誰？」「誰？」凪なぎ沙さの友人と柵さく真まの声が重なる。

「お姉ねえちゃんの元カレ」「元カノの妹」凪沙と僕の声が重なる。

　そう。ただそれだけの、ほとんど顔見知りと変わらない関係。なのに僕は今、どうして。

「えーっと、数字、当たったか？」

　おかしくなった空気を誤ご魔ま化かそうと、汗ばんだ頬ほおを掻かきながら正否を訊たずねてみる。

「え、まぁ、そうですけど、ちょっと怖いですね。なんですかその通りすがりの奇跡は」

「嘘うそだろ。本当に合ってるのかよ、……ははっ」

　僕は思わず笑ってしまう。本当になんだろうな、この微妙な奇跡は。

「じゃあお昼、おごってくれるのか？」

「いやいやいや、あなた先輩ですよね!?」

「流石さすがに冗談だよ。そういえば美み凪なぎは元気か？」

　距離感を探るような会話から、ようやく普通の世間話にソフトランディング。緊張した雰囲気が少しだけ緩んだのが感じ取れた。

「うん。お姉ちゃん、新しい恋人が出来たみたいで。なんかすごい惚気のろけてきて」

「そっか。それはよかった。おめでとうって、伝えておいてくれ」

「了解です。傑さんはどうなんですか？」

「僕か。僕はまぁ、ぼちぼちかな。いい雰囲気の人はいるにはいる、けど。まぁ、いつか報告するよ。……それじゃあ、また」

　この再会が和やかなものになったところで、切り上げようとした。なのに。

　凪沙。君はどうして。

「……どうして、泣いてるんだ？」

　なんの前触れもなく。彼女の綺き麗れいな両目から涙があふれ出していた。

「え？　いや、何を言ってるんですか。泣いてなんか──え？　あれ？」

　凪沙は不思議そうに、自分の頬を両手で触って、信じられないと言わんばかりに目を拭った。それでもまだ涙が零こぼれて、「なんで、なんですか、これ」と拭う手が追いつかない。

　その涙を、僕は知っている気がした。

　だからだろうか。居ても立っても居られず、僕は後輩の小さな手を握る。

「ちょっと来てくれ」

　そのまま引っ張って、階段を駆け上がる。

「なっ、なななっ、なんなんですか!?　はなっ、離してください！」

　僕だって聞きたい。なんなんだ、僕は何をしてるんだ？

「ごめん、でも、どうしても確かめたいことがあるんだ！」

　それでも何かに突き動かされて、加速するステップで上を目指す。そうして上り詰めた果て──屋上の扉を勢いよく開く。夏の香りを含んだ空気が僕らを包み込む。

「はあ、はあ──」

　肩をなすがままに揺らしながら。僕らは切れ切れの息で繋つないだ手を離す。僕は思いきり壁にもたれ、凪なぎ沙さは中腰の膝に手をついて内股で俯うつむく。

「傑すぐるさん、一体どうしちゃったんですか。いや、私も急に泣いたりして、だいぶおかしかったですけど……。もしかしてお姉ねえちゃんの近況がショックだったとか？」

「違うよ。……違う」

　確かに驚いた。結構驚いた。かなり驚いた。だけど、そうじゃない。

「凪沙。どうしてだろう。僕は君に、会いたかったような気がするんだ」

　積み重ねた過程はほとんど何もない。何度か一緒に遊んだことがあるだけの関係。朱と鷺き羽わ凪沙という人間のことを、僕はまだよく知らないはずなのに。

「……は？　いやいやいや、どうしてそうなるんですか」

「わからない。わからないんだよ」

　空を見上げても、答えはどこにも書かれていない。

「夢を、観みたんだ」

　うわごとのように呟つぶやく。思い出そうとすればするほど、追いかければ追いかけるほど、何かが僕から離れていく。頭が、心が、軽くなっていく。天使が僕の中の大事な何かだけを抜き去って、空へと運んでいくかのように。

「今にも忘れそうなんだ。全部忘れて、スッキリできそうなんだ。でも、捨てたくないんだよ。多分そっちが本物で、頭の中で我が物顔してる方が偽物で」

　ああ、僕は今、おかしなことを言っている。凪沙が心配そうに僕の袖を摘つまんだ。

「お、落ち着いてくださいです」

　その頬ほおを流れていた涙は、もう乾いていた。

　その涙さえなければ、僕だってもう忘れていただろう。

「君も、観なかったか。そんな夢を。そんな悲しい夢を」

　僕は彼女の両肩に手を乗せて、問いかける。

　僕の勢いに少し引き気味に、凪なぎ沙さは首を横に振ろうとして、ふと止まって、しばし考え込んだ。神妙な面持ちで、訝いぶかしみながらも口を開く。

「……たぶん、観みました。さっきまで忘れてましたけど、まだほんのちょっぴり、覚えてるです。すごく、悲しくて、切なくて。それで、胸の中に一個だけ残ってる言葉があるんです」

　その言葉って。僕は凪沙の瞳に訊たずねる。意図は伝わったようで、彼女はそれを諳そらんじる。

「忘れてくれと言われたって、忘れてあげないですから」

　強こわばっていたはずの表情は、満面の笑みに早変わりして、今け朝さの蜃しん気き楼ろうのように輝いた。

「まあ、何を忘れるって話だったのかは、全然覚えてないですけど──きゃっ!?」

　そんな彼女のことがどうしても愛いとおしくて、僕は無我夢中で彼女を抱き締めた。

　僅かな躊躇ためらいを感じさせつつも、彼女もまた、僕の背中に腕を回す。ぎゅう、と離れないようしっかりと、強く。

「なぎ、さ」「すぐる、さん」

「凪沙」「傑すぐる先輩」

「凪沙っ！」「傑、先輩っ！」

　そこにある感情を確認するように、互いの名前を呼び合った。その瞬間。僕らを突き動かしていた何かが、急に消えてなくなったような気がした。勢いよく夜空に咲いた花火の花弁が、自由落下で燃え尽き消えゆくように。

「えーっと、……私達たち、何してるんでしょうか」

「……いや、分からない。なんだろうな」

　なんで僕は、元カノの妹を必死で抱きしめているんだろう。

「でも。なんでこんなに、落ち着くんでしょうか」

「まったくもって、不思議だな」

　当然、彼女を抱き締めたことなんてない。なのに妙にしっくりくる。

「とりあえず、なんだかふしだらな感じがするので、離れるというのはどうでしょうか」

「ああ、そうしようか」

　密着した状態が解かれる。交差した視線すら恥ずかしくなって、僕らは互いの紅潮した頬ほおから目を逸そらす。一歩ずつ外側に距離を取って、再び扉にもたれかかる。

「ねえ、傑さん。今度、久しぶりに遊びませんか。お姉ねえちゃんと三人で」

「いいな。それ」

　僕の心は落ち着いていて、それなのに、僕の心臓は今にも飛び出しそうで。

　過程がないのに、僕らは何な故ぜか惹ひかれ合っていて。

　まだよく知らないはずなのに、互いのことをよく知っている気がして。

　ああ、なんて矛盾しているのだろう。

　そんな矛盾を形にするには、どうしたらいいだろうか。

　愛の言葉を贈ってみるか。もう一度抱き締めてみるか。それとも唇を重ねてみるか。

　いいや、どれも違う。今の僕らの関係性は、定義したら崩れてしまいそうなくらい脆もろく曖昧で。ならばその形を保つ方法はなんだろう。

　この瞬間を永遠に繋つなぐために。涼しい顔して必死に考えて、出てきた答えは。

　──ゲームをしましょう。

　記憶の奥底から、凪なぎ沙さの声が聞こえた。ああ、それがいい。僕は一人で納得した。

「凪沙。ゲームをしないか」

「……へ？　なんですか？」

　いきなりの誘いに、凪沙はいまいち状況を飲み込めていないようだった。

　だから僕は、簡潔にゲームのルールを説明する。

「僕がこれから君を好きになって、君がこれから僕を好きになったら。……その時は付き合うっていう、そういうゲームをしないか？」

　我ながら、言っている意味が分からない。

　それでも、これが最良の選択だという確信があった。僕と彼女の関係を綺き麗れいにゲームに落とし込むには、こういうルールじゃなきゃいけないと思った。

「え、なんですか、それ。なにがどうゲームなんですか。どうしたら勝ちですか？」

　戸惑う凪沙の質問に、僕はふと気付く。ああ、それは考えてなかったな。でも、勝利条件はなるべくシンプルなのが良い。

「最終的に、相手を想おもう気持ちの大きい方が勝ち」

「ほんとに、まったく、わけが分からないですね」

　困ったように凪沙は笑って、でも、拒絶する様子はない。このゲームに乗らないという選択肢は、端はなからないようだった。

　だからやっぱり、僕らは同じ夢を観みて、同じくらい悲しい思いをしたんだと思う。

　でも、これから僕らが観るのが現実だ。

　僕は胸ポケットのドロップ缶をひっくり返し、飴あめを差し出した。

　不自然なほどに真っ白な飴。凪沙はそれを受け取ると、即座にばりぼりと噛かみ砕くだいた。

「いいですよ。その勝負、受けて立ちますです」

「よし。真剣勝負だ。絶対に負けないからな、凪沙。──ゲーム・スタートだ」

　僕もまた、同じ飴玉を口へと放り込む。

　宣戦布告はハッカ味。

　甘くて苦い。そんな矛盾した味も、今なら好きになれそうだった。





あとがき




　はじめまして。かつび圭けい尚しようと申します。

　このたびは本作をお読みくださり、誠にありがとうございます。え？　あとがきから読む派の方ですか？　なるほど。ではとりあえず、私の文章をお読みくださりありがとうございます。これから是非本編もよろしくお願いします！

　さて、私が漠然と「何かを創るお仕事がしたい！」と思ったのはかれこれ十年近く前になります。自分の創ったものが誰かに楽しんでもらえることがたまらなく好きだ、と気付いたからです。当時私は高校生で、小説を書き始めて二年目くらいでした。その頃はまさか将来このように眠い目をこすりながら必死にあとがきを書くことになるとは夢にも思ってもいませんでした。

　しかし、実はそこから私が何かの賞へ応募することはありませんでした。就職先も結局、創作とは一切無縁のお仕事で、創作自体も辞めてしまいました。しかしある日突然「あの時追うことすらしなかった夢を弔とむらおう」と思い立ち、三年前に最初で最後のつもりで新人賞に応募した次第です。ありがたいことに手応えのある講評をいただいたので「もう少し頑張ってみようかな」と書き続けた結果、現在に至ります。

　本作は「異能バトルとラブコメを合体させたら面白いんじゃなかろうか」という発想のもと、筆の乗るままに書き進め、そのうちになにやら壮大なテーマを帯び始め、主人公の傑すぐると一緒に悩みに悩み抜いて出来上がった物語です。ふわりと雰囲気で書ききった応募作でしたが、担当編集様の的確なご指導により、カッチリと仕上がったように思います。

　それではそろそろ、この場を借りて、謝辞を述べさせていただければと思います。

　まずは四名の審査員の先生方、編集部の皆さまをはじめ、第十七回新人賞の選考に関わられた皆さま。ありがとうございました。

　そして担当編集様。いつもふにゃふにゃな私を優しく導いてくださりありがとうございます。本当に頼りにしております。今後ともよろしくお願いします。

　イラスト担当のみすみ様。素敵なイラストをいただくたびに悶もん絶ぜつしながら幸せを噛かみしめておりました。同時に、「イラストに負けないくらい本文ももっともっと可愛かわいくするぞ！」と改稿への刺激もいただいていました。本当にありがとうございました！

　また、本書の出版・販売に関わられた全ての方々。応援してくれた友人や職場の皆さま。それから、中学高校、大学で、或あるいはネットを通して、私と一緒に創作活動をしてくれた方々。その中でも特に私を褒めて伸ばし続けてくれたＮ君とＹ君。そして支えてくれた家族に、心から感謝を申し上げます。

　それではまた、紙面（画面）の前のあなたとあとがきでお会いできますように！
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電子書籍特典　書き下ろし短編

『ある冬の日、朱鷺羽凪沙は』





　寒い冬の日だった。玄関を開けると、外気温は想像よりも低く、身体が自然と震える。

「あっ。おはようございますです、傑さんっ！」

　僕をいつも待っててくれている顔見知りの女の子は、珍しく少し大人っぽいベージュの手袋をしていた。美凪のお下がりだ、とすぐに分かった。

「おはよう、凪沙。寒いのに、待たせたみたいでごめん。大丈夫か？」

「ぜんっぜん平気です。この手袋、見た目は薄いのにあったかくて」

「それはよかった。それ、僕が美凪にあげたやつなんだよ」

「……え。そうだったんですか。えーっと、ごめんなさいです」

「いや、僕こそごめん。……あー、まあ、君の方が似合ってるかもな」

　凪沙は気まずげに微笑む。しまったな、余計な情報だった。美凪のことになるとすぐこうだ。ハッカの味が思い出されて、動悸がして、冷静でいられなくなる。

「ところで傑さん、今日は何かご予定あるんですか？」

「終業式が終わったら家に帰るだけで、特にないけど……。どうしたんだ急に」

「ふむふむ、そうなんですね。なら、あの、よかったら、私と一緒に──」

　手袋を忙しなくこすり合わせる凪沙は、何故か不自然に僕から目を逸らす。

「一緒に……？　あ、どこか行きたいところがあるのか？　僕でいいなら付き合うけど」

　僕の返答に、凪沙は過剰に反応してびくりと飛び上がる。なんだか今日は様子が変だ。

「付き、付きあ……いや、あっ、あのあの、これは、違うんです。無意識に言葉がまろび出たというか、寝言というか、えっと……私はホラ、あいにく受験生ですから、勉強が恋人なので、傑さんと浮気する暇はないんですっ！」

　凪沙は両腕をバタバタと上下させ、目をぐるぐる回しながら、何故か逆ギレ気味に、いつもと違う呼吸のリズムで僕に詰め寄る。寒さのせいだろうか、彼女の頬は真っ赤だ。

「……で、その恋人との交際は順調なのか？」

　凪沙が志望校のレベルを上げると急に宣言したのは、つい先週のことだ。しかもそれが僕の通う高校だというのだから驚きだ。在校生として嬉しい反面、心配でもあった。勉強嫌いのはずの凪沙が、この短期間で受かるようになるだろうか、と。

「それが、聞いてくださいです。勉強君は酷いんですよ、私が一日何時間も、寝る間も惜しんで尽くしてるのに、全然私には歩み寄ってくれなくて、言ってることはわけわからないし、融通きかないし、ほんっとに大変なんですよ！」

　勉強君の愚痴を聞いているうちに、駅に到着した。凪沙とはいつもここでお別れだ。明日からは冬休みだから、次に会うのはもう来年になる。平日は毎日のように会っていたから、一週間以上顔を合わせなくなる、というのはなんだか不思議な感じだった。

　そういえば。唐突に思い出す。今日は十二月二十四日、クリスマスイブだ。

「じゃあ、またな凪沙。……メリークリスマス」

　とってつけたようにクリスマスを祝ってみる。良いお年をの方が良かったな、と思いながら凪沙に背を向けると、僕のコートがちょん、と弱々しく引っ張られた。

「……どうしたんだ、凪沙」

「えっと、あの、その。……なんでも、ないです」

　なんでもない割に、彼女は指を離してくれない。しばし、沈黙。小さな唇からは、白い息が時々漏れる。彼女が躊躇う続きの言葉を、僕は静かに待った。

「……好きです。付き合ってください」

　僕は驚いて、ばっと身体ごと振り返る。凪沙の顔はさっきよりずっと赤くなっていた。ふと、頭の中で一つの記憶が蘇る。いつか昔、凪沙に「好きかもしれないです」とからかわれた時のこと。ぴとりと触れたあの指の感触を、冷えた肌が思い出す。

「えっと、凪沙、今のって──」

「私が勉強君と無事に別れたら。傑さんに、彼氏になってほしい……です」

　凪沙は今にも泣き出しそうだった。彼女の身体はいつの間にか震えていて、色んな感情がごちゃまぜになった瞳が潤む。期待、怯え、或いは、戸惑い。

　でも僕の中に、彼女への恋心はない。朱鷺羽凪沙は僕にとって見守るべき妹のような存在で、彼女に触れたいとか、一緒にいたいとか、そう思ったことはなかった。僕にとってそんな対象は一人だけで。だから僕はこれから、彼女を振ることになる。

「ごめん、凪沙。君の告白には、応えられない。そういう風に思ってくれてたことは、なんというか、すごく嬉しい。でも僕はまだ……美凪を忘れられないから」

　僕の返事に、凪沙は悲しそうに顔を歪めた。だけどもすぐに持ち直し、「ふふっ」とはにかむ。そして一瞬だけ、安堵の表情を──浮かべたたような、気がした。

「大丈夫です。分かってるですから。傑さんは、そうですよね。だからせめて、クリスマスプレゼント……おねだりしても、いいですか？」

「あー、内容による……けど、とりあえず、聞こうか」

「さっきの告白は、気にしないで欲しいです。それで、これからも私とずっと、変わらない関係でいてください。多分まだまだ、長い付き合いになるですから」

　僕は彼女になんと答えればいいだろう。その願いを聞いてしまって、本当にいいのだろうか。僕らの関係は、これからどうあるべきなんだろうか。それはあまりにも難問で。

「だって、私は傑さんの後輩になるですからねっ！」

「……ああ、そうだな」

　ただ、凪沙が僕の後輩になるのは楽しみだ。それだけは間違いなかった。
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